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序
論

江
戸
時
代
易
學
の
研
究
課
題

一
、
江
戸
時
代
易
學
の
研
究
の
現
状

江
戸
時
代
の
易
學
は
、
極
め
て
複
雜
な
領
域
で
あ
る
。
呉
偉
明
氏
が
統
計
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
日
本
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
易
学
著

作
は
一
千
種
以
上
あ
る
。
そ
の
量
は
『
論
語
』
類
の
著
作
よ
り
も
多
い
よ
う
で
あ
る
（
一
）

。
江
戸
時
代
の
學
問
世
界
に
お
け
る
易
學
の
重
要
性
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
複
雜
な
學
問
部
類
を
分
析
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
專
門
書
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
主
題
に
關
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
し
て

み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
文
化
史
に
お
け
る
易
學
を
位
置
づ
け
る
研
究
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
は
呉
偉
明
氏
『
易
學
對
德
川
日
本
的
影
響
』
で
あ
る
。
呉
氏
の
こ
の
著
作

は
江
戸
時
代
文
化
史
に
お
い
て
易
學
の
作
用
を
多
角
的
に
研
究
し
て
い
る
力
作
で
あ
る
。
政
治
思
想
・
神
道
思
想
・
佛
教
思
想
・
醫
學
・
軍
事
な
ど
文
化

史
の
諸
方
面
と
易
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
輪
郭
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
呉
氏
が
江
戸
時
代
の
易
學
著
述
を
全
面

的
に
統
計
し
て
、
易
學
の
流
派
を
分
類
し
た
こ
と
も
、
後
の
研
究
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
（
二
）

。

次
は
主
に
儒
學
の
義
理
の
角
度
か
ら
江
戸
易
學
を
分
析
す
る
著
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
陳
威
瑨
『
日
本
江
戶
時
代
儒
家
易
學
研
究
』
・
濱
久
雄
『
東
洋
易

學
論
稿
』
・
王
鑫
『
日
本
近
世
易
學
研
究
』
で
あ
る
。
陳
氏
と
王
氏
と
の
著
作
は
、
易
學
著
作
に
現
れ
る
哲
學
概
念
の
分
析
に
盡
力
し
、
成
果
を
擧
げ
た
こ

と
に
特
色
が
あ
る
。
濱
氏
の
著
作
は
、
東
洋
易
學
史
全
體
の
中
に
日
本
易
學
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
（
三
）

。
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最
後
は
、
易
學
の
實
踐
面
、
つ
ま
り
占
術
に
重
點
を
置
い
て
、
江
戸
時
代
の
占
筮
の
大
家
を
研
究
す
る
著
作
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
は
、
奈
良
場
勝
『
近

世
易
學
研
究
ー
江
戸
時
代
の
易
占
』
で
あ
る
（
四
）

。

こ
の
三
種
類
の
專
著
は
、
こ
の
分
野
の
基
盤
を
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
具
體
的
な
人
物
や
著
述
に
關
す
る
論
文
も
多
く
あ
る
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
各
章
で
言
及
す
る
。

二
、
本
研
究
の
視
點

本
研
究
で
は
、
次
の
よ
う
な
視
點
で
分
析
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
江
戸
時
代
の
朱
子
易
學
に
つ
い
て
論
及
し
て
み
る
。
江
戸
時
代
思
想
の
主
流
が
朱
子
學
で
あ
る
よ
う
に
、
當
時
の
易
學
も
、
朱
子
易
學
に
強
く

影
響
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
江
戸
易
學
史
の
構
成
も
、
朱
子
易
學
の
繼
承
と
反
動
と
の
二
側
面
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
量
的
に
言
え
ば
、
繼
承
の

面
が
主
流
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
の
朱
子
易
學
を
通
觀
す
れ
ば
、
そ
の
特
徴
は
保
守
的
で
あ
る
。
朱
子
の
易
学
著
作
の
た
め
に
「
注

疏
」
を
作
っ
た
り
講
義
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
そ
の
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
根
本
的
な
易
學
觀
點
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
朱
子
と
一
致
し
て
い
る
。

朱
子
易
學
の
原
典
と
し
て
は
、
ま
ず
『
周
易
本
義
』
と
『
易
學
啓
蒙
』
と
の
二
つ
が
擧
げ
ら
れ
る
。
『
本
義
』
は
易
經
の
經
文
に
對
す
る
解
釋
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
、
「
卜
筮
説
」
や
、
「
經
傳
分
離
説
」
な
ど
、
朱
子
獨
自
の
見
解
に
基
づ
く
所
も
多
い
が
、
傳
統
的
な
易
解
釋
と
共
通
す
る
部
分
も
少
な
く
な

い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
『
啓
蒙
』
は
完
全
に
朱
子
易
學
の
特
殊
な
所
、
つ
ま
り
先
天
易
學
に
そ
の
重
點
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
著
作
に
加
え
て
、
北

宋
の
程
伊
川
（
程
頤
）
の
『
易
傳
』
（
「
程
傳
」
と
略
稱
）
は
、
朱
子
『
本
義
』
の
依
據
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
早
く
か
ら
朱
子
易
學
の
一
部
分
と
認
知

さ
れ
て
い
る
。



- 3 -

し
か
し
、
本
研
究
で
「
朱
子
易
學
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
原
典
類
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
原
典
を
巡
っ
て
長
期
間
に
展
開
さ
れ
て
い
る
後
世

の
著
作
傳
統
を
も
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
本
に
お
い
て
も
、
朱
子
易
學
の
受
容
は
、
朱
子
の
易
学
著
作
だ
け
を
受
容
し
た
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
よ
う
な
傳
統
を
通
し
て
受
容
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
例
證
と
し
て
、
中
世
の
禪
僧
桃
源
瑞
仙
の
『
百
衲
襖
』
の
中
に
『
易
學
啓
蒙
』
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
易
學
啓

蒙
通
釋
』
と
い
う
『
啓
蒙
』
の
解
釋
書
に
よ
る
講
義
で
あ
る
（
五
）

。
近
世
に
な
る
と
、
學
者
た
ち
が
も
っ
と
積
極
的
に
朱
子
易
學
の
書
物
を
入
手
し
、
研
鑽

を
深
め
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
日
本
人
の
易
学
著
作
は
一
千
種
を
超
え
た
が
、
そ
の
中
の
半
分
以
上
は
こ
の
よ
う
な
朱
子
易
學
に
贊
成

し
て
、
朱
子
の
見
解
の
も
と
に
論
理
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
、
多
く
の
朱
子
學
者
は
、
程
朱
易
學
の
著
作
に
つ
い
て
解
釋
書
を
著
し
た
り
、

講
義
録
を
殘
し
た
り
し
て
い
る
。
な
お
、
も
う
一
つ
注
意
に
値
す
る
の
は
、
朱
子
易
學
を
繼
承
し
た
の
は
、
決
し
て
朱
子
學
者
だ
け
で
は
な
く
、
外
の
樣

々
な
學
派
も
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
井
白
蛾
は
易
占
の
大
家
で
、
占
術
に
つ
い
て
多
數
の
著
述
を
殘
し
て
い
る
が
、
そ
の
易
學
理
論
の
基
礎
は
朱
子

易
學
で
あ
る
（
六
）

。

一
方
、
朱
子
易
學
に
對
す
る
批
判
も
續
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
古
學
派
と
國
學
と
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
古

學
者
の
伊
藤
仁
齋
は
、
朱
子
學
の
理
氣
二
元
論
を
批
判
し
て
、
古
義
學
の
「
氣
一
元
論
」
を
展
開
し
た
。
易
の
十
翼
は
朱
子
學
の
重
要
な
根
據
で
あ
る
の

で
、
仁
齋
は
十
翼
に
つ
い
て
も
獨
特
な
見
解
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
仁
齋
の
息
子
の
伊
藤
東
涯
は
、
仁
齋
の
見
解
を
繼
承
し
た
上
に
、
古
義
學
的

な
易
解
釋
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
古
學
派
の
も
う
一
つ
重
要
な
流
派
、
古
文
辭
學
の
代
表
者
と
し
て
、
荻
生
徂
徠
も
易
に
つ
い
て
獨
特
な
見
解
を
提
起

し
た
。
そ
し
て
、
徂
徠
の
門
人
の
太
宰
春
臺
が
古
文
辭
學
の
易
解
釋
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

國
學
の
場
合
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
『
易
經
』
を
神
道
體
系
の
中
に
入
れ
て
、
日
本
文
化
固
有
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
動
き
が
現
れ
た
こ
と
が
重
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要
で
あ
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
平
田
篤
胤
學
派
の
易
學
著
述
が
擧
げ
ら
れ
る
。
篤
胤
は
朱
子
易
學
の
「
先
天
易
ー
後
天
易
」
と
い
う
枠
組
み
を
取
り
入

れ
な
が
ら
も
、
そ
の
先
天
易
・
後
天
易
の
内
實
を
批
判
し
、
理
想
的
な
易
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
研
究
で
は
「
朱
子
易
學
の
繼
承
と
反
動
」
と
い
う
視
點
で
江
戸
時
代
の
易
學
を
整
理
し
て
み
た
い
。

三
、
本
研
究
の
方
法
と
内
容
構
成

本
研
究
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
視
す
る
こ
と
は
、
各
學
者
の
稿
本
を
調
査
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
易
學
思
想
を
檢
討

す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
當
時
の
易
學
著
述
の
特
徴
に
順
應
す
る
方
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
當
時
の
易
學
著
述
は
、
公
的
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、

私
的
な
寫
本
・
稿
本
な
ど
が
大
量
に
殘
っ
て
い
て
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
私
的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
各

圖
書
館
所
藏
の
草
稿
・
寫
本
な
ど
と
、
公
的
に
刊
行
さ
れ
た
著
述
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
各
學
者
の
易
解
釋
の
形
成
過
程
を
分
析
す
る
の
が
、
本
研
究
を

展
開
す
る
時
の
基
本
方
針
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
針
に
從
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
ま
ず
江
戸
時
代
に
於
け
る
朱
子
易
學
の
受
容
を
探
求
し
て
み
る
。
こ
の
方
面
で
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い

る
業
績
を
完
成
し
た
學
者
の
代
表
と
し
て
、
や
は
り
日
本
朱
子
學
の
本
山
で
あ
る
林
家
の
林
鵞
峰
が
擧
げ
ら
れ
る
。
鵞
峰
の
易
学
著
作
は
、
ほ
と
ん
ど
稿

本
の
形
態
で
傳
來
さ
れ
て
き
て
、
現
在
の
内
閣
文
庫
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
の
最
初
は
、
林
鵞
峰
（
及
び
そ
の
父
の
林
羅
山
）
の
膨
大
な
易
学
著

作
に
注
目
し
て
、
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
。

朱
子
易
學
に
對
す
る
古
學
派
の
反
動
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
東
涯
の
易
學
を
中
心
に
論
じ
る
。
東
涯
の
易
学
著
作
、
『
周
易
經
翼
通
解
』
は
公
刊
さ
れ
て
、

江
戸
時
代
か
ら
廣
く
讀
ま
れ
て
い
る
が
、
彼
に
は
ま
だ
大
量
の
草
稿
の
著
作
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
易
學
の
寫
本
・
手
澤
本
は
、
基
本
的
に
天
理
圖
書
館
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に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』
と
寫
本
の
『
周
易
傳
義
考
異
』
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
研
究
の
第
二
の
部
分
は
、
こ
の
二

つ
の
書
物
を
中
心
と
し
て
、
東
涯
易
學
の
研
究
手
法
、
及
び
朱
子
易
學
と
の
關
連
性
を
分
析
す
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
を
通
し
て
、
東
涯
易
學
の
特
色
が

十
分
に
分
か
る
と
思
う
。
た
だ
、
江
戸
時
代
の
思
想
史
に
お
け
る
東
涯
易
學
の
位
置
は
、
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
の
で
、
東
涯
易
學
と
そ
の
父
仁
齋
の
易
學
、

及
び
外
の
古
學
者
の
易
學
と
を
比
較
し
て
、
古
學
派
易
學
の
全
體
像
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

朱
子
易
學
に
對
す
る
國
學
の
反
動
に
つ
い
て
は
、
當
時
の
國
學
者
で
あ
る
平
田
篤
胤
の
易
學
を
分
析
し
な
が
ら
説
明
す
る
。
平
田
篤
胤
の
易
學
は
、
儒

學
者
の
そ
れ
を
受
容
し
な
が
ら
出
來
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
篤
胤
は
伊
藤
東
涯
を
高
く
評
價
し
て
、
東
涯
の
易
学
著
作
を
大
量
に
引
用
し
て
い

る
の
で
、
兩
者
の
關
係
を
ま
ず
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
篤
胤
の
易
學
著
作
も
、
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
現
在
の
『
全
集
』
に
入
っ
て
い
る
も
の

と
未
公
開
の
草
稿
と
が
あ
る
。
『
全
集
』
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
彼
の
易
學
の
最
終
段
階
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
複
雜
な
論
理
構
造
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
未
公
開
の
草
稿
は
、
ほ
と
ん
ど
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
平
田
易
學
の
最
初
の
段
階
を
代
表
す
る
も
の
が
見

つ
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
次
資
料
を
分
析
し
て
、
篤
胤
易
學
の
中
核
を
提
示
し
、
そ
れ
と
清
朝
考
證
學
と
の
關
係
を
探
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

【
註
】

（
一
）
呉
偉
明
『
易
學
對
德
川
日
本
的
影
響
』
（
中
文
大
學
出
版
社
、
二
○
○
九
年
）
附
録
一
を
參
照
。

（
二
）
呉
氏
の
分
類
は
、
朱
子
學
・
陽
明
學
・
古
學
・
折
衷
學
・
國
學
・
易
占
の
六
種
類
で
あ
る
。

（
三
）
陳
威
瑨
『
日
本
江
戶
時
代
儒
家
易
學
研
究
』
（
政
大
出
版
社
、
二
○
一
五
年
）
。
濱
久
雄
『
東
洋
易
學
論
攷
』
（
明
徳
出
版
社
、
二
○
一
六
年
）
。
王

鑫
『
日
本
近
世
易
學
研
究
』
（
北
京
人
民
大
學
出
版
社
、
二
○
一
七
年
）
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（
四
）
奈
良
場
勝
『
近
世
易
學
研
究
ー
江
戸
時
代
の
易
占
』
を
參
照
。

（
五
）
近
藤
浩
之
「
擲
錢
法
に
對
す
る
桃
源
瑞
仙
の
講
抄
」
（
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
六
号
、
二
○
一
六
年
）
を
參
照
。

（
六
）
前
述
の
朱
子
易
學
の
傳
統
と
い
う
も
の
は
、
基
本
は
學
術
的
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
經
典
解
釋
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
占
法
に
關
す

る
論
述
も
、
相
當
の
地
位
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
占
法
も
や
は
り
『
周
易
』
や
『
左
傳
』
な
ど
の
經
典
に
載
せ
て
あ
る
占
法
を
主
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
で
は
、
各
種
の
占
法
に
つ
い
て
の
著
作
が
多
く
現
れ
て
、
そ
し
て
大
體
朱
子
易
學
を
原
理
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
、

新
井
白
蛾
の
著
作
は
朱
子
易
學
を
尊
崇
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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第
一
章

林
家
の
易
學

は
じ
め
に

周
知
の
通
り
、
朱
子
學
は
江
戸
時
代
の
學
問
の
主
流
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
朱
子
易
學
も
江
戸
時
代
易
學
の
主
流
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
、

當
時
の
易
學
者
は
、
朱
子
に
贊
否
両
論
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朱
子
易
學
の
著
述
を
熟
讀
し
て
か
ら
自
身
の
見
解
を
述
べ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
特

に
、
朱
子
易
學
に
贊
同
し
て
、
朱
子
の
著
作
を
祖
述
す
る
學
者
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
内
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
業
績
を
完
成
し
た
學
者
の
代
表
と

し
て
、
や
は
り
日
本
朱
子
學
の
本
山
で
あ
る
林
家
の
林
鵞
峰
が
擧
げ
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
林
鵞
峰
（
及
び
そ
の
父
の
林
羅
山
）
の
膨
大
な
易
学
著
作
に

注
目
し
て
、
そ
の
易
學
を
探
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
林
羅
山
・
鵞
峰
父
子
の
易
学
著
述

（
１
）
林
羅
山
の
易
学
著
述

林
羅
山
は
も
ち
ろ
ん
朱
子
易
學
に
接
觸
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
朱
子
易
學
の
著
述
に
基
づ
い
て
講
義
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
經
緯
に
つ
い
て

は
、
林
鵞
峰
の
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
一
）

。

先
考
羅
山
先
生
、
晚
年
に
易
を
講
じ
、
手
づ
か
ら
程
傳
朱
義
に
引
用
す
る
所
の
故
事
、
故
語
及
び
末
書
を
抄
す
る
時
に
、
偶
ま
朝
鮮
本
啓
蒙
傳
疑
を
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閲
し
、
手
記
二
字
に
及
ぶ
。
而
し
て
其
の
手
抄
を
號
け
て
周
易
手
記
と
曰
ふ
。
漸
く
積
り
て
堆
を
成
す
。
賁
卦
に
至
り
て
講
じ
罷
る
。
時
に
其
の
編

を
終
へ
ざ
る
を
以
て
遺
憾
と
爲
す
。
丁
酉
の
災
に
罹
り
、
隻
字
を
存
せ
ず
。
惜
し
き
か
な
。
（
先
考
羅
山
先
生
晚
年
講
易
、
手
抄
程
傳
朱
義
所
引
用
故

事
、
故
語
及
末
書
時
、
偶
閲
朝
鮮
本
啓
蒙
傳
疑
、
及
手
記
二
字
、
而
號
其
手
抄
曰
周
易
手
記
。
漸
積
成
堆
、
至
賁
卦
講
罷
、
時
以
其
不
終
編
爲
遺
憾
。

罹
丁
酉
之
災
、
不
存
隻
字
、
惜
哉
。
）

羅
山
が
晩
年
に
易
の
講
義
を
し
た
時
、
自
ら
程
傳
（
程
伊
川
の
『
易
傳
』
）
・
朱
義
（
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
）
に
つ
い
て
、
そ
の
「
故
事
」
・
「
故
語
」
な

ど
の
出
典
を
調
べ
て
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
で
、
朝
鮮
儒
學
者
李
退
溪
の
『
易
學
啓
蒙
傳
疑
』
か
ら
啓
發
を
受
け
て
、
自
分
の
考
察
の

記
録
を
「
周
易
手
記
」
と
名
付
け
た
。

「
手
記
二
字
に
及
ぶ
」
と
は
、
李
退
溪
の
『
易
學
啓
蒙
傳
疑
』
の
内
容
を
指
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
朱
子
『
易
學
啓
蒙
』
の
序
文
の
最
後
に
、
「
雲

臺
眞
逸
手
記
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
が
、
こ
の
署
名
に
つ
い
て
朝
鮮
儒
學
者
の
中
に
論
爭
が
起
き
た
。
『
易
學
啓
蒙
傳
疑
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
二
）

。

雲
臺
眞
逸
手
記
。
手
記
は
、
猶
ほ
手
錄
、
手
編
、
手
校
の
類
な
り
。
京
城
に
尹
先
生
光
溢
あ
り
、
每
に
言
ふ
、
手
の
字
當
に
逸
字
に
屬
し
、
眞
逸
手
、

乃
ち
晦
庵
の
別
號
な
り
。
余
聞
き
て
之
れ
を
非
と
す
。
（
雲
臺
眞
逸
手
記
。
手
記
猶
手
錄
、
手
編
、
手
校
之
類
。
京
城
有
尹
先
生
光
溢
、
每
言
手
字
當

屬
逸
字
、
眞
逸
手
乃
晦
庵
之
別
號
也
。
余
聞
而
非
之
。
）

つ
ま
り
、
當
時
の
朝
鮮
に
は
、
「
雲
臺
眞
逸
手
記
」
と
い
う
署
名
を
、
「
雲
臺
眞
逸
手
が
記
す
」
と
讀
ん
で
、
「
雲
臺
眞
逸
手
」
を
朱
子
の
號
と
し
た
儒
者

が
い
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
對
し
て
、
李
退
溪
は
反
對
し
て
い
る
。
退
溪
に
よ
る
と
、
「
雲
臺
眞
逸
」
は
朱
子
の
號
で
あ
る
が
、
「
手
記
」
と
は
「
手
ず

か
ら
記
す
」
こ
と
で
あ
る
。
羅
山
は
こ
の
考
證
か
ら
啓
發
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
羅
山
が
講
義
し
な
が
ら
、
「
程
傳
朱
義
に
引
用
す
る
所
の
故
事
、
故
語
及
び
末
書
を
抄
す
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
山
が
講
義
し
た
内
容
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は
、
程
傳
と
朱
義
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
程
伊
川
の
『
易
傳
』
と
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
と
を
講
釋
す
る
た
め
に
、
程

傳
・
朱
義
に
關
わ
る
出
典
を
調
べ
て
、
程
傳
朱
義
の
理
解
の
參
考
に
な
る
「
末
書
」
（
つ
ま
り
明
代
儒
者
の
著
作
）
を
も
調
べ
た
。
そ
し
て
、
調
べ
た
結
果

を
記
録
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
周
易
手
記
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
周
易
手
記
」
の
範
圍
は
、
易
經
六
十
四
卦
の
中
、
最
初
の
乾
卦
か
ら
第
二
十
二

卦
の
賁
卦
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
暦
三
年
（
丁
酉
）
の
火
災
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
羅
山
の
「
周
易
手
記
」
は
全
部
燒
失
し
た
の
で
あ
る
。
明
暦
三

年
は
即
ち
林
羅
山
の
沒
年
で
あ
る
の
で
、
羅
山
の
易
學
著
作
は
こ
れ
で
な
く
な
っ
た
と
鵞
峰
は
慨
嘆
し
て
い
る
。

（
２
）
林
鵞
峰
の
易
学
著
述

林
鵞
峰
が
著
し
た
易
學
著
述
に
、
刊
行
さ
れ
た
書
物
は
な
い
が
、
寫
本
の
も
の
は
極
め
て
多
い
。
そ
の
よ
う
な
寫
本
形
態
の
著
述
は
、
ほ
と
ん
ど
現
在
、

国
立
公
文
書
館
の
内
閣
文
庫
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
著
述
を
時
間
順
に
列
擧
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
易
學
啓
蒙
私
考
』
（
寛
文
元
年
、
１
６
６
１
）

『
周
易
本
義
私
考
』
（
寛
文
二
年
至
寛
文
三
年
仲
冬
下
旬
、
１
６
６
２
～
１
６
６
３
）

『
周
易
新
見
』
（
延
寶
五
年
季
秋
下
旬
、
１
６
７
７
）

『
周
易
訓
點
異
同
』
（
延
寶
五
年
季
秋
下
旬
、
１
６
７
７
）

『
周
易
私
考
翼
』
（
延
寶
五
年
季
秋
下
旬
至
翌
年
戊
午
孟
夏
十
一
日
、
１
６
７
７
～
１
６
７
８
）

『
周
易
程
傳
私
考
』
（
延
寶
六
年
孟
秋
、
１
６
７
８
）

『
周
易
程
説
餘
考
』
（
延
寶
六
年
戊
午
八
月
中
旬
、
１
６
７
８
）
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『
易
翼
餘
考
』
（
延
寶
六
年
季
冬
朔
、
１
６
７
８
）

つ
ま
り
、
鵞
峰
の
易
學
著
述
は
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
寛
文
元
年
か
ら
三
年
間
で
は
、
朱
子
の
『
易
學
啓
蒙
』
と
『
周
易
本
義
』
を
中
心
に
、『
易

學
啓
蒙
私
考
』
と
『
周
易
本
義
私
考
』
を
著
し
た
。
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
朱
子
の
著
作
を
中
心
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
十
數
年
後

の
延
寶
五
年
か
ら
二
年
間
で
は
、
程
伊
川
の
『
易
傳
』
、
程
朱
の
異
同
、
程
朱
以
外
の
易
學
な
ど
廣
汎
な
易
學
主
題
を
扱
っ
て
、
集
中
し
て
一
連
の
易
学
著

作
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
易
著
作
に
、
鵞
峰
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
序
文
と
跋
文
な
ど
を
書
い
た
。
こ
の
よ
う
な
序
文
と
跋
文
と
は
、
も
と
は
易
著
作
の
寫

本
に
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
ほ
と
ん
ど
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
（
三
）

。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
序
文
・
跋
文
を
基
本
資
料
と
し

て
、
三
項
目
に
分
け
て
鵞
峰
が
朱
子
易
學
を
受
容
す
る
經
緯
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
ａ
）
寛
文
元
年
の
易
講
義
と
『
易
學
啓
蒙
私
考
』

鵞
峰
が
最
初
に
易
學
を
講
義
し
た
の
は
、
寛
文
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
に
書
い
た
「
書
易
學
啓
蒙
後
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

余
、
易
を
講
ず
る
の
志
有
り
。
今
春
よ
り
皋
比
に
坐
り
、
啓
蒙
を
講
ず
。
俄
か
に
弟
の
喪
に
遭
ひ
、
坐
を
撤
す
る
こ
と
數
月
。
季
秋
に
至
り
、
再
び

筵
を
開
く
。
孟
冬
に
至
り
、
佔
畢
の
功
を
終
ふ
。
朱
子
、
易
に
功
あ
る
こ
と
、
豈
に
喙
を
容
る
べ
け
ん
や
哉
。
胡
玉
齋
の
解
、
亦
た
朱
子
に
功
あ
り

て
、
後
の
學
者
に
益
あ
る
な
り
。
（
余
有
講
易
之
志
、
自
今
春
坐
皋
比
、
講
啓
蒙
、
俄
遭
弟
喪
、
撤
坐
數
月
。
至
季
秋
、
再
開
筵
、
至
孟
冬
、
終
佔
畢

之
功
。
⋯
朱
子
有
功
於
易
、
豈
可
容
喙
哉
。
胡
玉
齋
解
亦
有
功
於
朱
子
而
有
益
於
後
學
者
也
。
）

（
寫
本
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
の
卷
末
）

鵞
峰
の
最
初
の
易
學
講
義
は
、
朱
子
の
『
易
學
啓
蒙
』
に
つ
い
て
の
講
義
で
あ
る
。
ま
た
、
「
胡
玉
齋
解
」
と
は
、
胡
方
平
（
號
は
玉
齋
）
の
『
易
學
啓
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蒙
通
釋
』
で
あ
る
。
鵞
峰
が
こ
れ
に
言
及
し
た
の
は
、
彼
の
講
義
は
主
に
胡
氏
『
通
釋
』
を
參
考
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
講
義
に
伴
い
、
鵞
峰

は
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
を
著
し
た
。

（
ｂ
）
寛
文
二
年
～
三
年
の
『
周
易
本
義
私
考
』

寛
文
二
年
に
、
鵞
峰
は
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
講
義
を
し
た
。
そ
し
て
、
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
卷
四
十
九
に
は
、
「
講
易
解
」

と
い
う
文
章
が
あ
っ
て
、
講
義
の
經
緯
と
、
『
本
義
』
を
選
ん
だ
理
由
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
「
講
易
解
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
「
古
易
」
と
「
今

易
」
と
を
分
け
て
い
る
。

漢
よ
り
以
前
、
文
王
・
周
公
の
經
、
孔
子
の
傳
と
各
々
別
の
卷
を
爲
す
。
乃
ち
是
れ
古
易
な
り
。
⋯
王
弼
に
至
り
、
文
言
を
乾
坤
に
附
し
、
彖
傳
及
び

大
象
を
卦
辭
の
下
に
附
し
、
小
象
を
各
爻
の
下
に
附
し
、
而
し
て
繫
辭
・
説
卦
・
序
卦
・
雜
卦
、
舊
の
如
し
。
乃
ち
是
れ
今
易
な
り
。
是
れ
に
よ
り

て
古
易
廢
た
れ
て
行
は
ず
。
（
自
漢
以
前
、
文
王
周
公
經
與
孔
子
傳
各
爲
別
卷
、
乃
是
古
易
也
。
⋯
至
王
弼
附
文
言
於
乾
坤
、
附
彖
傳
及
大
象
於
卦
辭

下
、
附
小
象
於
各
爻
下
、
而
繫
辭
説
卦
序
卦
雜
卦
如
舊
、
乃
是
今
易
也
。
由
是
古
易
廢
而
不
行
。
）

（
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
卷
四
十
九
）

卦
爻
辭
と
十
翼
と
が
分
離
し
て
い
る
と
い
う
易
經
の
も
と
も
と
の
姿
を
「
古
易
」
と
呼
ぶ
。
そ
れ
に
對
し
て
、
文
言
・
彖
傳
・
象
傳
な
ど
と
卦
爻
辭
と

を
混
ぜ
っ
て
い
る
後
世
の
テ
ク
ス
ト
を
「
今
易
」
と
呼
ぶ
。
王
弼
以
降
の
易
註
は
、
基
本
的
に
「
今
易
」
の
範
疇
に
屬
し
て
い
る
。
特
に
、
朱
子
易
學
の

傳
統
の
一
部
分
と
さ
れ
て
い
る
程
伊
川
の
『
易
傳
』
（
程
傳
）
も
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
朱
子
の
『
本
義
』
は
も
と
も
と
「
古
易
」
に
從
っ
て
出
來
上
が
っ

た
が
、
流
傳
し
て
き
た
う
ち
に
、
そ
の
も
と
の
姿
が
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
明
代
敕
編
の
『
易
經
大
全
』
は
程
傳
と
朱
義
と
を
合
册
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
經
文
の
テ
ク
ス
ト
は
程
傳
の
「
今
易
」
に
從
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
朱
子
『
周
易
本
義
』
の
も
と
も
と
の
テ
ク
ス
ト
が
破
壞
さ
れ
て
、
朱
子
の

眞
意
に
合
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
程
傳
・
朱
義
を
合
體
さ
せ
た
『
易
經
大
全
』
に
内
在
し
て
い
る
矛
盾
に
對
し
て
、
「
講
易
解
」
に
、
鵞
峰
は
次
の
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よ
う
に
處
理
の
仕
方
を
提
示
し
て
い
る
。

大
全
は
、
敕
撰
に
し
て
公
道
な
る
者
な
り
。
易
を
講
ず
る
者
、
是
れ
を
舍
て
て
何
を
以
て
主
と
爲
す
か
。
然
れ
ど
も
程
傳
・
朱
義
、
其
の
趣
、
同
じ

か
ら
ず
。
逐
段
に
一
時
に
合
講
す
れ
ば
、
則
ち
初
學
者
は
、
恐
ら
く
取
捨
を
惑
ひ
、
理
會
を
難
と
す
る
か
。
故
に
今
、
大
全
本
に
據
る
と
雖
ど
も
、

而
る
に
先
づ
朱
義
を
講
じ
、
姑
く
程
傳
を
閣
す
。
若
し
幸
に
全
部
の
功
を
終
ふ
れ
ば
、
則
ち
程
傳
に
據
り
て
再
び
講
ず
べ
し
。
⋯
今
日
、
初
め
て
講
筵

を
開
き
、
聊
か
歸
趣
を
述
べ
、
以
て
之
れ
に
示
諭
す
。
（
大
全
者
、
敕
撰
而
公
道
者
也
。
講
易
者
、
舍
是
何
以
爲
主
哉
。
然
程
傳
朱
義
、
其
趣
不
同
、

逐
段
一
時
合
講
、
則
初
學
者
恐
惑
取
捨
、
難
理
會
乎
。
故
今
雖
據
大
全
本
、
而
先
講
朱
義
、
姑
閣
程
傳
。
若
幸
終
全
部
功
、
則
據
程
傳
可
再
講
焉
。
⋯

今
日
初
開
講
筵
、
聊
述
歸
趣
、
以
示
諭
之
。
）

『
易
經
大
全
』
の
權
威
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
程
傳
・
朱
義
に
内
在
し
て
い
る
差
異
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
大
全
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
な
が

ら
も
、
そ
の
中
の
『
本
義
』
の
部
分
だ
け
を
講
義
す
る
。
程
傳
も
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
暫
く
そ
れ
を
無
視
し
て
、
『
本
義
』
の
講
釋
が
終
わ
っ
た

後
で
ま
た
程
傳
に
戻
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

こ
の
講
義
の
成
果
と
し
て
、
鵞
峰
は
『
周
易
本
義
私
考
』
を
著
し
た
。『
周
易
本
義
私
考
』
第
一
册
の
冒
頭
に
、「
易
本
義
私
考
序
」
が
あ
っ
て
、『
私
考
』

の
著
述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

向
陽
子
、
易
を
講
ず
る
は
、
梅
開
の
日
に
資
始
し
、
純
陽
の
月
に
逮
び
、
乾
坤
を
終
へ
て
以
て
屯
蒙
に
至
る
。
程
傳
を
尊
び
て
以
て
之
れ
を
閣
し
、

先
づ
朱
子
の
本
義
を
述
ぶ
。
然
る
に
其
の
簡
奧
に
し
て
解
し
難
き
を
苦
し
む
。
往
往
と
し
て
胡
氏
の
易
通
、
虛
齋
の
蒙
引
、
徐
氏
の
演
義
、
王
氏
の

正
達
、
李
氏
の
約
言
な
ど
を
展
閲
し
、
本
義
に
便
あ
る
者
を
抄
出
し
、
而
し
て
朱
子
語
類
を
參
考
し
て
以
て
大
全
の
偶
ま
漏
る
る
を
補
ふ
。
且
つ
援

く
所
の
故
事
故
語
を
、
其
の
由
る
所
を
表
示
す
。
號
づ
け
て
私
考
と
曰
ふ
。
私
は
、
何
ぞ
や
。
之
れ
を
公
共
せ
ざ
る
な
り
。
其
れ
之
れ
を
公
共
せ
ざ
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る
は
、
何
ぞ
や
。
淺
見
に
し
て
人
に
示
す
に
足
ら
ざ
る
を
以
て
す
る
な
り
。
（
向
陽
子
講
易
、
資
始
於
梅
開
之
日
、
逮
純
陽
之
月
、
終
乾
坤
以
至
於
屯

蒙
。
尊
程
傳
以
閣
之
、
先
述
朱
子
本
義
。
然
苦
其
簡
奧
難
解
。
往
往
展
閲
胡
氏
易
通
、
虛
齋
蒙
引
、
徐
氏
演
義
、
王
氏
正
達
、
李
氏
約
言
等
、
抄
出

有
便
於
本
義
者
、
而
參
考
朱
子
語
類
以
補
大
全
之
偶
漏
。
且
所
援
故
事
故
語
、
表
示
其
所
由
。
號
曰
私
考
。
私
者
、
何
也
。
不
公
共
之
也
。
其
不
公

共
之
者
、
何
也
。
以
淺
見
不
足
示
人
也
。
）

こ
の
序
文
を
書
い
た
の
は
、
講
義
で
乾
坤
屯
蒙
の
四
卦
を
終
わ
っ
た
時
で
あ
る
。
程
傳
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
朱
子
の
『
本
義
』
を
優
先
し
て
解
釋
す

る
立
場
を
再
び
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
朱
義
の
難
解
な
所
が
多
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
世
の
解
釋
書
を
參
考
し
て
い
る
。
胡
方
平
『
周
易
本
義

通
釋
』
、
蔡
清
『
周
易
蒙
引
』
な
ど
宋
明
時
代
の
易
學
注
釋
を
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
後
で
、
鵞
峰
の
講
義
が
進
行
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、『
周
易
本
義
私
考
』
の
撰
述
も
進
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
寛
文
三
年
に
講
義
が
全
部
終
わ
っ
て
、

『
私
考
』
も
出
來
上
が
っ
た
の
で
、
鵞
峰
は
『
周
易
本
義
私
考
』
卷
十
三
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
に
「
周
易
本
義
私
考
跋
」
と
い
う
跋
文
を
つ
け
て
い
る
。

易
講
、
編
を
終
ふ
れ
ば
、
則
ち
私
考
亦
た
成
れ
り
。
乾
坤
よ
り
始
め
、
既
未
濟
に
終
ふ
。
總
べ
て
十
三
卷
な
り
。
聊
か
大
全
の
足
ら
ざ
る
所
を
補
ひ
、

本
義
の
旨
を
窺
は
ん
と
欲
す
。
凡
て
本
義
に
引
く
所
の
典
故
、
大
概
と
し
て
其
の
出
づ
る
所
を
抄
す
。
文
義
に
至
れ
ば
、
則
ち
蒙
引
、
演
義
な
ど
を

以
て
粗
に
之
れ
を
解
す
。
正
達
の
如
き
は
、
爻
ご
と
に
列
す
る
所
の
故
事
、
未
だ
必
ず
本
義
に
合
は
ず
と
雖
も
、
姑
く
之
れ
を
載
し
、
講
述
に
便
に

す
。
然
る
に
本
義
と
乖
異
す
る
者
、
之
れ
を
除
く
。
⋯
あ
あ
、
易
道
精
蘊
し
、
本
義
簡
古
た
り
。
然
れ
ど
も
心
を
潛
め
て
熟
讀
す
れ
ば
、
則
ち
一
句
一

字
と
雖
も
、
敢
へ
て
妄
り
に
下
さ
ず
、
皆
な
經
文
に
貼
せ
ざ
る
な
し
。
大
全
の
諸
儒
の
説
、
多
く
是
れ
本
義
の
中
よ
り
出
來
し
、
而
る
に
或
は
繁
冗

に
失
し
、
或
は
牽
合
傅
會
を
免
れ
ず
。
乃
ち
知
る
、
能
く
本
義
に
通
ず
れ
ば
、
則
ち
大
全
、
之
れ
を
束
閣
す
べ
き
を
。
余
の
私
考
の
如
き
は
、
則
ち

反
古
の
堆
の
み
。
然
れ
ど
も
網
罟
無
け
れ
ば
、
則
ち
鳥
魚
を
得
が
た
し
。
門
庭
を
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
則
ち
堂
室
に
入
り
難
し
。
初
學
者
以
て
之
れ
を
贅
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疣
と
見
る
な
か
れ
。
（
易
講
終
編
、
則
私
考
亦
成
矣
。
始
於
乾
坤
、
終
於
既
未
濟
。
總
十
三
卷
、
聊
補
大
全
之
所
不
足
、
欲
窺
本
義
之
旨
。
凡
本
義
所

引
典
故
、
大
概
抄
其
所
出
、
至
文
義
則
以
蒙
引
、
演
義
等
粗
解
之
。
如
正
達
每
爻
所
列
故
事
、
雖
未
必
合
本
義
、
姑
載
之
、
便
於
講
述
。
然
與
本
義

乖
異
者
除
之
。
⋯
嗚
呼
、
易
道
精
蘊
、
本
義
簡
古
、
然
潛
心
熟
讀
、
則
雖
一
句
一
字
、
不
敢
妄
下
、
皆
無
不
貼
經
文
。
大
全
諸
儒
説
、
多
是
自
本
義
之

中
出
來
、
而
或
失
於
繁
冗
、
或
不
免
牽
合
傅
會
。
乃
知
能
通
本
義
、
則
大
全
可
束
閣
之
。
如
余
私
考
、
則
反
古
堆
而
已
。
然
無
網
罟
、
則
難
得
鳥
魚
。

不
過
門
庭
、
則
難
入
堂
室
。
初
學
者
莫
以
贅
疣
見
之
。
）

『
本
義
』
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『
大
全
』
の
割
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
宋
元
學
者
の
説
と
、
鵞
峰
の
手
元
に
あ
る
明
代
の
易
著
述
と
を
十
分
に
參
考
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
參
考
に
で
き
る
も
の
を
拔
出
し
て
、
鵞
峰
自
身
の
判
斷
を
加
え
て
で
き
た
の
が
、
こ
の
『
周
易
本
義
私
考
』
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

鵞
峰
が
『
周
易
本
義
』
を
講
義
し
、『
周
易
本
義
私
考
』
を
著
し
た
こ
と
を
通
し
て
、『
大
全
』
に
つ
い
て
も
新
し
い
知
見
を
得
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、『
易

經
大
全
』
に
は
、
朱
子
『
本
義
』
を
解
説
す
る
た
め
に
宋
元
時
代
の
學
者
た
ち
の
説
を
も
集
め
て
割
注
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
宋
元
時
代
の

説
は
、
朱
子
『
本
義
』
に
根
差
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
煩
雜
な
ど
の
缺
點
を
免
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
朱
子
の
『
本
義
』
は
一
言
一
句
も

亂
暴
な
と
こ
ろ
が
な
く
、
經
文
理
解
に
必
要
不
可
缺
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鵞
峰
は
朱
子
『
本
義
』
の
價
値
を
再
確
認
し
た
上
に
、
『
大
全
』
所
收
の

諸
説
の
缺
點
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
ｃ
）
延
寶
五
年
～
六
年
の
易
學
著
述

延
寶
五
年
～
六
年
の
二
年
間
に
、
鵞
峰
は
『
周
易
程
傳
私
考
』
を
始
め
、
一
連
の
易
學
著
作
を
完
成
し
た
。
そ
の
業
績
の
量
は
ず
い
ぶ
ん
多
か
っ
た
が
、

そ
の
基
本
的
な
や
り
方
は
、
『
周
易
本
義
私
考
』
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
周
易
程
傳
私
考
』
第
一
册
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
「
周
易
程
傳

私
考
序
」
が
あ
る
。
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易
を
説
く
に
二
あ
り
、
理
と
曰
ひ
、
數
と
曰
ふ
。
理
學
を
説
く
は
、
程
傳
に
備
は
る
。
象
數
を
説
く
は
、
康
節
に
始
ま
り
、
朱
義
に
成
る
。
二
者
竝

行
し
て
、
一
に
專
ら
す
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
永
樂
に
大
全
を
編
す
る
に
、
程
傳
朱
義
を
倂
載
し
て
、
諸
儒
の
言
を
其
の
下
に
分
注
し
、
傳
義
の
趣

を
區
別
す
。
方
今
の
講
學
者
、
或
は
其
の
區
別
す
る
所
以
を
辨
ぜ
ず
し
て
、
大
全
本
に
就
き
て
、
傳
義
を
連
讀
す
。
豈
に
二
先
生
の
心
に
協
ふ
べ
け

ん
や
。
余
、
往
年
に
講
義
す
る
に
、
先
づ
朱
義
を
宗
と
し
、
私
考
を
作
り
て
以
て
家
に
藏
す
。
而
る
後
に
別
け
て
程
傳
を
考
へ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど

も
公
に
は
則
ち
本
朝
通
鑑
の
編
あ
り
、
私
に
は
則
ち
論
語
諺
解
、
歷
史
の
周
覽
あ
り
。
而
し
て
葛
裘
を
易
ふ
る
者
、
既
に
十
餘
回
な
り
。
然
る
に
未

だ
心
に
忘
れ
ず
。
思
ひ
て
忘
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
盍
ぞ
其
の
志
を
遂
げ
ん
や
。
⋯
是
に
筆
を
起
こ
す
し
か
い
ふ
。
延
寶
五
年
丁
巳
季
秋
二
十
二
日
、
鵝
峰

林
叟
序
す
。（
説
易
有
二
、
曰
理
曰
數
。
説
理
學
、
備
於
程
傳
。
説
象
數
、
始
於
康
節
、
成
於
朱
義
。
二
者
竝
行
、
而
不
能
專
於
一
。
故
永
樂
編
大
全
、

程
傳
朱
義
倂
載
、
而
分
注
諸
儒
之
言
於
其
下
、
區
別
傳
義
之
趣
。
方
今
講
學
者
、
或
不
辨
其
所
以
區
別
、
而
就
大
全
本
、
連
讀
傳
義
、
豈
可
協
二
先

生
之
心
乎
。
余
往
年
講
義
、
先
宗
朱
義
、
作
私
考
以
藏
於
家
。
而
後
欲
別
考
程
傳
、
然
公
則
有
本
朝
通
鑑
之
編
、
私
則
有
論
語
諺
解
、
歷
史
之
周
覽
。

而
易
葛
裘
者
、
既
十
餘
回
。
然
未
忘
於
心
。
思
而
不
忘
、
則
盍
遂
其
志
乎
。
⋯
於
是
起
筆
云
爾
。
延
寶
五
年
丁
巳
季
秋
二
十
二
日
、
鵝
峰
林
叟
序
。
）

つ
ま
り
、
鵞
峰
の
も
と
も
と
の
計
畫
は
、
寛
文
二
年
の
『
本
義
』
講
義
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
程
傳
に
關
す
る
講
義
を
も
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
公
私
樣

々
な
事
業
が
あ
っ
た
の
で
、
結
局
計
畫
通
り
に
行
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
十
數
年
後
の
延
寶
五
年
に
、
鵞
峰
は
す
で
に
七
十
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
先

年
の
計
畫
を
再
度
完
成
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
後
の
延
寶
六
年
に
、
こ
の
程
傳
講
釋
を
計
畫
通
り
完
成
し
て
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
周
易
程
傳

私
考
』
も
出
來
上
が
っ
た
。
鵞
峰
が
そ
れ
ほ
ど
早
く
著
作
を
完
成
で
き
た
の
は
、
彼
一
人
の
力
で
は
な
く
、
多
く
の
門
下
生
に
頼
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て

は
い
け
な
い
。
例
え
ば
、
『
周
易
程
傳
私
考
』
第
十
七
册
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

延
寶
六
年
戊
午
七
月
二
十
一
日
考
渙
節
中
孚
小
過
四
卦
畢
。
鵞
峰
林
叟
。
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執
筆
：
林
櫕
。
村
喬
。

助
筆
：
直
諒
。
島
迪
。

『
周
易
程
傳
私
考
』
第
十
八
册
に
、
卷
十
八
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

延
寶
六
年
戊
午
七
月
二
十
七
日
考
既
濟
未
濟
兩
卦
畢
。
鵞
峰
林
叟
。

執
筆
：
林
櫕
。
村
喬
。

助
筆
：
直
諒
。
島
迪
。

自
咸
至
未
濟
三
十
四
卦
爲
下
經
、
凡
九
册
、
合
八
百
五
十
葉
。

上
下
經
合
一
千
七
百
九
十
葉
。

こ
の
よ
う
な
「
執
筆
」
と
「
助
筆
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
鵞
峰
の
門
下
生
で
あ
る
。
鵞
峰
の
膨
大
な
易
學
著
作
も
、
彼
と
門
下
生
た
ち
と
の
共
同

作
業
の
結
果
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
意
に
値
す
べ
き
は
、
明
清
時
代
の
資
料
に
對
す
る
鵞
峰
の
利
用
の
仕
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
延
寶
五
年
に
開
始
さ
れ
た

『
周
易
新
見
』
の
第
一
册
に
、
次
の
よ
う
に
「
採
用
明
人
易
説
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

採
用
明
人
易
説

蔡
清
周
易
蒙
引

成
化
弘
治

王
家
棟
周
易
正
達

嘉
靖
乙
丑

徐
師
會
周
易
演
義

隆
慶
戊
辰
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顏
鯨
周
易
義
林

萬
曆
十
六
年

楊
升
菴
易
説
（
外
集
之
內
）

萬
曆
年
中

楊
時
喬
周
易
古
今
全
書

萬
曆
二
十
四
年

焦
竑
易
筌

萬
曆
壬
子

汪
邦
柱
周
易
會
通

萬
曆
丁
巳

張
振
淵
周
易
説
統

天
啟
丁
卯

徐
勃
興
易
通
（
筆
精
之
內
）

崇
禎
壬
申

顧
胤
易
闡

崇
禎
丙
子

劉
庚
周
易
彚
徵

崇
禎
己
卯

趙
胥
山

徐
寒
泉
易
原
易
或

順
治
己
亥

張
泰
嶽
周
易
直
解

順
治
庚
子
有
序

張
次
中
周
易
玩
辭
困
學

康
熙
己
酉

『
周
易
新
見
』
に
鵞
峰
が
參
考
と
し
て
引
用
し
た
明
代
學
者
の
易
著
作
を
羅
列
し
て
い
る
。
こ
こ
で
羅
列
さ
れ
て
い
る
書
物
は
、
す
べ
て
林
家
に
所
藏

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
周
易
新
見
』
第
一
册
に
は
ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
十
六
部
の
う
ち
、
蒙
引
、
升
菴
外
集
、
古
今
全
書
の
三
部
は
、
先
考
存
す
る
時
、
明
舶
既
に
載
來
す
。
其
の
餘
は
、
先
考
の
未
だ
見
ざ
る
所
な
り
。

余
、
易
學
を
好
み
、
故
に
二
十
年
來
求
め
て
得
る
所
な
り
。
余
元
和
戊
午
に
生
る
れ
ば
、
則
ち
會
通
の
成
る
は
、
余
の
生
に
先
ん
ず
る
こ
と
僅
か
一



- 18 -

年
、
而
し
て
説
統
以
後
は
、
皆
な
作
者
と
余
、
異
域
に
し
て
同
時
な
り
。
或
は
其
れ
猶
お
現
存
す
る
者
あ
る
か
否
か
。
順
治
・
康
熙
の
作
者
、
其
の

齡
、
余
と
孰
れ
か
長
な
り
孰
れ
か
少
な
る
、
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
説
く
所
、
新
見
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。
彼
に
新
見
あ
り
、
余
は
其
の
涎
を
舐

む
。
以
て
愧
づ
べ
し
。
（
右
十
六
部
之
内
、
蒙
引
、
升
菴
外
集
、
古
今
全
書
三
部
者
、
先
考
存
時
、
明
舶
既
載
來
。
其
餘
者
、
先
考
所
未
見
也
。
余
好

易
學
、
故
二
十
年
來
所
求
得
也
。
余
生
於
元
和
戊
午
、
則
會
通
之
成
先
余
之
生
僅
一
年
、
而
説
統
以
後
、
皆
作
者
與
余
異
域
同
時
也
。
或
其
猶
有
現

存
者
否
。
順
治
康
熙
作
者
、
其
齡
與
余
孰
長
孰
少
、
未
可
知
焉
。
其
所
説
可
謂
新
見
也
。
彼
有
新
見
、
余
舐
其
涎
、
可
以
愧
焉
。
）

つ
ま
り
、
鵞
峰
が
利
用
し
て
い
る
明
清
時
代
の
著
作
は
、
ほ
と
ん
ど
彼
が
自
ら
收
集
し
た
新
し
い
資
料
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
著
作
の
作
成
時
代
を

意
識
し
な
が
ら
、
自
分
の
見
解
と
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
河
圖
洛
書

鵞
峰
の
易
學
は
、
朱
子
の
原
意
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
を
基
準
と
し
て
、
彼
が
明
代
儒
者
の
見
解
を
批
判
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

例
え
ば
、
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
卷
一
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

程
子
謂
ふ
、
圖
書
出
で
ず
と
雖
も
、
聖
人
易
を
作
る
べ
き
な
り
。
其
の
言
明
白
な
り
。
程
子
、
易
を
論
ず
る
に
象
數
に
拘
ら
ず
、
故
に
此
の
論
あ
り
。

且
つ
圖
書
共
に
伏
羲
の
世
に
出
づ
る
は
、
劉
牧
の
説
と
合
す
。
明
の
王
禕
、
洛
書
辨
を
作
り
て
謂
ふ
、
圖
書
共
に
易
に
系
り
て
、
而
し
て
洛
書
、
洪

範
と
相
ひ
關
ら
ず
と
。
禕
の
辨
、
其
の
集
及
び
稗
編
に
見
ゆ
。
明
儒
多
く
其
の
説
を
取
る
。
張
綸
の
圖
書
考
、
章
潢
の
圖
書
編
、
亦
た
然
り
。
此
ら

皆
な
劉
牧
の
説
を
袒
け
、
程
子
の
言
を
以
て
證
と
爲
す
。
⋯
孔
安
國
・
劉
歆
、
古
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
羲
圖
禹
範
の
説
、
其
れ
必
ず
據
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る
所
あ
り
、
故
に
邵
子
亦
た
孔
劉
の
説
を
取
る
、
朱
子
亦
た
異
論
な
し
。
則
ち
程
子
の
言
、
其
の
一
時
の
帶
説
の
み
。
⋯
明
儒
、
奇
を
好
み
、
以
て
彼

の
説
を
袒
け
、
以
て
修
飾
す
る
の
み
。
且
つ
張
綸
、
章
潢
、
楊
時
喬
の
圖
書
を
論
ず
る
こ
と
、
甚
だ
詳
か
な
り
、
其
の
圖
に
古
今
の
異
あ
り
、
旋
毛

龜
文
の
奇
あ
り
、
而
し
て
多
歧
迷
途
の
惑
あ
り
。
（
程
子
謂
、
雖
圖
書
不
出
、
聖
人
可
作
易
也
。
其
言
明
白
也
。
程
子
論
易
不
拘
象
數
、
故
有
此
論
。

且
圖
書
共
出
於
伏
羲
之
世
、
與
劉
牧
説
合
。
明
王
祎
作
洛
書
辨
、
謂
圖
書
共
系
於
易
、
而
洛
書
與
洪
範
不
相
關
。
禕
辨
見
其
集
及
稗
編
、
明
儒
多
取

其
説
。
張
綸
圖
書
考
、
章
潢
圖
書
編
亦
然
。
此
等
皆
袒
劉
牧
説
、
以
程
子
之
言
爲
證
。
⋯
孔
安
國
劉
歆
去
古
不
遠
、
則
羲
圖
禹
範
之
説
、
其
必
有
所
據
、

故
邵
子
亦
取
孔
劉
説
、
朱
子
亦
無
異
論
。
則
程
子
之
言
、
其
一
時
之
帶
説
而
已
。
…
明
儒
好
奇
、
以
袒
彼
説
、
以
修
飾
而
已
。
且
張
綸
、
章
潢
、
楊

時
喬
論
圖
書
甚
詳
矣
、
其
圖
有
古
今
之
異
、
有
旋
毛
龜
文
之
奇
、
而
有
多
歧
迷
途
之
惑
。
）

『
易
學
啓
蒙
』
の
第
一
篇
の
「
本
圖
書
」
に
よ
る
と
、
河
圖
と
洛
書
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伏
羲
と
禹
と
の
時
代
に
現
れ
て
、
八
卦
（
易
）
と
九
疇
（
洪
範
）

と
の
源
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
北
宋
の
劉
牧
に
よ
る
と
、
河
圖
と
洛
書
は
と
も
に
伏
羲
の
時
代
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
明
代
の
儒
者
た
ち
に
は
、
劉
牧
の

意
見
に
從
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
鵞
峰
は
そ
の
よ
う
な
明
代
儒
者
の
學
説
を
批
判
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
特
徴
を
「
明
儒
好
奇
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
明
代
儒
者
が
描
い
た
河
圖
洛
書
の
圖
像
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
「
有
旋
毛
龜
文
之
奇
、
而
有
多
歧
迷
途
之
惑
」
と
言
っ

て
、
強
く
反
對
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
河
圖
洛
書
の
圖
像
に
つ
い
て
、
古
來
の
傳
承
が
な
い
が
、
宋
代
に
な
る
と
、
そ
の
圖
像
が
學
者
た
ち
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
。
圖
像
の
細
部
は
樣
々
の
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
は
黒
點
と
白
點
と
に
よ
っ
て
、
陰
陽
・
剛
柔
の
數
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
代
に
な

る
と
、
こ
の
よ
う
な
黒
點
と
白
點
か
ら
な
る
河
圖
洛
書
の
圖
像
に
對
す
る
疑
問
が
出
た
。
彼
ら
の
見
解
に
よ
る
と
、
河
圖
は
龍
馬
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
實
際
の
構
成
要
素
は
馬
の
旋
毛
で
あ
る
。
洛
書
は
神
龜
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
實
際
の
構
成
要
素
は
龜
甲
の
模
樣
で
あ
る
。
そ
し
て
、
章
潢

の
『
圖
書
編
』
を
始
め
、
多
く
の
著
作
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
よ
っ
て
、
旋
毛
な
ど
の
配
列
か
ら
な
る
「
古
河
圖
」
・
「
古
洛
書
」
が
作
ら
れ
た
の
で
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あ
る
。
例
え
ば
、
章
潢
の
『
圖
書
編
』
卷
一
に
は
、
「
古
河
圖
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
（
四
）

。

龍
馬
、
河
に
出
づ
。
馬
身
の
旋
文
、
五
十
五
數
を
具
ふ
。
⋯
聖
人
、
馬
身
の
旋
文
に
則
り
て
、
畫
き
て
河
圖
と
爲
す
。
然
れ
ば
各
點
皆
な
圈
に
し
て
旋

轉
す
る
は
、
亦
た
其
の
象
の
圓
に
し
て
之
れ
を
圈
と
す
る
を
取
り
、
故
に
名
づ
け
て
圖
と
爲
す
な
り
。
⋯
此
の
圖
、
世
に
傳
ふ
る
所
の
圖
と
異
な
り
、

故
に
古
河
圖
と
名
づ
く
。
（
龍
馬
出
於
河
。
馬
身
旋
文
具
五
十
五
數
。
⋯
聖
人
則
馬
身
旋
文
、
畫
爲
河
圖
。
然
各
點
皆
圈
而
旋
轉
者
、
亦
取
其
象
之
圓

而
圈
之
、
故
名
爲
圖
也
。
⋯
此
圖
與
世
所
傳
之
圖
異
、
故
名
古
河
圖
云
。
）

こ
の
よ
う
な
明
代
學
者
の
試
み
に
對
し
て
、
鵞
峰
は
強
く
反
對
し
て
い
る
。
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
卷
一
に
は
ま
た
次
の
よ
う
な
批
判
が
見
え
る
。

圖
書
編
に
吳
草
盧
説
を
引
き
て
、
以
て
龍
圖
龜
文
の
古
圖
異
な
る
こ
と
を
論
ず
、
而
し
て
希
夷
よ
り
以
來
、
洛
書
亦
た
圓
圈
に
し
て
、
河
圖
と
相
ひ

似
た
り
。
謂
ふ
、
馬
毛
は
星
の
如
く
、
龜
坼
は
字
の
如
く
、
故
に
圖
と
書
の
名
あ
り
。
若
し
是
れ
同
じ
く
圓
圈
な
れ
ば
、
則
ち
何
を
以
て
之
れ
を
書

と
謂
ふ
か
。
章
潢
之
れ
に
據
り
て
古
河
圖
、
古
洛
書
の
圖
を
作
る
、
亦
た
奇
僻
な
ら
ん
や
。
（
圖
書
編
引
吳
草
盧
説
、
以
論
龍
圖
龜
文
古
圖
異
、
而
自

希
夷
以
來
、
洛
書
亦
圓
圈
而
與
河
圖
相
似
。
謂
馬
毛
如
星
、
龜
坼
如
字
、
故
有
圖
與
書
之
名
。
若
是
同
圓
圈
、
則
何
以
謂
之
書
哉
。
章
潢
據
之
作
古

河
圖
、
古
洛
書
圖
、
不
亦
奇
僻
乎
。
）

朱
子
易
學
の
正
統
か
ら
離
れ
た
明
代
儒
者
の
發
想
を
「
奇
僻
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
例
を
通
し
て
、
鵞
峰
易
學
の
保
守
性
が
十
分
に
分
か
る

と
思
う
。
鵞
峰
と
異
な
っ
て
、
江
戸
時
代
の
易
學
者
に
は
、
朱
子
易
學
に
贊
同
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
「
奇
僻
」
を
大
量
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
鵞
峰
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
で
、
馬
場
信
武
の
『
易
學
啓
蒙
圖
説
』
は
『
啓
蒙
』
の
解
説
書
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
明
代

儒
者
が
考
案
し
た
「
古
河
圖
」
「
古
洛
書
」
の
圖
像
を
取
り
入
れ
て
、
「
河
圖
本
圖
」
・
「
洛
書
本
圖
」
を
掲
げ
て
い
る
（
五
）

。
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三
、
「
神
易
合
勘
」

（
１
）
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
に
あ
る
記
録

『
易
學
啓
蒙
私
考
』
原
卦
畫
第
二
の
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

余
曾
て
日
本
紀
神
代
卷
を
讀
み
、
聊
か
易
道
に
合
す
る
を
覺
ゆ
。
今
先
天
後
天
の
兩
段
を
講
じ
、
粗
に
其
の
旨
を
演
べ
て
曰
ふ
、
天
神
七
代
の
序
は
、

先
輩
既
に
太
極
兩
儀
五
行
を
以
て
之
れ
に
配
す
れ
ば
、
則
ち
今
之
れ
を
贅
せ
ず
。
諾
尊
、
册
尊
の
陰
陽
對
待
す
る
は
、
先
天
の
乾
坤
な
り
。
日
神
月

神
を
生
む
は
、
離
東
坎
西
の
位
な
り
。
山
を
生
み
、
海
を
生
み
、
風
雷
之
神
を
生
む
は
、
震
巽
艮
兌
な
り
。
且
つ
天
照
大
神
陰
體
を
以
て
日
神
と
稱

す
る
は
、
猶
ほ
離
は
陰
卦
に
し
て
日
象
あ
る
が
如
き
か
。
月
讀
尊
の
男
體
た
る
は
、
猶
ほ
坎
は
陽
卦
に
し
て
月
の
象
あ
る
が
如
き
か
。
所
謂
諾
尊
神

功
既
に
畢
わ
り
、
寂
然
と
し
て
長
隱
し
、
功
至
り
て
德
大
な
る
は
、
後
天
に
乾
老
い
て
不
用
の
位
に
退
く
者
な
る
か
。
日
神
、
諾
尊
に
代
わ
り
て
天

上
に
臨
む
は
、
離
、
乾
の
位
を
得
て
、
南
面
し
て
明
に
嚮
ひ
て
治
む
る
者
な
る
か
。
日
神
、
素
尊
と
相
誓
ひ
、
男
女
神
を
生
む
は
、
所
謂
乾
坤
相
ひ

索
し
て
六
子
を
生
む
の
義
な
る
か
。
皇
孫
に
授
け
て
以
て
地
下
に
降
り
る
は
、
震
、
東
方
に
在
り
て
器
を
主
る
の
謂
な
る
か
。
頗
ぶ
る
牽
合
附
會
に

似
る
と
雖
も
、
彼
れ
此
れ
相
ひ
發
明
す
れ
ば
、
則
ち
易
道
神
道
の
一
理
た
る
は
、
推
知
す
べ
し
。
神
代
卷
往
往
と
し
て
易
の
文
字
を
用
ふ
れ
ば
、
則

ち
舍
人
親
王
亦
た
此
に
意
な
き
に
非
ざ
る
な
り
。
邵
子
、
堯
の
前
後
を
以
て
先
天
後
天
を
分
ち
て
之
れ
を
論
ず
。
今
其
の
意
に
傚
ひ
、
諾
尊
を
以
て

先
天
に
擬
し
、
天
照
大
神
を
以
て
後
天
に
擬
す
。
未
だ
的
當
な
る
か
否
か
を
知
ら
ず
。
姑
く
記
し
て
以
て
子
孫
に
示
す
。
（
余
曾
讀
日
本
紀
神
代
卷
、

聊
覺
合
易
道
。
今
講
先
天
後
天
兩
段
、
粗
演
其
旨
曰
、
天
神
七
代
之
序
、
先
輩
既
以
太
極
兩
儀
五
行
配
之
、
則
今
不
贅
之
。
諾
尊
、
册
尊
陰
陽
對
待

者
、
先
天
之
乾
坤
也
。
生
日
神
月
神
者
、
離
東
坎
西
位
也
。
生
山
生
海
生
風
雷
之
神
者
、
震
巽
艮
兌
也
。
且
天
照
大
神
以
陰
體
稱
日
神
者
、
猶
離
陰
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卦
而
有
日
象
乎
。
月
讀
尊
之
爲
男
體
者
、
猶
坎
陽
卦
而
有
月
象
乎
。
所
謂
諾
尊
神
功
既
畢
、
寂
然
長
隱
、
功
至
德
大
者
、
後
天
乾
老
而
退
於
不
用
之

位
者
乎
。
日
神
代
諾
尊
臨
天
上
者
、
離
得
乾
位
、
南
面
嚮
明
而
治
者
乎
。
日
神
與
素
尊
相
誓
、
生
男
女
神
者
、
所
謂
乾
坤
相
索
而
生
六
子
之
義
乎
。

授
皇
孫
以
降
於
地
下
者
、
震
在
東
方
主
器
之
謂
乎
。
頗
雖
似
牽
合
附
會
、
彼
此
相
發
明
、
則
易
道
神
道
之
爲
一
理
者
、
可
推
知
焉
。
神
代
卷
往
往
用

易
文
字
、
則
舍
人
親
王
亦
非
無
意
於
此
也
。
邵
子
以
堯
前
後
分
先
天
後
天
論
之
。
今
傚
其
意
、
以
諾
尊
擬
先
天
、
以
天
照
大
神
擬
後
天
。
未
知
的
當

否
。
姑
記
以
示
子
孫
。
）

こ
れ
は
、
先
天
易
學
の
概
念
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
史
を
解
釋
す
る
試
み
で
あ
る
。
長
文
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
點
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
意

味
合
い
を
解
釋
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
、
「
今
講
先
天
後
天
兩
段
」
と
い
う
の
は
、
『
易
學
啓
蒙
』
原
卦
畫
篇
の
講
義
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
易
學
啓
蒙
』
原
卦
畫
篇
は
、
二
つ

の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
篇
の
冒
頭
か
ら
文
王
八
卦
圖
の
直
前
ま
で
は
、「
先
天
八
卦
」
に
關
す
る
論
述
で
あ
る
が
、
文
王
八
卦
圖
よ
り
最
後
ま
で
は
、

「
後
天
八
卦
」
に
關
す
る
論
述
で
あ
る
。
鵞
峰
の
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
で
は
、
前
者
を
「
先
天
八
卦
段
」
と
呼
び
、
後
者
を
「
後
天
八
卦
段
」
と
呼
ぶ
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

李
氏
の
傳
疑
、
後
天
八
卦
段
に
至
れ
ば
、
則
ち
細
か
く
之
れ
を
言
は
ず
、
僅
だ
一
二
段
の
文
義
を
標
出
す
る
の
み
。
（
李
氏
傳
疑
、
至
後
天
八
卦
段
、

則
不
細
言
之
、
僅
標
出
一
二
段
之
文
義
而
已
。
）

そ
し
て
、
「
先
天
八
卦
段
」
と
「
後
天
八
卦
段
」
と
合
わ
せ
て
言
え
ば
、
前
述
の
「
先
天
後
天
兩
段
」
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

次
は
、
「
天
神
七
代
之
序
、
先
輩
既
以
太
極
兩
儀
五
行
配
之
」
と
い
う
の
は
、
近
世
初
期
の
神
道
學
者
た
ち
が
易
學
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
を
解
釋
し

た
試
み
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
度
會
延
佳
・
山
崎
闇
齋
・
林
羅
山
と
も
、
こ
の
よ
う
な
配
當
を
し
て
い
る
。
林
羅
山
の
『
神
道
傳
授
抄
』
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陽
神
・
陰
神
之
事
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
六
）

。

陰
陽
わ
か
れ
さ
る
さ
き
を
混
沌
と
い
ふ
。
一
氣
な
り
。
一
氣
わ
か
れ
て
陽
と
な
り
陰
と
な
る
。
陽
の
神
を
伊
弉
諾
と
い
ふ
。
陰
の
神
を
伊
弉
冉
と
い

ふ
。
⋯
此
陰
陽
う
こ
い
て
五
行
と
な
り
、
五
行
變
化
し
て
人
を
生
し
鳥
獸
草
木
を
生
す
。

一
氣
か
ら
陰
陽
を
生
じ
、
陰
陽
か
ら
五
行
を
生
じ
、
五
行
か
ら
萬
物
を
生
じ
る
と
い
う
生
成
論
は
、
周
敦
頤
の
『
太
極
圖
説
』
に
由
來
し
て
、
宋
學
に

強
調
さ
れ
て
い
る
重
要
な
學
説
で
あ
る
。
羅
山
た
ち
は
、
こ
の
學
説
を
利
用
し
て
、
日
本
神
話
を
解
釋
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
地
を
創
造
す
る
男
神
・

女
神
を
陰
陽
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
羅
山
の
『
神
道
傳
授
抄
』
元
氣
五
行
神
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
神
七
代
ノ
内
、
國
常
立
尊
ト
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
ト
ヲ
ノ
ケ
テ
、
ノ
コ
ル
五
代
ヲ
五
行
ノ
神
ニ
配
當
ス
。
國
常
立
ハ
元
氣
ノ
神
ニ
テ
陰
陽
ヲ
フ
ク
メ

リ
。
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
ハ
陰
ト
陽
ト
相
分
ル
ヽ
ノ
始
ナ
リ
。
故
ニ
、
元
氣
ノ
中
ニ
自
ラ
五
行
ヲ
ソ
ナ
ヘ
、
又
陰
陽
ワ
カ
レ
サ
ル
サ
キ
ニ
モ
五
行
歴
然

ト
シ
テ
ア
ル
理
ヲ
以
テ
此
五
代
ノ
神
ヲ
ア
ケ
タ
リ
。
即
是
天
ニ
ア
ル
五
行
ナ
リ
。

（
２
）
『
神
易
合
勘
』

し
か
し
、
現
在
の
内
閣
文
庫
で
は
、
『
神
易
合
勘
』
と
題
さ
れ
て
い
る
も
の
が
所
藏
さ
れ
て
、
そ
の
内
容
は
、
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
の
こ
の
段
落
と
全
く

同
じ
で
あ
る
が
、
文
章
の
前
に
「
神
易
合
勘

民
部
卿
法
印
道
春
輯
」
と
あ
っ
て
、
文
章
の
後
に
は
「
寬
文
九
年
二
月
十
八
日
以
洛
陽
遊
佐
氏
當
英
之

本
書
寫
校
正
了

信
慶
判
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
に
よ
っ
て
こ
の
文
章
が
林
羅
山
の
著
作
と
認
知
さ
れ
た
が
、（
七
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
幾
つ

の
疑
點
が
あ
る
。

（
ａ
）
ま
ず
は
、
鵞
峰
の
著
作
に
羅
山
を
引
用
し
た
時
は
、
必
ず
羅
山
の
名
を
擧
げ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
羅
山
の
名
前
に
全
然
觸
れ
て
い
な
い
の
で
、
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鵞
峰
自
身
の
文
章
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
ｂ
）
次
は
、
羅
山
の
ほ
か
の
神
道
關
係
の
著
作
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
、
太
極
兩
儀
五
行
に
よ
っ
て
天
神
七
代
を
解
釋
す
る
内
容
こ
そ
あ

る
が
、
先
天
易
學
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
神
道
を
解
釋
す
る
内
容
が
全
く
見
え
な
い
。
逆
に
、
通
常
の
文
王
八
卦
方
位
に
よ
る
解
釋
が
見
え
る
。
羅
山
の
『
神

道
祕
傳
折
中
俗
解
』
卷
第
四
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
八
）

。

ス
テ
ニ
東
南
西
北
ノ
四
方
ア
レ
ハ
、
艮
巽
坤
乾
ノ
四
隅
ア
リ
。

艮
巽
坤
乾
の
四
卦
を
「
四
隅
」
と
す
る
の
は
、
文
王
八
卦
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
先
天
八
卦
と
は
關
係
が
な
い
。
つ
ま
り
、
『
神
易
合
勘
』
に
現
れ
る
易
學

思
想
と
『
神
道
祕
傳
折
中
俗
解
』
の
そ
れ
と
で
は
、
大
き
い
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
『
神
易
合
勘
』
は
羅
山
の
作
品
と
し
て
認
め
が
た
い
。

（
ｃ
）
そ
し
て
、
こ
の
段
落
の
中
に
、
「
今
講
先
天
後
天
兩
段
、
粗
演
其
旨
曰
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
『
易
學
啓
蒙
』
原
卦
畫
篇
の
「
伏
羲
八
卦
」

と
「
文
王
八
卦
」
と
の
二
部
分
を
講
義
し
た
時
の
メ
モ
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
林
羅
山
の
易
講
義
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
「
先
考
羅
山
先
生
晚
年
講
易
⋯

而
號
其
手
抄
曰
周
易
手
記
。
漸
積
成
堆
、
至
賁
卦
講
罷
、
時
以
其
不
終
編
爲
遺
憾
。
罹
丁
酉
之
災
、
不
存
隻
字
、
惜
哉
」
と
言
っ
た
。
羅
山
の
講
義
録
は
、

何
も
殘
ら
な
い
で
全
部
燒
失
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
至
賁
卦
講
罷
」
と
の
説
明
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
講
義
は
、
六
十
四
卦
の
經
文
に
つ
い
て

の
講
義
で
、
『
易
學
啓
蒙
』
に
つ
い
て
の
講
義
で
は
な
か
ろ
う
。

（
ｄ
）
「
日
神
代
諾
尊
臨
天
上
者
、
離
得
乾
位
」
と
い
う
の
は
、
先
天
易
學
の
理
論
（
「
離
得
乾
位
」
）
に
よ
っ
て
、
日
本
神
話
（
太
陽
神
天
照
大
神
が
伊
邪

那
岐
の
代
わ
り
に
高
天
原
の
統
治
者
に
な
る
こ
と
）
を
解
釋
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
離
得
乾
位
」
と
い
う
理
論
は
、
鵞
峰
が
『
易
學
啓

蒙
私
考
』
を
著
し
た
時
に
氣
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
卷
二
十
七
に
、
次
の
よ
う
に
「
簡
井
河
牧
」
と
い
う
書
簡

が
あ
る
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昨
杏
仙
席
上
談
及
啓
蒙
後
天
八
卦
兌
艮
爲
偶
之
事
。
據
圖
見
之
、
則
兌
在
西
、
艮
在
東
北
、
不
爲
偶
、
則
此
誠
難
解
、
然
有
愚
見
、
請
試
言
之
。
⋯
辛

丑
十
一
月
十
四
日
。

こ
の
書
簡
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
鵞
峰
の
メ
モ
が
載
せ
て
あ
る
。

遣
書
之
後
、
細
見
邵
子
説
、
則
坎
離
得
位
之
位
、
謂
坎
離
得
先
天
乾
坤
之
位
也
。
然
則
兌
艮
得
震
巽
之
耦
者
也
。
余
於
啓
蒙
私
考
既
辨
之
。
今
與
河

牧
論
之
、
故
再
述
之
。

寛
文
元
年
（
辛
丑
）
に
、
鵞
峰
が
『
易
學
啓
蒙
私
考
』
を
著
し
た
。
そ
の
直
後
に
、
彼
と
友
人
と
は
、
『
易
學
啓
蒙
』
に
「
兌
艮
爲
偶
」
と
い
う
文
言
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
彼
は
こ
の
文
言
を
め
ぐ
っ
て
自
分
の
意
見
を
書
簡
に
書
い
て
送
っ
た
が
、
そ
の
後
ま
た
氣
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
付
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
付
記
さ
れ
た
内
容
は
、
後
天
八
卦
の
坎
離
二
卦
は
、
先
天
八
卦
の
乾
坤
の
位
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
先
天
八
卦
に
お
い
て
は
、
乾
卦
の
方
位
は
南
方
で
あ
る
が
、
後
天
八
卦
に
お
い
て
は
、
南
方
の
卦
は
離
卦
に
な
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
離
得
乾
位
」

で
あ
る
。

（
ｅ
）
こ
の
寫
本
の
筆
者
で
あ
る
中
西
信
慶
は
國
學
者
で
あ
り
、
林
家
と
は
緊
密
な
關
係
を
持
っ
て
い
な
い
。
彼
が
こ
の
文
章
の
作
者
を
間
違
え
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

【
註
】

（
一
）
林
鵞
峰
の
易
著
作
は
す
べ
て
寫
本
で
傳
わ
っ
て
き
て
、
内
閣
文
庫
所
藏
寫
本
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
本
章
に
お
い
て
鵞
峰
の
易
著
作
の
引
用
は
、

す
べ
て
内
閣
文
庫
所
藏
寫
本
に
よ
る
。
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（
二
）
明
暦
三
年
（
１
６
５
７
）
五
倫
書
屋
刊
本
に
よ
る
。

（
三
）
本
章
で
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
の
引
用
は
、
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
十
二
卷
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

（
四
）
章
潢
『
圖
書
編
』
卷
一
、
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
『
四
庫
全
書
』
第
九
六
八
册
所
收
。

（
五
）
馬
場
信
武
『
易
學
啓
蒙
圖
説
』
、
元
祿
十
三
年
沼
波
理
元
刊
本
を
參
照
。

（
六
）
林
羅
山
『
神
道
傳
授
鈔
』
、
『
神
道
大
系
』
論
説
編
二
十
所
收
（
精
興
社
、
昭
和
六
十
三
年
）

（
七
）
『
神
道
大
系
』
論
説
編
二
十
所
收
（
精
興
社
、
昭
和
六
十
三
年
）
「
神
易
合
勘
」
も
、
こ
の
寫
本
を
收
め
て
い
る
。

（
八
）
林
羅
山
『
神
道
祕
傳
折
中
俗
解
』
卷
第
四
、
『
神
道
大
系
』
論
説
編
二
十
所
收
（
精
興
社
、
昭
和
六
十
三
年
）
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第
二
章

伊
藤
東
涯
に
お
け
る
程
朱
卦
變
説
の
受
容
と
批
判

は
じ
め
に

卦
變
説
と
い
う
の
は
『
易
』
解
釋
の
一
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
關
し
て
、
江
戸
時
代
の
儒
者
、
伊
藤
東
涯
は
優
れ
た
解
説
を
提
起
し
て
い
る
。
彼
の
『
周

易
經
翼
通
解
・
釋
例
』
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
（
一
）

。

彖
の
中
に
剛
柔
往
來
を
言
ふ
者
、
凡
そ
二
十
許
り
の
卦
。
先
儒
、
之
を
卦
變
と
謂
ふ
。
諸
家
の
説
同
じ
か
ら
ず
。
程
子
謂
ふ
、
「
六
十
四
卦
皆
乾
坤
よ

り
し
て
變
ず
」
、
と
。
朱
子
謂
ふ
、
「
六
十
四
卦
、
互
に
相
往
來
す
」
、
と
。
（
彖
中
言
剛
柔
往
來
者
凡
二
十
許
卦
、
先
儒
謂
之
卦
變
。
諸
家
説
不
同
。

程
子
謂
、
六
十
四
卦
皆
自
乾
坤
而
變
。
朱
子
謂
、
六
十
四
卦
互
相
往
來
。
）

『
周
易
』
の
六
十
四
卦
の
彖
傳
の
中
に
、
「
剛
柔
」
「
往
來
」
「
上
下
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
も
の
、
二
十
余
卦
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
隨
卦
（
☱
☳
）
の
彖
傳
に
、
「
剛
來
り
て
柔
に
下
る
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
の
「
來
る
」
と
「
下
る
」
が
何
ら
か
の
運
動
を
描
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
が
、
一
體
ど
の
よ
う
な
運
動
か
、
問
題
に
な
る
（
二
）

。
小
論
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
關
す
る
解
釋
を
「
卦
變
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

『
周
易
經
翼
通
解
・
釋
例
』
の
説
明
に
よ
る
と
、
東
涯
は
自
分
の
「
卦
變
説
」
を
所
謂
二
十
余
卦
の
彖
傳
に
限
定
す
る
。
こ
の
限
定
の
意
味
を
理
解
す

る
た
め
に
、
ま
ず
は
東
涯
に
至
る
ま
で
の
易
學
史
に
お
け
る
「
卦
變
」
に
つ
い
て
の
論
説
を
歴
史
的
に
概
觀
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
卦
辭
と
爻
辭
の
中
に
、「
往
來
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
そ
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
（
三
）

。
十
翼
の
『
彖
傳
』
に
至
る
と
、「
往
來
説
」

と
呼
ば
れ
る
體
系
的
な
變
化
説
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
彖
傳
』
の
「
往
來
説
」
も
二
十
余
卦
の
傳
文
に
分
か
れ
て
い
て
、
後
世
の
學
者
に
は
簡
單
に
確
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實
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
四
）

。

漢
代
の
易
學
に
は
、
卦
爻
の
變
化
を
以
て
卦
爻
辭
と
十
翼
の
全
體
を
解
釋
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
漢
代
易
學
の
代
表
者
の
一
人
、
後
漢
時
代
の

荀
爽
の
易
學
に
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
え
る
（
註
五
）
。

そ
れ
故
、
漢
代
易
學
で
は
、
こ
の
二
十
余
卦
の
彖
傳
に
説
明
す
る
卦
變
は
何
ら
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
卦
爻
變
化
體
系
の
一
部
分
に
過
ぎ
ぬ
。

魏
晉
時
代
か
ら
盛
ん
に
な
る
王
弼
の
易
注
に
は
、
大
き
な
變
化
が
現
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
漢
代
の
儒
者
が
構
築
し
た
卦
爻
の
變
化
に
基
づ
い
て
易
經

を
解
釋
す
る
方
法
は
全
面
的
に
廢
棄
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

王
弼
の
『
周
易
略
例
・
明
象
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

或
る
者
、
馬
を
乾
に
於
い
て
定
む
。
文
を
案
じ
て
卦
を
責
む
れ
ば
、
馬
有
り
て
乾
無
く
ん
ば
、
則
ち
僞
説
滋
蔓
し
、
紀
す
べ
き
を
難
ん
ず
。
互
體
足

ら
ざ
れ
ば
、
遂
に
卦
變
に
及
ぶ
。
變
又
足
ら
ざ
れ
ば
、
五
行
に
推
致
す
。
一
に
そ
の
原
を
失
へ
ば
、
巧
愈
彌
よ
甚
し
。（
或
者
定
馬
於
乾
、
案
文
責
卦
、

有
馬
無
乾
、
則
僞
説
滋
蔓
、
難
可
紀
矣
。
互
體
不
足
、
遂
及
卦
變
。
變
又
不
足
、
推
致
五
行
。
一
失
其
原
、
巧
愈
彌
甚
。
）

漢
易
の
「
卦
變
」
を
批
判
す
る
意
圖
が
わ
か
る
。

そ
の
結
果
、
王
弼
は
卦
爻
の
變
化
を
用
い
ず
、
す
べ
て
の
卦
爻
を
本
卦
の
中
に
解
釋
し
よ
う
と
し
た
。
か
の
二
十
余
彖
傳
に
つ
い
て
も
、
王
弼
注
と
唐

代
の
『
周
易
正
義
』
は
卦
變
を
ほ
と
ん
ど
言
わ
ず
し
て
解
釋
を
與
え
る
。
例
え
ば
、
隨
卦
（
☱
☱
）
の
彖
傳
に
つ
い
て
、
王
弼
注
に
は
、「
震
は
剛
に
し
て
、

兌
は
柔
な
り
。
剛
を
以
て
柔
に
下
る
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
こ
の
解
釋
で
は
、
「
剛
來
り
て
柔
に
下
る
」
の
意
味
は
剛
卦
の
震
（
☳
）
が
下
卦
と
な
り
、
柔

卦
の
兌
（
☱
）
が
上
卦
と
な
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
卦
爻
の
運
動
と
變
化
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
宋
代
の
程
伊
川
に
至
っ
て
、
ま
た
一
つ
の
變
化
が
起
こ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
程
伊
川
も
王
弼
と
同
樣
に
、
漢
代
易
學
の
よ
う
な
卦
爻
變
化
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で
全
部
の
卦
爻
辭
を
解
釋
す
る
方
法
を
捨
て
て
、
本
卦
の
中
に
卦
爻
辭
を
解
釋
し
よ
う
と
し
た
が
、
若
干
の
彖
傳
に
出
て
く
る
「
剛
柔
往
來
上
下
」
と
い

う
言
葉
は
や
は
り
卦
變
と
關
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
程
伊
川
の
『
易
傳
』
（
以
下
、
『
程
傳
』
と
略
稱
）
に
も
卦
變
の
方
法
が

こ
れ
ら
の
彖
傳
を
解
釋
す
る
た
め
に
説
明
さ
れ
る
。
た
だ
、
漢
代
易
學
と
違
っ
て
、
程
傳
の
中
に
於
い
て
は
卦
變
説
の
主
な
役
割
は
こ
れ
ら
若
干
の
彖
傳

の
解
釋
の
た
め
で
あ
っ
て
、
全
體
の
卦
爻
辭
の
解
釋
の
た
め
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

朱
子
に
至
っ
て
、
『
周
易
本
義
』
（
以
下
、
『
本
義
』
と
略
稱
）
卦
變
圖
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

彖
傳
或
は
卦
變
を
以
て
説
を
爲
す
。
今
此
の
圖
を
作
り
て
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
。
蓋
し
易
の
中
の
一
義
に
し
て
、
卦
を
畫
き
易
を
作
る
の
本
旨
に

非
ざ
る
な
り
。
（
彖
傳
或
以
卦
變
爲
説
、
今
作
此
圖
以
明
之
。
蓋
易
中
之
一
義
、
非
畫
卦
作
易
之
本
旨
也
。
）

卦
變
の
具
體
的
な
方
法
は
程
伊
川
と
違
う
け
れ
ど
、
易
解
釋
の
中
に
お
け
る
卦
變
説
の
役
割
に
つ
い
て
は
程
伊
川
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

東
涯
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
東
涯
の
卦
變
説
に
は
、
具
體
的
な
變
化
方
法
は
程
伊
川
・
朱
子
と
違
う
が
、
か
の
二
十
余
卦
の
彖
傳
解
釋
を
中
心
と
し

て
、
ほ
か
の
卦
爻
辭
に
は
あ
ま
り
應
用
し
な
い
。
こ
の
點
か
ら
見
る
と
、
東
涯
の
卦
變
説
は
も
ち
ろ
ん
程
朱
の
傳
統
の
も
と
に
發
展
し
た
一
つ
の
説
に
過

ぎ
ぬ
。

基
本
面
か
ら
見
る
と
、
東
涯
の
卦
變
説
と
程
朱
卦
變
説
は
そ
の
よ
う
な
同
一
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
體
的
に
言
え
ば
、
東
涯
と
程
朱
の
卦
變

説
に
は
、
多
く
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
程
朱
卦
變
説
に
對
し
て
東
涯
が
ど
の
よ
う
に
對
處
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

東
涯
の
易
著
作
は
幾
種
類
か
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
關
す
る
重
要
な
著
作
は
以
下
の
三
種
類
で
あ
る
。

一
、
『
周
易
義
例
卦
變
考
』
。
（
本
稿
の
據
っ
た
の
は
早
稻
田
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
佐
々
木
寫
本
で
あ
る
。
一
册
。
以
下
、
『
卦
變
考
』
と
略
稱
。
）

二
、
『
周
易
經
翼
通
解
』
。
（
以
下
、
『
通
解
』
と
略
稱
。
）
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三
、
『
周
易
傳
義
考
異
』
。
（
本
稿
の
據
っ
た
の
は
早
稻
田
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
佐
々
木
寫
本
で
あ
る
。
九
卷
。
九
册
。
以
下
、
『
考
異
』
と
略
稱
。
）

そ
の
中
に
、
特
に
『
考
異
』
に
は
、
程
伊
川
と
朱
子
の
卦
變
説
に
對
す
る
樣
々
な
分
析
と
評
論
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
資
料
か
ら
、
東
涯
が
程
朱

の
卦
變
説
に
對
し
て
纖
細
な
分
析
と
取
捨
を
行
っ
て
、
自
分
の
獨
特
な
卦
變
説
を
完
成
す
る
經
緯
が
わ
か
る
。
小
論
で
は
、
東
涯
に
お
け
る
程
伊
川
と
朱

子
の
卦
變
説
の
受
容
と
批
判
を
中
心
に
述
べ
る
。

一
、
程
傳
の
卦
變
説

（
１
）
程
傳
卦
變
説
の
複
合
構
造

東
涯
に
お
け
る
程
傳
卦
變
説
の
受
容
と
批
判
を
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
は
程
傳
卦
變
説
そ
の
も
の
の
構
造
を
究
明
し
よ
う
。

程
傳
の
卦
變
説
に
は
一
つ
の
難
點
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
程
傳
の
卦
變
説
は
複
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
二
つ
の
部
分
が
あ
る
。
基
礎
的

な
部
分
は
「
小
成
卦
變
化
説
」
と
い
う
解
釋
で
あ
り
、
そ
の
上
に
ま
た
別
物
の
「
大
成
卦
二
爻
交
變
説
」
と
い
う
解
釋
が
付
加
さ
れ
る
（
六
）

。
そ
の
よ
う
な

複
合
が
あ
る
た
め
に
、
程
傳
の
卦
變
説
は
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
。
歴
代
の
學
者
も
よ
く
程
傳
の
卦
變
説
を
誤
解
し
た
。（
七
）

第
一
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
程
傳
で
は
卦
變
説
は
若
干
の
彖
傳
に
出
て
く
る
「
剛
柔
」
「
往
來
」
「
上
下
」
な
ど
の
言
葉
を
解
釋
す
る
た
め
に
提
起
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
程
傳
に
よ
る
と
、
そ
う
い
う
言
葉
の
中
の
あ
る
部
分
は
卦
變
を
説
明
し
て
い
る
。
卦
變
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
程
傳
は
『
説
卦
傳
』

と
『
繋
辭
傳
』
に
基
づ
い
て
新
し
い
説
を
出
し
た
。
賁
卦
の
彖
傳
の
注
解
に
、
こ
の
説
は
尤
も
明
瞭
に
解
説
さ
れ
た
。

賁
卦
（
☶
☲
）
の
『
彖
傳
』
に
、
「
柔
來
り
て
剛
を
文
る
。
故
に
亨
る
。
剛
を
分
か
ち
上
り
て
柔
を
文
る
」
と
あ
る
。
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こ
の
傳
文
に
關
し
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

賁
の
象
、
山
の
下
に
火
有
る
を
取
り
、
又
た
卦
變
の
柔
來
り
て
剛
を
文
り
、
剛
上
り
柔
を
文
る
を
取
る
。
卦
の
變
は
、
皆
乾
坤
よ
り
す
。
先
儒
達
せ

ず
、
故
に
賁
本
よ
り
是
れ
泰
卦
と
謂
ふ
。
豈
乾
坤
重
ね
て
泰
と
爲
し
、
又
泰
よ
り
し
て
變
ず
る
の
理
有
ら
ん
。
下
の
離
、
本
よ
り
乾
。
中
爻
變
じ
て

離
と
爲
す
。
上
の
艮
、
本
は
坤
。
上
爻
變
じ
て
艮
と
爲
す
。
離
、
内
に
在
り
。
故
に
柔
來
る
と
云
ふ
。
艮
、
上
に
在
り
。
故
に
剛
上
る
と
云
ふ
。
下

體
よ
り
し
て
上
る
に
非
ざ
る
な
り
。
乾
坤
變
じ
て
六
子
と
爲
り
、
八
卦
重
ね
て
六
十
四
と
爲
る
は
、
皆
乾
坤
よ
り
の
變
な
り
。
（
賁
之
象
、
取
山
下
有

火
、
又
取
卦
變
柔
來
文
剛
、
剛
上
文
柔
。
卦
之
變
、
皆
自
乾
坤
。
先
儒
不
達
、
故
謂
賁
本
是
泰
卦
（
☷
☰
）
。
豈
有
乾
（
☰
）
坤
（
☷
）
重
而
爲
泰
、

又
由
泰
而
變
之
理
。
下
離
（
☲
）
本
乾
（
☰
）
、
中
爻
變
而
成
離
。
上
艮
（
☶
）
本
坤
（
☷
）
、
上
爻
變
而
成
艮
。
離
在
内
、
故
云
柔
來
。
艮
在
上
、
故

云
剛
上
。
非
自
下
體
而
上
也
。
乾
坤
變
而
爲
六
子
、
八
卦
重
而
爲
六
十
四
、
皆
由
乾
坤
之
變
也
。
）

こ
こ
に
述
べ
た
「
乾
坤
變
じ
て
六
子
と
爲
り
、
八
卦
重
ね
て
六
十
四
と
爲
る
は
、
皆
乾
坤
よ
り
の
變
な
り
」
は
程
伊
川
の
卦
變
に
關
す
る
最
も
基
本
的

な
考
え
で
あ
る
。
そ
う
い
う
考
え
の
根
據
は
『
説
卦
傳
』
と
『
繋
辭
傳
』
に
あ
る
。

『
説
卦
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

乾
は
天
な
り
。
故
に
父
と
稱
す
。
坤
は
地
な
り
。
故
に
母
と
稱
す
。
震
は
一
索
し
て
男
を
得
。
故
に
こ
れ
を
長
男
と
謂
ふ
。
巽
は
一
索
し
て
女
を
得
。

故
に
こ
れ
を
長
女
と
謂
ふ
。
坎
は
再
索
し
て
男
を
得
。
故
に
こ
れ
を
中
男
と
謂
ふ
。
離
は
再
索
し
て
女
を
得
。
故
に
こ
れ
を
中
女
と
謂
ふ
。
艮
は
三

索
し
て
男
を
得
。
故
に
こ
れ
を
少
男
と
謂
ふ
。
兌
は
三
索
し
て
女
を
得
。
故
に
こ
れ
を
少
女
と
謂
ふ
。
（
乾
（
☰
）
、
天
也
、
故
稱
乎
父
。
坤
（
☷
）
、

地
也
、
故
稱
乎
母
。
震
（
☳
）
一
索
而
得
男
、
故
謂
之
長
男
。
巽
（
☴
）
一
索
而
得
女
、
故
謂
之
長
女
。
坎
（
☵
）
再
索
而
得
男
、
故
謂
之
中
男
。

離
（
☲
）
再
索
而
得
女
、
故
謂
之
中
女
。
艮
（
☶
）
三
索
而
得
男
、
故
謂
之
少
男
。
兌
（
☱
）
三
索
而
得
女
、
故
謂
之
少
女
。
）
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こ
れ
は
所
謂
「
乾
坤
變
じ
て
六
子
と
爲
る
」
の
出
典
で
あ
る
。
小
成
卦
の
八
卦
の
中
に
、
乾
（
☰
）
と
坤
（
☷
）
は
父
母
で
あ
る
。
乾
坤
の
三
畫
の
そ

れ
ぞ
れ
が
變
化
し
て
他
の
六
卦
と
な
る
。
そ
れ
故
、
他
の
六
卦
は
子
女
で
あ
る
。
例
え
ば
、
坤
卦
（
☷
）
の
最
下
の
一
畫
が
變
化
し
て
、
震
卦
（
☳
）
と

な
る
。
震
卦
は
乾
坤
の
最
初
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
陽
卦
で
あ
る
か
ら
、
長
男
と
呼
ぶ
。

次
に
、
『
繋
辭
下
傳
』
に
「
八
卦
列
を
成
し
て
、
象
そ
の
中
に
在
り
。
因
り
て
こ
れ
を
重
ね
、
爻
そ
の
中
に
在
り
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
易
經
』
の
六

十
四
卦
は
八
卦
を
合
わ
せ
て
で
き
る
。
こ
れ
は
所
謂
「
八
卦
重
ね
て
六
十
四
と
爲
る
」
の
出
典
で
あ
る
。
八
卦
は
み
な
乾
坤
が
變
じ
て
で
き
る
。
小
成
卦

の
乾
坤
が
變
化
し
て
小
成
卦
の
八
卦
と
な
る
。
小
成
卦
の
八
卦
が
組
み
合
わ
せ
さ
れ
て
大
成
卦
の
六
十
四
卦
と
な
る
。
程
伊
川
は
こ
の
よ
う
な
變
化
過
程

を
「
卦
變
」
と
呼
ぶ
。
小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
卦
變
方
法
を
「
小
成
卦
變
化
説
」
と
呼
ぶ
。

小
成
卦
變
化
説
は
程
伊
川
の
卦
變
に
關
す
る
基
本
的
な
説
で
あ
る
が
、
こ
の
説
の
ほ
か
に
、
『
程
傳
』
に
は
も
う
一
つ
の
説
が
付
加
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
、
程
傳
の
卦
變
説
の
全
體
像
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
。

例
え
ば
、
隨
卦
（
☱
☳
）
の
大
意
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
卦
變
を
以
て
こ
れ
を
言
ふ
。
乾
の
上
來
り
て
坤
の
下
に
居
る
。
坤
の
初
往
き
て
乾
の
上
に
居
る
。
陽
來
り
て
陰
に
下
る
な
り
。

ま
た
、
隨
卦
の
彖
傳
に
つ
い
て
、
程
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

乾
の
上
九
來
り
て
坤
の
下
に
居
る
。
坤
の
初
六
往
き
て
乾
の
上
に
居
る
。
陽
剛
を
以
て
來
り
て
陰
柔
に
下
る

具
體
的
な
意
味
を
問
わ
ず
、
一
つ
の
大
成
卦
の
中
に
、
二
つ
の
爻
（
初
と
上
）
が
交
換
し
て
隨
卦
と
な
る
と
い
う
中
心
的
な
考
え
方
が
わ
か
る
。
小
論

で
は
、
こ
の
よ
う
な
卦
變
方
法
を
「
大
成
卦
二
爻
交
變
説
」
（
あ
る
い
は
「
二
爻
交
變
説
」
）
と
呼
ぶ
。

「
二
爻
交
變
説
」
と
「
小
成
卦
變
化
説
」
と
の
關
係
は
漸
卦
（
☴
☶
）
の
卦
變
に
つ
い
て
の
程
傳
に
も
っ
と
も
明
瞭
に
現
れ
る
。
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漸
卦
の
卦
辭
に
關
し
て
、
程
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

乾
坤
の
變
じ
て
巽
艮
と
爲
る
。
巽
艮
重
ね
て
漸
と
爲
る
。
漸
體
に
在
り
て
言
へ
ば
、
中
の
二
爻
交
ふ
な
り
。
二
爻
の
交
ふ
る
に
由
り
、
然
る
後
に
男

女
各
々
正
位
を
得
。
（
乾
（
☰
）
坤
（
☷
）
之
變
爲
巽
（
☴
）
艮
（
☶
）
、
巽
艮
重
而
爲
漸
。
在
漸
體
而
言
、
中
二
爻
交
也
。
由
二
爻
之
交
，
然
後
男

女
各
得
正
位
。
）

と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
漸
卦
（
☴
☶
）
の
場
合
、
ま
ず
は
小
成
卦
の
乾
（
☰
）
と
坤
（
☷
）
が
變
化
し
て
、
小
成
卦
の
巽
（
☴
）
と
艮
（
☶
）
に

な
る
。
巽
と
艮
を
組
み
合
わ
せ
て
、
漸
卦
と
な
る
。

「
乾
坤
の
變
じ
て
巽
艮
と
爲
る
。
巽
艮
重
ね
て
漸
と
爲
る
」
と
い
う
の
は
、
典
型
的
な
「
小
成
卦
變
化
説
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
小
成
卦
變
化
説
」
に

よ
っ
て
漸
卦
の
形
成
過
程
は
決
め
ら
れ
る
。
「
漸
體
に
在
り
て
言
へ
ば
、
中
の
二
爻
交
ふ
な
り
」
と
い
う
の
は
、
漸
卦
が
形
成
し
た
後
で
、
こ
の
漸
卦
の
形

を
觀
察
す
れ
ば
、
卦
の
眞
ん
中
の
二
つ
の
爻
が
交
換
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
中
二
爻
」
と
い
う
の
は
、
漸
卦
（
☴
☶
）
の
九
三
と
六
四
で
あ
る
。
ど
う
し

て
こ
の
二
爻
が
交
換
し
た
こ
と
が
わ
か
る
か
と
い
う
と
、
も
し
こ
の
二
爻
が
交
換
し
な
い
と
、
上
卦
が
乾
（
☰
）
に
戻
っ
て
、
下
卦
が
坤
（
☷
）
に
戻
る
。

つ
ま
り
、
中
二
爻
が
交
換
し
た
結
果
の
漸
卦
を
交
換
す
る
前
の
状
態
に
還
元
す
る
と
、
上
下
の
小
成
卦
は
變
化
し
な
い
ま
ま
の
乾
坤
に
な
る
。
そ
れ
故
、

今
の
漸
卦
の
中
二
爻
は
交
換
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
に
分
析
し
て
み
る
と
、
「
二
爻
交
變
説
」
は
「
小
成
卦
變
化
説
」
に
基

づ
い
て
付
加
さ
れ
た
一
説
に
過
ぎ
な
い
。

二
爻
交
變
説
が
通
じ
る
た
め
に
は
、
一
定
の
條
件
が
い
る
。
と
い
う
の
は
、「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
っ
て
上
卦
と
下
卦
と
と
も
に
變
化
し
た
卦
に
限
る
。

そ
の
場
合
は
、
上
卦
の
變
ず
る
爻
と
下
卦
の
變
ず
る
爻
が
交
換
し
た
と
言
え
る
。
も
し
、
上
卦
あ
る
い
は
下
卦
が
乾
坤
そ
の
ま
ま
で
變
わ
ら
な
か
っ
た
ら
、

「
二
爻
交
變
説
」
が
通
じ
な
い
か
ら
、
單
な
る
「
小
成
卦
變
化
説
」
を
用
い
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
。
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（
２
）
各
卦
の
解
釋

『
程
傳
』
に
卦
變
を
解
釋
す
る
と
こ
ろ
は
、
以
下
の
諸
卦
が
あ
る
。

訟
、
隨
、
蠱
、
賁
、
无
妄
、
咸
、
恆
、
蹇
、
損
、
益
、
漸
、
渙
の
十
一
卦
で
あ
る
。

こ
の
十
一
卦
の
中
に
、
上
卦
と
下
卦
の
ど
ち
ら
か
一
つ
だ
け
變
化
し
て
い
る
卦
は
、
訟
卦
（
☰
☵
）
と
无
妄
卦
（
☰
☳
）
で
あ
る
。
こ
の
兩
卦
に
つ
ぃ

て
、
『
程
傳
』
で
は
單
に
「
小
成
卦
變
化
説
」
だ
け
を
説
い
て
い
る
。

◎
訟
卦
（
☰
☵
）

訟
卦
の
彖
傳
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

二
、
陽
剛
を
以
て
、
外
よ
り
來
り
て
中
を
得
、
剛
を
以
て
來
り
訟
し
て
過
ぎ
ず
の
義
と
爲
し
、
是
を
以
て
吉
な
り

「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
る
と
、
小
成
卦
の
坤
卦
（
☷
）
が
變
化
し
て
坎
卦
（
☵
）
と
な
っ
て
、
乾
卦
（
☰
）
と
坎
卦
（
☵
）
を
組
み
合
わ
せ
て
訟
卦

（
☰
☵
）
と
な
る
。
つ
ま
り
、
訟
卦
の
中
に
、
變
化
し
た
爻
は
九
二
の
一
爻
だ
け
で
あ
る
。
九
二
は
内
卦
（
下
卦
）
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
變
化
を
「
來
」

と
言
う
（
註
八
）
。
「
二
、
陽
剛
を
以
て
、
外
よ
り
來
り
て
中
を
得
」
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
卦
變
を
描
い
て
い
る
。

◎
无
妄
卦
（
☰
☳
）

无
妄
の
彖
傳
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
、
「
坤
の
初
爻
變
じ
て
震
と
爲
る
。
剛
、
外
よ
り
し
て
來
る
な
り
」
と
あ
る
。
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小
成
卦
の
乾
（
☰
）
が
變
化
し
な
い
で
、
小
成
卦
の
坤
（
☷
）
が
變
化
し
て
震
（
☳
）
と
な
っ
て
、
乾
と
震
を
組
み
合
わ
せ
て
、
大
成
卦
全
體
が
无
妄

（
☰
☳
）
と
な
る
の
は
、
典
型
的
な
「
小
成
卦
變
化
説
」
で
あ
る
。

ほ
か
の
九
卦
に
つ
い
て
、
三
種
類
の
解
釋
が
見
え
る
。
１
、
單
に
「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
る
解
釋

２
、
單
に
「
二
爻
交
變
説
」
に
よ
る
解
釋

３
、

「
小
成
卦
變
化
説
」
と
「
二
爻
交
變
説
」
を
複
合
し
た
解
釋
。

１
、
單
に
「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
る
解
釋

賁
卦
・
蹇
卦
・
損
卦
で
あ
る
。

◎
賁
卦
（
☶
☲
）

賁
卦
に
關
す
る
『
程
傳
』
の
解
釋
は
既
述
の
通
り
。

◎
蹇
卦
（
☵
☶
）

蹇
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

五
、
坎
險
の
中
に
居
り
て
平
易
と
謂
ふ
と
は
、
蓋
し
卦
は
本
よ
り
坤
な
り
、
五
往
く
よ
り
し
て
坎
と
成
る
。
故
に
、
但
し
往
き
て
中
を
得
る
を
取
り
、

坎
と
成
る
の
義
を
取
ら
ざ
る
な
り
。（
五
居
坎
險
之
中
而
謂
之
平
易
者
、
蓋
卦
本
坤
、
由
五
往
而
成
坎
（
九
）

。
故
但
取
往
而
得
中
、
不
取
成
坎
之
義
也
。
）

「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
る
と
、
小
成
卦
の
坤
卦
（
☷
）
が
變
化
し
て
坎
（
☵
）
と
な
っ
て
、
坤
が
ま
た
變
化
し
て
艮
（
☶
）
と
な
る
。
坎
卦
（
☵
）
と
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艮
卦
（
☶
）
を
組
み
合
わ
せ
て
大
成
卦
の
蹇
卦
（
☵
☶
）
と
な
る
。
つ
ま
り
、
蹇
卦
の
上
卦
の
坎
は
元
々
坤
で
あ
る
。
程
傳
で
は
こ
の
點
に
基
づ
い
て
彖

傳
の
文
を
解
釋
し
て
い
る
。

◎
損
卦
（
☶
☱
）

損
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
、

又
下
の
兌
の
兌
と
成
る
は
、
六
三
の
變
に
由
る
な
り
。
上
の
艮
の
艮
と
成
る
は
、
上
九
の
變
に
由
る
な
り
。
三
、
本
は
剛
に
し
て
柔
と
成
る
。
上
、

本
は
柔
に
し
て
剛
と
成
る
。
（
又
下
兌
之
成
兌
、
由
六
三
之
變
也
。
上
艮
之
成
艮
、
自
上
九
之
變
也
。
三
本
剛
而
成
柔
、
上
本
柔
而
成
剛
。
）

小
成
卦
の
坤
（
☷
）
が
變
化
し
て
艮
（
☶
）
と
な
っ
て
、
小
成
卦
の
乾
（
☰
）
が
變
化
し
て
兌
（
☱
）
と
な
る
。
艮
と
兌
を
組
み
合
わ
せ
て
大
成
卦
の

損
（
☶
☱
）
と
な
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
「
小
成
卦
變
化
説
」
で
あ
る
。

２
、
單
に
「
二
爻
交
變
説
」
に
よ
る
解
釋

渙
卦
・
隨
卦
で
あ
る
。

◎
渙
卦
（
☴
☵
）

渙
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

渙
の
渙
と
成
る
は
、
九
來
り
て
二
に
居
り
、
六
上
り
て
四
に
居
る
よ
り
す
る
な
り
。
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「
九
來
り
て
二
に
居
り
、
六
上
り
て
四
に
居
る
」
は
純
粹
な
「
二
爻
交
變
説
」
で
あ
る
。

◎
隨
卦
（
☱
☳
）

隨
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
「
又
卦
變
を
以
て
こ
れ
を
言
ふ
。
乾
の
上
來
り
て
坤
の
下
に
居
る
。
坤
の
初
往
き
て
乾
の
上
に
居
る
。
陽
來
り
て
陰
に
下

る
な
り
」
と
あ
っ
て
、
ま
た
「
乾
の
上
九
來
り
て
坤
の
下
に
居
る
。
坤
の
初
六
往
き
て
乾
の
上
に
居
る
。
陽
剛
を
以
て
來
り
て
陰
柔
に
下
る
」
と
あ
る
。

「
上
來
り
て
下
に
居
り
、
初
往
き
て
上
に
居
る
」
・
「
上
九
來
り
て
下
に
居
り
、
初
六
往
き
て
上
に
居
る
」
と
い
う
の
は
、
上
九
と
初
六
が
交
換
し
て
、

隨
卦
（
☱
☳
）
の
上
六
・
初
九
と
な
る
。
こ
れ
は
「
二
爻
交
變
説
」
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ど
う
し
て
隨
卦
の
上
六
と
初
九
は
交
換
し
た
結
果
か
と
い
う
と
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
隨
卦
の
上
卦
と
下
卦
は
小
成
卦
の
乾
卦
と
坤
卦

に
戻
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら
考
え
る
と
、
「
乾
之
上
」

「
坤
之
初
」
な
ど
と
い
う
乾
坤
は
大
成
卦
で
な
く
、
小
成
卦
で
あ
る
。
「
乾
之
上
九
」
と

い
う
の
は
、
大
成
卦
の
乾
卦
（
☰
☰
）
の
上
九
一
爻
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
變
化
し
て
隨
卦
（
☱
☳
）
の
下
卦
の
初
に
至
る
上
九
一
爻
は
本
は
小
成
卦

の
乾
卦
（
☰
）
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
程
傳
の
こ
の
解
釋
は
「
二
爻
交
變
説
」
で
あ
る
が
、
「
二
爻
交
變
説
」
の
前
提
が
「
小
成

卦
變
化
説
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

３
、
「
小
成
卦
變
化
説
」
と
「
二
爻
交
變
説
」
を
複
合
す
る
解
釋
。

蠱
卦
・
咸
卦
・
益
卦
・
漸
卦
で
あ
る
。
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◎
蠱
卦
（
☶
☴
）

蠱
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卦
變
及
び
二
體
の
義
を
以
て
言
ふ
。
剛
上
り
て
柔
下
る
と
は
、
乾
の
初
九
上
り
て
上
九
と
爲
り
、
坤
の
上
六
下
り
て
初
六
と
爲
る
を
謂
ふ
な
り
。
剛
の

上
り
、
柔
の
下
る
よ
り
し
て
、
變
じ
て
艮
・
巽
と
爲
る
。
艮
と
は
、
止
な
り
。
巽
と
は
、
順
な
り
。
下
は
巽
に
し
て
上
は
止
、
巽
順
に
止
ま
る
な
り
。

（
以
卦
變
及
二
體
之
義
而
言
。
剛
上
而
柔
下
、
謂
乾
之
初
九
上
而
爲
上
九
、
坤
之
上
六
下
而
爲
初
六
也
。
由
剛
之
上
、
柔
之
下
、
變
而
爲
艮
巽
。
艮
、

止
也
。
巽
、
順
也
。
下
巽
而
上
止
、
止
於
巽
順
也
。
）

こ
の
解
釋
で
は
、
初
九
と
上
六
の
二
爻
が
交
換
し
た
こ
と
も
説
明
し
て
い
る
し
、
小
成
卦
變
化
の
結
果
が
艮
（
☶
）
・
巽
（
☴
）
で
あ
る
こ
と
も
説
明
し

て
い
る
。

◎
咸
卦
（
☱
☶
）

咸
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

卦
に
在
れ
ば
、
則
ち
柔
爻
上
り
て
剛
爻
下
る
。
柔
上
り
て
剛
を
變
じ
て
兌
と
成
る
。
剛
下
り
て
柔
を
變
じ
て
艮
と
成
る
。（
在
卦
則
柔
爻
上
而
剛
爻
下
。

柔
上
變
剛
而
成
兌
、
剛
下
變
柔
而
成
艮
。
陰
陽
相
交
、
爲
男
女
交
感
之
義
。
）

こ
れ
は
上
述
の
蠱
卦
と
類
似
し
て
い
る
。
二
爻
の
交
換
も
説
明
し
て
い
る
し
、
小
成
卦
變
化
の
結
果
が
兌
艮
と
い
う
こ
と
も
説
明
し
て
い
る
。

◎
益
卦
（
☴
☳
）
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益
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

巽
・
震
二
卦
、
皆
下
の
變
よ
り
し
て
成
る
。
陽
變
じ
て
陰
と
爲
る
者
、
損
な
り
。
陰
變
じ
て
陽
と
爲
る
者
、
益
な
り
。
上
卦
損
に
し
て
下
卦
益
に
す
。

上
を
損
な
ひ
下
を
益
す
。
益
と
爲
る
所
以
な
り
。
（
巽
震
二
卦
、
皆
由
下
變
而
成
。
陽
變
而
爲
陰
者
、
損
也
。
陰
變
而
爲
陽
者
、
益
也
。
上
卦
損
而

下
卦
益
、
損
上
益
下
、
所
以
爲
益
。
）

こ
れ
は
「
小
成
卦
變
化
説
」
で
あ
る
。

益
卦
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
ま
た
「
陽
下
り
て
初
に
居
る
。
陰
上
り
て
四
に
居
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
二
爻
交
變
説
」
で
あ
る
。

二
、
程
傳
卦
變
説
に
對
す
る
朱
子
と
東
涯
の
誤
解

（
１
）
『
朱
子
語
類
』
に
程
傳
卦
變
説
に
關
す
る
問
答

『
朱
子
語
類
』
易
三
綱
領
下
・
論
卦
體
卦
變
に
、
程
傳
卦
變
に
關
す
る
問
答
が
あ
る
（
十
）

。

問
、
近
略
考
卦
變
。
以
彖
辭
考
之
、
說

卦
變
者
凡
十
九
卦
、
蓋
言
成
卦
之
由
。
凡
彖
辭
不
取
成
卦
之
由
、
則
不
言
所
變
之
爻
。
程
子
專
以
乾
坤
言

卦
變
、
然
只
是
上
下
兩
體
皆
變
者
可
通
。
若
只
一
體
變
者
、
則
不
通
。
兩
體
變
者
凡
七
卦
、
隨
、
蠱
、
賁
、
咸
、
恆
、
漸
、
渙
是
也
。
一
體
變
者
兩

卦
、
訟
、
无
妄
是
也
。
七
卦
中
取
剛
來
下
柔
、
剛
上
柔
下
之
類
者
可
通
。
至
一
體
變
者
、
則
以
爲
自
外
來
、
故
説
得
有
礙
。
大
凡
卦
變
須
看
兩
體
上

下
爲
變
、
方
知
其
所
由
以
成
之
卦
。

曰
、
便
是
此
處
説
得
有
礙
。
且
程
傳
賁
卦
所
云
、
豈
有
乾
坤
重
而
爲
泰
、
又
自
泰
而
變
爲
賁
之
理
。
若
其
説
果
然
、
則
所
謂
乾
坤
變
而
爲
六
子
、
八
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卦
重
而
爲
六
十
四
、
皆
由
乾
坤
而
變
者
、
其

說
不
得
而
通
矣
。

こ
の
問
答
に
よ
っ
て
、
朱
子
と
弟
子
は
程
傳
の
卦
變
説
を
詳
し
く
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
二
人
と
も
程
傳
の
卦
變

説
に
對
し
て
誤
解
を
し
た
。

こ
こ
で
、
朱
子
は
『
程
傳
』
の
「
豈
有
乾
坤
重
而
爲
泰
、
又
自
泰
而
變
爲
賁
之
理
」
と
い
う
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
文
で
批
判
さ
れ
る
對
象
は
『
周

易
正
義
』
の
説
で
あ
る
。
朱
子
が
續
い
て
「
若
其

說
果
然
、
則
所
謂
乾
坤
變
而
爲
六
子
、
八
卦
重
而
爲
六
十
四
、
皆
由
乾
坤
而
變
者
、
其

說

不
得
而
通

矣
」
と
言
う
の
は
、
程
傳
の
卦
變
説
と
『
正
義
』
の
説
が
同
じ
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
兩
者
が
同
じ
で
あ
る
の
に
、
も
し
『
正
義
』
の
説
が
成
立
し
な
い

と
い
う
う
の
な
ら
、
『
程
傳
』
の
説
も
成
立
で
き
な
く
な
る
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
に
論
じ
た
よ
う
に
、
卦
變
に
關
す
る
程
伊
川
の
考
え
方
と
注
疏
の
そ
れ
は
大
い
に
違
う
。
以
下
、
賁
卦
に
つ
い
て
具
體
的
に
兩
者
の
相
違

を
考
察
し
て
み
よ
う
。

（
２
）
程
傳
と
注
疏
の
違
い

賁
卦
（
☶
☲
）
の
彖
傳
に
、
「
柔
來
而
文
剛
、
故
亨
。
分
剛
上
而
文
柔
、
故
小
利
有
攸
往
」
と
あ
る
。

「
柔
來
り
て
剛
を
文
る
」
「
剛
を
分
ち
上
り
て
柔
を
文
る
」
と
い
う
文
は
何
ら
か
の
卦
爻
の
運
動
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
王
弼
注
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
、

坤
（
☷
☷
）
の
上
六
來
り
て
二
の
位
に
居
る
。
柔
來
り
て
剛
を
文
る
の
義
な
り
。
（
中
略
）
乾
（
☰
☰
）
の
九
二
分
か
ち
て
上
の
位
に
居
る
。
剛
を
分

か
ち
上
り
て
柔
を
文
る
の
義
な
り
。
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王
弼
の
解
釋
に
よ
っ
て
、
上
六
と
九
二
が
交
換
し
て
賁
卦
（
☶
☲
）
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
交
換
す
る
前
の
卦
は
何
の
卦
で
あ
る
か
、
王
弼
注
に
は
は
っ
き
り
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
周
易
正
義
』
に
、
「
今
謂
ふ
、
此
れ

本
は
泰
卦
の
故
な
り
。
若
し
天
地
交
泰
に
な
れ
ば
、
則
ち
剛
柔
交
は
る
を
得
」
と
あ
っ
て
、
泰
卦
（
☷
☰
）
か
ら
賁
卦
（
☶
☲
）
へ
の
變
化
だ
と
理
解
し

て
い
る
。

こ
れ
は
賁
卦
に
關
す
る
注
疏
の
卦
變
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
確
か
に
程
傳
の
「
二
爻
交
變
説
」
と
似
て
い
る
所
が
あ
る
が
、
違
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
、
賁
卦
に
つ
い
て
の
解
釋
は
、
注
疏
の
中
で
卦
變
を
認
め
る
お
そ
ら
く
ほ
ぼ
唯
一
の
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
注
疏
の
場
合
、
泰
卦
か
ら
賁
卦
へ

の
變
化
は
『
易
經
』
の
な
か
の
唯
一
の
特
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
程
傳
の
場
合
、
賁
卦
の
卦
變
は
「
小
成
卦
變
化
説
」
の
一
つ
の
例
證
に
す
ぎ
な

い
。次

に
、
注
疏
の
解
釋
で
は
、
賁
卦
（
☶
☲
）
は
泰
卦
（
☷
☰
）
が
變
化
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
『
程
傳
』
の
「
小
成
卦
變
化
説
」
で
は
、

小
成
卦
の
乾
（
☰
）
・
坤
（
☷
）
が
そ
れ
ぞ
れ
離
（
☲
）
・
艮
（
☶
）
と
な
り
、
離
・
艮
を
組
み
合
わ
せ
て
賁
卦
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
變
化
過
程
の
中
間

に
、
「
泰
卦
」
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
泰
卦
そ
の
も
の
は
變
化
の
結
果
で
あ
る
か
、
泰
卦
の
ほ
か
に
、
賁
卦
に
成
り
得
る
卦
は
あ
る
の
か
、
賁
卦
の
ほ
か
に
、
泰
卦
は
何
か
ほ
か
の

卦
に
成
り
得
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
、
注
疏
に
は
一
切
説
明
が
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
『
由
泰
變
賁
』
は
た
だ
特
例
と
し
て
一
時

的
に
提
起
さ
れ
、
ほ
か
の
卦
に
も
通
用
す
る
よ
う
な
體
系
を
熟
慮
さ
れ
て
い
な
い
説
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
程
傳
』
の
卦
變
説
と
注
疏
の
そ
れ
と
は
大
い
に
違
う
。
朱
子
が
兩
者
を
同
じ
も
の
と
す
る
の
は
適
當
で
は
な
い
。
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（
３
）
門
人
の
誤
解

ま
た
、
『
朱
子
語
類
』
の
質
問
者
（
門
人
）
の
話
を
檢
討
す
る
と
、
こ
の
門
人
は
實
は
程
傳
卦
變
説
に
對
し
て
深
く
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼

は
お
そ
ら
く
『
程
傳
』
の
中
の
卦
變
に
關
す
る
文
字
を
集
め
て
、
ど
れ
が
通
じ
、
ど
れ
が
通
じ
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を
審
に
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、

彼
の
批
評
は
朱
子
よ
り
價
値
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
弟
子
は
卦
變
を
二
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
の
種
類
は
、
上
卦
と
下
卦
（
「
兩
體
」
）
と
も
に
變

化
し
て
で
き
た
卦
で
あ
る
。
第
二
の
種
類
は
、
上
卦
と
下
卦
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
一
つ
（
「
一
體
」
）
だ
け
が
變
化
し
て
で
き
た
卦
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
類
の
上
に
、
門
人
が
「
然
只
是
上
下
兩
體
皆
變
者
可
通
。
若
只
一
體
變
者
、
則
不
通
」
と
言
っ
て
、『
程
傳
』
卦
變
説
を
批
判
し
て
い
る
。

本
稿
の
分
類
用
語
で
言
え
ば
、
こ
の
門
人
が
言
っ
て
い
る
現
象
は
、
上
下
兩
卦
と
も
に
變
化
す
る
場
合
（
第
一
の
種
類
）
、
「
二
爻
交
變
説
」
が
用
い
ら

れ
る
が
、
上
下
兩
卦
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
一
つ
だ
け
が
變
化
す
る
場
合
（
第
二
の
種
類
）
、
「
二
爻
交
變
説
」
が
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。

こ
の
門
人
が
間
違
え
た
の
は
、「
二
爻
交
變
説
」
を
程
傳
卦
變
説
の
全
體
だ
と
誤
解
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
程
傳
』
卦
變
説
の
全
體
は
、「
小
成
卦
變
化
説
」

を
基
礎
と
し
て
、
「
二
爻
交
變
説
」
が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
弟
子
が
言
っ
た
上
下
兩
卦
の
う
ち
、
た
だ
一
つ
が
變
化
し
た
場
合
（
つ
ま
り
、
前

述
の
訟
卦
と
无
妄
卦
）
、
程
伊
川
は
す
べ
て
「
小
成
卦
變
化
説
」
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
門
人
は
「
小
成
卦
變
化
説
」
に
氣
づ
い
て
い

な
い
。

（
４
）
東
涯
の
誤
解

東
涯
の
場
合
は
、
『
考
異
』
に
、
ま
ず
前
述
の
『
正
義
』
の
文
字
を
引
用
し
て
、
「
程
傳
の
説
此
れ
に
本
づ
く
。
然
る
に
乾
の
九
二
・
坤
の
上
六
を
言
は
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ず
の
み
」
と
言
っ
て
、
最
後
は
前
述
の
朱
子
の
話
を
引
用
し
た
。
東
涯
も
朱
子
の
よ
う
に
程
傳
説
と
注
疏
説
を
同
一
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
東
涯
が
程
傳
の
「
皆
乾
坤
よ
り
し
て
變
ず
る
」
（
小
成
卦
變
化
説
）
の
「
乾
（
☰
）
坤
（
☷
）
」
を
大
成
卦
の
乾
（
☰
☰
）
坤
（
☷
☷
）
だ
と
理

解
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
『
卦
變
考
』
に
『
程
傳
』
卦
變
説
を
圖
示
す
る
時
に
、
よ
く
「
乾
坤
」
を
六
畫
の
大
成
卦
と
し
て
描
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
訟

卦
の
程
傳
卦
變
説
に
つ
い
て
、
『
卦
變
考
』
に
は
次
の
圖
が
あ
る
。

☰
☰
乾

程
子
說

☰
☵
訟

つ
ま
り
、
大
成
卦
の
乾
卦
が
變
化
し
て
訟
卦
と
な
る
。
し
か
し
、
す
で
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
訟
卦
の
卦
變
に
對
し
て
、
『
程
傳
』
で
は
「
小
成
卦
變
化

説
」
を
用
い
て
い
る
。
「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
っ
て
、
變
化
の
來
源
と
す
る
乾
坤
は
小
成
卦
で
あ
る
。
東
涯
は
こ
の
點
に
誤
解
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、

程
傳
卦
變
説
の
全
體
構
造
に
對
す
る
把
握
が
足
り
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三
、
東
涯
に
於
け
る
程
傳
卦
變
説
の
受
容
と
批
判

上
文
に
論
述
し
た
通
り
、
程
傳
卦
變
説
の
全
體
構
造
は
複
合
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
構
造
に
對

し
て
、
東
涯
も
あ
る
程
度
の
誤
解
を
免
れ
な
い
が
、
彼
が
程
傳
卦
變
説
に
對
し
て
妥
當
な
批
判
と
吸
收
を
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
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（
１
）
批
判
の
部
分

『
卦
變
考
』
の
序
文
に
、
卦
變
の
程
朱
説
に
關
し
て
、
左
記
の
記
録
が
あ
る
。

劉
呆
齋
、
程
子
の
説
を
善
す
。
先
人
常
に
之
を
稱
す
。
予
謂
ふ
、
『
伊
川
の
説
固
よ
り
從
ふ
べ
き
な
り
、
而
も
其
の
往
來
と
は
、
反
對
の
二
卦
、
自
ら

往
來
す
の
み
』
、
と
。
（
中
略
）
因
り
て
こ
の
説
を
以
て
家
君
に
問
ふ
。
乃
ち
曰
く
、
『
こ
の
説
亦
た
理
有
り
。
熟
復
し
て
以
て
其
の
説
を
成
す
』
、
と
。

（
劉
呆
齋
善
程
子
之
説
。
先
人
常
稱
之
。
予
謂
、
伊
川
之
説
固
可
從
也
、
而
其
往
來
者
、
反
對
二
卦
、
自
相
往
來
焉
耳
。
（
中
略
）
因
以
此
説
問
于
家

君
。
乃
曰
、
此
説
亦
有
理
、
熟
復
以
成
其
説
。
）

序
文
に
所
謂
「
先
人
」
・
「
家
君
」
と
は
、
東
涯
の
父
の
伊
藤
仁
齋
で
あ
る
。
『
周
易
』
の
卦
變
に
つ
い
て
、
仁
齋
は
程
子
の
卦
變
説
に
敬
服
し
て
い
る
。

し
か
し
、
東
涯
が
「
伊
川
之
説
固
可
從
也
」
と
言
っ
て
、「
基
本
的
に
從
う
べ
き
だ
が
、
實
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
い
う
意
を
含
む
言
い
方
に
な
っ
て
お
り
、

次
の
「
而
其
往
來
者
」
以
下
が
『
程
傳
』
卦
變
説
と
異
な
る
東
涯
自
身
の
見
解
の
表
明
に
な
っ
て
い
る
。
東
涯
は
父
の
前
で
直
接
に
『
程
傳
』
卦
變
説
を

批
判
し
な
い
が
、
彼
が
『
程
傳
』
説
に
承
服
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

東
涯
が
『
程
傳
』
卦
變
説
の
具
體
的
な
内
容
に
對
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
か
、『
卦
變
考
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
と
違
っ
て
、

『
考
異
』
の
内
容
を
見
る
と
、
東
涯
は
程
傳
卦
變
説
に
對
し
て
か
な
り
精
緻
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
『
程
傳
』
卦
變
説
に
對
す
る
妥
當
な
批
判
と
必
要
な

吸
收
、
兩
方
と
も
『
考
異
』
に
十
分
に
窺
え
る
。

東
涯
の
程
傳
卦
變
説
に
對
す
る
批
判
の
中
に
、
着
目
す
べ
き
所
は
主
に
二
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
程
傳
卦
變
説
の
解
釋
が
『
周
易
』
の
經
文
と
は
符
合
し

な
い
と
こ
ろ
を
批
判
す
る
。
次
に
、
特
定
の
彖
傳
の
解
釋
に
卦
變
説
を
使
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
程
傳
の
説
が
嚴
密
で
は
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
。
東
涯
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の
こ
の
批
判
は
、
彼
が
『
周
易
』
の
經
文
を
通
し
て
ま
と
め
た
通
例
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
つ
目
の
批
判
は
、
隨
卦
と
无
妄
卦
の
二
ヶ
所
の
『
考
異
』
に
實
例
が
見
え
る
。

隨
卦
の
彖
傳
に
「
隨
、
剛
來
而
下
柔
、
動
而
説
、
隨
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
關
し
て
、
程
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

謂
乾
之
上
九
來
居
坤
之
下
、
坤
之
初
六
往
居
乾
之
上
、
以
陽
剛
來
下
於
陰
柔
、
是
以
上
下
下
、
以
貴
下
賤
、
能
如
是
、
物
之
所
説
隨
也
。

上
文
に
論
述
し
た
よ
う
に
、
卦
變
に
於
い
て
、
隨
卦
（
☱
☳
）
の
場
合
、
程
子
は
「
二
爻
交
變
説
」
に
よ
っ
て
解
釋
す
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
「
乾
之

上
九
來
居
坤
之
下
、
坤
之
初
六
往
居
乾
之
上
、
以
陽
剛
來
下
於
陰
柔
」
は
典
型
的
な
「
二
爻
交
變
説
」
で
あ
る
。

東
涯
は
こ
の
解
釋
を
批
判
し
た
。
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

卦
變
は
、
程
子
、
初
九
・
上
六
の
二
爻
に
就
き
て
言
ひ
、
乾
坤
よ
り
し
て
來
る
。
朱
子
專
ら
陽
爻
に
就
き
て
言
ふ
。
彖
に
「
剛
下
り
て
柔
上
る
」
と

曰
は
ず
し
て
、
「
剛
來
り
て
柔
に
下
る
」
と
曰
ふ
を
觀
れ
ば
、
則
ち
專
ら
一
個
の
陽
爻
に
就
き
て
言
ふ
を
知
る
べ
し
。
當
に
朱
義
に
從
ふ
べ
し
。
（
卦

變
、
程
子
就
初
九
、
上
六
二
爻
而
言
、
自
乾
坤
而
來
。
朱
子
專
就
陽
爻
而
言
。
觀
彖
不
曰
剛
下
而
柔
上
、
而
曰
剛
來
而
下
柔
、
則
專
就
一
個
陽
爻
而

言
可
知
。
當
從
朱
義
也
。
）

『
程
傳
』
の
解
釋
は
經
文
の
「
剛
來
而
下
柔
」
と
符
合
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
も
し
『
程
傳
』
の
よ
う
に
「
二
爻
交
變
説
」
を
取
っ
た

ら
、
剛
爻
と
柔
爻
の
變
動
を
同
時
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
彖
傳
の
「
剛
來
而
下
柔
」
一
文
の
主
語
は
「
剛
」
だ
け
で
、
説
明
し
て
い
る

の
は
實
は
剛
爻
の
變
化
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
『
程
傳
』
の
解
釋
が
彖
傳
の
原
文
と
符
合
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

无
妄
卦
の
彖
傳
に
、
「
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
」
と
あ
っ
て
、
程
傳
は
「
坤
初
爻
變
而
爲
震
、
剛
自
外
來
也
。
剛
正
爲
主
于
内
、
无
妄
之
義
也
」
と
解
釋

す
る
。



- 46 -

程
傳
の
こ
の
解
釋
は
典
型
的
な
「
小
成
卦
變
化
説
」
で
あ
る
。
こ
の
解
釋
に
よ
る
と
、
小
成
卦
の
坤
卦
（
☷
）
の
初
爻
は
陰
爻
か
ら
陽
爻
に
變
わ
っ
て
、

坤
卦
が
震
卦
（
☳
）
と
な
る
。
こ
の
陽
爻
は
ど
こ
か
ら
來
る
か
と
い
う
と
、
『
程
傳
』
で
は
「
剛
自
外
來
也
」
と
言
っ
て
、
无
妄
卦
の
外
部
か
ら
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

東
涯
は
こ
の
解
釋
を
批
判
し
た
。
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

蓋
し
内
・
外
二
字
は
、
卦
の
上
下
に
就
き
て
言
ふ
の
み
。
若
し
舊
説
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
内
外
二
字
相
ひ
對
値
せ
ず
。
尤
も
穿
鑿
を
覺
ゆ
。
（
蓋
内
外

二
字
、
就
卦
之
上
下
而
言
耳
。
若
如
舊
説
、
則
内
外
二
字
不
相
對
值
、
尤
覺
穿
鑿
。
）

「
舊
説
」
と
い
う
の
は
、
程
傳
の
説
を
指
す
。
程
傳
の
説
は
「
穿
鑿
」
だ
と
い
う
斷
言
を
理
解
す
る
た
め
に
、
東
涯
自
分
の
解
釋
と
程
傳
の
解
釋
を
比

較
し
て
み
よ
う
。

『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

此
の
卦
（
☰
☳
）
、
大
畜
（
☶
☰
）
と
反
す
。
大
畜
の
外
卦
は
艮
（
☶
）
、
唯
だ
上
九
の
み
陽
爻
。
故
に
此
の
二
爻
互
に
相
ひ
變
じ
て
上
下
す
る
な
り
。

故
に
此
の
卦
の
彖
に
曰
く
、
「
剛
、
外
よ
り
來
り
て
内
に
主
と
爲
る
」
と
。
初
九
の
剛
、
大
畜
の
外
卦
よ
り
し
て
來
た
り
、
此
の
卦
の
内
體
に
主
と
爲

る
を
謂
ふ
な
り
。
大
畜
の
彖
に
曰
く
、
「
剛
上
り
て
賢
を
尚
ぶ
」
と
。
上
九
の
剛
、
无
妄
の
内
卦
よ
り
し
て
來
り
、
外
卦
に
上
る
を
謂
ふ
な
り
。
大
畜

（
☶
☰
）
の
外
卦
、
上
九
の
外
を
除
け
ば
、
之
を
剛
と
言
ふ
べ
き
無
し
。
无
妄
（
☰
☳
）
の
内
卦
に
、
初
九
の
外
を
除
け
ば
、
亦
之
を
剛
と
言
ふ
べ

き
無
き
な
り
。
彼
此
往
來
し
、
自
然
の
象
を
存
す
。
牽
強
思
索
を
勞
せ
ざ
る
な
り
。
（
此
卦
與
大
畜
反
。
大
畜
外
卦
艮
、
唯
上
九
陽
爻
。
故
此
二
爻
互

相
變
而
上
下
也
。
故
此
卦
彖
曰
、
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
。
謂
初
九
之
剛
、
自
大
畜
外
卦
而
來
、
爲
主
于
此
卦
内
體
也
。
大
畜
彖
曰
、
剛
上
而
尚
賢
。

謂
上
九
之
剛
自
无
妄
内
卦
而
來
、
上
于
外
卦
也
。
大
畜
之
外
卦
、
除
初
九
之
外
無
剛
之
可
言
（
註
十
一
）
。
无
妄
之
内
卦
、
除
初
六
之
外
亦
無
剛
之
可
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言
也
（
註
十
二
）
。
彼
此
往
來
、
存
自
然
之
象
、
不
勞
牽
強
思
索
也
。
）

經
文
の
「
剛
柔
」
「
内
外
」
な
ど
の
概
念
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

東
涯
の
卦
變
説
は
反
卦
に
基
づ
く
卦
變
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
无
妄
卦
（
☰
☳
）
と
大
畜
卦
（
☶
☰
）
は
反
卦
で
あ
る
か
ら
、
无
妄
卦
が
轉
覆
し
て

大
畜
卦
と
な
る
の
は
所
謂
「
卦
變
」
で
あ
る
。
大
畜
卦
が
轉
覆
し
て
无
妄
卦
と
な
る
の
も
「
卦
變
」
で
あ
る
。

こ
の
解
釋
の
特
徴
は
そ
の
明
瞭
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
涯
は
彖
傳
の
中
の
「
内
外
」
「
上
下
」
「
往
來
」
な
ど
の
言
葉
に
明
確
な
意
味
を
與
え
て
い
る
。

東
涯
に
よ
る
と
、
「
内
」
と
は
大
成
卦
の
下
卦
（
内
卦
）
で
あ
り
、
「
外
」
と
は
大
成
卦
の
上
卦
（
外
卦
）
で
あ
る
。
所
謂
「
往
」
（
或
は
「
上
」
）
は
内
卦

か
ら
外
卦
に
至
る
變
化
で
あ
り
、
所
謂
「
來
」
（
或
は
「
下
」
）
は
外
卦
か
ら
内
卦
に
至
る
變
化
で
あ
る
。
卦
變
に
關
す
る
「
上
下
」
「
内
外
」
「
往
來
」
は

こ
の
意
味
だ
け
で
、
ほ
か
の
意
味
は
持
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
彖
傳
の
原
文
に
説
明
す
る
卦
變
方
法
も
例
外
の
な
い
決
ま
っ
た
形
を
持
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
无
妄
卦
の
彖
傳
の
「
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
」
の
意
味
は
、
大
畜
（
☶
☰
）
の
上
九
は
外
卦
の
唯
一
の
陽
爻
と
し
て
外
卦
に
あ
っ
て
、
こ
の
陽
爻

が
卦
變
を
通
し
て
、
无
妄
（
☰
☳
）
の
内
卦
に
來
て
、
内
卦
の
唯
一
の
陽
爻
と
な
る
。

東
涯
の
解
釋
が
「
内
外
」
「
往
來
」
に
明
瞭
な
意
味
を
與
え
て
い
る
の
と
違
っ
て
、
『
程
傳
』
の
解
釋
に
從
え
ば
、
「
内
外
」
「
往
來
」
の
意
味
は
よ
く
わ

か
ら
な
く
な
る
。
『
程
傳
』
の
「
小
成
卦
變
化
説
」
に
よ
る
と
、
无
妄
卦
の
卦
變
は
た
だ
内
卦
が
變
わ
っ
て
、
外
卦
は
乾
卦
そ
の
ま
ま
で
變
わ
ら
な
い
。
そ

れ
故
、
「
剛
自
外
來
」
の
「
外
」
は
確
實
な
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
も
し
無
理
に
解
釋
す
れ
ば
、
「
外
」
は
一
卦
の
「
外
卦
」
で
な
く
、
こ
の
卦
の
全
體

の
外
部
だ
と
解
説
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
「
爲
主
于
内
」
の
「
内
」
は
一
卦
の
内
卦
（
つ
ま
り
、
无
妄
卦
の
下
卦
の
震
で
あ
る
）
に
違
い
な
い
。
そ
れ

故
、
『
程
傳
』
の
解
釋
に
從
え
ば
、
「
外
」
と
「
内
」
は
正
し
く
對
に
な
る
概
念
で
は
な
い
。
東
涯
が
「
若
如
舊
説
、
則
内
外
二
字
不
相
對
値
、
尤
覺
穿
鑿
」

と
言
っ
て
批
判
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
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『
程
傳
』
に
卦
變
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
十
卦
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。
し
か
し
、
東
涯
の
易
著
作
に
、
卦
變
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
二
十
卦
以
上
あ
る
。

つ
ま
り
、
東
涯
の
考
え
方
か
ら
見
る
と
、
『
程
傳
』
は
往
々
に
し
て
卦
變
に
關
す
る
經
文
を
卦
變
で
な
い
も
の
と
し
て
扱
う
。
『
程
傳
』
卦
變
説
に
對
す
る

東
涯
の
二
つ
目
の
批
判
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

噬
嗑
卦
（
☲
☳
）
に
こ
の
よ
う
な
批
判
が
見
え
る
。
噬
嗑
卦
の
彖
傳
に
、
「
柔
得
中
而
上
行
」
と
あ
っ
て
、
程
傳
は
「
六
五
以
柔
居
尊
、
爲
用
柔
得
尊
之

義
。
上
行
、
謂
居
尊
位
」
と
解
釋
す
る
。
つ
ま
り
、「
上
行
」
は
「
尊
位
に
居
る
」
こ
と
と
し
て
解
説
さ
れ
て
、
卦
變
と
は
關
係
な
い
。
こ
の
點
に
對
し
て
、

東
涯
は
批
判
す
る
。

『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

「
柔
、
中
を
得
て
上
行
す
」
、
程
子
直
だ
解
し
て
尊
位
に
居
る
の
義
と
爲
す
。
朱
子
則
ち
卦
變
を
以
て
説
く
。
益
（
☴
☳
）
の
六
四
よ
り
し
て
來
る
と

爲
す
。
凡
そ
易
の
中
、
上
行
す
と
言
ふ
者
、
皆
卦
變
に
就
き
て
言
ふ
。
則
ち
『
本
義
』
を
長
と
爲
す
。（
柔
得
中
而
上
行
、
程
子
直
解
爲
居
尊
位
之
義
。

朱
子
則
以
卦
變
説
。
爲
自
益
之
六
四
來
。
凡
易
中
言
上
行
者
、
皆
就
卦
變
而
言
、
則
『
本
義
』
爲
長
。
）

東
涯
は
經
文
の
通
例
を
ま
と
め
て
、
こ
の
よ
う
な
通
例
を
根
據
と
し
て
程
傳
の
解
釋
を
否
定
す
る
。

ま
と
め
れ
ば
、
東
涯
が
程
傳
の
卦
變
説
に
對
し
て
納
得
で
き
な
い
原
因
は
幾
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
程
傳
卦
變
説
の
全
體
構
造
に
對
し
て
東
涯
は
誤
解
し

た
所
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
が
あ
る
か
ら
、
程
傳
卦
變
説
の
明
瞭
性
が
下
が
る
。
次
に
、
東
涯
が
確
實
に
把
握
で
き
た
程
傳
の
部
分
か
ら
見
る
と
、

程
傳
の
説
と
『
周
易
』
の
經
文
と
符
合
し
な
い
場
合
は
少
な
く
な
い
。
最
後
に
、
程
傳
は
十
箇
所
ぐ
ら
い
の
卦
變
に
關
す
る
彖
傳
を
卦
變
で
な
い
も
の
と

し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
程
傳
の
説
得
力
を
低
下
さ
せ
た
。
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（
２
）
受
容
の
部
分

東
涯
は
自
分
の
卦
變
説
を
立
て
る
時
も
、
程
傳
卦
變
説
の
内
容
を
受
け
入
れ
た
所
が
あ
る
。

其
の
一
は
「
成
卦
の
由
」
（
或
は
「
成
卦
之
主
」
）
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

訟
卦
（
☰
☵
）
の
彖
傳
に
、
「
剛
來
而
得
中
也
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
關
し
て
、
程
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卦
、
更
に
成
卦
の
由
を
取
り
て
義
と
爲
す
者
有
り
、
是
れ
此
な
り
。
卦
の
義
に
成
卦
の
由
を
取
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
更
に
變
ず
る
所
の
爻
を
言
は
ざ
る

な
り
。
（
卦
有
更
取
成
卦
之
由
爲
義
者
、
此
是
也
。
卦
義
不
取
成
卦
之
由
、
則
更
不
言
所
變
之
爻
也
。
）

訟
卦
彖
傳
に
關
し
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

程
傳
に
據
る
に
、
此
の
卦
の
名
を
得
る
は
、
本
に
上
剛
に
し
て
下
險
し
く
、
及
び
天
・
水
違
ひ
行
く
を
以
て
す
る
な
り
。
別
に
九
二
の
剛
中
を
以
て

成
卦
の
由
と
爲
し
て
「
中
吉
」
の
辭
を
係
く
な
り
。
故
に
彖
傳
、
卦
變
を
以
て
說
を
爲
し
て
曰
く
、「
剛
來
り
て
中
を
得
る
」
な
り
。
六
十
四
卦
の
中
に
、

卦
變
有
ら
ざ
る
も
の
無
し
。
然
る
に
、
成
卦
の
由
を
取
ら
ざ
る
者
は
、
彖
に
卦
變
を
言
は
ざ
る
な
り
。
（
據
程
傳
、
此
卦
之
得
名
、
本
以
上
剛
下
險
及

天
水
違
行
也
。
別
以
九
二
剛
中
爲
成
卦
之
由
而
系
中
吉
之
辭
也
。
故
彖
傳
以
卦
變
爲
説
曰
、
剛
來
而
得
中
也
。
六
十
四
卦
之
中
無
不
有
卦
變
。
然
不

取
成
卦
之
由
者
、
彖
不
言
卦
變
也
。
）

程
傳
の
説
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
程
傳
卦
變
説
に
し
て
も
東
涯
の
卦
變
説
に
し
て
も
、
六
十
四
卦
は
す
べ
て
卦
變
と
關
係
あ
る
。
し
か
し
、
六
十

四
卦
の
中
、
た
だ
一
部
の
彖
傳
（
程
傳
の
場
合
は
十
卦
ぐ
ら
い
で
、
東
涯
の
場
合
は
二
十
卦
ぐ
ら
い
）
の
み
に
卦
變
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
解
説
す
る
た
め
に
、
程
傳
に
は
「
成
卦
之
由
」
と
い
う
概
念
を
提
起
す
る
。
例
え
ば
、
訟
卦
の
卦
辭
に
「
中
吉
」
と
あ
っ
て
、
程
傳
に
よ
れ
ば
、
こ

の
卦
辭
は
訟
卦
の
卦
變
過
程
と
關
係
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
訟
卦
の
彖
傳
に
は
卦
變
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
卦
變
と
卦
名
・
卦
辭
と
に
關
係
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が
な
い
な
ら
ば
、
彖
傳
も
卦
變
を
説
明
し
な
い
。

東
涯
が
こ
の
問
題
を
思
考
す
る
時
に
、
『
程
傳
』
の
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
賁
卦
の
解
釋
に
、
そ
の
よ
う
な
思
考
は
さ
ら
に
一
層
明

ら
か
に
な
る
。

賁
卦
の
彖
傳
に
、
「
柔
來
而
文
剛
、
故
亨
。
分
剛
上
而
文
柔
、
故
小
利
有
攸
往
」
と
あ
る
。
こ
の
彖
傳
に
關
し
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
れ
噬
嗑
よ
り
し
て
變
ず
る
の
み
。
六
五
來
り
て
二
陽
の
間
を
文
り
、
六
二
と
爲
る
。
故
に
曰
く
、
柔
來
た
り
て
剛
を
文
る
。
初
九
上
り
て
二
陰
の

上
を
文
り
、
上
九
と
爲
る
。
故
に
曰
く
、
剛
を
分
か
ち
上
り
て
柔
を
文
る
。
皆
成
卦
の
主
互
に
相
ひ
往
來
す
る
に
就
き
て
說
を
爲
す
の
み
。
（
此
自
噬
嗑

而
變
耳
。
六
五
來
而
文
二
陽
之
間
、
爲
六
二
。
故
曰
、
柔
來
而
文
剛
。
初
九
上
而
文
二
陰
之
上
、
爲
上
九
。
故
曰
、
分
剛
上
而
文
柔
。
皆
就
成
卦
之

主
互
相
往
來
爲
説
耳
。
）

東
涯
の
卦
變
説
に
よ
る
と
、
變
じ
な
い
卦
は
な
い
し
、
變
じ
な
い
爻
も
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
部
分
の
卦
の
彖
傳
だ
け
に
は
卦
變
が
言
及
さ
れ
る
。
卦

變
の
言
説
の
中
に
、
説
明
さ
れ
る
爻
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
東
涯
が
自
分
の
卦
變
説
を
立
て
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
現
象
の
原
因
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

賁
卦
の
場
合
、
卦
名
の
「
賁
」
は
「
文
る
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
と
六
二
・
上
九
の
變
化
と
は
關
係
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
彖
傳
に

卦
變
を
説
明
す
る
時
に
、
こ
の
二
爻
の
變
化
だ
け
を
説
明
し
て
い
る
。

東
涯
は
「
皆
就
成
卦
之
主
互
相
往
來
爲
説
耳
」
と
言
っ
て
、
卦
變
と
卦
義
と
の
關
係
に
着
目
し
て
彖
傳
を
解
釋
し
て
い
る
の
も
、
程
傳
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
成
卦
の
由
」
と
い
う
全
體
的
な
概
念
の
ほ
か
に
、
具
體
的
な
細
部
ま
で
、
東
涯
が
程
傳
卦
變
説
を
受
容
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
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受
容
の
最
も
い
い
例
證
は
蹇
卦
の
解
釋
に
見
え
る
。

蹇
卦
（
☵
☶
）
の
彖
傳
に
、
「
蹇
、
利
西
南
、
往
得
中
也
。
不
利
東
北
、
其
道
窮
也
」
と
あ
る
。
こ
の
彖
傳
を
解
釋
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
難
し
い
と

こ
ろ
は
「
西
南
」
と
「
東
北
」
と
い
う
二
つ
の
方
位
で
あ
る
。『
説
卦
傳
』
に
よ
る
と
、
小
成
卦
の
八
卦
の
中
に
、
艮
卦
（
☶
）
の
方
向
は
東
北
、
坤
卦
（
☷
）

の
方
向
は
西
南
で
あ
る
。
蹇
卦
の
上
卦
は
坎
卦
（
☵
）
で
、
下
卦
は
艮
卦
（
☶
）
だ
か
ら
、
「
東
北
」
は
艮
卦
と
對
應
で
き
る
が
、
「
西
南
」
の
意
味
は
わ

か
ら
な
い
。

程
傳
に
は
、
「
五
居
坎
險
之
中
而
謂
之
平
易
者
、
蓋
卦
本
坤
、
由
五
往
而
成
坎
。
故
但
取
往
而
得
中
、
不
取
成
坎
之
義
也
」
と
言
っ
て
、
そ
の
原
因
は
卦

變
説
に
見
つ
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
蹇
卦
の
上
卦
に
發
生
し
た
卦
變
は
坤
（
☷
）
か
ら
坎
（
☵
）
へ
の
變
化
で
あ
る
。
程
傳
は
こ
の
卦
變

を
變
化
の
過
程
と
變
化
の
結
果
と
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
。
變
化
の
結
果
は
「
坎
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
變
化
の
過
程
は
「
往
而
得
中
」
で
あ
る
。
彖

傳
の
「
利
西
南
、
往
得
中
」
と
い
う
言
葉
は
變
化
の
過
程
に
基
づ
く
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

東
涯
の
場
合
、
程
傳
の
解
釋
は
認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
こ
の
解
釋
を
自
分
の
卦
變
説
の
體
系
の
中
に
加
え
よ
う
と
し
た
。

蹇
卦
に
關
し
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

西
南
は
坤
の
方
、
東
北
は
艮
の
方
、
坤
卦
及
び
『
説
卦
』
に
固
よ
り
明
文
有
り
。
蹇
卦
は
坎
上
、
而
る
に
西
南
を
言
ふ
と
は
、
坎
、
本
は
是
れ
坤
な

り
、
五
の
變
よ
り
し
て
坎
と
成
る
。
固
よ
り
程
子
の
説
の
如
し
。
然
る
に
五
、
本
は
何
處
よ
り
來
た
る
か
を
言
は
ざ
る
な
り
。
予
謂
へ
ら
く
、
解
卦

の
九
二
よ
り
し
て
進
み
五
に
往
く
の
み
。
（
西
南
坤
方
、
東
北
艮
方
、
坤
卦
及
説
卦
固
有
明
文
。
蹇
卦
坎
上
而
言
西
南
者
、
坎
本
是
坤
、
由
五
之
變
而

成
坎
、
固
如
程
子
之
説
。
然
不
言
五
本
自
何
處
來
也
。
予
謂
、
自
解
卦
之
九
二
而
進
往
于
五
耳
。
）

程
傳
の
解
釋
を
認
め
て
、
さ
ら
に
自
分
の
卦
變
體
系
に
組
み
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
東
涯
の
卦
變
説
の
全
體
か
ら
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
も
常
例
で
は
な
い
と
云
う
し
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
東
涯
の
卦
變
は
反
卦
で
あ

る
兩
卦
が
相
互
に
往
來
す
る
。
蹇
卦
（
☵
☶
）
の
反
卦
は
解
卦
（
☳
☵
）
で
あ
り
、
所
謂
卦
變
は
解
卦
の
内
卦
（
坎
）
が
運
動
し
て
蹇
卦
の
外
卦
（
坎
）

と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
變
化
は
「
内
卦
の
坎
が
外
卦
の
坎
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
東
涯
の
卦
變
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
「
坤
が
坎

と
な
る
」
と
い
う
現
象
は
全
く
見
當
が
つ
か
な
い
。
『
程
傳
』
の
解
釋
と
し
て
の
「
坤
が
坎
と
な
る
」
こ
と
と
東
涯
の
卦
變
説
と
が
整
合
し
な
い
と
い
う
こ

と
も
明
ら
か
に
わ
か
る
だ
ろ
う
。

四
、
東
涯
に
於
け
る
朱
子
卦
變
説
の
批
判

朱
子
の
卦
變
説
と
い
う
の
は
、
大
成
卦
の
中
に
、
相
隣
の
二
爻
が
交
換
し
て
別
の
一
卦
に
な
る
の
は
基
本
の
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
、
一
卦
に
關
し
て
、

幾
種
類
の
卦
變
過
程
が
想
定
で
き
る
（
十
三
）

。
例
え
ば
、
蠱
卦
（
☶
☴
）
の
卦
變
に
關
し
て
、
『
周
易
本
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

卦
變
、
賁
よ
り
來
る
者
は
、
初
上
り
て
二
下
る
。
井
よ
り
來
る
者
は
、
五
上
り
て
上
下
る
。
既
濟
よ
り
來
る
者
は
、
之
を
兼
ぬ
。
（
卦
變
自
賁
來
者
、

初
上
二
下
。
自
井
來
者
、
五
上
上
下
。
自
既
濟
來
者
兼
之
。
）

蠱
卦
に
關
す
る
卦
變
は
三
種
類
が
あ
る
。
賁
卦
（
☶
☲
）
の
初
九
と
六
二
と
が
交
換
し
て
蠱
卦
（
☶
☴
）
と
な
る
。
井
卦
（
☵
☴
）
の
九
五
と
上
六
と

が
交
換
し
て
蠱
卦
と
な
る
。
既
濟
卦
（
☵
☲
）
の
初
九
と
六
二
が
交
換
し
て
、
九
五
と
上
六
が
交
換
し
て
、
蠱
卦
と
な
る
。
三
種
類
の
卦
變
そ
れ
ぞ
れ
を

通
し
て
蠱
卦
を
形
成
し
て
い
る
。

『
考
異
』
に
は
、
朱
子
卦
變
説
に
對
し
て
樣
々
な
纖
細
な
分
析
と
批
判
も
隨
所
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
の
主
要
な
原
因
を
求
め
る
と
、
泰
卦
に

次
の
よ
う
な
例
證
が
あ
る
。
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泰
卦
の
卦
辭
に
、
「
小
往
大
來
」
と
あ
っ
て
、
朱
子
の
『
本
義
』
に
は
「
小
謂
陰
。
大
謂
陽
。
言
坤
往
居
外
、
乾
來
居
内
。
又
自
歸
妹
來
、
則
則
六
往
居

四
、
九
來
居
三
也
」
と
解
釋
す
る
。

朱
子
は
二
つ
の
説
に
よ
っ
て
泰
卦
の
卦
辭
を
解
釋
し
よ
う
と
す
る
。
「
坤
往
居
外
、
乾
來
居
内
」
と
い
う
説
は
卦
變
で
は
な
い
。
「
又
自
歸
妹
來
」
と
い

う
の
は
朱
子
の
卦
變
説
で
あ
る
。
朱
子
の
卦
變
説
で
は
、
大
成
卦
の
中
に
、
隣
り
の
二
爻
が
交
換
し
て
別
の
大
成
卦
と
な
る
の
は
、
「
卦
變
」
で
あ
る
。
例

え
ば
、
泰
卦
の
卦
變
に
關
し
て
、
朱
子
は
歸
妹
卦
（
☳
☱
）
の
六
三
と
九
四
が
交
換
し
て
泰
卦
（
☷
☰
）
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

朱
子
の
こ
の
よ
う
な
解
釋
に
對
し
て
、
東
涯
は
「
只
當
從
一
義
」
と
言
っ
て
、
た
だ
卦
變
説
を
以
て
解
説
す
れ
ば
い
い
と
主
張
し
た
。
（
『
考
異
』
）

一
義
だ
け
に
從
う
べ
き
と
い
う
考
え
方
は
、
東
涯
の
卦
變
説
を
貫
く
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
東
涯
が
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
取
る
の
は
、
文
義
の
明
瞭

性
と
解
釋
の
一
貫
性
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
明
瞭
性
に
對
す
る
追
求
は
、
東
涯
が
朱
子
の
卦
變
説
を
批
判
す
る
一
番
重
要
な
原
因
で
あ
る
。
朱
子
の
卦
變
説
に
よ
る
と
、
一
卦
の
卦
變

は
二
種
類
以
上
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
に
對
し
て
東
涯
は
一
卦
の
卦
變
が
一
種
類
だ
け
だ
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
朱
子
の
卦
變
説
に
よ
る
と
、
彖
傳
の
卦
變
を
説
明
す
る
一
文
が
そ
の
卦
だ
け
で
な
く
、
卦
變
を
説
明
す
る
必
要
が
な
い
他
の
多
く
の
卦
に
も
適

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
明
瞭
性
を
低
下
さ
せ
る
か
ら
、
東
涯
に
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
恆
卦
と
睽
卦
の
解
釋
に
例
が
見
え
る
。

恆
の
彖
傳
に
、
「
剛
上
而
柔
下
」
と
あ
っ
て
、
『
本
義
』
に
は
「
或
以
卦
變
言
剛
上
柔
下
之
義
、
曰
恆
自
豐
來
、
剛
上
居
二
、
柔
下
居
初
也
」
と
解
釋
す

る
。つ

ま
り
、
朱
子
に
よ
る
と
、
「
剛
上
而
柔
下
」
と
い
う
の
は
、
豐
卦
（
☳
☲
）
の
初
九
と
六
二
と
の
二
爻
が
交
換
し
て
恆
卦
（
☳
☴
）
と
な
る
。
東
涯
は
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こ
の
説
を
批
評
し
た
。

『
考
異
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
義
』
則
ち
豐
の
初
九
・
九
二
互
に
來
り
相
ひ
變
ず
る
を
言
ふ
な
り
。
將
た
『
本
義
』
に
從
へ
ば
、
則
ち
恆
・
豐
二
卦
互
に
相
ひ
換
易
す
る
な
り
。

且
つ
六
十
四
卦
、
何
の
卦
こ
れ
言
ふ
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
予
謂
へ
ら
く
、
此
れ
咸
よ
り
來
る
の
み
。
咸
の
九
三
上
り
て
四
と
爲
る
。
此
れ
、
剛
上
る

な
り
。
咸
の
上
六
下
り
て
初
六
と
爲
る
。
此
れ
、
柔
下
る
な
り
。
（
『
義
』
則
言
豐
之
初
九
・
九
二
互
來
相
變
也
。
將
從
『
本
義
』
、
則
恆
豐
二
卦
互
相

換
易
也
。
且
六
十
四
卦
、
何
卦
之
不
可
言
哉
。
予
謂
此
自
咸
來
耳
。
咸
之
九
三
上
而
爲
四
、
此
剛
上
也
。
咸
之
上
六
下
而
爲
初
六
、
此
柔
下
也
。
）

東
涯
の
こ
の
批
評
は
妥
當
な
批
評
で
あ
る
。
も
し
朱
子
の
説
に
從
え
ば
、
六
十
四
卦
の
大
部
分
が
「
剛
上
而
柔
下
」
の
變
化
の
結
果
だ
と
言
え
る
。
つ

ま
り
、
た
だ
剛
爻
が
柔
爻
の
上
に
あ
る
な
ら
、
こ
の
二
爻
が
「
剛
上
而
柔
下
」
の
結
果
だ
と
言
え
る
。
言
え
な
い
卦
は
剛
爻
が
柔
爻
の
上
に
あ
る
と
い
う

現
象
が
な
い
卦
だ
け
で
、
數
は
極
め
て
少
な
い
。
六
十
四
卦
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
卦
は
七
つ
あ
る
。
乾
（
☰
☰
）
坤
（
☷
☷
）
復
（
☷
☳
）
臨
（
☷
☱
）

泰
（
☷
☰
）
大
壯
（
☳
☰
）
夬
（
☱
☰
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
復
卦
（
☷
☳
）
に
、
剛
爻
の
位
置
が
ほ
か
の
す
べ
て
の
柔
爻
の
下
に
あ
る
か
ら
、
「
剛
上
而

柔
下
」
の
結
果
と
は
言
え
な
い
。

も
し
朱
子
の
說
に
從
え
ば
、
恆
卦
彖
傳
の
こ
の
文
の
妥
當
性
が
な
く
な
る
。
東
涯
が
「
且
六
十
四
卦
、
何
卦
之
不
可
言
哉
（
六
十
四
卦
の
う
ち
、
ど
の
卦

が
こ
の
説
明
が
で
き
な
い
と
い
う
の
か
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
卦
に
言
え
て
し
ま
う
）
」
と
云
っ
て
批
判
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

睽
卦
の
彖
傳
に
、
「
柔
進
而
上
行
」
と
あ
っ
て
、
『
本
義
』
に
は
「
以
卦
變
言
之
、
則
自
離
來
者
、
柔
進
居
三
。
自
中
孚
來
者
、
柔
進
居
五
。
自
家
人
來

者
、
兼
之
」
と
解
釋
す
る
。

離
卦
（
☲
☲
）
の
六
二
が
九
三
と
交
換
し
て
睽
卦
（
☲
☱
）
と
な
る
。
中
孚
卦
（
☴
☱
）
の
六
四
が
九
五
と
交
換
し
て
睽
卦
と
な
る
。
家
人
卦
（
☴
☲
）



- 55 -

に
、
六
二
が
九
三
と
交
換
し
て
、
六
四
が
九
五
と
交
換
し
て
、
睽
卦
と
な
る
。
こ
の
三
種
類
の
卦
變
を
通
し
て
睽
卦
を
形
成
し
て
い
る
。

『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
、

卦
變
の
説
、
若
し
朱
子
の
説
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
二
爻
互
ひ
に
位
を
換
ふ
な
り
。
前
に
屡
こ
れ
を
辨
ず
る
な
り
。
且
つ
二
爻
、
位
を
易
ふ
る
を
言
へ

ば
、
則
ち
六
十
四
卦
、
「
柔
進
み
て
上
行
す
」
と
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
無
し
。
其
の
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
唯
だ
乾
坤
否
觀
剝
遯
姤
の
七
卦
の
み
。

彖
の
中
に
、
或
は
之
を
言
ひ
、
或
は
言
は
ず
。
則
ち
各
々
是
の
卦
の
專
ら
に
す
る
所
な
り
て
、
他
の
卦
に
通
ず
る
べ
か
ら
ざ
る
を
見
る
べ
き
な
り
。（
卦

變
之
説
、
若
如
朱
子
説
、
則
二
爻
互
換
位
也
。
前
屢
辨
之
矣
。
且
言
二
爻
易
位
、
則
六
十
四
卦
、
無
不
可
言
柔
進
而
上
行
者
。
其
不
可
言
者
、
唯
乾

坤
否
觀
剝
遯
姤
七
卦
耳
。
彖
中
或
言
之
、
或
不
言
、
則
可
見
各
是
卦
之
所
專
、
而
不
可
通
他
卦
也
。
）

朱
子
の
説
に
對
す
る
東
涯
の
こ
の
批
評
も
前
に
論
述
し
た
恆
卦
の
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。
も
し
朱
子
の
説
に
從
え
ば
、
六
十
四
卦
の
大
部
分
が
「
柔

進
み
て
上
行
す
」
と
い
う
變
化
の
結
果
だ
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
た
だ
柔
爻
が
剛
爻
の
上
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
爻
が
「
柔
進
み
て
上
行
す
」
る
結
果

だ
と
言
え
る
。
六
十
四
卦
の
う
ち
、
言
え
な
い
卦
は
東
涯
が
擧
げ
て
い
る
七
つ
の
卦
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
姤
卦
（
☰
☴
）
の
場
合
、
唯
一
の
柔
爻
が

全
て
の
剛
爻
の
下
に
あ
る
か
ら
、
「
柔
進
み
て
上
行
す
」
と
い
う
變
化
の
結
果
だ
と
言
え
な
い
。

ま
た
、
程
傳
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
朱
子
の
卦
變
説
が
『
周
易
』
の
經
文
と
符
合
し
な
い
こ
と
を
、
東
涯
は
批
判
す
る
。
そ
の
よ
う
な
批
判
は
无
妄

卦
の
解
釋
に
例
が
あ
る
。

无
妄
卦
の
彖
傳
に
、
「
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
」
と
あ
っ
て
、
『
本
義
』
に
は
「
爲
卦
自
訟
而
變
、
九
自
二
來
而
居
於
初
」
と
解
釋
す
る
。

朱
子
の
説
に
よ
る
と
、
訟
卦
（
☰
☵
）
の
九
二
と
初
六
と
の
兩
爻
が
交
換
し
て
无
妄
卦
（
☰
☳
）
と
な
る
の
は
、
无
妄
の
卦
變
で
あ
る
。

こ
の
説
に
對
し
て
、
東
涯
の
『
考
異
』
は
次
の
よ
う
に
批
判
を
し
た
、
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從
『
本
義
』
、
則
訟
之
初
六
、
九
二
與
无
妄
之
初
九
、
六
二
互
相
上
下
也
。
何
以
不
言
剛
上
柔
下
乎
。
咸
恆
二
卦
、
既
具
説
剛
柔
上
下
、
而
无
妄
大
畜

二
卦
、
共
偏
就
剛
而
言
。
可
見
兩
卦
陽
爻
互
相
往
來
耳
。

東
涯
は
朱
子
の
卦
變
が
經
文
と
符
合
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
他
の
卦
の
彖
傳
に
、
「
剛
上
而
柔
下
」
と
い
う
文
が
あ
っ
て
、
こ
の
文
の
中

に
「
剛
」
「
柔
」
が
倶
に
主
語
と
し
て
竝
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
句
に
つ
い
て
、
朱
子
の
「
剛
柔
二
爻
交
換
す
る
」
と
い
う
説
は
通
じ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
无
妄
卦
の
彖
傳
は
「
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
」
で
あ
り
、
主
語
は
「
剛
」
の
字
だ
け
で
、
「
柔
」
の
變
化
が
な
い
か
ら
、
朱
子
の
説
は
通
じ
な
い
の

で
あ
る
。

六
十
四
卦
の
中
に
於
い
て
も
、
あ
る
部
分
の
彖
傳
に
は
卦
變
を
説
い
て
、
他
の
彖
傳
は
卦
變
と
關
係
が
な
い
。
卦
變
を
説
く
彖
傳
の
中
、
説
明
の
仕
方

も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
そ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
た
め
に
、
六
十
四
卦
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
殊
性
が
あ
る
。
東
涯
に
と
っ
て
、
合
理
的
な
卦
變
説
な
ら
ば
、
そ

の
よ
う
な
特
殊
性
を
一
貫
し
て
説
明
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
東
涯
が
朱
子
を
批
判
す
る
の
は
主
に
こ
の
點
に
か
か
っ
て
い
る
。

む
す
び

本
章
で
東
涯
に
お
け
る
程
伊
川
と
朱
子
の
卦
變
説
の
受
容
と
批
判
を
檢
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
三
者
各
々
の
卦
變
説
で
常
に
從
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
原
則
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

程
伊
川
の
卦
變
説
で
は
、
小
成
卦
變
化
説
を
基
礎
前
提
と
し
て
、
二
爻
交
變
説
が
付
加
さ
れ
る
複
合
す
る
解
釋
が
あ
る
。
ま
た
、
程
伊
川
に
は
、
大
成

卦
が
變
化
し
て
別
の
一
卦
と
な
る
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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朱
子
の
卦
變
説
で
は
、
大
成
卦
の
中
に
、
相
隣
の
二
爻
が
交
換
し
て
別
の
一
卦
と
な
る
の
は
、
「
卦
變
」
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
子
に
は
、
一
つ
の
卦
に
つ

い
て
幾
種
類
か
の
卦
變
過
程
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

東
涯
の
卦
變
説
で
は
、
反
卦
で
あ
る
二
卦
が
相
互
に
往
來
す
る
の
は
、
「
卦
變
」
で
あ
る
。
ま
た
、
東
涯
が
程
朱
卦
變
説
を
批
判
し
て
、
獨
自
の
説
を
提

起
す
る
の
は
、
文
義
の
明
瞭
性
と
解
釋
の
一
貫
性
を
追
求
す
る
傾
向
が
明
ら
か
に
窺
え
る
。

東
涯
の
易
著
作
、
特
に
『
考
異
』
を
讀
む
と
、
東
涯
易
學
の
全
體
的
な
構
造
は
、
程
傳
と
朱
義
に
對
し
て
纖
細
な
分
析
と
取
捨
を
行
っ
て
、
自
分
の
獨

特
な
見
解
も
加
え
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
新
し
い
易
學
を
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

東
涯
の
卦
變
説
は
こ
の
よ
う
な
易
解
釋
の
體
系
の
一
環
で
あ
り
、
程
傳
と
朱
義
の
卦
變
説
に
對
し
て
纖
細
な
分
析
と
取
捨
を
行
っ
て
、
自
分
の
獨
特
な

卦
變
説
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

易
學
の
歴
史
か
ら
見
る
と
、
東
涯
の
卦
變
説
に
は
一
定
の
價
値
が
あ
る
。
前
に
論
述
し
た
通
り
、
中
國
宋
明
時
代
の
易
學
に
は
、
す
で
に
幾
種
類
か
の

卦
變
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
東
涯
は
自
分
の
卦
變
説
を
立
説
し
た
と
き
、
ま
ず
宋
明
時
代
の
卦
變
説
、
特
に
程
朱
の
卦
變
説
に
對
し
て
と
て
も
完
備
し

た
評
價
を
出
し
て
、
次
に
自
分
の
特
別
な
考
え
方
を
完
成
さ
せ
た
。
東
涯
が
彼
獨
自
の
卦
變
説
を
完
成
す
る
過
程
は
、
日
本
の
學
者
が
中
國
の
學
術
を
受

容
し
た
上
に
、
自
ら
新
し
い
思
想
を
構
築
す
る
と
い
う
過
程
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

【
註
】

（
一
）
富
山
房
『
漢
文
大
系
』
所
收
本
に
從
う
。

（
二
）
隨
卦
の
彖
傳
に
、
「
剛
來
而
下
柔
」
と
あ
る
。
本
稿
で
『
周
易
』
經
文
の
引
用
は
み
な
『
十
三
經
注
疏
』
本
に
從
う
。
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（
三
）
泰
卦
の
卦
辭
に
、
「
小
往
大
來
」
と
あ
る
が
、
主
語
と
し
て
の
「
小
」
と
「
大
」
は
何
を
指
す
か
、
確
定
で
き
な
い
。
井
卦
の
卦
辭
に
、
「
往
來
井

井
」
と
あ
る
が
、
「
往
來
」
と
い
う
言
葉
の
主
語
は
何
か
、
と
い
う
問
題
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（
四
）
氏
の
『
易
學
哲
學
史
』
第
二
章
を
參
照
。
「
こ
の
説
は
、
卦
の
各
爻
が
上
下
往
來
す
る
こ
と
が
で
き
、
上
か
ら
下
に
至
る
の
が
來
で
、
下
か
ら
上
に

往
く
の
が
往
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
卦
義
及
び
卦
辭
の
吉
凶
を
説
明
す
る
も
の
。
」
（
『
易
學
哲
學
史
』
６
０
頁
。
朋
友
書
店
。
）

（
五
）
『
易
學
哲
學
史
』
第
三
章
を
參
照
。
（
『
易
學
哲
學
史
』
２
０
７
頁
）
。
ま
た
、
漢
代
易
學
の
卦
變
説
に
つ
い
て
は
、
花
崎
隆
一
郎
の
『
卦
變
の
源
流

に
つ
い
て
』
を
參
照
。
（
『
中
國
哲
學
』
第
十
一
號
。

（
六
）
小
論
で
は
、
三
畫
の
卦
、
例
え
ば
、
乾
（
☰
）
坤
（
☷
）
震
（
☳
）
な
ど
を
小
成
卦
と
呼
ぶ
。
六
畫
の
卦
、
例
え
ば
、
乾
（
☰
☰
）
坤
（
☷
☷
）

屯
（
☵
☳
）
な
ど
を
大
成
卦
と
呼
ぶ
。

（
七
）
朱
子
と
東
涯
の
誤
解
は
後
述
の
通
り
。
ま
た
、
現
代
の
學
者
（
朱
伯
崑
の
『
周
易
哲
學
史
』
を
は
じ
め
）
で
も
、『
程
傳
』
卦
變
説
を
論
述
す
る
時
、

よ
く
『
程
傳
』
賁
卦
の
内
容
を
引
用
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
。
筆
者
が
檢
索
し
た
限
り
に
、
最
新
の
研
究
は
、
楊
東
の
「
王
弼
易
與
伊
川
易
之
比
較
」（
『
周

易
研
究
』
２
０
０
４
年
第
五
期
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
賁
卦
に
關
す
る
卦
變
説
の
ほ
か
に
、
程
伊
川
が
ま
た
別
の
一
説
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
氣

づ
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
説
の
關
係
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

（
八
）
易
學
史
に
は
、
外
卦
か
ら
内
卦
へ
の
運
動
を
「
來
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
よ
く
見
え
る
。
『
程
傳
』
で
は
、
内
卦
（
下
卦
）
の
變
化
し
た
一
爻
の
運

動
を
「
來
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
「
外
卦
か
ら
内
卦
へ
の
運
動
」
は
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら
「
來
る
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』

で
は
は
っ
き
り
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
點
に
、
程
傳
は
よ
く
伊
藤
東
涯
の
批
判
を
う
け
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

（
九
）
易
學
史
に
は
、
内
卦
か
ら
外
卦
へ
の
運
動
を
「
往
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
よ
く
見
え
る
。
『
程
傳
』
で
は
、
外
卦
（
上
卦
）
の
變
化
し
た
一
爻
の
運
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動
を
「
往
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
「
外
卦
か
ら
内
卦
へ
の
運
動
」
は
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら
「
往
く
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』

で
は
は
っ
き
り
説
明
し
て
い
な
い
。
前
註
を
參
照
。

（
十
）
質
問
し
た
。
最
近
は
簡
單
に
卦
變
の
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
彖
辭
に
よ
っ
て
こ
れ
を
考
え
る
と
、
卦
變
を
説
く
彖
傳
は
十
九
卦
が
あ
る
。
蓋
し

卦
の
形
成
の
由
來
を
言
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
凡
そ
彖
辭
に
成
卦
の
由
來
を
言
わ
な
か
っ
た
ら
、
變
化
し
た
爻
も
言
っ
て
い
な
い
。
程
子
（
伊
川
）
は
專
ら

乾
坤
に
よ
っ
て
卦
變
を
解
釋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
た
だ
上
卦
と
下
卦
と
も
變
化
し
た
卦
だ
け
に
（
程
子
の
説
が
）
通
じ
る
。
も
し
、
（
上
卦
と
下
卦
の
中

に
）
た
だ
一
つ
が
變
化
し
た
場
合
だ
っ
た
ら
、
す
な
わ
ち
通
じ
な
い
。
上
卦
と
下
卦
、
兩
方
と
も
變
化
し
た
卦
は
七
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
隨
、
蠱
、
賁
、

咸
、
恆
、
漸
、
渙
で
あ
る
。（
上
卦
と
下
卦
の
中
に
）
た
だ
一
つ
が
變
化
し
た
卦
は
二
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
訟
、
无
妄
で
あ
る
。
前
者
の
七
つ
の
卦
の
中
に
、

「
剛
來
り
て
柔
に
下
る
」
、「
剛
上
り
て
柔
下
る
」
な
ど
に
對
し
て
（
程
傳
の
説
が
）
通
じ
る
。（
後
者
の
場
合
に
、
程
子
は
す
な
わ
ち
こ
の
變
化
し
た
爻
が
）

外
か
ら
來
る
と
言
っ
た
。
そ
れ
故
、
程
子
の
説
は
通
じ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
凡
そ
卦
變
は
、
上
卦
と
下
卦
の
兩
體
と
も
に
變
化
し
た
場
合
だ
け
が
、
そ

の
變
化
の
由
來
と
す
る
卦
が
知
ら
れ
る
。

先
生
が
答
え
た
。
こ
の
所
こ
そ
で
、
程
子
の
説
が
通
じ
な
い
。
そ
れ
に
、
程
傳
の
賁
卦
に
言
っ
た
の
は
、
「
豈
乾
坤
重
ね
て
泰
と
爲
し
、
又
泰
よ
り
し
て
變

ず
る
の
理
有
ら
ん
」
、
と
。
も
し
程
子
の
こ
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
程
子
自
分
の
説
で
「
乾
坤
變
じ
て
六
子
と
爲
す
。
八
卦
重
ね
て
六
十
四
と
爲
す
。
皆
乾

坤
よ
り
の
變
な
り
」
と
い
う
こ
と
通
じ
ら
れ
な
く
な
る
。

（
十
一
）
こ
こ
で
説
明
し
て
い
る
の
は
大
畜
卦
（
☶
☰
）
の
外
卦
の
剛
爻
で
あ
る
か
ら
、
「
初
九
」
は
「
上
九
」
の
誤
ち
で
あ
ろ
う
。

（
十
二
）
こ
こ
で
説
明
し
て
い
る
の
は
无
妄
卦
（
☰
☳
）
の
内
卦
の
剛
爻
で
あ
る
か
ら
、
「
初
六
」
は
「
初
九
」
の
誤
ち
で
あ
ろ
う
。

（
十
三
）
朱
子
の
卦
變
説
に
關
し
て
は
、
花
崎
隆
一
郎
の
「
朱
子
卦
變
説
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
研
究
集
刊
』
第
８
號
）
を
參



- 60 -

第
三
章

伊
藤
東
涯
の
卦
變
説
ー
そ
の
早
年
と
晩
年
と
の
差
異

一

問
題
の
所
在

伊
藤
東
涯
の
『
周
易
經
翼
通
解
』
（
以
下
は
『
通
解
』
と
略
稱
）
は
、
江
戸
時
代
の
易
學
を
代
表
す
る
易
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
『
通
解
』
に
は
、

獨
特
な
易
解
釋
が
隨
所
に
見
え
る
が
、
本
稿
で
論
及
す
る
の
は
、
そ
の
「
卦
變
説
」
で
あ
る
。
卦
變
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
釋
例
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

彖
の
中
に
剛
柔
往
來
を
言
ふ
者
は
、
凡
そ
二
十
許
り
の
卦
。
先
儒
、
之
を
卦
變
と
謂
ふ
。
諸
家
の
説
、
同
じ
か
ら
ず
。
予
嘗
て
妄
り
に
意
ふ
に
、
六
十

四
卦
の
序
、
乾
よ
り
未
濟
に
至
る
ま
で
、
皆
二
卦
反
對
し
相
ひ
竝
び
て
以
て
敍
す
。
彖
、
卦
變
を
言
ふ
は
、
皆
兩
卦
反
對
の
中
に
自
ら
相
ひ
往
來
す
る

の
み
。
た
と
へ
ば
隨
は
蠱
よ
り
來
り
、
蠱
は
隨
よ
り
來
り
、
泰
は
否
よ
り
來
り
、
否
は
泰
よ
り
來
る
。
剛
柔
二
爻
、
或
は
内
よ
り
外
に
往
き
、
或
は
外

よ
り
内
に
來
る
。
彖
毎
に
此
れ
に
由
り
義
を
取
る
。
（
彖
中
言
剛
柔
往
來
者
凡
二
十
許
卦
、
先
儒
謂
之
卦
變
。
諸
家
説
不
同
。
予
嘗
妄
意
、
六
十
四
卦

之
序
、
自
乾
至
未
濟
、
皆
二
卦
反
對
相
竝
以
敘
。
彖
言
卦
變
、
皆
兩
卦
反
對
中
自
相
往
來
耳
。
假
如
隨
自
蠱
來
、
蠱
自
隨
來
、
泰
自
否
來
、
否
自
泰
來
。

剛
柔
二
爻
、
或
自
内
往
外
、
或
自
外
來
内
。
彖
每
由
此
取
義
。
）（
一
）

『
易
經
』
六
十
四
卦
の
中
で
、
二
十
ほ
ど
の
卦
の
彖
傳
に
は
、〈
剛
柔
・
往
來
・
上
下
〉
の
よ
う
な
語
句
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
隨
卦
の
彖
傳
に
は
、

「
剛
來
而
下
柔
（
剛
來
り
て
柔
に
下
る
）
」
と
あ
る
。
蠱
卦
の
彖
傳
に
は
、
「
剛
上
而
柔
下
（
剛
上
り
て
柔
下
る
）
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
句
は
卦
の
變

化
を
説
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
般
に
は
「
卦
變
」
と
呼
ば
れ
る
。
卦
變
の
詳
細
に
つ
い
て
、
易
學
史
に
お
い
て
は
、
樣
々
な
解
釋
が
あ
る
。

東
涯
に
お
い
て
は
、
「
二
卦
反
對
」
に
基
づ
い
て
解
釋
し
て
い
る
。
易
の
六
十
四
卦
の
順
序
は
、
乾
・
坤
・
屯
・
蒙
か
ら
既
濟
・
未
濟
ま
で
、
す
べ
て
反
對

の
二
卦
を
竝
べ
て
い
る
。
「
反
對
」
に
は
、
上
下
反
轉
と
陰
陽
相
反
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
例
え
ば
、
屯
卦
（

）
と
蒙
卦
（

）
と
の
關
係
は
上
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下
反
轉
の
反
對
で
あ
り
、
乾
卦
（

）
と
坤
卦
（

）
と
の
關
係
は
、
陰
陽
相
反
の
反
對
で
あ
る
。
た
だ
し
、
東
涯
が
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
反

對
」
は
、
主
に
上
下
反
轉
の
反
對
を
指
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
〈
剛
柔
・
往
來
・
上
下
〉
の
よ
う
な
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
卦
變
は
、
上
下
反
轉
の
二

卦
の
間
に
起
こ
る
變
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
、
蠱
卦
（

）
が
上
下
反
轉
し
て
隨
卦
（

）
と
な
る
の
は
、
隨
卦
の
卦
變
で
あ
る
。
隨
卦
が
反
轉
し
て
蠱
卦
と
な
る
の
は
、
蠱
卦
の

卦
變
で
あ
る
。
隨
卦
の
彖
傳
「
剛
來
而
下
柔
（
剛
來
り
て
柔
に
下
る
）
」
に
つ
い
て
は
、
蠱
卦
が
反
轉
し
て
隨
卦
と
な
る
時
に
、
蠱
卦
の
上
九
が
隨
卦
の
初

九
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
蠱
卦
の
上
九
が
剛
爻
で
あ
る
か
ら
、
「
剛
」
と
呼
ぶ
。
「
剛
來
」
と
は
、
こ
の
剛
爻
が
外
卦
か
ら
内
卦
へ
運
動
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
蠱
卦
の
上
九
は
二
つ
の
柔
爻
（
六
四
と
六
五
）
の
上
に
あ
る
が
、
反
轉
し
て
隨
卦
の
初
九
に
な
る
と
、
こ
の
剛
爻
が
二
つ
の
柔
爻
（
六
二

と
六
三
）
の
下
の
位
置
に
な
る
。
こ
の
變
化
が
「
剛
來
り
て
柔
に
下
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
反
對
の
二
卦
に
お
け
る
「
自
相
往
來
」
と
は
、
東
涯
の
所
謂
卦
變
説
で
あ
る
。
東
涯
の
こ
の
説
を
考
察
す
る
時
、
問
題
に
な
る
の
は
、
東

涯
早
年
の
易
著
作
『
卦
變
考
』
と
晩
年
の
『
通
解
』
と
の
相
違
で
あ
る
。
花
崎
隆
一
郎
の
「
東
涯
『
卦
變
考
』
箚
記
―
そ
の
『
通
解
』
と
の
比
較
に
お
い

て
」
（
以
下
は
『
箚
記
』
と
略
稱
）
で
は
、
『
卦
變
考
』
の
卦
變
説
と
『
通
解
』
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
兩
者
に
は
大
き
な
相
違
が
あ

る
と
花
崎
氏
は
考
え
て
い
る
。
花
崎
氏
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
『
卦
變
考
』
に
扱
う
卦
變
は
二
十
卦
で
あ
り
、
『
通
解
』
で
は
二
十
五
卦
で
あ
る
。
兩
者
の
内

譯
を
比
べ
る
と
、
『
卦
變
考
』
に
の
み
あ
る
卦
（
需
・
漸
・
歸
妹
）
は
計
三
卦
で
あ
り
、
『
通
解
』
に
の
み
あ
る
卦
（
謙
・
臨
・
損
・
益
・
姤
・
萃
・
升
）

は
計
八
卦
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
十
一
卦
の
相
違
に
つ
い
て
、
『
箚
記
』
の
結
語
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
卦
變
考
」
・
「
通
解
」
兩
者
を
比
較
し
た
際
、
兩
説
に
矛
盾
と
混
亂
が
あ
り
齟
齬
を
來
し
て
い
る
こ
と
は
上
述
の
所
論
に
よ
り
明
白
で
あ
り
、
一
貫

し
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
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つ
ま
り
、
花
崎
氏
は
兩
者
の
差
異
を
矛
盾
と
混
亂
と
見
な
す
（
二
）

。
『
卦
變
考
』
と
『
通
解
』
だ
け
に
基
づ
い
て
論
述
す
れ
ば
、
確
か
に
『
箚
記
』
の
よ

う
に
兩
者
の
差
異
を
混
亂
に
歸
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
大
雜
把
に
言
え
ば
、
『
卦
變
考
』
は
東
涯
早
年
の
作
品
で
あ
り
、
『
通
解
』
は
晩
年
の
作
品
で

あ
る
の
に
對
し
て
、
兩
者
の
中
間
を
う
め
る
、『
周
易
傳
義
考
異
』（
以
下
は
『
考
異
』
と
略
稱
）
と
い
う
も
う
一
つ
の
易
著
作
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
『
考
異
』
の
内
容
を
考
察
し
、
東
涯
が
『
卦
變
考
』
を
著
し
て
か
ら
、
『
通
解
』
を
完
成
す
る
ま
で
、
そ
の
卦
變
説
が
ど
の
よ
う
に
變
化
し
て

い
る
か
、
そ
の
變
遷
過
程
の
實
際
の
状
況
を
解
明
す
る
。

二

東
涯
卦
變
説
の
成
立

こ
の
節
で
は
、
ま
ず
東
涯
の
卦
變
説
に
お
い
て
、
程
伊
川
の
『
易
傳
』
・
朱
子
の
『
周
易
本
義
』（
以
下
は
程
傳
・
朱
義
と
略
稱
）
の
重
要
性
を
示
し
て
、

次
に
東
涯
卦
變
説
の
形
成
過
程
を
論
述
す
る
。

（
１
）
程
傳
・
朱
義
と
東
涯
の
卦
變
説

東
涯
は
そ
の
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
、
『
易
經
集
註
』
と
い
う
程
傳
・
朱
義
の
合
刻
本
を
何
度
も
讀
ん
で
、
ま
た
は
こ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
講
義
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
彼
は
自
用
の
『
易
經
集
註
』
に
隨
時
に
ノ
ー
ト
（
覺
書
き
）
を
書
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ノ
ー
ト
の
内
容
は
、
程
傳
・
朱
義
の
異

同
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
東
涯
は
こ
れ
を
「
考
異
」
と
呼
ぶ
。
「
考
異
」
と
い
う
讀
易
ノ
ー
ト
と
彼
の
易
著
作
の
『
通
解
』
な
ど
と
を
比
較
す
る

と
、
前
者
は
實
は
後
者
の
準
備
資
料
で
あ
り
、
後
者
の
多
く
は
前
者
を
簡
略
に
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
東
涯
が
死
ん
だ
後
で
、
息
子

の
東
所
を
は
じ
め
、
後
人
が
こ
の
よ
う
な
讀
易
ノ
ー
ト
を
集
め
て
『
周
易
傳
義
考
異
』
と
い
う
一
つ
の
本
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
讀
易
ノ
ー
ト
の
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多
く
に
、
東
涯
は
そ
の
執
筆
年
月
日
を
つ
け
て
い
る
。
東
涯
易
學
の
變
化
を
考
察
す
る
時
は
、
こ
の
よ
う
な
執
筆
年
月
日
の
情
報
が
特
に
重
要
で
あ
る
。（
三
）

東
涯
易
學
の
卦
變
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
程
傳
・
朱
義
に
對
す
る
「
考
異
」
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
以
下
に
、
一
例
を
あ
げ
て
こ
れ
を
示
す
。

无
妄
卦
の
『
彖
傳
』
に
、
「
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
（
剛
、
外
よ
り
來
り
て
内
に
主
と
爲
る
）
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
具
體
的
な
意
味
に
つ
い
て
、
程
傳
と

朱
義
と
の
解
釋
が
大
い
に
異
な
る
。
『
考
異
』
の
无
妄
卦
に
、
東
涯
は
次
の
よ
う
に
程
傳
・
朱
義
の
説
を
ま
と
め
た
上
で
、
自
説
を
提
起
す
る
。

「
剛
、
外
よ
り
來
り
て
内
に
主
と
爲
る
」
と
は
、
此
れ
彖
、
卦
變
を
説
く
な
り
。
程
子
謂
へ
ら
く
、
内
卦
本
は
坤
な
り
、
乾
の
剛
、
外
よ
り
來
り
て
、

初
六
を
變
じ
て
九
と
爲
す
な
り
。
朱
子
謂
へ
ら
く
、
訟
の
九
二
よ
り
し
て
來
る
。
予
謂
へ
ら
く
、
凡
そ
彖
、
卦
變
を
説
く
は
、
皆
二
卦
反
對
し
、
相

ひ
竝
び
て
言
ふ
。
隨
・
蠱
、
咸
・
恆
の
如
き
は
、
是
れ
な
り
。
此
の
卦
、
大
畜
と
反
す
。
大
畜
は
、
外
卦
は
艮
な
り
、
唯
だ
上
九
の
一
陽
爻
の
み
。

此
の
卦
は
、
内
卦
は
震
な
り
、
唯
だ
初
九
の
一
陽
爻
の
み
。
故
に
此
の
二
爻
、
互
に
相
ひ
變
じ
て
上
下
す
る
な
り
。
故
に
此
の
卦
の
彖
曰
く
、
「
剛
、

外
よ
り
來
り
て
内
に
主
と
爲
る
」
と
。
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
、
初
九
の
剛
、
大
畜
の
外
卦
よ
り
し
て
來
り
、
此
の
卦
の
内
體
に
於
い
て
主
と
爲
る
な
り
。（
剛

自
外
來
而
爲
主
于
内
、
此
彖
説
卦
變
也
。
程
子
謂
、
内
卦
本
坤
、
乾
剛
自
外
來
、
而
變
初
六
爲
九
也
。
朱
子
謂
、
自
訟
之
九
二
而
來
。
予
謂
、
凡
彖

説
卦
變
、
皆
二
卦
反
對
相
竝
而
言
。
如
隨
蠱
咸
恆
是
也
。
此
卦
與
大
畜
反
。
大
畜
外
卦
艮
、
唯
上
九
一
陽
爻
。
此
卦
内
卦
震
、
唯
初
九
一
陽
爻
。
故

此
二
爻
互
相
變
而
上
下
也
。
故
此
卦
彖
曰
、
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
。
謂
初
九
之
剛
自
大
畜
外
卦
而
來
、
爲
主
于
此
卦
内
體
也
。
）（
四
）

程
傳
に
よ
れ
ば
、
卦
變
と
い
う
の
は
、
三
畫
の
卦
（
小
成
卦
）
の
乾
（

）
・
坤
（

）
が
變
化
し
て
、
さ
ら
に
組
み
合
わ
せ
て
、
六
畫
の
卦
（
大
成

卦
）
の
乾
（

）
・
坤
（

）
・
屯
（

）
な
ど
に
な
る
と
い
う
過
程
で
あ
る
。
小
成
卦
の
乾
卦
（

）
の
三
本
の
陽
爻
が
（
下
か
ら
）
逐
次

に
陰
爻
に
な
る
と
、
巽
卦
（

）
・
離
卦
（

）
・
兌
卦
（

）
に
な
る
。
小
成
卦
の
坤
卦
（

）
の
三
本
の
陰
爻
が
（
下
か
ら
）
逐
次
に
陽
爻
に
な
る

と
、
震
卦
（

）
・
坎
卦
（

）
・
艮
卦
（

）
に
な
る
。
そ
こ
で
、
小
成
卦
に
は
、
乾
・
坤
・
巽
・
離
・
兌
・
震
・
坎
・
艮
と
い
う
八
卦
が
あ
り
、
こ
の
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八
卦
を
組
み
合
わ
せ
て
大
成
卦
の
六
十
四
卦
に
な
る
の
で
あ
る
。
无
妄
卦
（

）
の
場

合
は
、
小
成
卦
の
乾
卦
（

）
が
變
化
し
な
い
で
、
小
成
卦
の
坤
卦
（

）
が
震
卦
（

）
に
な
っ
て
、
そ
し
て
、
乾
卦
と
震
卦
と
を
組
み
合
わ
せ

て
、
大
成
卦
の
无
妄
卦
（

）
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
无
妄
卦
の
卦
變
は
、
内
卦
に
起
こ
る
。
そ
の
變
化
の
内
容
は
、
も
と
も
と
の
坤
卦
（

）

が
震
卦
（

）
に
な
っ
て
、「
外
」
か
ら
一
陽
爻
が
坤
卦
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
外
」
は
ど
こ
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
小
成
卦
の
乾
卦
で
あ
る
。

朱
義
に
よ
れ
ば
、
卦
變
と
い
う
の
は
、
あ
る
卦
の
中
で
、
隣
同
士
の
陰
陽
二
爻
が
交
換
し
て
、
別
の
卦
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
訟
卦
（

）

の
中
で
、
初
六
と
九
二
と
が
交
換
す
る
と
、
无
妄
卦
（

）
に
な
る
。
こ
れ
が
无
妄
卦
の
卦
變
で
あ
る
。
下
の
方
を
「
内
」
と
し
て
、
上
の
方
を
「
外
」

と
す
る
と
、
こ
の
變
化
に
お
い
て
、
九
二
が
「
外
」
か
ら
「
内
」
に
來
た
の
で
あ
る
。

東
涯
に
よ
れ
ば
、
卦
變
と
い
う
の
は
、
上
下
反
轉
の
二
卦
に
お
け
る
變
化
で
あ
る
。
例
え
ば
、
无
妄
卦
（

）
と
大
畜
卦
（

）
と
が
上
下
反

轉
の
二
卦
で
あ
る
。
大
畜
卦
（

）
が
反
轉
し
て
无
妄
卦
（

）
に
な
る
と
、
そ
の
外
卦
の
唯
一
の
陽
爻
（
上
九
）
が
无
妄
卦
の
内
卦
の
唯
一
の

陽
爻
（
初
九
）
に
な
る
。
東
涯
に
よ
る
と
、
无
妄
卦
の
『
彖
傳
』
に
あ
る
「
剛
自
外
來
而
爲
主
于
内
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
五
）

。

无
妄
卦
の
『
彖
傳
』
に
つ
い
て
の
こ
の
例
證
は
、
實
は
卦
變
に
關
す
る
東
涯
の
言
説
の
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
考
異
』
な
ど

の
東
涯
の
易
著
作
で
は
、
自
分
の
卦
變
説
を
表
す
時
に
、
必
ず
程
傳
・
朱
義
の
そ
れ
と
比
較
分
析
し
な
が
ら
自
説
を
提
起
す
る
。
た
だ
し
、
最
後
の
著
作

の
『
通
解
』
に
至
る
と
、
卦
變
説
に
關
し
て
は
一
轉
し
て
、
『
通
解
』
釋
例
の
ほ
か
、
具
體
的
な
解
釋
で
自
説
の
結
論
だ
け
が
示
さ
れ
て
、
程
傳
・
朱
義
に

つ
い
て
の
言
及
が
全
く
見
え
な
い
。
東
涯
の
卦
變
説
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
『
通
解
』
の
こ
の
よ
う
な
處
理
を
看
破
し
て
、
程
傳
・
朱
義
の
比
較
分
析
が

背
景
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
２
）
東
涯
卦
變
説
の
形
成
過
程

東
涯
卦
變
説
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
の
に
、
『
卦
變
考
』
『
讀
易
圖
例
』
『
讀
易
私
説
』
『
考
異
』
『
通
解
』
な
ど
一
連
の
著
作
が
參
考
に
な
る
。
そ
れ
ら

の
著
作
の
卦
變
説
の
差
異
を
整
理
す
る
と
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
段
階

そ
の
最
初
の
段
階
は
、
程
傳
と
朱
義
を
基
本
の
參
照
資
料
と
し
て
、
東
涯
が
自
ら
獨
特
の
卦
變
説
を
案
出
し
た
。
『
考
異
』
の
无
妄
卦
に
は
、
既
述
の
よ

う
に
程
傳
・
朱
義
と
比
較
分
析
し
な
が
ら
自
分
の
卦
變
説
を
述
べ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
の
説
や
、
易
を
讀
む
の
次
に
、
恍
惚
と
し
て
一
得
す
。
反
覆
し
て
參
校
す
る
に
、
益
々
其
の
言
の
誣
ひ
ざ
る
を
覺
る
な
り
。
六
十
四
卦
は
、
彖
、

卦
變
を
言
ふ
者
は
十
九
卦
な
り
、
其
の
説
、
合
は
ざ
る
所
無
し
。
此
の
卦
の
辭
、
最
も
證
す
べ
き
に
足
る
。
さ
き
に
『
經
解
』
東
來
し
、
内
に
朱
漢

上
の
易
説
を
載
す
。
此
の
卦
の
彖
を
釋
す
る
に
、
た
ま
た
ま
予
が
説
と
符
す
。
幸
に
千
載
の
上
に
、
已
に
予
が
心
に
會
ふ
者
有
り
。
然
る
に
之
を
他

の
卦
に
推
せ
ば
、
則
ち
亦
た
然
ら
ず
、
惜
し
き
か
な
。
癸
未
の
三
月
の
晦
に
、
長
胤
識
す
。
（
此
説
也
、
讀
易
之
次
、
恍
惚
一
得
。
反
覆
參
校
、
益
覺

其
言
之
不
誣
也
。
六
十
四
卦
、
彖
言
卦
變
者
十
九
卦
、
其
説
無
所
不
合
。
此
卦
之
辭
、
最
足
可
證
。
向
者
經
解
東
來
、
内
載
朱
漢
上
易
説
。
釋
此
卦

彖
、
適
與
予
説
符
。
幸
千
載
之
上
、
已
有
會
予
心
者
。
然
推
之
他
卦
、
則
亦
不
然
、
惜
哉
。
癸
未
之
三
月
晦
長
胤
識
。
）

前
述
の
よ
う
に
、
東
涯
が
易
を
研
究
す
る
時
、
も
っ
と
も
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、『
易
經
集
註
』
と
い
う
程
傳
・
朱
義
の
合
刻
本
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
易

を
讀
む
」
と
い
う
の
も
、
程
傳
・
朱
義
を
讀
む
こ
と
と
見
て
よ
い
。
な
お
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
は
、
「
六
十
四
卦
、
彖
言
卦
變
者
十
九
卦
」
と

い
う
説
は
、
直
接
的
に
『
周
易
本
義
』
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
周
易
本
義
』
の
具
體
的
な
經
文
解
釋
で
は
、
十
九
の
卦
だ
け
が
卦
變
と
さ
れ
る
。
東

涯
が
言
っ
て
い
る
「
十
九
卦
」
も
、
朱
子
の
説
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
だ
け
で
あ
る
。
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「
向
者
經
解
東
來
」
と
い
う
の
は
、『
通
志
堂
經
解
』
が
清
朝
か
ら
日
本
に
渡
來
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
朱
震
（
號
は
漢
上
）
の
『
漢
上
易
傳
』

も
あ
る
。
『
漢
上
易
傳
』
の
无
妄
卦
に
對
す
る
解
釋
は
、
東
涯
の
卦
變
説
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
ほ
か
の
卦
は
東
涯
説
と
異
な
る
。

執
筆
年
月
日
の
「
癸
未
之
三
月
晦
」
は
１
７
０
３
年
（
元
祿
十
六
年
）
の
三
月
、
東
涯
が

歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
條
の
考
異
は
、
現
存
の
最
も
早
い

34

卦
變
に
關
す
る
東
涯
の
論
述
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め
れ
ば
、
東
涯
が
最
初
に
參
考
に
し
た
資
料
は
、
程
傳
と
朱
義
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
彼
は
自
分
の
説
を
案
出
し
た
。
そ
の
後
に
、

清
朝
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
『
通
志
堂
經
解
』
に
觸
れ
て
、
そ
の
中
の
『
漢
上
易
傳
』
に
自
分
の
説
に
似
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
の
で

あ
る
。

第
二
段
階

次
の
段
階
は
、
ほ
か
の
資
料
を
參
照
し
、
自
分
の
説
を
調
整
し
、
『
卦
變
考
』
を
著
し
た
。
『
讀
易
私
説
』
論
彖
之
卦
變
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

彖
の
中
、
卦
變
を
説
く
者
、
凡
そ
二
十
卦
な
り
。
皆
剛
柔
往
來
の
義
を
取
る
。
先
儒
説
く
所
、
一
な
ら
ず
。
程
子
謂
へ
ら
く
、
乾
坤
二
卦
よ
り
來
る
。

朱
子
則
ち
謂
へ
ら
く
、
六
十
四
卦
自
ら
相
ひ
往
來
す
。
⋯
⋯
後
に
明
の
梁
山
の
來
知
徳
の
易
解
を
得
て
、
凡
そ
卦
變
の
説
、
皆
予
が
見
と
合
ふ
。
（
彖
中

説
卦
變
者
凡
二
十
卦
。
皆
取
剛
柔
往
來
之
義
。
先
儒
所
説
不
一
。
程
子
謂
、
自
乾
坤
二
卦
來
。
朱
子
則
謂
、
六
十
四
卦
自
相
往
來
。
⋯
⋯
後
得
明
梁
山

來
知
德
易
解
、
凡
卦
變
之
説
、
皆
與
予
見
合
。
）

『
讀
易
私
説
』
の
附
録
と
し
て
、
元
祿
十
三
年
の
「
用
九
用
六
説
」
と
元
祿
十
六
年
の
「
復
見
天
地
之
心
説
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
執
筆
時
間
が

明
記
さ
れ
て
い
る
（
六
）

。

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
に
は
、
『
讀
易
私
説
』
の
執
筆
時
間
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
推
測
が
あ
る
。

（
『
讀
易
私
説
』
は
）
易
ニ
關
ス
ル
論
二
十
一
條
ヲ
オ
サ
ム
、
タ
ダ
シ
目
録
ハ
二
十
六
條
ア
リ
、
附
三
篇
、
中
ニ
復
見
天
地
之
心
説
ハ
元
祿
十
六
年
、
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用
九
用
六
説
ハ
元
祿
十
三
年
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
多
ク
ハ
ソ
ノ
頃
ノ
論
ナ
ル
ベ
シ
。

『
讀
易
私
説
』
は
元
祿
十
三
年
～
十
六
年
の
頃
の
論
述
を
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
論
彖
之
卦
變
」
の
條
に
つ
い
て
補
足

し
て
み
よ
う
。
こ
の
條
と
前
に
擧
げ
た
无
妄
卦
の
「
考
異
」
と
比
べ
る
と
、
无
妄
卦
の
「
考
異
」
で
は
、
ま
だ
『
周
易
本
義
』
の
十
九
卦
の
數
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
い
て
、
自
分
の
説
と
合
致
す
る
も
の
も
朱
震
の
説
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
條
で
は
、
す
で
に
十
九
卦
を
二
十
卦
に
變
え
て
、
朱
震
の
ほ
か
に

來
知
徳
の
説
を
擧
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
相
違
に
よ
る
と
、
『
讀
易
私
説
』
の
「
論
彖
之
卦
變
」
の
條
は
、
无
妄
卦
の
「
考
異
」
よ
り
後
の
も
の

に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
元
祿
十
六
年
三
月
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
『
讀
易
私
説
』
の
こ
の
條
と
大
體
同
じ
時
期
の
も
の
と
し
て
、
『
讀
易
圖
例
』
の
「
卦

體
卦
變
卦
才
卦
義
圖
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

六
十
四
卦
相
ひ
變
ず
る
者
有
り
、
彖
の
中
に
十
九
卦
は
、
之
を
言
ふ
。
程
・
朱
二
家
、
説
は
異
な
り
。
『
本
義
』
卷
首
の
載
す
る
所
の
「
卦
變
圖
」
、

是
れ
な
り
。
來
知
徳
の
易
注
、
之
を
卦
綜
と
謂
ふ
。
（
有
六
十
四
卦
相
變
者
、
彖
中
十
九
卦
言
之
。
程
朱
二
家
、
説
異
矣
。
本
義
卷
首
所
載
卦
變
圖
是

也
。
來
知
德
易
注
謂
之
卦
綜
。
）

『
讀
易
圖
例
』
に
つ
い
て
、
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
に
は
「
圖
表
シ
テ
讀
易
ノ
便
ニ
ソ
ナ
ヘ
シ
モ
ノ
、
早
キ
頃
ノ
撰
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
著
作

時
間
を
明
言
し
て
い
な
い
。
そ
の
卦
變
説
を
考
察
す
る
と
、
こ
こ
で
は
、
す
で
に
來
知
徳
の
卦
變
説
を
擧
げ
て
い
る
が
、
ま
だ
『
本
義
』
の
十
九
卦
を
踏

襲
し
て
い
る
の
で
、
元
祿
十
六
年
三
月
以
後
で
、
『
讀
易
私
説
』
「
論
彖
之
卦
變
」
の
條
を
著
す
前
の
も
の
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
來
知
徳
の
易
註
な
ど
の
新
し
い
資
料
を
參
照
し
て
、
卦
變
の
數
を
調
整
し
て
、
自
身
の
卦
變
説
を
ま
と
め
た
の
が
、
『
卦
變
考
』
で
あ
る
。

『
卦
變
考
』
の
序
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

彖
、
卦
變
を
言
ふ
者
、
凡
そ
二
十
卦
な
り
。
程
子
以
爲
ら
く
⋯
朱
子
以
爲
ら
く
⋯
劉
呆
齋
、
程
子
の
説
を
善
く
す
。
先
人
嘗
て
之
を
稱
す
。
⋯
⋯
易
を
讀



- 68 -

む
の
次
、
恍
然
と
し
て
得
あ
り
。
諸
々
の
義
疏
を
撿
す
る
に
、
皆
其
の
説
無
し
。
朱
漢
上
の
易
説
を
閲
す
る
に
、
唯
だ
无
妄
一
卦
の
み
、
予
が
説
と

合
ふ
。
後
に
明
の
梁
山
の
來
知
徳
の
易
註
を
貨
し
得
。
盡
く
予
が
説
と
合
ふ
。
因
り
て
此
の
説
を
以
て
、
家
君
に
問
ふ
。
乃
ち
曰
く
、
「
此
の
説
亦
た

理
有
り
。
熟
復
し
て
以
て
其
の
説
を
成
す
」
と
。
故
に
今
二
十
卦
の
彖
辭
を
擧
げ
て
、
以
て
管
見
を
述
ぶ
。
時
に
寶
永
元
年
甲
申
の
春
。
伊
藤
長
胤

原
藏
甫
識
す
。
（
彖
言
卦
變
者
凡
二
十
卦
。
程
子
以
爲
⋯
朱
子
以
爲
⋯
劉
呆
齋
善
程
子
之
説
。
先
人
嘗
稱
之
。
⋯
讀
易
之
次
、
恍
然
有
得
。
撿
諸
疏
義
、

皆
無
其
説
。
閲
朱
漢
上
易
傳
、
唯
无
妄
一
卦
、
與
予
説
合
。
後
貨
得
明
梁
山
來
知
德
易
注
、
盡
與
予
説
合
。
因
以
此
説
、
問
于
家
君
。
乃
曰
、
此
説

亦
有
理
、
熟
復
以
成
其
説
。
故
今
舉
二
十
卦
彖
辭
、
以
述
管
見
。
作
卦
變
考
。
時
寶
永
元
年
甲
申
之
春
。
伊
藤
長
胤
原
藏
甫
識
。
）

こ
こ
で
は
、
卦
變
の
數
は
二
十
卦
あ
り
、
來
知
徳
の
説
も
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
敍
述
の
順
番
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
東
涯
が
卦
變
の
問
題
を
研

究
す
る
時
は
、
ま
ず
は
程
朱
の
説
を
參
照
し
、
自
説
を
案
出
し
て
、
次
は
「
諸
疏
義
」
な
ど
各
種
の
易
著
作
を
檢
索
し
て
、
朱
震
の
『
漢
上
易
傳
』
で
自

説
に
似
て
い
る
部
分
を
發
見
し
て
、
後
に
自
説
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
來
知
徳
の
説
を
發
見
し
、
は
じ
め
て
「
卦
變
考
」
を
著
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
著
作

は
寶
永
元
年
甲
申
之
春
、
つ
ま
り
、
１
７
０
５
年
（
東
涯
が

歳
の
時
）
の
こ
と
で
あ
る
（
七
）

。

35

「
周
易
義
例
考
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

凡
そ
卦
變
を
云
ふ
者
、
他
卦
よ
り
し
て
來
り
、
此
の
卦
に
居
る
こ
と
を
謂
ふ
な
り
。
易
中
、
二
十
許
り
の
卦
、
之
を
言
ふ
。
程
子
謂
へ
ら
く
、
皆
乾

坤
よ
り
し
て
變
ず
。
朱
子
謂
へ
ら
く
、
六
十
四
卦
自
ら
相
ひ
往
來
す
。
予
則
ち
謂
へ
ら
く
、
反
對
の
中
に
自
ら
相
ひ
往
來
す
る
の
み
。
下
の
考
に
詳

ら
か
な
り
。（
凡
云
卦
變
者
、
謂
自
他
卦
而
來
、
居
于
此
卦
也
。
易
中
二
十
許
卦
言
之
。
程
子
謂
、
皆
自
乾
坤
而
變
。
朱
子
謂
、
六
十
四
卦
自
相
往
來
。

予
則
謂
、
反
對
中
自
相
往
來
耳
。
詳
于
下
考
。
）

「
下
考
」
と
は
、
「
義
例
考
」
と
合
綴
さ
れ
た
「
卦
變
考
」
で
あ
る
。
「
詳
于
下
考
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
義
例
考
」
の
著
作
時
間
は
「
卦
變
考
」
の
後
で
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あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
卦
變
の
數
に
つ
い
て
、
「
卦
變
考
」
の
「
二
十
卦
」
を
「
二
十
許
卦
」
に
變
え
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
段
階

次
の
段
階
は
、
卦
變
と
し
て
扱
わ
れ
る
卦
に
つ
い
て
、
新
し
い
考
え
方
を
「
考
異
」
と
い
う
形
で
書
入
れ
て
、
そ
の
上
で
『
通
解
』
の
定
説
に
到
達
し

た
。今

ま
で
の
分
析
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
卦
變
説
に
含
ま
れ
る
問
題
點
は
主
に
二
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
卦
變
の
形
式
は
何
か
に
つ
い
て
、
東
涯
は
上
下
反

轉
の
二
卦
に
お
け
る
變
化
と
見
な
す
。
次
は
、
卦
爻
辭
と
彖
傳
と
に
、
ど
の
部
分
が
卦
變
を
説
く
か
、
つ
ま
り
、
卦
變
を
説
く
卦
は
幾
つ
あ
る
か
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
卦
變
の
形
式
に
つ
い
て
、
東
涯
の
考
え
方
は
變
わ
っ
て
い
な
い
。
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
變
化
し
つ
つ
あ
る
の
は
、
卦
變
を
説
く
卦
の
數

に
對
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
最
初
は
朱
子
の
十
九
卦
の
説
を
踏
襲
し
た
が
、
「
卦
變
考
」
を
著
し
た
と
き
は
、
「
二
十
卦
」
と
し
、
さ
ら
に
「
義
例
考
」
を

著
し
た
と
き
は
、
「
二
十
許
卦
」
に
變
え
た
。
そ
の
後
の
變
化
に
つ
い
て
は
、
『
考
異
』
を
參
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
『
考
異
』
无
妄
卦
を
含
め
て
、
『
考
異
』
に
は
、
卦
變
説
に
關
し
て
、
執
筆
年
月
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
十
條
あ
る
。
例
え
ば
、
『
考

異
』
の
隨
卦
に
は
「
蓋
卦
之
得
名
、
自
卦
變
而
言
。
⋯
⋯
癸
巳
二
月
」
と
あ
っ
て
、
謙
卦
に
は
「
以
卦
變
而
言
、
則
自
豫
而
來
。
⋯
⋯
癸
卯
七
月
九
日
」
と
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
東
涯
が

歳
と

歳
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
考
異
」
に
つ
け
て
あ
る
執
筆
年
月
日
を
統
計
す
る
と
、
癸
卯
（

歳
）
の
記
録
が

44

54

54

條
、
壬
辰
（

歳
）
の
記
録
が
３
條
、
癸
巳
（

歳
）
の
記
録
１
條
、
癸
未
（

歳
）
の
記
録
が
２
條
、
己
酉
（

歳
）
の
記
録
が
１
條
あ
る
。

13

43

44

34

60

つ
ま
り
、
『
考
異
』
に
見
え
る
卦
變
に
關
す
る
説
の
多
く
は
、
「
卦
變
考
」
・
「
義
例
考
」
を
著
し
て
か
ら
、
『
通
解
』
の
淨
書
本
が
で
き
る
ま
で
の
所
産
で

あ
る
。
「
卦
變
考
」
の
二
十
卦
と
比
べ
る
と
、
『
考
異
』
の
卦
變
は
、
需
卦
を
減
ら
し
て
、
謙
卦
・
姤
卦
・
升
卦
・
歸
妹
卦
を
増
や
し
た
計
二
十
三
卦
で
あ

る
。
『
考
異
』
の
段
階
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
變
化
す
る
と
、
『
通
解
』
の
最
終
定
説
に
な
る
。
そ
の
變
化
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
述
べ
る
。
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三

『
卦
變
考
』
と
『
通
解
』
の
違
い

前
掲
花
崎
「
箚
記
」
に
よ
る
と
、
『
卦
變
考
』
に
の
み
卦
變
と
し
て
扱
う
三
卦
（
需
・
漸
・
歸
妹
）
と
『
通
解
』
に
の
み
卦
變
と
し
て
扱
う
八
卦
（
謙
・

臨
・
復
・
損
・
益
・
姤
・
萃
・
升
）
と
、
計
十
一
卦
が
問
題
に
な
る
。
以
下
、
『
考
異
』
に
載
せ
た
卦
變
説
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
十
一
卦
を
易
の
卦
序

の
順
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

①
需
卦
（

）

需
卦
の
彖
傳
「
往
有
功
也
」
に
つ
い
て
、
『
卦
變
考
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

胤
按
ず
る
に
、
需
の
彖
、
傳
・
義
倶
に
卦
變
と
做
し
て
説
か
ず
。
其
の
「
往
く
に
功
有
る
な
り
」
と
曰
へ
ば
、
則
ち
其
の
卦
變
た
る
こ
と
を
知
る
べ

し
。
（
胤
按
、
需
之
彖
、
傳
義
俱
不
做
卦
變
説
。
其
曰
往
有
功
也
、
則
其
爲
卦
變
可
知
矣
。
）

つ
ま
り
、
『
卦
變
考
』
で
は
、
「
往
有
功
也
」
と
い
う
文
句
が
あ
る
か
ら
、
卦
變
で
あ
る
と
判
斷
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
考
異
』
の
需
卦
に
は
、
卦
變
説

が
見
え
な
い
か
ら
、
東
涯
が
こ
の
卦
の
「
考
異
」
を
書
く
時
に
は
、
已
に
需
卦
を
卦
變
で
は
な
い
卦
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
變
化
の
原
因

は
確
か
め
ら
れ
な
い
。
推
測
す
る
に
、「
往
有
功
也
」
と
卦
變
説
と
が
關
係
あ
る
と
い
う
考
え
が
捨
て
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
六
十
四
卦
の
彖
傳
の
う
ち
、

「
往
有
功
也
」
と
い
う
語
句
が
四
ヶ
所
に
見
え
る
。
『
通
解
』
に
は
、
四
ヶ
所
の
「
往
有
功
也
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
卦
變
説
で
は
な
く
、
ほ
か
の
説
明

方
法
で
解
釋
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
漸
卦
の
彖
傳
「
進
得
位
、
往
有
功
也
」
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卦
體
を
以
て
利
貞
の
義
を
解
く
。
進
み
て
位
を
得
る
は
、
五
を
謂
ふ
。
卦
の
義
、
進
む
こ
と
を
主
と
す
、
故
に
云
ふ
、
「
進
み
て
位
を
得
」
と
。
卦
變
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に
非
ざ
る
な
り
。
（
以
卦
體
解
利
貞
之
義
。
進
得
位
、
謂
五
。
卦
義
主
進
、
故
云
、
進
得
位
。
非
卦
變
也
。
）

「
往
有
功
也
」
・
「
進
得
位
」
の
語
句
が
あ
っ
て
も
、
東
涯
は
「
卦
體
」
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
卦
變
で
は
な
い
と
明
ら
か
に
判
斷
し
て
い
る
。

②
謙
卦
（

）

謙
卦
の
彖
傳
に
は
、
「
剛
上
柔
下
」
「
剛
來
而
下
柔
」
「
剛
自
外
來
」
の
よ
う
な
卦
變
に
關
す
る
語
句
が
全
く
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
程
傳
・
朱
義
・
『
卦

變
考
』
と
も
に
謙
卦
に
つ
い
て
卦
變
を
言
わ
な
い
。
し
か
し
、
『
考
異
』
に
は
、
謙
卦
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

予
意
ふ
に
、
六
十
四
卦
、
彖
必
ず
卦
に
名
づ
く
る
の
義
を
發
す
。
或
は
體
、
或
は
徳
、
或
は
象
、
或
は
變
、
宜
に
隨
ひ
て
之
を
取
る
。
唯
此
の
一
卦

の
み
、
彖
、
其
の
説
を
闕
く
。
此
れ
曉
る
べ
か
ら
ず
。（
予
意
、
六
十
四
卦
、
彖
必
發
名
卦
之
義
、
或
體
或
德
、
或
象
或
變
、
隨
宜
取
之
。
唯
此
一
卦
、

彖
闕
其
説
。
此
不
可
曉
。
）

東
涯
は
『
周
易
』
の
各
彖
傳
を
考
察
し
て
、
一
つ
の
通
例
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
彖
傳
に
は
、
一
卦
の
卦
名
の
由
來
を
解
釋
す
る

文
句
が
あ
る
。
し
か
し
、
謙
卦
の
彖
傳
は
、
「
謙
は
亨
る
。
天
道
下
濟
し
て
光
明
な
り
。
地
道
卑
く
し
て
上
行
す
（
謙
亨
、
天
道
下
濟
而
光
明
、
地
道
卑
而

上
行
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
す
ぐ
に
卦
辭
（
「
謙
は
亨
る
」
）
に
關
す
る
解
釋
か
ら
始
ま
り
、
卦
名
に
關
す
る
解
釋
が
な
さ
そ
う
に
見
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
な
答
え
が
あ
る
。

竊
か
に
謂
へ
ら
く
、
「
彖
曰
」
の
首
の
二
句
、
「
天
道
」
云
々
と
は
、
分
明
に
是
れ
卦
變
に
就
き
卦
名
及
び
卦
辭
を
釋
す
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
「
彖

曰
」
云
々
、
天
道
本
よ
り
宜
し
く
上
に
在
る
べ
き
者
に
し
て
、
下
濟
す
る
こ
と
を
以
て
光
明
な
り
、
地
道
宜
し
く
下
に
在
る
べ
く
、
而
し
て
其
の
卑

し
き
を
以
て
上
行
し
、
此
れ
皆
卑
遜
に
し
て
事
を
成
す
の
義
有
れ
ば
な
り
。
故
に
據
り
て
以
て
卦
に
名
づ
け
謙
と
爲
す
な
り
。
又
た
按
ず
る
に
、
卦

變
を
以
て
言
へ
ば
、
則
ち
豫
よ
り
し
て
來
る
。
豫
の
卦
、
内
は
坤
た
り
て
、
外
卦
は
唯
だ
九
四
の
み
一
陽
爻
な
り
。
變
じ
て
謙
と
爲
れ
ば
、
則
ち
内
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卦
の
坤
上
り
て
外
卦
と
爲
り
、
九
四
の
爻
下
り
て
三
と
爲
る
。
正
に
是
れ
天
道
下
濟
し
、
地
道
上
行
す
。
謙
の
尊
に
し
て
光
く
所
以
な
り
。
謙
の
卦

に
名
づ
く
る
は
、
恐
ら
く
或
は
此
の
義
な
り
。
癸
卯
七
月
九
日
。（
竊
謂
、
彖
曰
首
二
句
、
天
道
云
云
者
、
分
明
是
就
卦
變
釋
卦
名
及
卦
辭
也
。
何
者
。

彖
曰
云
云
、
天
道
本
宜
在
上
者
、
而
以
下
濟
而
光
明
。
地
道
宜
在
下
、
而
以
其
卑
而
上
行
。
此
皆
有
卑
遜
而
成
事
之
義
。
故
據
以
名
卦
爲
謙
也
。
又

按
、
以
卦
變
而
言
、
則
自
豫
而
來
。
豫
之
卦
内
爲
坤
、
而
外
卦
唯
九
四
一
陽
爻
。
變
爲
謙
、
則
内
卦
之
坤
上
而
爲
外
卦
、
九
四
爻
下
而
爲
三
。
正
是

天
道
下
濟
、
地
道
上
行
、
謙
之
所
以
尊
而
光
。
謙
之
名
卦
、
恐
或
此
義
。
癸
卯
七
月
九
日
。
）

東
涯
に
よ
る
と
、
彖
傳
に
云
う
「
天
道
下
濟
而
光
明
、
地
道
卑
而
上
行
」
と
は
、
〈
上
に
あ
る
べ
き
天
道
が
下
降
し
て
、
下
に
あ
る
べ
き
地
道
が
上
昇
し

て
、（
そ
れ
ぞ
れ
良
い
結
果
を
得
て
い
る
）
〉
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
謙
」
と
い
う
卦
名
の
由
來
に
も
な
る
。
豫
卦
（

）
が
反
轉
し
て
謙
卦
（

）

に
な
る
の
は
、
謙
卦
の
卦
變
で
あ
る
。
豫
卦
の
内
卦
は
坤
（

）
で
あ
り
、
彖
傳
の
所
謂
「
地
道
」
が
こ
の
坤
を
指
し
て
い
る
。
豫
卦
の
外
卦
で
は
、
唯

一
の
陽
爻
が
九
四
で
あ
り
、
彖
傳
の
所
謂
「
天
道
」
が
こ
の
九
四
一
爻
を
指
し
て
い
る
。
〈
豫
卦
→
謙
卦
〉
と
い
う
卦
變
で
は
、
内
卦
の
坤
が
運
動
し
て
外

卦
と
な
っ
て
、
外
卦
に
あ
る
九
四
が
運
動
し
て
内
卦
に
來
る
。
こ
の
よ
う
な
變
化
が
彖
傳
の
所
謂
「
天
道
下
濟
」
・
「
地
道
上
行
」
で
あ
る
と
東
涯
は
考
え

て
い
る
。

『
通
解
』
で
は
、
『
考
異
』
の
卦
變
説
を
承
け
て
、
最
後
の
定
説
と
し
た
。

③
臨
卦
（

）

臨
卦
に
關
し
て
、
『
通
解
』
で
は
卦
變
説
に
よ
っ
て
解
釋
し
て
い
る
。
『
考
異
』
の
内
容
に
よ
っ
て
、
東
涯
が
こ
の
考
え
方
を
取
っ
た
理
由
を
推
測
し
て

み
よ
う
。

臨
卦
の
卦
辭
に
は
、
「
八
月
に
至
り
て
凶
あ
り
（
至
於
八
月
有
凶
）
」
と
あ
り
、
彖
傳
に
は
、
「
八
月
に
至
り
て
凶
あ
り
、
消
す
る
こ
と
久
し
か
ら
ざ
る
な
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り
（
至
於
八
月
有
凶
、
消
不
久
也
）
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
八
月
」
と
い
う
言
葉
が
解
釋
の
難
點
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
關
し
て
、『
周
易
正
義
』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
八
月
に
至
り
て
凶
あ
り
」
と
は
、
物
盛
ん
に
し
て
必
ず
衰
ふ
る
を
以
て
、
陰
長
じ
て
陽
退
く
。
臨
、
建
丑
の
月
と
爲
す
。
建
丑
よ
り
七
月
建
申
の

時
に
至
り
、
三
陰
既
に
盛
ん
に
し
、
三
陽
方
に
退
き
、
小
人
の
道
長
じ
、
君
子
の
道
消
す
。
故
に
八
月
に
凶
あ
る
な
り
。
（
至
於
八
月
有
凶
者
、
以
物

盛
必
衰
、
陰
長
陽
退
。
臨
爲
建
丑
之
月
、
從
建
丑
至
於
七
月
建
申
之
時
、
三
陰
既
盛
、
三
陽
方
退
、
小
人
道
長
、
君
子
道
消
。
故
八
月
有
凶
也
。
）

こ
れ
は
『
正
義
』
の
編
纂
者
（
孔
穎
達
）
の
説
と
見
て
よ
い
。
易
學
の
卦
氣
説
の
、
十
二
消
息
卦
に
よ
れ
ば
、
復
（

）
・
臨
（

）
・
泰
（

）
・
大
壯
（

）
・
夬
（

）
・
乾
（

）
と
い
う
六
卦
は
陽
長
陰
退
の
卦
で
あ
り
、
陽
爻
が
多
く
な
っ
て
、
陰
爻
が
少
な
く
な
る
も
の
で
あ

る
。
姤
（

）
・
遯
（

）
・
否
（

）
・
觀
（

）
・
剝
（

）
・
坤
（

）
と
い
う
六
卦
は
陽
退
陰
長
の
卦
で
あ
り
、
陽
爻
が
少
な

く
な
っ
て
、
陰
爻
が
多
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
復
卦
が
（
夏
正
）
十
一
月
（
建
子
の
月
）
に
對
應
す
る
よ
う
に
、
こ
の
十
二
消
息
卦
が
そ
れ
ぞ

れ
十
二
ヶ
月
に
對
應
し
て
い
る
。
こ
の
十
二
卦
の
循
環
（
陰
陽
消
息
）
も
十
二
ヶ
月
の
循
環
に
對
應
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
臨
卦
は
陽
長
陰
消
の
卦
で
あ
り
、
建
丑
の
月
（
十
二
月
）
に
對
應
す
る
か
ら
、
八
ヶ
月
を
經
る
と
、
七
月
（
建
申
の
月
）
の
否
卦
に
な
る
。

否
卦
は
陽
消
陰
長
の
卦
で
あ
り
、
そ
の
彖
傳
に
は
「
小
人
の
道
長
じ
、
君
子
の
道
消
す
（
小
人
道
長
、
君
子
道
消
）
」
と
あ
る
か
ら
、
凶
で
あ
る
卦
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
『
正
義
』
に
よ
る
と
、
臨
卦
の
卦
辭
「
至
於
八
月
有
凶
」
と
あ
る
の
は
、
臨
卦
が
八
ヶ
月
の
消
息
を
經
て
、
凶
で
あ
る
否
卦
に
な
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

な
お
、
『
正
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
何
氏
・
褚
氏
の
説
を
も
引
用
し
て
い
る
。

何
氏
云
ふ
、
建
子
に
陽
生
ず
る
よ
り
建
未
に
至
る
ま
で
、
八
月
と
爲
す
。
褚
氏
云
ふ
、
建
寅
よ
り
し
て
建
酉
に
至
る
ま
で
、
八
月
と
爲
す
。（
何
氏
云
、
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從
建
子
陽
生
至
建
未
爲
八
月
。
褚
氏
云
、
自
建
寅
至
建
酉
爲
八
月
。
）

前
述
の
通
り
、
卦
氣
説
に
よ
る
と
、
臨
卦
建
丑
は
夏
正
十
二
月
で
あ
り
、
遯
卦
建
未
は
夏
正
六
月
で
あ
り
、
觀
卦
建
酉
は
夏
正
八
月
で
あ
る
。
何
氏
と

褚
氏
と
も
、
孔
穎
達
の
よ
う
に
、
「
至
於
八
月
有
凶
」
を
〈
陰
陽
消
息
の
過
程
で
、
陽
長
陰
消
の
卦
が
變
化
し
て
、
八
ヶ
月
を
經
る
と
、
陽
消
陰
長
の
卦
に

な
る
〉
と
い
う
理
屈
で
解
釋
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
八
ヶ
月
が
ど
の
月
か
ら
ど
の
月
ま
で
か
に
つ
い
て
は
、
三
者
三
樣
の
見
解
を
持
っ
て
い
る
。

何
氏
と
褚
氏
と
の
考
え
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
臨
卦
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

胤
按
ず
る
に
、
臨
、
則
ち
二
陽
浸
く
長
ず
。
遯
、
則
ち
二
陰
、
將
に
長
ぜ
ん
と
し
、
觀
、
則
ち
二
陽
、
將
に
消
せ
ん
と
し
、
皆
臨
の
反
對
な
り
。
故

に
先
儒
竝
び
に
之
を
言
ふ
。
（
胤
按
、
臨
則
二
陽
浸
長
。
遯
則
二
陰
將
長
、
觀
則
二
陽
將
消
、
皆
臨
之
反
對
也
。
故
先
儒
并
言
之
。
）

何
氏
が
遯
卦
を
提
起
し
て
い
る
の
は
、
二
陰
四
陽
の
遯
卦
（

）
と
二
陽
四
陰
の
臨
卦
（

）
と
は
、
陰
陽
相
反
だ
か
ら
で
あ
る
。
褚
氏
が
觀

卦
を
提
起
し
て
い
る
の
は
、
觀
卦
（

）
と
臨
卦
（

）
と
は
、
上
下
反
轉
だ
か
ら
で
あ
る
。
東
涯
の
見
解
は
以
上
の
三
氏
と
異
な
る
。
臨
卦
の

卦
辭
「
至
於
八
月
有
凶
」
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。

八
月
に
凶
有
り
、
先
儒
皆
卦
を
以
て
月
に
配
す
る
の
説
を
用
ふ
。
予
謂
へ
ら
く
、
必
ず
し
も
別
に
他
の
卦
を
取
ら
ず
、
た
だ
本
卦
上
に
就
き
て
、
既

に
八
月
の
象
有
り
。
蓋
し
二
剛
浸
く
下
に
長
ず
、
此
れ
君
子
將
に
進
ま
ん
と
す
る
の
兆
な
り
。
故
に
曰
ふ
、
「
元
亨
利
貞
」
と
。
然
る
に
四
陰
上
に
臨

み
壓
す
。
此
れ
小
人
、
君
子
を
制
す
る
の
象
に
し
て
、
そ
の
終
り
必
ず
凶
な
り
。
故
に
曰
く
、
「
八
月
に
凶
有
り
」
と
。
五
月
に
一
陰
生
じ
、
積
み
て

八
月
に
至
れ
ば
、
則
ち
四
陰
な
り
。
卦
亦
た
六
三
の
一
陰
生
じ
て
、
上
六
に
至
れ
ば
則
ち
四
陰
な
り
。
此
く
の
如
く
説
け
ば
、
則
ち
卦
體
・
卦
辭
に

於
い
て
も
亦
た
親
切
な
り
。
而
し
て
こ
れ
を
他
の
卦
に
推
す
を
待
た
ざ
る
な
り
。（
八
月
有
凶
、
先
儒
皆
用
以
卦
配
月
之
説
。
予
謂
、
不
必
別
取
他
卦
、

只
就
本
卦
上
、
既
有
八
月
之
象
。
蓋
二
剛
浸
長
于
下
、
此
君
子
將
進
之
兆
、
故
曰
、
元
亨
利
貞
。
然
四
陰
臨
壓
于
上
、
此
小
人
制
君
子
之
象
、
其
終
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必
凶
、
故
曰
、
八
月
有
凶
。
五
月
一
陰
生
、
積
至
八
月
、
則
四
陰
也
。
卦
亦
六
三
一
陰
生
、
而
至
上
六
則
四
陰
也
。
如
此
説
、
則
於
卦
體
、
卦
辭
亦

親
切
矣
。
而
不
待
推
之
于
他
卦
也
。
）

『
考
異
』
の
説
と
『
周
易
正
義
』
の
そ
れ
を
比
べ
る
と
、
東
涯
と
先
儒
と
の
相
違
點
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
何
氏
ら
三
説
は
と
も
に
「
至
於
八
月
」

を
「
八
ヶ
月
を
經
る
」
と
解
釋
す
る
の
に
對
し
て
、
東
涯
は
「
至
於
八
月
」
を
「
（
夏
正
の
）
八
月
に
至
る
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
次
に
、
先
儒
の
卦
氣
説

に
基
づ
い
て
、
卦
と
月
と
を
對
應
さ
せ
る
解
釋
に
對
し
て
、
東
涯
は
贊
成
し
て
い
な
い
。
臨
卦
そ
れ
自
體
の
中
に
、
「
八
月
」
と
い
う
言
葉
の
根
據
が
見
つ

け
ら
れ
る
と
東
涯
は
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
臨
卦
（

）
は
陽
長
の
卦
で
あ
る
が
、
上
に
四
つ
の
陰
爻
が
あ
る
の
は
、
陰
が
陽
を
壓
制
し
て
い
る
象

徴
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
陰
爻
を
見
る
と
、
下
か
ら
上
ま
で
陰
爻
が
増
長
し
て
い
る
趨
勢
も
見
え
る
。
そ
れ
は
、
五
月
は
一
陰
が
生
ず
る
月
で
あ
っ
て
、

そ
れ
か
ら
陰
爻
が
積
ん
で
、
八
月
は
四
陰
の
月
で
あ
る
。
『
考
異
』
に
よ
る
と
、
臨
卦
の
上
に
四
つ
の
陰
爻
が
あ
る
の
は
、
五
月
か
ら
、
陰
爻
が
積
み
重
な

っ
て
、
八
月
に
四
陰
に
な
る
象
と
見
な
せ
る
の
で
、
卦
辭
に
「
至
於
八
月
有
凶
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
『
考
異
』
の
説
を
檢
討
し
て
み
る
と
、
不
合
理
な
所
も
あ
る
。
一
つ
に
は
、
『
考
異
』
に
は
、
「
不
必
別
取
他
卦
、
只
就
本
卦
上
、
既
有
八
月
之

象
」
と
言
っ
て
、
「
以
卦
配
月
」
の
卦
氣
説
を
捨
て
て
、
臨
卦
の
卦
形
に
基
づ
い
て
解
釋
を
與
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
解
釋
の
前
提
と
し
て
の
「
五
月

一
陰
生
、
積
至
八
月
、
則
四
陰
也
」
と
い
う
の
は
卦
氣
説
の
内
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
『
考
異
』
の
よ
う
に
卦
氣
説
を
捨
て
る
の
は
適
切
で
は
な

い
。
二
つ
に
は
、
一
般
に
言
え
ば
、
陰
陽
消
息
の
諸
卦
の
中
で
、
臨
卦
は
陽
長
陰
消
の
卦
で
あ
る
。
し
か
し
、『
考
異
』
に
よ
る
と
、
臨
卦
の
卦
形
の
中
に
、

「
六
三
一
陰
生
、
而
至
上
六
則
四
陰
」
の
陰
長
の
變
化
が
あ
っ
て
、
臨
卦
も
陰
長
の
卦
と
見
な
し
て
い
る
。

『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卦
變
は
、
觀
と
相
ひ
錯
す
。
臨
の
二
陽
、
觀
に
在
れ
ば
、
則
ち
五
・
上
と
爲
る
。
浸
く
長
ず
る
の
陽
、
亦
た
將
に
消
滅
せ
ん
と
す
。
觀
は
、
四
陰
、
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下
に
在
り
。
五
月
一
陰
始
め
生
ず
る
よ
り
し
て
、
之
を
數
へ
此
に
至
り
、
正
に
是
れ
四
陰
、
夏
正
の
八
月
、
建
酉
の
月
な
り
。
故
に
云
ふ
、
八
月
に

至
り
、
凶
有
り
」
と
。
（
卦
變
與
觀
相
錯
。
臨
之
二
陽
、
在
觀
則
爲
五
上
。
浸
長
之
陽
、
亦
將
消
滅
。
觀
、
四
陰
在
下
。
自
五
月
一
陰
始
生
、
數
之
至

此
、
正
是
四
陰
、
夏
正
八
月
、
建
酉
之
月
。
故
云
、
至
于
八
月
有
凶
。
）

『
通
解
』
は
、
『
考
異
』
と
同
じ
よ
う
に
、
「
至
於
八
月
」
を
「
（
夏
正
の
）
八
月
に
至
る
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
卦
變
説
を
導
入
し
、
卦
氣
説

を
も
生
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
臨
卦
（

）
が
反
轉
し
て
觀
卦
（

）
に
な
っ
て
、
觀
卦
が
夏
正
の
八
月
に
對
應
し
て
い
る
の
で
、「
至
於
八
月
」

は
こ
の
卦
變
を
指
し
て
い
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
觀
卦
は
確
か
に
四
陰
生
の
卦
で
あ
る
の
で
、
「
至
於
八
月
有
凶
」
も
自
然
に
解
釋
で
き
る
。
つ
ま
り
、

『
通
解
』
で
は
卦
變
説
を
導
入
し
、
觀
卦
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
考
異
』
に
あ
る
不
合
理
な
所
を
解
消
で
き
る
。

④
復
卦
（

）

復
卦
の
卦
名
に
關
し
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
な
卦
變
説
が
あ
る
。

卦
變
は
、
剥
と
相
ひ
錯
す
。
剥
の
一
陽
、
上
に
盡
き
て
、
反
っ
て
下
に
生
ず
。
陽
道
、
方
に
亨
る
、
故
に
卦
に
名
づ
け
て
復
と
曰
ふ
。
（
卦
變
與
剝
相

錯
。
剝
之
一
陽
盡
于
上
、
而
反
生
于
下
。
陽
道
方
亨
、
故
名
卦
曰
復
。
）

ま
た
、
復
卦
の
卦
辭
「
反
復
其
道
、
七
日
來
復
」
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
た
卦
體
、
剥
の
上
九
よ
り
し
て
此
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
七
爻
を
歴
て
、
一
陽
來
復
す
る
は
、
乃
ち
天
道
の
常
な
り
。
故
に
曰
は
く
、
「
其
の
道
を
反

復
し
、
七
日
に
し
て
來
復
す
」
と
。
（
又
卦
體
自
剝
之
上
九
至
此
、
凡
歷
七
爻
、
而
一
陽
來
復
、
乃
天
道
之
常
。
故
曰
、
反
復
其
道
、
七
日
來
復
。

こ
こ
で
「
卦
體
」
と
い
う
の
は
、
復
卦
の
中
で
一
番
重
要
な
爻
と
考
え
ら
れ
て
い
る
初
九
の
一
爻
で
あ
る
。
初
九
一
爻
に
關
し
て
、「
自
剝
之
上
九
至
此
」

と
言
っ
て
、
卦
變
で
は
、
剥
卦
（

）
の
上
九
が
復
卦
（

）
の
初
九
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。



- 77 -

復
卦
の
初
九
と
剝
卦
の
上
九
と
の
關
係
に
よ
っ
て
「
七
日
來
復
」
と
い
う
卦
辭
を
解
釋
す
る
の
は
、
『
考
異
』
に
そ
の
説
の
原
型
が
見
え
る
。
復
卦
の
卦

辭
「
七
日
來
復
」
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
困
學
紀
聞
』
、
薛
氏
曰
は
く
、
易
、
初
爻
を
以
て
七
日
と
爲
す
は
、
前
卦
を
擧
げ
て
云
ふ
な
り
。
復
の
「
七
日
に
し
て
來
り
復
す
」
、
震
・
既
濟
の
「
七

日
に
し
て
得
」
は
、
皆
初
爻
を
擧
ぐ
。
（
困
學
紀
聞
、
薛
氏
曰
、
易
以
初
爻
爲
七
日
者
、
舉
前
卦
而
云
也
。
復
之
七
日
來
復
、
震
、
既
濟
之
七
日
得
、

皆
舉
初
爻
。
）

薛
氏
の
説
は
、
東
涯
の
よ
う
な
卦
變
説
で
は
な
い
が
、
復
卦
の
初
九
が
前
卦
（
つ
ま
り
剥
卦
）
と
關
係
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
東

涯
は
こ
の
説
を
抄
録
し
、
こ
れ
に
啓
發
を
受
け
て
、
復
卦
と
剥
卦
と
の
卦
變
關
係
に
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
⑥
損
卦
（

）
・
益
卦
（

）

既
述
の
通
り
、
花
崎
「
箚
記
」
に
よ
る
と
、
損
卦
と
益
卦
と
は
、
『
卦
變
考
』
に
は
卦
變
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
が
、
『
通
解
』
で
は
卦
變
と
し
て
扱
わ
れ

る
。
し
か
し
、
『
通
解
』
の
原
文
を
考
察
す
れ
ば
、
損
卦
と
益
卦
に
關
す
る
解
釋
は
決
し
て
卦
變
説
で
は
な
い
。

損
卦
の
卦
名
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陽
、
陰
に
變
ず
る
は
、
損
と
爲
す
。
陰
、
陽
に
變
ず
る
は
、
益
と
爲
す
。
此
の
卦
、
兌
を
内
に
し
て
、
艮
を
外
に
す
。
卦
體
、
内
卦
は
本
は
乾
、
上

畫
變
じ
て
兌
と
爲
る
。
外
卦
は
本
は
坤
、
上
畫
變
じ
て
艮
と
爲
る
。
下
を
損
な
ひ
上
を
益
す
の
象
有
り
。
故
に
名
づ
け
て
損
と
曰
ふ
。（
陽
變
陰
爲
損
。

陰
變
陽
爲
益
。
此
卦
内
兌
而
外
艮
。
卦
體
、
内
卦
本
乾
、
上
畫
變
爲
兌
。
外
卦
本
坤
、
上
畫
變
爲
艮
。
有
損
下
益
上
之
象
。
故
名
曰
損
。
）

損
卦
の
彖
傳
「
損
下
益
上
（
下
を
損
な
ひ
上
を
益
す
）
」
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
れ
卦
體
を
以
て
卦
に
名
づ
く
る
の
義
を
解
す
。
下
を
損
な
ふ
は
、
六
三
を
謂
ふ
。
上
を
益
す
は
、
上
九
を
謂
ふ
。
下
た
る
者
、
自
ら
損
な
ひ
て
上
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を
益
せ
ば
、
則
ち
其
の
道
、
下
よ
り
し
て
上
る
。
（
此
以
卦
體
解
名
卦
之
義
。
損
下
謂
六
三
、
益
上
謂
上
九
。
爲
下
者
自
損
而
益
上
、
則
其
道
自
下
而

上
。
）

益
卦
の
卦
名
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卦
體
、
外
卦
本
は
乾
、
初
畫
變
じ
巽
と
爲
る
。
内
卦
本
は
坤
、
初
畫
變
じ
震
と
爲
る
。
上
を
損
な
ひ
て
下
を
益
す
の
象
有
り
。
故
に
卦
に
名
づ
け
て

益
と
爲
す
。
（
卦
體
、
外
卦
本
乾
、
初
畫
變
爲
巽
。
内
卦
本
坤
、
初
畫
變
爲
震
、
有
損
上
而
益
下
之
象
。
故
名
卦
爲
益
。
）

益
卦
の
彖
傳
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
れ
卦
體
を
以
て
卦
に
名
づ
く
る
の
義
を
解
く
。
上
を
損
な
ふ
は
、
六
四
を
謂
ふ
。
下
を
益
す
は
、
初
九
を
謂
ふ
。
自
ら
損
な
ひ
て
下
を
益
せ
ば
、

則
ち
其
の
道
、
下
り
て
光
明
た
り
。
（
此
以
卦
體
解
名
卦
之
義
。
損
上
謂
六
四
、
益
下
謂
初
九
。
自
損
而
益
下
、
則
其
道
下
而
光
明
也
。
）

前
掲
花
崎
「
箚
記
」
は
傍
線
部
分
を
引
用
し
て
、
「
變
」
な
ど
の
字
に
基
づ
い
て
こ
の
解
釋
は
卦
變
だ
と
判
斷
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
段
落
の
全
體

を
讀
む
と
、
こ
の
よ
う
な
解
釋
は
、
東
涯
が
す
べ
て
「
卦
體
」
と
言
っ
て
い
る
通
り
、
「
卦
體
」
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
通
解
』
の

全
書
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
「
卦
體
」
と
「
卦
變
」
と
の
區
別
は
嚴
密
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
は
「
變
」
な
ど
の
字
を
使
っ
て
い
て
も
、
實
は
東
涯
の
卦

變
説
で
は
な
い
。

損
卦
と
益
卦
と
の
卦
名
を
解
釋
す
る
た
め
に
、
卦
變
説
で
は
な
く
、
卦
體
に
基
づ
い
て
解
釋
す
べ
き
こ
と
は
『
考
異
』
に
も
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

損
・
益
二
卦
、
相
對
し
て
名
を
立
つ
。
皆
卦
體
を
取
り
て
義
と
爲
し
、
相
往
來
す
る
に
非
ざ
る
な
り
（
損
益
二
卦
、
相
對
立
名
。
皆
取
卦
體
爲
義
、

非
相
往
來
也
。
）

東
涯
が
言
っ
て
い
る
「
卦
變
」
は
、
上
下
反
轉
の
二
卦
に
お
け
る
變
化
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
二
卦
に
お
け
る
「
往
來
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
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こ
こ
で
「
非
相
往
來
也
」
と
い
う
の
は
、
損
卦
と
益
卦
の
卦
名
は
卦
體
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
卦
變
と
は
關
係
な
い
こ
と
で
あ
る
（
八
）

。

⑦
姤
卦
（

）

姤
卦
九
三
の
爻
辭
「
臀
无
膚
、
其
行
次
且
」
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
の
爻
、
姤
に
在
り
、
而
し
て
陽
を
以
て
二
剛
の
間
に
居
る
。
本
も
と
夬
の
九
四
に
し
て
、
來
り
て
三
に
居
れ
ば
、
進
退
倶
に
難
く
し
て
、
上
に
正

應
無
く
、
相
ひ
遇
ふ
こ
と
を
得
ず
。
故
に
亦
た
「
臀
无
膚
、
其
行
次
且
」
と
云
ふ
。（
此
爻
在
姤
、
而
以
陽
居
二
剛
之
間
。
本
夬
之
九
四
、
來
而
居
三
、

進
退
倶
難
、
而
上
無
正
應
、
不
得
相
遇
、
故
亦
云
、
臀
无
膚
、
其
行
次
且
。
）

こ
れ
は
卦
變
説
に
よ
っ
て
姤
卦
九
三
の
爻
辭
を
解
釋
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
『
考
異
』
に
は
す
で
に
説
か
れ
て
い
る
。
姤
卦
九
三
に
つ
い
て
、
『
考
異
』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

胤
按
ず
る
に
、
「
臀
无
膚
、
其
行
次
且
」
、
夬
の
九
四
亦
た
之
を
言
ふ
。
蓋
し
夬
と
姤
、
相
ひ
變
ず
。
番
轉
す
れ
ば
、
則
ち
只
是
れ
一
卦
な
り
。
夬
の

九
四
、
即
ち
姤
の
九
三
な
り
。
皆
二
陽
の
間
に
介
す
。
故
に
其
の
辭
を
同
じ
く
す
。
（
胤
按
、
臀
无
膚
、
其
行
次
且
、
夬
之
九
四
亦
言
之
。
蓋
夬
與
姤

相
變
、
番
轉
則
只
是
一
卦
。
夬
之
九
四
、
即
姤
之
九
三
、
皆
介
乎
二
陽
之
間
、
故
同
其
辭
。
）

⑧
萃
卦
（

）

萃
卦
の
卦
名
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

萃
と
は
、
聚
る
な
り
。
此
の
卦
、
坤
を
内
に
し
て
、
兌
を
外
に
す
。
卦
體
は
、
三
陰
下
に
聚
り
、
上
に
九
五
に
從
ふ
。
故
に
卦
を
「
萃
」
と
名
づ
く
。

⋯
⋯

○
按
ず
る
に
、
萃
の
名
を
取
る
は
、
彖
に
明
文
無
し
。
先
儒
、
卦
德
・
卦
象
に
據
り
て
以
て
解
を
爲
し
、
諸
卦
の
例
と
同
じ
か
ら
ず
。
予
謂
へ

ら
く
、
此
の
卦
、
升
と
往
來
す
。
升
は
、
三
陰
外
に
升
る
を
以
て
義
を
取
る
。
此
れ
は
則
ち
三
陰
下
に
萃
る
を
以
て
命
名
す
。
（
萃
者
、
聚
也
。
此
卦
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内
坤
而
外
兌
、
卦
體
三
陰
聚
于
下
、
上
從
九
五
、
故
名
卦
曰
萃
。
⋯
⋯

○
按
、
萃
之
取
名
、
彖
無
明
文
。
先
儒
據
卦
德
卦
象
以
爲
解
、
與
諸
卦
例
不

同
。
予
謂
、
此
卦
與
升
往
來
、
升
以
三
陰
升
于
外
而
取
義
、
此
則
以
三
陰
萃
于
下
而
命
名
。
）

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
右
の
「
○
」
の
前
と
後
と
で
は
、
説
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
「
○
」
の
前
、
「
此
卦
内
坤
而
外
兌
⋯
⋯
故
名
卦
曰
萃
」
と
は
、

萃
卦
の
卦
德
と
卦
體
と
に
即
し
て
「
萃
」
と
い
う
卦
名
を
解
釋
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
卦
變
説
と
は
無
關
係
で
あ
る
。
し
か
し
、「
○
」
の
後
は
、

卦
變
説
を
あ
げ
て
、
「
據
卦
德
卦
象
以
爲
解
」
と
い
う
や
り
方
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
前
後
二
説
に
は
矛
盾
が
あ
る
。

天
理
大
學
圖
書
館
の
古
義
堂
文
庫
に
は
、
『
通
解
』
の
寫
本
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
、
特
に
東
涯
在
世
時
の
自
筆
第
一
本
・
自
筆
第
二
本
・
淨
書
本
が

重
要
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
三
つ
の
寫
本
を
見
く
ら
べ
た
。
そ
の
結
果
、
萃
卦
の
卦
名
に
つ
い
て
、
享
保
十
三
年
に
で
き
た
東
涯
自
筆
第
一
本
に
は
、「
○
」

の
後
の
卦
變
説
に
關
す
る
文
字
が
全
く
見
え
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
享
保
十
六
年
の
自
筆
第
二
本
と
享
保
十
八
年
の
淨
書
本
と
に
は
、
こ
の
卦
變
説
が

出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
自
筆
第
二
本
以
降
の
『
通
解
』
で
、
萃
卦
に
關
し
て
卦
變
説
を
「
○
」
の
後
に
置
く
の
は
、
こ
の
説
が
後
出
の
た
め
で
あ
る
。

⑨
升
卦
（

）

升
卦
の
卦
名
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

卦
變
は
、
萃
と
相
ひ
錯
す
。
萃
の
内
の
三
陰
、
升
り
て
外
に
居
る
。
故
に
卦
に
名
づ
け
て
升
と
曰
ふ
。（
卦
變
、
與
萃
相
錯
。
萃
之
内
三
陰
升
而
居
外
、

故
名
卦
曰
升
。
）

こ
の
よ
う
な
卦
變
説
は
、
『
考
異
』
に
も
見
え
る
。
升
卦
の
大
意
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

升
の
卦
た
る
は
、
其
の
變
、
萃
よ
り
し
て
來
る
。
萃
の
内
の
坤
、
升
り
て
上
に
居
る
。
故
に
彖
に
曰
く
、
柔
、
時
を
以
て
升
る
、
と
。
此
れ
升
と
名

づ
く
る
所
以
な
り
。
癸
卯
六
月
に
改
定
す
。
（
升
之
爲
卦
、
其
變
自
萃
而
來
。
萃
之
内
坤
升
而
居
上
。
故
彖
曰
、
柔
以
時
升
、
此
所
以
名
升
也
。
癸
卯
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六
月
改
定
。
）

⑩
漸
卦
（

）

漸
卦
に
つ
い
て
、
『
卦
變
考
』
に
は
卦
變
説
が
出
て
く
る
が
、
『
通
解
』
で
は
こ
の
説
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
東
涯
が
最
初
に
卦

變
説
を
採
用
し
た
理
由
を
『
考
異
』
の
記
録
を
通
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
漸
卦
の
彖
傳
「
進
得
位
」
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

胤
按
ず
る
に
、
進
み
て
位
を
得
る
は
、
程
子
、
三
四
の
二
爻
の
位
に
當
た
る
に
就
き
て
言
ひ
、
亦
た
卦
變
に
由
ら
ず
、
漸
の
時
に
在
る
を
以
て
進
む

と
言
ふ
の
み
。
朱
子
、
卦
變
と
做
し
、
三
五
の
二
爻
、
位
を
得
る
に
就
き
て
言
ふ
。
凡
そ
彖
に
「
進
」
を
曰
ふ
者
は
、
皆
卦
變
に
就
き
て
言
ふ
こ
と

な
れ
ば
、
則
ち
朱
説
に
從
ふ
べ
き
な
り
。（
胤
按
、
進
得
位
、
程
子
就
三
四
二
爻
之
當
位
而
言
、
亦
不
由
卦
變
、
以
在
漸
時
而
言
進
耳
。
朱
子
做
卦
變
、

就
三
五
二
爻
得
位
而
言
。
凡
彖
曰
進
者
、
皆
就
卦
變
而
言
、
則
朱
説
可
從
也
。
）

つ
ま
り
、
當
時
（
『
考
異
』
を
記
し
た
段
階
）
で
は
、
東
涯
が
卦
變
説
を
採
用
し
た
理
由
は
、
彖
傳
に
出
て
く
る
「
進
」
の
字
が
す
べ
て
卦
變
説
を
表
す

と
い
う
通
例
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
『
通
解
』
に
至
る
と
、
そ
の
通
例
を
疑
問
視
し
て
、
「
進
」
の
字
に
つ
い
て
別
の
見
解
を
示
す
。
『
通

解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

進
み
て
位
を
得
る
は
、
五
を
謂
ふ
。
卦
の
義
、
進
む
こ
と
を
主
と
す
。
故
に
「
進
み
て
位
を
得
る
」
を
云
ふ
。
卦
變
に
非
ざ
る
な
り
。
（
進
得
位
、
謂

五
。
卦
義
主
進
、
故
云
、
進
得
位
。
非
卦
變
也
。
）

こ
れ
は
「
漸
」
卦
と
「
進
む
こ
と
」
と
の
密
接
な
關
連
性
に
よ
っ
て
、
朱
子
説
を
捨
て
て
、
程
伊
川
の
説
に
復
歸
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

わ
ざ
わ
ざ
「
非
卦
變
也
」
と
い
う
の
は
、
か
の
通
例
に
從
わ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑪
歸
妹
（

）
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歸
妹
卦
の
大
意
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

歸
妹
の
卦
た
る
は
、
卦
德
、
説
び
て
動
く
。
卦
變
、
漸
よ
り
し
て
來
り
、
内
卦
の
二
、
進
み
て
五
に
居
る
。
此
れ
、
女
、
男
を
悦
ぶ
の
象
に
し
て
、

禮
の
正
に
非
ず
。
故
に
卦
に
名
づ
け
、
且
つ
之
に
詞
を
系
く
る
な
り
。
⋯

傳
義
倶
に
言
ふ
に
、
兌
の
少
女
、
震
の
長
男
に
從
ふ
を
以
て
す
。
且
つ
卦

德
を
兼
ね
、
卦
變
を
言
は
ず
。
彖
の
説
と
異
な
り
。
（
歸
妹
之
爲
卦
、
卦
德
説
而
動
。
卦
變
自
漸
而
來
、
内
卦
之
二
、
進
而
居
五
、
此
女
悦
男
之
象
、

非
禮
之
正
、
故
名
卦
且
系
之
詞
也
。
⋯

傳
義
倶
言
、
以
巽
少
女
從
震
長
男
、
且
兼
卦
德
、
不
言
卦
變
、
與
彖
説
異
矣
。
）

歸
妹
卦
に
つ
い
て
、
程
傳
・
朱
義
と
も
卦
變
説
に
言
及
し
て
い
な
い
。
東
涯
の
『
考
異
』
は
こ
の
點
を
批
判
し
て
、
卦
變
説
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、

程
傳
・
朱
義
は
「
以
兌
少
女
從
震
長
男
」
に
よ
っ
て
歸
妹
卦
の
卦
名
を
解
釋
し
て
い
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
、
『
考
異
』
に
は
ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。

胤
按
ず
る
に
、
歸
妹
の
卦
と
爲
る
は
、
程
朱
共
に
云
ふ
に
、
「
少
女
、
長
男
に
從
ふ
」
を
以
て
す
。
又
た
説
び
て
動
く
を
以
て
す
。
蓋
し
、
少
女
、
長

男
に
從
ふ
こ
と
、
歸
妹
の
義
に
於
い
て
固
に
的
切
た
り
、
然
れ
ど
も
彖
に
唯
だ
説
び
て
動
く
こ
と
、
歸
妹
た
る
所
以
な
り
を
云
ふ
の
み
。
未
だ
嘗
て

少
女
長
男
の
象
を
言
は
ざ
る
な
り
。
（
胤
按
、
歸
妹
之
爲
卦
、
程
朱
共
云
、
以
少
女
從
長
男
、
又
以
説
而
動
。
蓋
少
女
從
長
男
、
於
歸
妹
之
義
、
固
爲

的
切
、
然
彖
唯
云
説
以
動
、
所
以
歸
妹
也
、
未
嘗
言
少
女
長
男
之
象
也
。
）

つ
ま
り
、
程
朱
の
説
に
は
一
理
あ
る
け
れ
ど
も
、
彖
傳
に
根
據
が
な
い
か
ら
、
採
用
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

此
の
卦
、
兌
を
内
に
し
て
震
を
外
に
す
。
卦
象
は
、
兌
、
少
女
を
以
て
震
の
長
男
に
從
ふ
。
卦
德
は
、
兌
、
説
び
て
震
、
動
く
。
此
れ
、
婦
人
の
嫁

す
る
に
禮
を
以
て
せ
ず
、
説
び
て
相
ひ
從
ふ
者
な
り
。
故
に
卦
に
名
づ
け
て
歸
妹
と
曰
ふ
。
（
卦
内
兌
而
外
震
。
卦
象
、
兌
以
少
女
而
從
震
之
長
男
。

卦
德
、
兌
説
而
震
動
。
此
婦
人
之
嫁
不
以
禮
、
説
而
相
從
者
。
故
名
卦
曰
歸
妹
。
）
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つ
ま
り
、
『
考
異
』
で
否
定
さ
れ
た
程
朱
説
に
復
歸
し
た
の
で
あ
る
。

『
考
異
』
に
基
づ
い
て
見
れ
ば
、
卦
變
説
に
お
け
る
『
卦
變
考
』
と
『
通
解
』
と
の
差
異
は
混
亂
と
齟
齬
で
は
な
く
、
東
涯
が
自
分
の
説
を
何
度
も
考

え
直
し
た
結
果
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
問
題
視
さ
れ
た
計
十
一
卦
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
る
と
思
う
。

む
す
び

卦
變
の
形
式
は
何
か
、
卦
變
を
説
く
卦
は
幾
つ
あ
る
か
、
こ
の
二
つ
が
卦
變
説
の
主
要
な
問
題
で
あ
る
。
前
者
の
問
題
に
對
し
て
、
東
涯
は
程
伊
川
と

朱
子
の
説
を
比
較
分
析
し
な
が
ら
、
自
説
を
案
出
し
た
。
つ
ま
り
、
程
伊
川
に
よ
れ
ば
、
卦
變
は
、
小
成
卦
の
乾
（

）
・
坤
（

）
が
、
小
成
卦
の
八

卦
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
小
成
卦
の
八
卦
が
互
い
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
六
十
四
卦
に
な
る
過
程
で
あ
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば
、
卦
變
は
、
隣
同
士
の
陰
陽
二
爻

が
交
換
し
て
別
の
卦
に
な
る
過
程
で
あ
る
。
東
涯
に
よ
れ
ば
、
卦
變
は
、
上
下
反
轉
の
二
卦
に
お
け
る
爻
の
運
動
變
化
で
あ
る
。
卦
變
の
形
式
に
關
し
て
、

東
涯
は
彼
の
早
年
（

歳
）
の
時
に
す
で
に
そ
の
定
論
に
到
達
し
て
い
る
。

34

卦
變
を
説
く
卦
の
數
に
つ
い
て
は
、
東
涯
の
見
解
は
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
幾
た
び
か
變
化
す
る
。
最
初
は
朱
義
の
十
九
卦
を
踏
襲
し
た
が
、
『
卦
變
考
』

に
二
十
卦
と
し
、
『
考
異
』
を
通
し
て
、
最
後
の
『
通
解
』
の
二
十
三
卦
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
小
論
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
變
化
の
理
屈
は
、

『
考
異
』
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
解
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

【
註
】

（
一
）『
通
解
』
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
漢
文
大
系
』
本
に
よ
る
。
冨
山
房
、
昭
和
五
十
九
年
。
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（
二
）
花
崎
隆
一
郎
「
涯
「
卦
變
考
」
箚
記
―
そ
の
「
通
解
」
と
の
比
較
に
お
い
て
」（
中
國
研
究
集
刊
』
所
收
、
１
９
９
７
年
。）

（
三
）
東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
述
す
る
。

（
四
）『
考
異
』
の
引
用
は
、
早
大
圖
書
館
所
藏
の
佐
々
木
寫
本
に
よ
る
。

（
五
）
こ
の
よ
う
に
程
傳
・
朱
義
の
説
を
ま
と
め
て
自
説
を
提
起
し
た
後
に
、
東
涯
は
續
い
て
程
・
朱
と
自
己
の
説
の
優
劣
を
比
較
し
て
い
た
。
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
伊
藤
東
涯
に
お
け
る
程
朱
卦
變
説
の
批
判
と
受
容
―
竝
び
に
程
朱
卦
變
説
を
論
ず
」（
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
四
號
、
二
〇
一
六
年
）

を
參
照
。

（
六
）「
復
見
天
地
之
心
」
に
、「
元
祿
癸
未
之
歳
伊
藤
長
胤
撰
」
と
あ
る
。「
用
九
用
六
説
」
に
、「
元
祿
庚
辰
臘
月
十
七
日
、
京
兆
伊
藤
長
胤
原
藏
甫
識
」

と
あ
る
。

（
七
）
な
お
、「
卦
變
考
」
で
は
、
明
代
の
曹
佺
と
鄒
德
溥
の
説
を
も
大
量
に
引
用
し
て
い
る
。

（
八
）「
内
卦
本
乾
、
上
畫
變
爲
兌
」
と
い
う
小
成
卦
に
よ
る
變
化
は
、
實
は
程
伊
川
の
卦
變
説
で
あ
る
。
東
涯
は
程
伊
川
の
卦
變
説
を
損
卦
・
益
卦
の
解
釋

に
取
り
入
れ
て
、「
卦
變
」
と
言
わ
ず
に
、「
卦
體
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
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第
四
章

伊
藤
東
涯
の
易
學
と
そ
の
特
色
ー
『
周
易
傳
義
考
異
』
か
ら
み
る

は
じ
め
に

伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
―
一
七
三
六
）
の
易
學
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
幾
つ
か
の
有
益
な
研
究
が
あ
り
、
示
唆
的
な
見
解
も
少
な
く
な
い
が
、
東
涯
易

學
の
全
體
像
に
つ
い
て
は
ま
だ
探
求
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
原
因
は
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
分
析
の
焦
點
が
東
涯
の
『
周
易
經
翼
通
解
』
（
以

下
『
通
解
』
と
略
稱
）
に
お
か
れ
て
、
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
基
礎
資
料
が
ま
だ
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

東
涯
の
主
な
易
學
著
作
に
は
、
刊
本
の
『
通
解
』
と
寫
本
の
『
讀
易
私
説
』
と
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
正
式
な
著
作
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
に
、
『
周
易
傳
義
考
異
』
（
以
下
『
考
異
』
と
略
稱
）
と
い
う
彼
の
讀
易
筆
記
が
あ
る
。
こ
の
書
名
の
、
「
傳
」
と
は
程
伊
川
の
『
易
傳
』
の

こ
と
で
あ
り
、
「
義
」
と
は
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
傳
義
考
異
」
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
こ
の
二
つ
の
書
物
の
異
同
に
關
す

る
考
察
で
あ
る
。

『
考
異
』
に
つ
い
て
は
、
注
意
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
『
通
解
』
と
比
べ
る
と
、
『
考
異
』
は
私
的
で
、
非
公
式
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
『
考
異
』
の
量
は
極
め
て
膨
大
で
、
そ
の
字
數
は
『
通
解
』
よ
り
も
多
い
。
そ
れ
故
、
東
涯
易
學
を
探
求
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
『
考
異
』
を
看
過

し
て
は
な
ら
な
い
。
小
論
で
は
ま
ず
『
考
異
』
に
つ
い
て
文
獻
學
的
調
査
を
行
い
、
各
圖
書
館
所
藏
の
『
考
異
』
寫
本
の
差
異
を
比
較
檢
討
し
て
、
ど
の

本
が
信
憑
性
が
高
い
か
、
と
い
う
問
題
を
探
求
し
、
『
考
異
』
と
い
う
書
物
の
形
成
過
程
を
明
か
に
す
る
。
次
に
、
『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
間
に
、
ど

の
よ
う
な
關
連
性
が
あ
る
か
、
實
例
に
即
し
て
こ
れ
を
論
述
す
る
。
以
上
を
受
け
て
、
『
考
異
』
の
解
讀
を
踏
ま
え
、
東
涯
易
學
と
程
朱
易
學
と
の
關
係
に

つ
い
て
論
述
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
東
涯
の
易
學
觀
と
古
義
學
に
お
け
る
そ
の
位
置
に
つ
い
て
、
論
述
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
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一

『
考
異
』
に
關
す
る
文
獻
學
的
諸
問
題

伊
藤
仁
齋
・
東
涯
父
子
以
來
、
伊
藤
家
歴
代
の
文
獻
は
、
大
體
そ
の
本
家
に
保
存
さ
れ
、
現
代
で
は
天
理
大
學
圖
書
館
の
古
義
堂
文
庫
所
藏
の
主
要
部

分
に
な
っ
て
い
る
。
『
考
異
』
も
こ
の
よ
う
に
古
義
堂
で
傳
來
さ
れ
て
き
た
文
獻
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
か
の
文
獻
と
同
樣
、
『
考
異
』
に
關
し
て

も
、
古
義
堂
本
以
外
の
流
出
本
と
傳
寫
本
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
伊
藤
家
内
部
の
傳
來
本
、
つ
ま
り
現
古
義
堂
文
庫
所
藏
の
文
獻
を
中
心
に
檢
討
す
る
。

た
だ
、
古
義
堂
の
傳
本
に
缺
損
部
分
が
あ
る
時
に
は
、
ほ
か
の
流
出
本
と
傳
寫
本
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
１
）
『
考
異
』
の
由
來

『
考
異
』
に
つ
い
て
、
『
古
義
堂
遺
書
總
目
敍
釋
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
先
子
錄
傳
義
合
刻
本
之
上
幀
者
。
韶
今
新
寫
以
爲
別
本
。
其
名
傳
義
考
異
者
、
先
子
所
命
。
先
子
將
爲
別
本
、
而
預
立
其
號
也
（
一
）

。
（
此
れ
先
子
、

傳
義
合
刻
本
の
上
幀
に
録
す
る
者
な
り
。
韶
、
今
ま
新
た
に
寫
し
て
以
て
別
本
と
爲
す
。
其
の
「
傳
義
考
異
」
と
名
づ
く
る
は
、
先
子
の
命
づ
く
る

な

所
な
り
。
先
子
將
に
別
本
を
爲
さ
ん
と
し
て
、
預
じ
め
其
の
號
を
立
つ
る
な
り
。
）

「
韶
」
と
い
う
の
は
、
東
涯
の
息
子
、
古
義
堂
三
代
目
當
主
の
伊
藤
善
韶
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
四
、
號
は
東
所
）
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
る
と
、

東
涯
が
自
ら
使
用
し
て
い
た
傳
義
合
刻
本
の
上
欄
に
書
入
れ
を
記
し
て
、
東
所
が
そ
の
書
入
れ
を
集
め
て
別
本
の
『
考
異
』
を
爲
し
た
と
い
う
こ
と
で
、「
傳

義
考
異
」
と
い
う
名
前
は
東
涯
自
身
が
考
案
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
傳
義
合
刻
本
の
上
幀
」
に
つ
い
て
は
、
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
東
涯
書
誌
略
・
手
澤
本
・
漢
籍
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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五
經
集
註

易
（
宋
程
頤
朱
熹
）
廿
卷
十
册
。
寬
文
三
癸
卯
年
正
月
吉
辰
烏
丸
通
下
立
賣
下
町
野
田
庄
右
衞
門
板
行
、
全
卷
ヲ
通
ジ
テ
東
涯
ノ
書
入
ア

リ
（
二
）

。

『
五
經
集
註
』
所
收
の
『
易
經
集
註
』
は
程
伊
川
の
『
易
傳
』
と
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
を
合
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
善
韶
の
所
謂
「
傳
義
合
刻
本
」

で
あ
る
。
「
全
卷
を
通
じ
て
東
涯
の
書
入
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
易
經
集
註
』
に
東
涯
が
書
入
れ
た
も
の
と
は
、
東
所
の
所
謂
「
傳
義
合
刻
本
の
上
幀

に
録
す
る
」
も
の
で
あ
る
（
三
）

。
要
す
る
に
、
『
周
易
傳
義
考
異
』
と
い
う
の
は
、
伊
藤
東
涯
が
程
伊
川
の
『
易
傳
』
と
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
を
考
察
し
、

兩
者
の
異
同
を
傳
義
合
刻
本
（
寛
文
三
年
板
本
『
易
經
集
註
』
）
の
上
欄
に
書
入
れ
て
、
息
子
の
東
所
が
そ
の
書
入
れ
を
集
め
て
で
き
た
讀
易
筆
記
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
天
理
圖
書
館
所
藏
の
東
涯
手
澤
の
あ
る
寛
文
三
年
板
本
『
易
經
集
註
』
（
以
下
は
東
涯
手
澤
本
と
略
稱
）
こ
そ
、
『
考
異
』
の
情
報
が
記
述
さ
れ

た
源
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
は
こ
の
東
涯
手
澤
本
を
調
査
し
た
。

（
２
）
東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』

東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』
（
以
下
『
集
註
』
と
略
稱
）
を
實
際
に
見
た
と
こ
ろ
、
各
册
の
見
返
し
と
後
表
紙
の
裏
側
な
ど
に
、
東
涯
は
自
分
の
學
術
活

動
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
情
報
を
纏
め
る
と
、
東
涯
は
、
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
、
何
度
も
會
讀
・
講
讀
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
例

え
ば
、
一
册
目
の
見
返
し
に
、
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
竝
ん
で
い
る
。

①
此
册
元
祿
十
三
年
唐
暦
十
一
月
十
七
日
長
胤
講
始

（
東
涯
、
三
十
一
歳
）

②
正
徳
元
年
辛
卯
十
月
五
日
復
講
始

（
四
十
二
歳
）

③
正
徳
乙
未
之
秋
冬
爲
白
石
生
講
首
卷

（
四
十
六
歳
）

④
享
保
丁
酉
之
春
又
十
六
日
講

（
四
十
八
歳
）
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⑤
戊
戌
之
四
年
冬
又
爲
桂
川
正
講

（
四
十
九
歳
）

⑥
庚
子
之
年
平
野
□
□
（
四
）

（
五
十
一
歳
）

⑦
壬
寅
之
年
十
月
五
日
白
首
又
講
始

（
五
十
三
歳
）

⑧
享
保
十
年
乙
巳
年
三
月
五
日
又
講
始
乾
坤
二
卦
中
得
□

（
五
十
六
歳
）

⑨
又
十
三
年
戊
申
二
月
又
講

八
月
三
日
至
坤
而
止

（
五
十
九
歳
）

⑩
又
十
七
年
壬
子
因
坊
城
公
之
請
而
又
起
乃
會
講

（
六
十
三
歳
）

こ
の
書
入
れ
の
す
べ
て
は
、
何
年
何
月
何
日
か
ら
『
易
經
集
註
』
の
講
義
を
開
始
し
た
か
な
ど
、
東
涯
の
『
周
易
』
講
義
に
關
す
る
情
報
で
あ
る
。

次
に
、『
易
經
集
註
』
の
正
文
の
上
欄
に
あ
る
各
條
の
書
入
れ
に
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
執
筆
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
集
註
』
卷
一
、

乾
卦
初
九
爻
辭
に
つ
い
て
、
そ
の
頁
の
上
欄
に
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
あ
る
。

程
子
解
乾
六
爻
、
皆
爲
聖
人
之
事
。
朱
子
以
易
爲
筮
書
、
故
不
必
爲
聖
人
之
事
。
程
子
蓋
依
文
言
、
故
牢
做
聖
人
説
。
然
文
言
自
是
一
義
、
解
爻
不

必
可
拘
。
乙
未
十
月
十
五
日
。
（
程
子
、
乾
の
六
爻
を
解
し
て
、
皆
聖
人
の
事
と
爲
す
。
朱
子
、
易
を
以
て
筮
書
と
爲
し
、
故
に
必
ず
し
も
聖
人
の
事

と
爲
さ
ず
。
程
子
蓋
し
『
文
言
』
に
依
り
、
故
に
牢
く
聖
人
と
做
し
て
説
く
。
然
れ
ど
も
『
文
言
』
は
自
ら
是
れ
一
義
な
れ
ば
、
爻
を
解
す
る
に
必

か
た

ず
し
も
拘
る
べ
か
ら
ず
。
乙
未
十
月
十
五
日
。
）

「
程
子
解
乾
六
爻
」
「
朱
子
以
易
爲
筮
書
」
な
ど
は
、
程
伊
川
と
朱
子
の
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
。
「
程
子
蓋
依
文
言
」
な
ど
は
、
程
伊
川
の
根
據
を
指

摘
し
て
い
る
。「
然
文
言
自
是
一
義
」
な
ど
は
、
東
涯
自
身
の
意
見
を
示
す
。
最
後
に
、「
乙
未
十
月
十
五
日
」
と
書
い
て
、
こ
の
箇
條
の
執
筆
年
月
日
（
東

涯
四
十
六
歳
）
を
示
す
。
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こ
の
よ
う
な
年
月
日
は
、
そ
の
最
も
早
い
も
の
は
東
涯
二
十
五
歳
の
時
、
そ

し
て
最
も
お
そ
い
記
録
は
東
涯
沒
年
の
前
々
年
、
六
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
年
月
日
の
記
入
を
年
ご
と
に
統
計
し
て
、
年
代
順
に
示

す
。
甲
戌
（
東
涯
二
十
五
歳
）
１
條

、

乙
亥
１
條

、
辛
巳
１
條
、
癸
未
３
條
、
甲
申
１
條

、
壬
辰
７
條
、
癸
巳
６
條
、
乙
未

條
、
丙
申
３
條
、
丁

24

酉

條
、
戊
戌
７
條
、
己
亥
７
條
、
庚
子
２
條
、
辛
丑
１
條
、
壬
寅
１
條
、
癸
卯

條
、
甲
辰
８
條
、
乙
巳

條
、
丙
午
６
條
、
丁
未
２
條
、
戊
申
５
條
、

17

59

20

己
酉
（
六
十
歳
）

條
、
庚
戌
８
條
、
辛
亥
１
條
、
壬
子

條
、
甲
寅
（
六
十
五
歳
）
１
條
。
計
二
百
十
三
條
で
あ
る
が
、
そ
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

10

11

は
、
六
十
歳
ま
で
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
周
易
經
翼
通
解
』
の
初
稿
（
自
筆
第
一
本
）
が
完
成
し
た
の
は
、
享
保
十
三
年
（
東
涯
五
十
九
歳
）
で
あ

る
。
そ
の
淨
書
本
が
で
き
た
の
は
、
享
保
十
四
年
（
六
十
歳
）
で
あ
る
（
五
）

。
そ
の
後
に
、
彼
は
淨
書
本
に
校
正
を
自
ら
行
う
。
そ
れ
故
、
時
間
的
に
言
え

ば
、
『
易
經
集
註
』
に
あ
る
書
入
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
『
通
解
』
が
で
き
る
前
の
も
の
で
あ
り
、
『
通
解
』
を
著
す
た
め
の
準
備
メ
モ
と
見
て
よ
い
（
六
）

。

な
お
、
こ
の
作
成
時
期
か
ら
見
る
と
、
東
涯
の
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
年
ご
と
に
書
入
れ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
書
入
れ
は
、
東

涯
の
易
學
思
想
の
發
展
を
細
部
ま
で
追
跡
で
き
る
資
料
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
集
註
』
卷
首
の
易
圖
の
所
に
、
「
乙
未
十
月
十
日
爲
白
石
生
講
時
書
」

と
あ
る
。
こ
れ
を
前
掲
の
③
番
の
、「
正
徳
乙
未
之
秋
冬
爲
白
石
生
講
首
卷
」
と
い
う
情
報
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
乙
未
の
年
に
、
東
涯
が
『
集
註
』

を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
白
石
と
い
う
學
生
に
講
義
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
方
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
３
）
『
考
異
』
寫
本
の
三
系
統

こ
の
よ
う
な
東
涯
の
書
入
れ
を
ま
と
め
て
一
つ
の
本
に
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
周
易
傳
義
考
異
』
で
あ
る
。
今
に
傳
わ
る
『
考
異
』
の
寫
本
は
數
多

い
が
、
以
下
の
Ⓐ
か
ら
Ⓗ
ま
で
の
八
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
大
概
を
示
し
て
み
よ
う
。

Ⓐ
伊
藤
蘭
嵎
寫
本
『
易
考
異
』
（
國
會
圖
書
館
所
藏
）（
七
）

一
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Ⓑ
緒
方
英
貞
寫
本
『
周
易
傳
義
考
異
首
卷
』（
天
理
圖
書
館
所
藏
）（
八
）

Ⓒ
東
所
寫
本
『
周
易
傳
義
考
異
』
（
天
理
圖
書
館
所
藏
）（
九
）

Ⓓ
眞
軒
文
庫
本
『
考
異
』
（
無
窮
會
圖
書
館
所
藏
）

二

Ⓔ
早
大
藏
佐
々
木
恭
寛
寫
本
『
考
異
』

Ⓕ
東
北
大
附
屬
圖
書
館
所
藏
寫
本
（
十
）

Ⓖ
早
大
藏
久
保
木
清
淵
寫
本
『
考
異
』（
十
一
）

三

Ⓗ
織
田
文
庫
本
『
考
異
』
（
無
窮
會
圖
書
館
所
藏
）（
十
二
）

こ
の
八
種
類
の
寫
本
は
、
大
別
し
て
三
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
系
統
一
は
Ⓐ
Ⓑ
で
、
東
涯
の
在
世
中
に
彼
の
弟
（
蘭
嵎
）
と
弟
子
（
緒
方
）
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
東
涯
書
入
れ
を
部
分
的
に
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
系
統
二
は
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
で
、
東
涯
沒
後
に
そ
の
書
入
れ
の
全
體
を
集
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
各
條
の
執
筆
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、
九
卷
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
系
統
三
は
Ⓖ
Ⓗ
で
、
遲
く
江
戸
の
後
期
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
各
條
の
執
筆
年
月
日
の
記
入
も
な
く
、
卷
も
分
け
て
い
な
い
。

こ
の
三
系
統
の
寫
本
の
中
、
系
統
二
の
Ⓒ
東
所
寫
本
と
そ
れ
に
由
來
す
る
傳
寫
本
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
Ⓒ
東
所
寫
本
は
、
東
涯
手
澤
本

の
情
報
を
完
全
に
ま
と
め
た
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
寫
本
に
は
缺
損
部
分
（
卷
一
か
ら
卷
三
ま
で
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
補
足
す
る
た

め
に
系
統
二
の
ほ
か
の
傳
寫
本
な
ど
を
參
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）
東
所
寫
本
『
考
異
』

古
義
堂
文
庫
所
藏
東
所
寫
本
『
考
異
』（
以
下
、
東
所
寫
本
と
略
稱
）
の
書
式
は
、
行
界
な
し
、
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
。
振
り
假
名
な
し
。
訓
點
な
し
。
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東
所
寫
本
各
卷
の
丁
數
は
、
卷
四
は
二
十
六
丁
、
卷
五
は
二
十
七
丁
、
卷
六
は
二
十
八
丁
、
卷
七
は
二
十
五
丁
、
卷
八
は
三
十
一
丁
、
卷
九
は
二
十
八
丁

で
あ
る
。
各
卷
に
東
所
の
書
入
れ
が
あ
る
。
最
後
の
册
で
あ
る
第
三
册
（
卷
八
と
卷
九
）
の
後
表
紙
の
裏
側
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

寶
暦
壬
午
之
歳
（
一
七
六
二
年
）
新
寫
。
（
墨
筆
）

明
和
己
丑
（
一
七
六
九
年
）
七
月
十
日
校
畢
。
（
朱
筆
）

享
和
辛
酉
（
一
八
〇
一
年
）
十
一
月
廿
九
日
讀
畢
。
（
墨
筆
）

卷
五
の
最
末
に
次
の
よ
う
に
「
校
訂
」
「
讀
已
」
の
朱
印
と
朱
筆
書
入
れ
が
あ
る
。

校
訂
（
朱
印
）

五
月
十
七
日

讀
已
（
朱
印
）

卷
七
の
最
末
に
朱
筆
の
書
入
れ
と
朱
印
が
あ
る
。

己
丑
六
月
九
日

校
訂
（
朱
印
）

讀
已
（
朱
印
）

卷
九
の
最
初
に
次
の
墨
筆
の
書
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
朱
筆
の
句
讀
點
が
つ
け
て
あ
る
。

繋
辭
以
下
、
條
款
不
整
、
俟
他
日
之
複
校
、
善
韶
謹
誌

こ
れ
ら
東
所
の
跋
語
に
よ
る
と
、
彼
は
一
七
六
二
年
に
「
新
寫
」
を
作
っ
た
が
、
そ
の
後
數
十
年
間
校
勘
な
ど
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

東
所
が
『
集
註
』
の
書
入
れ
を
寫
す
作
業
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

東
涯
使
用
易
經
集
註
首
卷
見
返
シ
ニ
東
所
の
附
箋
ア
リ
、
「
此
一
卷
新
寫
全
校
了
。
但
筮
儀
圖
ハ
考
異
條
々
新
本
ヘ
書
入
候
、
又
少
々
ノ
考
異
不
入
ア

リ
、
新
本
ハ
可
書
入
候
。
其
節
考
異
可
見
合
事
」
と
、
ソ
ノ
態
度
察
ス
ベ
シ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
『
集
註
』
の
首
卷
の
書
入
れ
を
寫
す
時
、
ま
ず
「
新
寫
」
が
あ
っ
て
、
東
所
が
こ
の
「
新
寫
」
と
『
集
註
』
と
を
校
勘
し
て
、
「
新
寫
」
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に
は
「
筮
儀
圖
」
と
い
う
圖
の
他
に
、
少
々
の
書
入
れ
も
漏
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
。
こ
の
状
況
に
對
し
東
所
は
、
筮
儀
圖
も
少
々
の
書
入
れ
も
、

將
來
、
「
新
本
」
を
作
る
時
に
入
れ
る
べ
き
と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
の
「
新
寫
」
と
前
掲
の
東
所
跋
語
に
あ
る
「
寶
暦
壬
午
之
歳
新
寫
」
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
東
所
が
校
勘
し
て
い
た
「
此
一
卷
新
寫
」
と
は
、

寶
暦
壬
午
（
一
七
六
二
）
の
年
に
作
っ
た
『
考
異
』
寫
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
存
東
所
寫
本
に
は
、
寶
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
以
後
數
十
年
の
校
勘

記
録
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
寫
本
は
、
「
新
寫
」
に
校
勘
と
補
足
を
施
し
て
で
き
た
「
新
本
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
い
。
た
だ
、
『
易
經
集
註
』
首

卷
の
書
入
れ
を
集
め
た
東
所
寫
本
の
卷
一
は
缺
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
推
測
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
以
下
、
直
接
に
東
所
寫
本
に
由
來
す
る
完
全

な
寫
本
（
佐
々
木
寫
本
）
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
探
求
し
て
み
よ
う
。

（
５
）
佐
々
木
寫
本
の
「
原
本
」

佐
々
木
恭
寛
は
、
伊
藤
東
所
の
弟
子
で
あ
る
。
彼
は
『
周
易
傳
義
考
異
』
『
周
易
義
例
考
』
『
卦
變
考
』
な
ど
東
涯
の
易
著
作
を
寫
し
て
い
た
。
佐
々
木

が
作
っ
た
『
考
異
』
寫
本
の
最
初
に
、
彼
の
次
の
序
文
が
あ
る
。

壬
寅
之
春
、
遊
於
古
義
書
院
。
先
生
辱
賜
借
傳
義
考
異
、
而
手
之
不
置
。
⋯
。
天
明
壬
寅
夏
六
月
、
佐
々
木
恭
寛
謹
書
。
（
壬
寅
の
春
に
、
古
義
書
院

に
遊
ぶ
。
先
生
、
辱
な
く
も
傳
義
考
異
を
賜
ひ
借
す
。
而
し
て
之
を
手
に
し
置
か
ず
。
⋯
。
天
明
壬
寅
夏
六
月
、
佐
々
木
恭
寛
謹
し
み
て
書
す
）

ま
た
、
佐
々
木
寫
本
卷
九
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
明
二
載
壬
寅
夏
六
月
朔
旦
全
部
寫
畢
于
古
義
堂
塾

こ
れ
に
よ
る
と
、
佐
々
木
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
、
古
義
堂
で
『
考
異
』
を
借
り
て
そ
れ
を
寫
し
た
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
東
所
は
す

で
に
そ
の
二
十
年
前
の
寶
暦
十
二
年
に
「
新
寫
」
と
い
う
『
考
異
』
寫
本
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
佐
々
木
が
言
う
「
先
生
」
は
こ
の
時
の
古
義
堂
當
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主
の
東
所
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
佐
々
木
寫
本
と
東
所
寫
本
と
の
關
連
性
は
、
こ
の
寫
本
の
隨
所
に
見
え
る
。
例
え
ば
、
佐
々
木
寫
本
卷
一
の
末
尾
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

原
本
九
行
二
十
字
、
紙
數
六
十
。
今
爲
十
一
行
二
十
字
、
四
十
七
丁
。

天
明
二
年
壬
寅
（
一
七
八
二
年
）
四
月
佐
々
木
恭
寛
書
寫
古
義
堂

卷
六
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

原
本
紙
數
念
八
丁
。
今
約
廿
一
丁
云
。
壬
寅
（
一
七
八
二
年
）
夏
五
月
十
三
夕
寫
畢
。
夜
二
更
校
畢
。
佐
々
木
恭
寬
公
綽
謹
記
。

「
念
」
は
「
廿
」
の
同
音
假
借
字
で
あ
る
の
で
、
「
念
八
丁
」
は
二
十
八
丁
の
こ
と
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
古
義
堂
文
庫
現
存
の
東
所
寫
本
は
、
す

べ
て
（
半
葉
）
九
行
、
行
二
十
字
で
あ
る
。
ま
た
、
東
所
寫
本
の
卷
六
も
二
十
八
丁
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
點
は
佐
々
木
が
言
う
「
原
本
」
と
完
全
に
合

致
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
易
經
集
註
』
に
あ
る
東
涯
の
書
入
れ
と
東
所
寫
本
の
各
條
に
は
、
句
讀
點
が
つ
い
て
い
る
部
分
と
つ
い
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
筆
者
が
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
佐
々
木
寫
本
は
東
所
寫
本
の
句
讀
點
を
も
忠
實
に
傳
え
て
い
る
。
た
だ
、
佐
々
木
本
人
が
句
讀
點
を
つ
け
た
各
條
の
最
後
に
は
、
必
ず
「
私

句
」
と
書
い
て
あ
る
。

既
述
の
樣
々
な
状
況
か
ら
、
佐
々
木
が
東
所
寫
本
を
寫
し
た
時
の
忠
實
な
態
度
が
分
か
る
。
し
か
し
、
佐
々
木
が
古
義
堂
で
こ
の
寫
本
を
寫
し
た
の
は

天
明
二
年
で
、
そ
の
後
の
數
十
年
に
東
所
が
元
來
の
寫
本
に
施
し
た
校
勘
と
變
更
は
佐
々
木
寫
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
東
所
寫
本
の
前

後
變
化
に
關
し
て
、
佐
々
木
寫
本
と
現
存
東
所
寫
本
と
の
差
異
が
重
要
で
あ
る
。
兩
者
の
卷
四
を
比
較
す
る
と
、
佐
々
木
寫
本
卷
四
の
第
十
五
條
の
後
に
、

「
卦
變
圖
傳
義
本
具
（
卦
變
圖
は
傳
義
本
に
具
は
る
）
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
易
經
集
註
』
に
（
程
伊
川
と
朱
子
の
卦
變
説
を
圖
示
す
る
た
め
に
東
涯
が
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作
っ
た
）
卦
變
圖
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
佐
々
木
が
見
て
い
た
「
原
本
」
で
は
、
卦
變
圖

を
載
せ
ず
、
た
だ
「
卦
變
圖
傳
義
本
具
」
と
い
う
指
示
の
み
が
書
か
れ
て
い
た
。
一
方
、
古
義
堂
文
庫
所
藏
東
所
寫
本
の
該
當
箇
所
に
は
、
「
卦
變
圖
」
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
の
卷
に
も
こ
の
よ
う
な
卦
變
圖
の
有
無
に
關
し
て
佐
々
木
寫
本
と
現
存
東
所
寫
本
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
天
明
二
年

以
後
に
、
東
所
が
『
考
異
』
寫
本
に
卦
變
圖
を
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
前
掲
の
『
集
註
』
首
卷
に
あ
る
東
所
の
附
箋
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
新
寫
」
に

は
「
筮
儀
圖
」
が
な
い
の
で
、
「
新
本
」
を
作
る
時
に
圖
を
入
れ
る
べ
き
と
記
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、
各
卷
の
卦
變
圖
を
加
え
た
の
も
、
「
新
本
」
作
成
作

業
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
『
考
異
』
諸
寫
本
の
情
報
の
源
は
、
東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』
の
書
入
れ
で
あ
る
。
最
初
に
東
涯
の
書
入
れ
の
全
體
を

集
め
て
い
る
の
は
、
東
所
寫
本
の
『
考
異
』
で
あ
る
。
佐
々
木
寫
本
は
、
東
所
寫
本
に
極
め
て
忠
實
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
東
涯
の
原
文
を
忠
實
に
傳

え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
本
文
で
『
考
異
』
を
引
用
す
る
時
、
基
本
的
に
は
東
所
寫
本
に
據
る
が
、
そ
の
缺
い
て
い
る
卷
一
～
三
を
引
用
す
る
場
合
は
、
『
易

經
集
註
』
の
書
入
れ
と
佐
々
木
寫
本
と
を
校
合
し
て
引
く
こ
と
に
す
る
。

二

『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
關
係

從
來
の
研
究
に
お
い
て
、
『
周
易
經
翼
通
解
』
は
讀
易
筆
記
の
『
周
易
傳
義
考
異
』
の
「
集
大
成
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
」
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
具
體
的
な
關
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
十
三
）

。

こ
の
問
題
に
關
し
て
、
『
通
解
』
東
所
序
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

吾
祖
考
晚
年
將
注
易
、
已
解
乾
坤
及
大
象
、
名
以
古
義
。
先
考
自
夙
歳
深
好
易
、
考
傳
義
之
異
同
、
題
之
上
幀
。
苦
心
盡
力
、
剖
別
甚
精
。
祖
考
嘗
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稱
曰
、
殆
不
讓
古
人
好
易
者
。
祖
考
見
背
、
古
義
亦
未
成
。
故
本
過
庭
之
大
意
、
考
索
傳
義
、
以
爲
注
述
、
名
曰
經
翼
通
解
。（
十
四
）

（
吾
が
祖
考

晩
年

に
將
に
易
に
注
せ
ん
と
し
、
已
に
乾
坤
及
び
大
象
を
解
し
、
名
づ
く
る
に
古
義
を
以
て
す
。
先
考
、
夙
歳
よ
り
深
く
易
を
好
み
、
傳
・
義
の
異
同
を

考
へ
、
之
を
上
幀
に
題
す
。
苦
心
し
力
を
盡
く
し
、
剖
別
甚
だ
精
な
り
。
祖
考
嘗
て
稱
し
て
曰
く
、
「
殆
ど
古
人
の
易
を
好
む
者
に
讓
ら
ず
」
と
。
祖

考
見
背
し
、
古
義
も
亦
た
未
だ
成
ら
ず
。
故
に
過
庭
（
論
語
・
季
氏
）
の
大
意
に
本
づ
き
、
傳
・
義
を
考
索
し
、
以
て
注
述
を
爲
す
。
名
づ
け
て
經

け
ん
ぱ
い

翼
通
解
と
曰
ふ
。
）

「
考
傳
義
之
異
同
、
題
之
上
幀
」
は
、
前
述
の
、
東
涯
が
「
考
異
」
を
作
る
經
緯
を
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
夙
歳
（
早
年
）
か
ら
で
あ
り
、
手
澤
本

の
書
入
れ
の
執
筆
年
月
日
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
東
涯
が
『
經
翼
通
解
』
を
作
る
時
に
、
父
仁
齋
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
「
傳
義
」
の
「
考
索
」
（
つ
ま

り
「
考
異
」
）
に
も
基
づ
く
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
に
、
實
例
を
あ
げ
て
、
『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
關
係
を
説
明
し
よ
う
。

・
例
１

程
伊
川
の
『
易
傳
』
に
從
う
事
例

坤
卦
文
言
傳
の
「
易
曰
、
履
霜
、
堅
冰
至
。
蓋
言
順
也
」
に
つ
い
て
、
程
伊
川
の
『
易
傳
』
（
以
下
は
『
程
傳
』
と
略
稱
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

霜
而
至
于
冰
、
小
惡
而
至
于
大
、
皆
事
勢
之
順
長
也
（
十
五
）

。
（
霜
に
し
て
冰
に
至
り
、
小
惡
に
し
て
大
に
至
る
。
皆
事
勢
の
順
長
な
り
。
）

同
じ
文
言
傳
に
つ
い
て
、
朱
子
『
本
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

古
字
順
愼
通
用
。
按
此
當
作
愼
、
言
當
辨
之
於
微
也
（
十
六
）

。
（
古
字
「
順
」
「
愼
」
通
用
す
。
按
ず
る
に
此
れ
當
に
「
愼
」
に
作
る
べ
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ

は
當
に
之
を
微
に
辨
ず
べ
き
と
な
り
。
）

つ
ま
り
、
程
伊
川
は
「
順
」
字
を
字
面
の
ま
ま
に
解
釋
し
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
朱
子
は
「
順
」
を
「
愼
」
の
假
借
字
と
し
て
解
釋
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
關
し
て
、
東
涯
の
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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胤
按
、
「
蓋
言
順
也
」
、
程
子
取
順
長
之
義
、
言
其
以
漸
而
長
也
。
朱
子
謂
愼
字
之
誤
。
予
謂
、
下
章
又
言
「
蓋
言
謹
也
」
、
當
據
程
子
。
丙
申
壬
二
月

六
日
燈
下
草
。
（
胤
按
ず
る
に
、
「
蓋
言
順
也
」
、
程
子
、
順
長
の
義
を
取
り
、
其
の
漸
を
以
て
長
ず
る
を
言
ふ
な
り
。
朱
子
、
「
愼
」
字
の
誤
り
な
り

と
謂
ふ
。
予
謂
へ
ら
く
、
下
章
又
た
「
蓋
言
謹
也
」
と
言
へ
ば
、
當
に
程
子
に
據
る
べ
し
。
丙
申
壬
二
月
六
日
、
燈
下
に
草
す
。
）

東
涯
は
坤
卦
文
言
傳
の
文
脈
に
よ
っ
て
判
斷
を
下
し
て
い
る
。
文
言
傳
で
は
、
坤
卦
初
六
の
爻
に
關
し
て
、
「
蓋
言
順
也
」
と
あ
り
、
ま
た
六
四
の
爻
に

關
し
て
、
「
蓋
言
謹
也
」
と
あ
る
。
坤
卦
初
六
と
六
四
と
の
二
爻
が
、
違
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
二
爻
の
解
釋
と
し
て
の
「
蓋
言
順
也
」
と
「
蓋
言

謹
也
」
も
、
混
同
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
し
朱
子
の
よ
う
に
、
「
順
」
を
「
愼
」
の
假
借
字
と
し
て
扱
う
な
ら
ば
、
兩
者
の
意
味
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
、
「
蓋
言
順
也
」
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
程
伊
川
の
説
に
從
う
と
東
涯
は
考
え
て
い
る
。

『
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

順
、
順
習
也
。
言
以
漸
而
長
。
總
言
戒
之
於
早
。
（
順
は
、
順
習
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
漸
を
以
て
長
ず
。
總
じ
て
之
を
早
に
戒
む
る
を
言
ふ
。
）

確
か
に
、
右
の
『
考
異
』
で
選
擇
し
た
と
お
り
、
朱
子
の
説
を
捨
て
て
、
程
伊
川
の
説
に
基
づ
い
た
解
釋
を
あ
げ
て
い
る
。

・
例
２

朱
子
の
『
周
易
本
義
』
に
從
う
事
例

乾
卦
彖
傳
「
保
合
太
和
、
乃
利
貞
（
太
和
を
保
合
す
れ
ば
、
乃
ち
貞
し
き
に
利
あ
り
）
」
に
つ
い
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

保
謂
常
存
、
合
謂
常
和
。
保
合
太
和
、
是
以
利
且
貞
也
。
天
地
之
道
、
長
久
而
不
已
者
、
保
合
太
和
也
。
（
保
は
常
に
存
す
る
を
謂
ひ
、
合
は
常
に
和

す
る
を
謂
ふ
。
太
和
を
保
合
す
、
是
を
以
て
利
あ
り
且
つ
貞
し
き
な
り
。
天
地
の
道
、
長
久
に
し
て
已
ま
ざ
る
は
、
太
和
を
保
合
す
れ
ば
な
り
。
）

『
程
傳
』
に
よ
る
と
、「
保
合
太
和
」
と
は
、
恆
常
な
存
在
を
保
っ
て
、
恆
常
な
中
和
を
な
し
て
、
天
地
の
道
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
續
け
る
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
彖
傳
の
文
に
關
し
て
、
『
周
易
本
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。



- 97 -

太
和
、
陰
陽
會
合
沖
和
之
氣
也
。
保
合
者
、
全
於
已
生
之
後
。
此
言
萬
物
各
得
其
性
命
以
自
全
。
（
太
和
は
、
陰
陽
會
合
す
る
沖
和
の
氣
な
り
。
保
合

と
は
、
已
に
生
ず
る
の
後
に
全
う
す
。
此
れ
萬
物
各
々
其
の
性
命
を
得
て
以
て
自
ら
全
う
す
る
を
言
ふ
。
）

『
本
義
』
に
よ
る
と
、
「
保
合
太
和
」
と
は
、
天
地
が
萬
物
を
生
じ
た
後
で
、
萬
物
が
各
々
天
地
か
ら
も
ら
っ
た
「
沖
和
の
氣
」
を
そ
の
性
命
と
し
て
得

て
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
程
傳
』
と
『
本
義
』
の
説
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

「
保
合
太
和
」
、
程
子
就
天
道
上
説
、
言
其
沖
和
不
易
之
理
。
朱
子
就
萬
物
上
説
、
言
一
物
上
各
含
元
氣
。
朱
子
意
蓋
承
上
文
各
正
性
命
説
。
當
從
本

義
。
乙
未
十
月
廿
五
日
夕
。
（
「
太
和
を
保
合
す
」
は
、
程
子
は
天
道
の
上
に
就
き
て
説
き
、
其
の
沖
和
不
易
の
理
を
言
ふ
。
朱
子
は
萬
物
の
上
に
就

き
て
説
き
、
一
物
の
上
に
各
々
元
氣
を
含
む
を
言
ふ
。
朱
子
の
意
は
蓋
し
上
文
「
各
々
性
命
を
正
す
」
を
承
け
て
説
く
な
ら
ん
。
當
に
本
義
に
從
ふ

べ
し
。
乙
未
十
月
廿
五
日
夕
。
）

つ
ま
り
、
東
涯
は
「
保
合
太
和
、
乃
利
貞
」
に
關
す
る
程
伊
川
と
朱
子
の
解
釋
を
分
析
し
て
、
程
氏
の
説
で
は
、
「
保
合
太
和
」
は
天
道
の
全
體
に
つ
い

て
説
き
、
朱
子
の
説
で
は
、
「
保
合
太
和
」
は
萬
物
の
個
體
に
つ
い
て
説
く
と
判
斷
し
て
い
る
。
彖
傳
の
原
文
で
は
、
「
保
合
太
和
」
の
す
ぐ
前
に
、
「
各
正

性
命
」
と
あ
り
、
説
明
し
て
い
る
對
象
は
萬
物
の
各
々
個
體
で
あ
る
。
そ
の
文
脈
に
よ
る
と
、
「
保
合
太
和
」
の
主
語
も
萬
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

こ
で
、
東
涯
は
朱
子
の
説
に
從
う
と
主
張
し
て
い
る
。

「
保
合
太
和
」
に
つ
い
て
、
『
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
和
者
、
陰
陽
沖
和
之
氣
也
。
物
各
完
具
、
不
借
於
外
、
謂
之
保
合
。
則
人
得
其
爲
人
、
物
得
其
爲
物
、
可
以
見
利
貞
之
德
矣
。
元
亨
之
德
在
天
、

利
貞
則
以
物
而
言
。（
太
和
と
は
、
陰
陽
沖
和
の
氣
な
り
。
物
各
々
完
く
具
は
り
、
外
に
借
ら
ず
。
之
を
保
合
と
謂
ふ
。
則
ち
人
其
の
人
た
る
を
得
て
、

物
其
の
物
た
る
を
得
て
、
以
て
利
貞
の
徳
を
見
る
べ
し
。
元
亨
の
徳
は
天
に
在
り
、
利
貞
は
則
ち
物
を
以
て
し
て
言
ふ
。
）
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「
保
合
太
和
、
乃
利
貞
」
と
は
、
「
天
」
で
は
な
く
、
「
物
」
に
關
す
る
言
説
で
あ
る
と
東
涯
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
確
か
に
『
考
異
』
で
選
擇
し
た
と

お
り
、
朱
子
の
説
に
基
づ
い
た
解
釋
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
事
例
の
よ
う
に
、
『
通
解
』
に
は
た
だ
簡
略
な
結
論
の
み
が
示
さ
れ
る
が
、
『
考
異
』
に
は
こ
の
結
論
に
到
達
す
る
た
め
の
詳
し
い
論
理
過
程
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
『
考
異
』
を
參
照
し
な
い
と
、
『
通
解
』
に
出
て
く
る
結
論
の
背
後
に
あ
る
、
程
傳
・
朱
義
を
考
察
し
た
り
取
捨
し
た
り
し

た
東
涯
の
思
索
過
程
が
分
か
ら
な
く
な
る
（
十
七
）

。

そ
れ
故
、
東
涯
が
程
朱
易
學
に
對
し
て
行
う
取
捨
分
析
が
ど
の
よ
う
な
方
法
と
原
則
に
從
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
東

涯
易
學
の
理
解
に
は
肝
要
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。

三

『
考
異
』
に
見
え
る
本
文
檢
討
の
原
則

東
涯
は
、
そ
の
父
仁
齋
の
考
え
方
を
繼
承
し
て
、
「
文
王
作
卦
辭
、
周
公
作
爻
辭
、
孔
子
作
十
翼
」
と
い
う
傳
統
的
な
觀
點
に
反
對
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
易
は
元
々
卜
筮
書
で
あ
る
卦
爻
辭
と
、
趣
旨
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
十
翼
各
篇
と
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
東
涯
の
易
解
釋
は
、
そ
の

よ
う
な
認
識
の
も
と
で
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
新
し
い
易
學
觀
だ
け
で
は
、
完
全
な
易
解
釋
に
は
な
ら
な
い
。
既
述
の

よ
う
に
、
完
全
な
易
解
釋
を
完
成
す
る
た
め
に
、
東
涯
は
程
傳
・
朱
義
の
極
め
て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
精
讀
し
て
、
兩
者
の
取
捨
選
擇
に
基
づ
い
て
『
通

解
』
を
著
し
た
。
そ
の
取
捨
選
擇
は
、
古
義
學
的
な
易
學
觀
に
結
局
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
が
隨
所
に
見
ら
れ
る
。

・
原
則
一

卦
名
・
卦
辭
・
爻
辭
・
十
翼
各
篇
と
い
う
『
周
易
』
内
部
の
各
部
分
は
、
作
者
・
作
成
時
代
も
、
趣
旨
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
、
各
部
分
が
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必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
故
に
、
無
理
に
整
合
性
を
と
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
各
部
分
を
意
圖
的
に
整
合
さ
せ
、
一
致
さ
せ
る
こ
と

を
嚴
に
愼
む
。

・
原
則
二

『
周
易
』
の
各
文
・
句
・
語
を
解
釋
す
る
時
に
、
で
き
る
だ
け
書
い
て
あ
る
文
字
ど
お
り
に
解
釋
す
る
。
つ
ま
り
、
經
文
の
字
面
を
離
れ
て
、

義
理
を
發
揮
す
る
こ
と
を
嚴
に
愼
む
。

原
則
一
に
關
し
て
は
、
例
え
ば
、
『
考
異
』
の
泰
卦
の
所
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
抵
易
隨
讀
者
所
見
、
取
義
不
同
。
卦
辭
或
非
成
卦
之
義
、
彖
曰
或
非
卦
辭
之
義
。
至
大
象
則
亦
各
別
。
讀
者
各
異
其
異
、
各
同
其
同
、
可
矣
。
若

混
雜
不
弁
、
做
一
樣
看
、
則
欲
同
卻
異
、
欲
詳
卻
疏
、
遂
不
得
易
之
本
旨
矣
。（
大
抵
易
は
讀
む
者
の
見
る
所
に
隨
ひ
、
義
を
取
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。

卦
辭
は
或
は
成
卦
の
義
に
非
ず
。
「
彖
曰
」
は
或
は
卦
辭
の
義
に
非
ず
。
大
象
に
至
り
て
は
則
ち
亦
た
各
々
別
な
り
。
讀
む
者
各
々
其
の
異
な
る
を
異

に
し
、
其
の
同
じ
き
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
可
な
り
。
若
し
混
雜
し
て
弁
ぜ
ず
、
一
樣
と
做
し
看
れ
ば
、
則
ち
同
じ
き
を
欲
す
れ
ど
も
却
て
異
な
り
、

詳
ら
か
な
る
を
欲
す
れ
ど
も
却
て
疏
に
し
て
、
遂
に
易
の
本
旨
を
得
ず
。
）

「
成
卦
之
義
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
卦
が
そ
の
卦
に
な
る
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
卦
名
の
由
來
で
あ
る
。
こ
こ
で
東
涯
は
、
泰
卦
の
卦
名
・
卦
辭
・
彖

傳
・
大
象
傳
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
原
則
二
に
關
し
て
は
、
例
え
ば
、
『
考
異
』
小
畜
卦
の
所
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

畜
之
爲
小
、
程
傳
具
二
意
。
以
小
畜
大
、
是
一
義
。
所
畜
之
小
、
是
一
義
。
觀
彖
曰
、
則
可
主
前
説
。
（
畜
の
小
た
る
は
、
程
傳
に
二
意
を
具
ふ
。
小

を
以
て
大
を
畜
ふ
は
、
是
れ
一
義
な
り
。
畜
ふ
所
の
小
な
る
は
、
是
れ
一
義
な
り
。
「
彖
に
曰
く
」
を
觀
れ
ば
、
則
ち
前
説
を
主
と
す
べ
し
。
）

「
小
畜
」
と
い
う
卦
名
の
意
味
に
關
し
て
、
『
程
傳
』
に
は
、
二
つ
の
解
釋
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
小
に
よ
っ
て
大
を
蓄
え
る
」
と
、
「
蓄
え
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る
所
が
小
さ
い
」
と
の
二
つ
の
解
釋
で
あ
る
。
程
傳
の
こ
の
二
つ
の
解
釋
を
見
る
と
、
實
は
、
兩
者
は
關
連
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
小
さ
い
も
の

に
よ
っ
て
大
き
い
も
の
を
蓄
え
る
時
は
、
蓄
え
ら
れ
る
所
も
必
ず
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
意
味
の
そ
の
よ
う
な
關
連
が
あ
る
か
ら
、
二
つ
の
解
釋
を
擧
げ
て
、

經
文
に
含
め
ら
れ
て
い
る
豐
富
な
意
味
を
導
き
出
す
の
が
、
程
伊
川
の
や
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
涯
は
、
彖
傳
の
原
文
に
「
蓄
え
る
所
が
小
さ
い
」

と
い
う
の
は
直
接
に
見
え
な
い
た
め
、
そ
の
解
釋
を
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
經
文
の
字
面
を
超
え
て
、
義
理
を
發
揮
す
る
こ
と
を
愼
む
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
原
則
は
互
い
に
關
連
し
て
、
支
え
あ
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
履
卦
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

履
之
名
卦
、
大
象
取
其
上
天
下
澤
之
義
、
説
辨
上
下
、
定
民
志
之
象
。
則
固
有
禮
之
意
。
然
只
就
上
下
二
象
言
耳
。
若
直
以
履
爲
禮
、
則
自
序
卦
意
。

彖
象
序
卦
、
所
指
不
同
。
各
同
其
同
、
各
異
其
異
、
可
矣
。
先
儒
以
十
翼
爲
盡
孔
子
之
書
、
混
合
無
別
。
不
可
不
察
。
（
履
の
卦
に
名
づ
く
る
に
、
大

象
は
其
の
上
天
下
澤
の
義
を
取
り
、
「
上
下
を
辨
じ
、
民
の
志
を
定
む
」
の
象
を
説
け
ば
、
則
ち
固
よ
り
禮
の
意
有
り
。
然
れ
ど
も
只
だ
上
下
二
象
に

就
き
て
言
ふ
の
み
。
直
ち
に
「
履
」
を
以
て
「
禮
」
と
爲
す
が
若
き
は
、
則
ち
自
ら
『
序
卦
』
の
意
な
り
。
彖
・
象
・
序
卦
は
、
指
す
所
同
じ
か
ら

ず
。
各
々
其
の
同
じ
き
を
同
じ
く
し
て
、
各
々
其
の
異
な
る
を
異
に
す
れ
ば
、
可
な
り
。
先
儒
、
十
翼
を
以
て
盡
く
孔
子
の
書
と
爲
し
、
混
合
し
て

別
つ
無
し
。
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
）

履
の
卦
に
つ
い
て
、
序
卦
傳
に
は
、
「
物
畜
然
後
有
禮
、
故
受
之
以
履
」
と
あ
っ
て
、
「
履
」
と
「
禮
」
を
同
一
視
し
て
い
る
。
大
象
傳
に
は
、
「
君
子
以

辨
上
下
、
定
民
志
」
と
あ
る
。
「
辨
上
下
、
定
民
志
」
と
い
う
の
は
、
「
禮
」
の
内
容
と
機
能
だ
と
言
え
る
か
ら
、
大
象
傳
も
序
卦
傳
と
同
じ
よ
う
に
「
履
」

と
「
禮
」
を
同
一
視
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
東
涯
は
そ
れ
に
反
對
す
る
。
東
涯
に
よ
る
と
、「
辨
上
下
、
定
民
志
」
は
確
か
に
「
禮
」

と
關
連
す
る
が
、
「
履
＝
禮
」
と
い
う
表
現
は
大
象
傳
に
は
見
え
な
い
。
ほ
か
の
解
釋
者
に
と
っ
て
は
、
大
象
傳
と
序
卦
傳
と
を
合
わ
せ
て
解
釋
す
る
の
は

自
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
涯
に
と
っ
て
は
、
細
か
い
意
味
の
區
別
も
、
か
く
ま
で
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
區
別
を
認
め
た
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上
で
、
「
大
象
」
と
「
序
卦
」
と
の
區
別
も
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
考
異
』
に
お
け
る
經
文
・
程
傳
・
朱
義
に
對
す
る
分
析
は
こ
の
二
つ
の
原
則
に
基
づ
く
。
故
に
、
こ
の
二
つ
の
原
則
が
、
東
涯
易
學
の
基
礎
だ
と
言
え

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
原
則
は
、
「
實
事
求
是
」
を
目
標
と
す
る
文
獻
學
方
法
に
よ
く
合
致
し
て
い
る
。
事
實
に
對
す
る
眞
摯
な
探
求
は
、
東
涯
易
學
の
基
底

に
あ
る
特
性
だ
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
實
の
探
求
だ
け
が
、
東
涯
易
學
の
全
部
で
は
な
い
。
古
義
學
的
な
價
値
判
斷
に
よ
っ
て
易
解
釋
を
構
築
す
る
一
面
も
あ
る
。

そ
れ
は
卜
筮
と
義
理
と
の
關
係
に
お
い
て
最
も
明
瞭
に
現
れ
る
。
次
節
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。

四

卜
筮
と
義
理

易
の
性
質
に
關
し
て
、
『
通
解
』
釋
例
に
お
い
て
程
傳
と
本
義
を
比
較
し
な
が
ら
東
涯
自
身
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

程
傳
義
解
精
詳
、
尤
切
人
事
。
本
義
條
例
明
白
、
多
所
發
明
。
易
本
卜
筮
之
書
、
本
義
之
趣
、
固
得
其
原
旨
者
也
。
然
萬
世
學
者
、
遵
夫
子
之
道
以

爲
學
、
則
當
從
程
傳
以
義
理
觀
易
。
（
『
程
傳
』
は
義
解
精
詳
に
し
て
、
尤
も
人
事
に
切
な
り
。
『
本
義
』
は
條
例
明
白
に
し
て
、
發
明
す
る
所
多
し
。

『
易
』
は
本
は
卜
筮
の
書
な
れ
ば
、
『
本
義
』
の
趣
、
固
よ
り
其
の
原
旨
を
得
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
萬
世
の
學
者
、
夫
子
の
道
に
遵
ひ
て
以
て
學
を

爲
せ
ば
、
則
ち
當
に
『
程
傳
』
に
從
ひ
て
義
理
を
以
て
易
を
觀
る
べ
し
。
）

易
は
も
と
も
と
卜
筮
の
書
で
あ
る
と
い
う
朱
子
の
見
解
に
東
涯
は
贊
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
關
わ
ら
ず
、
程
伊
川
の
見
解
に
よ
っ
て
易
經

の
義
理
を
見
出
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
實
判
斷
と
價
値
判
斷
と
の
相
違
を
、
東
涯
は
ど
の
よ
う
に
調
和
し
て
い
る
の
か
。
『
考
異
』
を

通
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
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・
例
１

比
卦
の
卦
辭
「
比
、
吉
、
原
筮
」
に
は
、
「
筮
」
の
字
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
字
に
對
し
て
、
『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
違
い
は
極
め
て
興
味
深
い
。

比
卦
の
卦
辭
に
關
し
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

凡
易
中
筮
字
、
程
子
則
做
推
原
占
決
解
、
如
蒙
之
初
筮
及
原
筮
皆
然
。
朱
子
則
直
做
卜
筮
説
。
今
審
易
本
旨
、
固
如
朱
子
之
説
。
然
以
易
爲
義
理
書
、

則
程
子
之
言
亦
不
可
非
也
。
（
凡
そ
『
易
』
中
の
筮
の
字
、
程
子
は
則
ち
推
原
し
占
決
す
と
做
し
解
す
。
蒙
の
初
筮
及
び
原
筮
の
如
き
、
皆
然
り
。
朱

子
は
則
ち
直
ち
に
卜
筮
と
做
し
説
く
。
今
、
易
の
本
旨
を
審
ら
か
に
す
れ
ば
、
固
よ
り
朱
子
の
説
の
如
し
。
然
れ
ど
も
易
を
以
て
義
理
の
書
と
爲
せ

ば
、
則
ち
程
子
の
言
も
亦
た
非
と
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
）

つ
ま
り
、
歴
史
事
實
に
つ
い
て
は
朱
子
の
説
に
贊
成
し
て
い
る
が
、
儒
者
の
立
場
か
ら
程
伊
川
の
説
も
維
持
し
た
い
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
比
卦

の
卦
辭
に
關
し
て
、
『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

原
、
再
也
。
原
筮
者
、
再
筮
致
審
之
意
。
人
之
相
比
、
始
擇
之
不
審
、
苟
焉
而
合
、
則
凶
終
隙
末
、
不
全
其
交
。
（
原
は
、
再
な
り
。
「
原
筮
」
と
は
、

再
び
筮
し
審
ら
か
な
る
を
致
す
の
意
な
り
。
人
の
相
ひ
比
す
は
、
始
め
て
之
を
擇
ぶ
に
審
ら
か
な
ら
ず
、
苟
め
に
し
て
合
へ
ば
、
則
ち
終
を
凶
に
し

末
を
隙
に
し
、
其
の
交
を
全
う
せ
ず
。
）

つ
ま
り
、
「
筮
」
の
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
、
解
釋
を
施
し
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
「
再
筮
」
の
轉
義
「
致
審
」
を
強
調
し
て
、
卦
辭
の
義
理
を
發
揮

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
例
２

乾
卦
九
五
の
爻
辭
「
飛
龍
、
天
に
在
り
、
大
人
を
見
る
に
利
し
」
に
關
し
て
、
『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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易
中
利
見
大
人
、
其
言
則
同
、
義
則
有
異
。
如
訟
之
「
利
見
大
人
」
、
謂
宜
見
大
德
中
正
之
人
、
則
其
辯
明
。
言
在
見
前
。
乾
之
二
五
、
則
聖
人
既
出
、

上
下
相
見
、
共
成
其
事
、
所
利
者
、
見
大
人
也
。
言
在
見
後
。
（
『
易
』
中
の
「
利
見
大
人
」
は
、
其
の
言
は
則
ち
同
じ
き
も
、
義
は
則
ち
異
な
る
有

り
。
訟
の
「
利
し
く
大
人
を
見
る
に
利
し
」
の
如
き
は
、
宜
し
く
大
徳
中
正
の
人
を
見
る
べ
く
、
則
ち
其
の
辯
、
明
ら
か
な
る
を
謂
ふ
。
言
は
見
る

の
前
に
在
り
。
乾
の
二
・
五
は
、
則
ち
聖
人
既
に
出
で
、
上
下
相
ひ
見
、
共
に
其
の
事
を
成
す
。
利
と
す
る
所
は
、
大
人
を
見
れ
ば
な
り
。
言
は
見

る
の
後
に
在
り
。
）

程
伊
川
に
よ
る
と
、
訟
卦
卦
辭
の
「
利
見
大
人
」
と
乾
卦
九
五
（
及
び
九
二
）
の
爻
辭
の
そ
れ
と
は
、
言
葉
は
同
じ
で
あ
る
が
、
意
味
的
に
は
異
な
る
。

訟
卦
は
訴
訟
・
紛
爭
を
表
す
卦
で
あ
る
の
で
、
そ
の
卦
辭
の
「
利
見
大
人
」
は
、
「
公
正
な
大
人
に
見
え
た
ら
、
公
正
な
裁
判
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味

ま
み

で
あ
る
。
乾
卦
九
五
は
、
聖
人
の
君
主
と
臣
下
と
が
こ
の
世
に
出
て
、
會
見
し
て
、
平
天
下
の
事
業
を
成
す
こ
と
を
表
す
爻
で
あ
る
の
で
、
そ
の
爻
辭
の

「
利
見
大
人
」
は
、
「
大
人
が
こ
の
世
に
現
れ
て
、
互
い
に
會
見
し
た
と
い
う
既
成
の
事
實
に
よ
っ
て
、
利
が
生
じ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

程
伊
川
の
見
解
に
つ
い
て
、
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
本
占
書
、
所
以
決
嫌
疑
、
定
猶
豫
。
諸
卦
中
言
利
不
利
者
、
皆
言
値
是
爻
者
之
利
不
利
。
三
百
八
十
四
爻
、
其
立
言
皆
在
事
之
前
。
猶
後
世
占
書

曰
、
某
日
宜
架
屋
、
某
日
宜
植
木
。
（
『
易
』
は
本
は
占
書
に
し
て
、
嫌
疑
を
決
し
、
猶
豫
を
定
む
る
所
以
な
り
。
諸
卦
の
中
に
「
利
し
」
「
利
し
か
ら

ず
」
と
言
ふ
は
、
皆
是
の
爻
に
値
た
る
者
の
利
し
き
と
利
し
か
ら
ざ
る
と
を
言
ふ
。
三
百
八
十
四
爻
、
其
の
言
を
立
つ
る
は
、
皆
な
事
の
前
に
在
り
。

あ

猶
ほ
後
世
の
占
書
に
、
「
某
日
に
宜
し
く
屋
を
架
す
べ
し
」
「
某
日
に
宜
し
く
木
を
植
う
べ
し
」
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
）

程
傳
で
は
、
乾
卦
の
「
利
見
大
人
」
と
訟
卦
の
「
利
見
大
人
」
と
は
意
味
が
違
っ
て
、
乾
卦
の
「
利
見
」
は
見
た
後
で
の
話
で
あ
り
、
訟
卦
の
「
利
見
」

は
見
る
前
の
話
で
あ
る
と
い
う
説
が
提
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
東
涯
に
よ
る
と
、
易
は
も
と
も
と
卜
筮
書
で
あ
る
か
ら
、
卦
爻
辭
は
全
部
占
う
人
の
將
來
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の
境
遇
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
乾
卦
と
訟
卦
の
「
利
見
」
は
と
も
に
見
る
前
の
話
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
程
伊
川
の
説
に
は
從
わ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
諸
卦
の
爻
辭
に
出
て
く
る
「
利
」
と
「
不
利
」
と
は
、
「
皆
言
値
是
爻
者
之
利
不
利
」
と
明
言
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
通
解
』
を

見
る
と
、
爻
辭
に
出
て
く
る
「
利
」「
不
利
」
の
言
葉
に
つ
い
て
、
東
涯
は
一
言
も
そ
の
よ
う
な
卜
筮
説
に
觸
れ
て
い
な
い
。
乾
卦
九
五
に
對
す
る
『
通
解
』

の
解
釋
を
見
よ
う
。

此
爻
在
乾
之
時
、
而
剛
健
中
正
、
進
居
天
位
、
德
化
大
行
。
而
下
與
九
二
同
德
相
應
、
故
其
象
爲
利
見
大
德
之
臣
、
以
輔
其
治
也
。
蓋
自
古
有
臣
而

無
君
時
有
矣
、
未
有
有
君
而
無
臣
時
也
。
上
有
堯
舜
之
君
、
則
下
有
稷
契
之
臣
。

何
者
、
天
下
之
廣
、
無
時
無
才
、
唯
明
主
能
知
而
用
之
、
用
而
盡

其
才
、
此
九
五
之
所
以
利
見
大
人
也
。
（
此
の
爻
、
乾
の
時
に
在
り
て
、
剛
健
中
正
に
し
て
、
進
み
て
天
位
に
居
り
、
德
化
大
い
に
行
は
る
。
而
し
て

下
に
九
二
と
德
を
同
じ
く
し
て
相
ひ
應
ず
、
故
に
其
の
象
は
、
大
德
の
臣
を
見
て
、
以
て
其
の
治
を
輔
く
に
利
し
と
爲
す
な
り
。
蓋
し
古
よ
り
臣
有

り
て
君
無
き
時
は
有
る
も
、
未
だ
君
有
り
て
臣
無
き
時
有
ら
ざ
る
な
り
。
上
に
堯
舜
の
君
有
れ
ば
、
則
ち
下
に
稷
契
の
臣
有
り
。
何
と
な
れ
ば
、
天

下
の
廣
き
は
、
時
と
し
て
才
な
き
こ
と
無
く
、
唯
だ
明
主
の
み
能
く
知
り
て
之
を
用
ひ
、
用
ひ
て
其
の
才
を
盡
せ
ば
な
り
。
此
れ
九
五
の
大
人
を
見

る
に
利
し
き
所
以
な
り
。
）

九
五
と
九
二
と
は
相
應
じ
る
爻
で
あ
り
、
明
君
と
忠
臣
と
が
協
力
す
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
九
五
の
「
利
見
大
人
」
は
、
明
君
が
大
徳
の
臣
下

を
採
用
す
る
の
が
よ
い
こ
と
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
「
蓋
し
…
」
以
下
の
部
分
で
は
、
爻
辭
の
意
味
の
演
繹
と
し
て
、
人
材
を
登
用
す
る
見
識
と
度

量
を
持
っ
て
い
る
君
主
さ
え
あ
れ
ば
、
有
用
な
人
材
が
現
れ
な
い
心
配
は
な
い
と
い
う
儒
教
的
道
理
を
も
説
い
て
い
る
。
『
考
異
』
に
よ
れ
ば
、
乾
卦
九
五

の
爻
辭
「
利
見
大
人
」
は
、
占
う
人
が
占
い
の
結
果
と
し
て
こ
の
爻
辭
を
得
て
、
將
來
は
「
大
人
を
見
る
に
利
し
き
」
境
遇
に
あ
る
と
い
う
予
言
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
通
解
』
で
は
、
こ
の
占
筮
の
こ
と
を
言
わ
な
い
で
、
乾
卦
九
五
の
爻
は
「
明
君
が
大
徳
の
臣
下
を
登
用
す
る
の
が
よ
い
こ
と
」
と
い
う
こ
と
の
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象
徴
で
あ
る
と
す
る
。

私
的
な
讀
易
筆
記
の
『
考
異
』
で
は
、
易
を
卜
筮
の
書
と
し
て
は
っ
き
り
説
明
し
て
い
る
が
、
正
式
な
著
作
の
『
通
解
』
で
は
、
卜
筮
關
係
の
こ
と
を

で
き
る
だ
け
避
け
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
か
え
っ
て
う
け
る
、
こ
の
東
涯
の
易
解
釋
は
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
東
涯
の
獨
特
な
考
え
方
は
、
や
は
り
東

涯
の
易
學
觀
に
關
わ
る
。
次
節
で
は
こ
の
易
學
觀
を
簡
單
に
檢
討
し
て
み
よ
う
。

五

東

涯

の

易

學

觀

儒
學
の
全
體
に
お
い
て
、『
周
易
』
と
い
う
經
典
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
涯
の
見
解
に
は
仁
齋
の
影
響
が
大
き
い
。

た
だ
し
、
仁
齋
は
た
だ
ア
イ
デ
ィ
ア
の
要
點
を
出
す
だ
け
で
、
そ
の
考
え
方
の
完
成
と
詳
細
な
論
證
は
東
涯
の
著
作
を
俟
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
、

本
稿
で
は
東
涯
の
著
作
を
中
心
に
、
卦
爻
辭
と
十
翼
と
の
二
部
分
を
分
け
て
そ
の
古
義
學
的
な
易
學
觀
を
論
じ
る
。

（
１
）
卦
爻
辭

『
周
易
』
の
卦
爻
辭
に
關
し
て
、
朱
子
は
そ
の
卜
筮
起
源
を
明
快
に
論
定
し
た
が
、
彼
は
卜
筮
の
靈
驗
を
信
じ
、
卜
筮
と
道
徳
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
の

で
あ
る
（
十
八
）

。
仁
齋
と
東
涯
と
は
朱
子
の
卜
筮
起
源
説
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
卜
筮
に
對
し
て
低
い
評
價
を
下
し
て
い
る
（
十
九
）

。
『
讀
易
私
説
』
の
「
論
聖

人
用
卜
筮
之
意
」
で
卜
筮
の
靈
驗
と
信
憑
性
を
否
定
し
、
「
論
爻
辭
言
吉
凶
之
異
」
で
卜
筮
と
道
徳
と
の
結
び
つ
き
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卜
筮
に

對
す
る
東
涯
の
輕
視
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
卜
筮
書
で
あ
る
『
周
易
』
卦
爻
辭
に
對
す
る
東
涯
の
評
價
が
低
く
な
る
の
も
當
然
で
あ
る
。
し
か
し
、

東
涯
は
卜
筮
と
卦
爻
辭
を
全
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
卜
筮
及
び
こ
れ
に
關
連
す
る
鬼
神
に
つ
い
て
、
東
涯
は
『
古
今
學
變
』
で
次
の
よ
う
に
判
斷
を

下
し
て
い
る
。
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蓋
三
代
聖
人
、
以
民
心
爲
心
、
而
不
以
聰
明
先
天
下
。
故
民
信
鬼
神
、
則
崇
鬼
神
。
民
尚
卜
筮
、
則
用
卜
筮
（
二
十
）

。
（
蓋
し
三
代
の
聖
人
は
、
民
の
心

を
以
て
心
と
爲
し
て
、
聰
明
を
以
て
天
下
に
先
ん
ぜ
ず
。
故
に
民
、
鬼
神
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
鬼
神
を
崇
ぶ
。
民
、
卜
筮
を
尚
べ
ば
、
則
ち
卜
筮
を

用
ふ
。
）

三
代
の
先
王
が
卜
筮
を
も
尊
崇
し
て
い
る
の
は
、
民
の
習
慣
に
順
應
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
卜
筮
書
で
あ
る
卦
爻
辭
は
三
代
先
王
の
治
世
の
産

物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
單
な
る
卜
筮
と
異
な
っ
て
、
義
理
も
あ
る
程
度
含
め
ら
れ
て
い
る
。
『
通
解
』
釋
例
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
本
卜
筮
之
書
、
非
教
法
之
典
。
然
亦
非
不
問
是
非
而
唯
利
是
擇
。
（
『
易
』
は
本
は
卜
筮
の
書
に
し
て
、
教
法
の
典
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
亦
た
是
非

を
問
は
ず
し
て
唯
だ
利
の
み
を
是
れ
擇
ぶ
に
非
ず
。
）

東
涯
『
經
史
博
論
』
易
論
（
二
十
一
）

に
「
易
之
爲
書
、
聖
人
處
世
之
大
典
也
（
易
の
書
た
る
は
、
聖
人
世
に
處
す
る
の
大
典
な
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
周

易
』
は
卜
筮
の
書
で
あ
り
な
が
ら
、
處
世
の
方
法
と
し
て
の
義
理
も
あ
る
程
度
含
む
。
こ
の
兩
面
性
の
故
に
、『
古
今
學
變
』
で
は
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』

を
根
本
的
な
經
典
と
し
て
尊
崇
し
、
そ
れ
に
次
い
で
『
詩
經
』
と
『
書
經
』
を
重
ん
じ
、
そ
れ
に
對
し
て
、
『
易
』
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
儒
學
の

邊
縁
に
あ
る
經
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
東
涯
が
『
通
解
』
で
卦
爻
辭
を
解
釋
す
る
時
に
、
そ
の
卜
筮
起
源
を
言
わ
な
い
で
、
そ

こ
に
含
め
ら
れ
て
い
る
處
世
の
義
理
だ
け
を
説
く
の
は
、
こ
の
よ
う
な
東
涯
の
易
學
觀
に
原
因
が
あ
る
。

（
２
）
十
翼

十
翼
に
關
し
て
は
、
仁
齋
・
東
涯
父
子
は
「
十
翼
非
聖
人
作
」
と
い
う
急
進
的
な
立
場
を
取
る
。
彼
ら
の
説
に
よ
る
と
、
十
翼
の
各
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
（
二
十
二
）

。
特
に
、
東
涯
は
十
翼
の
作
者
た
ち
の
思
想
史
的
な
特
徴
を
よ
く
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
十
翼
の
作
者
た
ち
は
、
春

秋
戰
國
時
代
の
「
易
學
者
流
」
で
あ
る
。
「
易
學
者
流
」
は
、
各
々
獨
特
な
見
解
と
主
旨
に
よ
っ
て
十
翼
各
篇
を
書
い
た
が
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
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す
る
。
『
通
解
』
釋
例
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蓋
古
之
易
學
、
主
是
一
經
、
猶
漢
儒
專
門
之
習
。
治
易
之
至
也
、
遂
有
見
乎
天
地
之
間
、
莫
非
斯
易
。
聖
人
之
道
、
莫
非
斯
易
、
萬
物
之
生
長
收
藏
、

莫
非
斯
易
、
人
之
起
居
動
息
、
莫
非
斯
易
。
此
其
所
以
與
夫
子
之
旨
異
也
。
（
蓋
し
古
の
易
學
は
、
是
の
一
經
を
主
と
し
、
猶
ほ
漢
儒
專
門
の
習
ひ
の

ご
と
し
。
易
を
治
む
る
の
至
り
や
、
遂
に
天
地
の
間
、
斯
の
易
に
非
ざ
る
莫
き
を
見
る
こ
と
有
り
。
聖
人
の
道
は
、
斯
の
易
に
非
ざ
る
莫
く
、
萬
物

の
成
長
收
藏
、
斯
の
易
に
非
ざ
る
莫
く
、
人
の
起
居
動
息
、
斯
の
易
に
非
ら
ざ
る
莫
し
、
と
。
此
れ
其
の
夫
子
の
旨
と
異
な
る
所
以
な
り
。
）

十
翼
各
篇
の
作
者
（
易
學
者
流
）
は
、
み
な
『
易
』
に
よ
っ
て
世
界
・
人
生
の
全
體
を
解
釋
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
で
き

た
の
は
、
十
翼
に
現
れ
る
高
遠
な
天
道
觀
・
心
性
論
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
遠
な
哲
學
思
索
は
、
取
る
べ
き
と
こ
ろ
も
勿
論
多
い
が
、
そ
の
主
旨

は
孔
子
の
そ
れ
と
違
う
こ
と
を
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
東
涯
は
考
え
る
。

十
翼
全
體
（
仁
齋
が
高
く
評
價
し
た
彖
傳
・
象
傳
も
含
め
て
）
と
孔
孟
と
を
は
っ
き
り
分
け
る
考
え
方
は
、
仁
齋
の
著
作
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
仁

齋
は
十
翼
の
中
の
彖
傳
、
象
傳
、
文
言
傳
を
「
儒
家
の
易
」
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
、
古
義
學
に
お
い
て
は
、
彖
傳
・
象
傳
の
主
旨
は
孔
孟
の
そ
れ
と

一
致
す
る
も
の
だ
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
仁
齋
は
繋
辭
傳
、
説
卦
傳
を
「
筮
家
の
易
」
と
貶
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
文
句
（
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」

な
ど
）
を
根
據
と
し
て
自
分
の
氣
一
元
論
を
構
築
す
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
批
判
を
受
け
や
す
い
（
二
十
三
）

。
東
涯
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
孔
孟
・
卦
爻

辭
・
十
翼
の
三
者
を
峻
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
る
。
そ
の
上
で
、
宋
明
の
儒
者
の
理
氣
論
は
、
孔
孟
の
趣
旨
と
は
勿
論
違
う
が
、

十
翼
の
原
意
か
ら
も
離
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
（
二
十
四
）

。

む
す
び
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仁
齋
か
ら
始
ま
っ
て
東
涯
に
完
成
さ
れ
た
こ
の
易
學
解
釋
は
、
江
戸
前
半
の
易
學
史
に
お
い
て
急
進
的
な
姿
を
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
林
鵞
峰
（
『
程

傳
私
考
』
な
ど
）
は
、
程
傳
と
朱
義
と
に
關
し
て
相
當
の
整
理
を
し
た
が
、
結
局
兩
者
の
重
複
と
補
足
に
止
ま
っ
て
、
東
涯
の
よ
う
に
程
傳
・
朱
義
の
優

劣
を
判
斷
し
た
り
、
自
分
の
意
見
を
創
出
し
た
り
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
十
翼
に
つ
い
て
、
同
じ
朱
子
學
反
對
者
の
荻
生
徂
徠
も
、
十
翼
聖
人
作
と
い

う
傳
統
的
な
觀
點
に
止
ま
る
（
二
十
五
）

。

し
か
し
、
江
戸
時
代
後
半
に
至
る
と
、
事
情
が
變
わ
る
。
こ
の
時
代
に
活
躍
し
始
め
た
易
學
者
の
多
く
は
、
東
涯
の
觀
點
と
同
じ
よ
う
に
な
る
。
例
え

ば
、
中
井
履
軒
の
『
周
易
雕
題
』
と
佐
藤
一
齋
の
『
易
欄
外
書
』
は
と
も
に
、
「
十
翼
非
聖
人
作
」
を
掲
げ
て
い
る
。
國
學
者
の
平
田
篤
胤
は
、
『
三
易
由

來
記
』
な
ど
で
東
涯
の
易
著
を
大
量
に
引
用
し
て
、
彼
獨
自
の
易
學
を
構
築
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
前
半
に
お
け
る
東
涯
易
學
の
特
殊
性
と
後
半
に
お
け
る
そ
の
影
響
力
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
價
値
を
推
し
量
る
こ
と
が
一
層

で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
江
戸
易
學
史
の
轉
換
と
そ
の
轉
換
に
お
け
る
東
涯
易
學
の
寄
與
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
考
察
が
要
る
の
で
、
將
來
の
課
題

に
し
た
い
。

【
註
】

（
一
）
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
古
義
堂
文
庫
藏
本
（
寫
本
）
に
よ
る
。
寫
本
の
内
容
に
關
し
て
、
原
本
に
は
句
讀
點
が
つ
い
て
い
る
部
分
も
ま
ま
あ

る
。
本
稿
で
は
特
に
説
明
し
な
い
か
ぎ
り
、
筆
者
の
理
解
に
よ
り
句
讀
點
を
つ
け
る
。

（
二
）
天
理
圖
書
館
編
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
（
八
木
書
店
、
平
成
十
七
年
）
一
一
六
頁
。

（
三
）
筆
者
が
見
た
と
こ
ろ
、
古
義
堂
文
庫
所
藏
の
『
易
經
集
註
』
は
、
内
閣
文
庫
所
藏
本
『
易
經
集
註
』
（
請
求
番
號
２
７
３
―
０
０
０
７
、
昌
平
坂
學
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問
所
舊
藏
）
と
同
じ
版
で
あ
る
。
兩
者
と
も
、
明
代
の
『
周
易
大
全
』
の
大
字
の
部
分
（
經
文
と
「
傳
」
「
本
義
」
の
部
分
）
だ
け
を
影
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
四
）
原
文
は
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
紙
質
の
劣
化
・
蟲
損
な
ど
も
あ
る
の
で
、
難
解
な
と
こ
ろ
が
間
々
あ
る
。
こ
れ
を
□
で
表
す
。
以
下

同
じ
。

（
五
）
『
通
解
』
の
自
筆
本
と
淨
書
本
と
の
成
立
時
間
に
つ
い
て
は
、
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
東
涯
書
誌
略
を
參
照
。

（
六
）
そ
の
内
容
上
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
七
）
Ⓐ
の
寫
本
は
、
國
會
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
（
請
求
記
號
、
午
‐
７
０
）
。
こ
の
寫
本
に
は
、
書

寫
者
の
情
報
な
ど
見
え
な
い
が
、
寫
本
の
最
初
に
「
伊
藤
長
堅
之
印
」
と
い
う
墨
印
が
あ
る
の
で
、
伊
藤
蘭
嵎
（
名
は
長
堅
、
一
六
九
四
―
一
七
七
八
）

に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
八
）
緒
方
英
貞
は
東
涯
の
門
人
で
あ
る
。
こ
の
寫
本
は
『
易
經
集
註
』
卷
一
・
二
の
書
入
れ
だ
け
を
收
録
し
て
、
そ
の
中
に
東
涯
の
朱
筆
補
修
が
ま
ま

あ
る
。
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
四
〇
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
九
）
ⓒ
の
寫
本
は
、
九
卷
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
卷
一
～
卷
三
は
缺
く
。
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
四
〇
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
十
）
Ⓕ
に
つ
い
て
は
、
前
田
勉
「
仁
齋
學
の
繼
承
―
伊
藤
東
涯
の
『
易
』
解
釋
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
一
〇
八
號
、
一
九
八
五
年
）
二
十
八
頁
を
參
照
。

（
十
一
）
Ⓔ
と
Ⓖ
は
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
の
古
典
籍
總
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
。
Ⓔ
佐
々
木
恭
寛
寫
本
は
九
卷
九
册
で
、
Ⓖ
久
保
木
清
淵
寫

本
は
不
分
卷
七
册
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
奧
書
に
よ
っ
て
、
佐
々
木
寫
本
の
書
寫
年
は
天
明
二
年
で
、
久
保
木
寫
本
の
書
寫
年
は
寛
政
二
年
で
あ
る
。

（
十
二
）
Ⓓ
と
Ⓗ
に
つ
い
て
は
、
濱
久
雄
「
伊
藤
東
涯
の
易
學
」
（
『
東
洋
研
究
』
第
九
〇
號
、
一
九
八
九
年
）
二
十
二
頁
を
參
照
。
Ⓓ
眞
軒
文
庫
本
は
九
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卷
五
册
で
、
Ⓗ
織
田
文
庫
本
は
不
分
卷
八
册
で
あ
る
。
特
に
、
眞
軒
文
庫
本
の
末
尾
に
「
明
和
己
丑
七
月
十
日
校
畢
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ⓒ
の

東
所
寫
本
と
深
く
關
連
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
十
三
）
前
掲
前
田
氏
の
論
文
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
十
四
）
『
周
易
經
翼
通
解
』
の
引
用
は
、
冨
山
房
編
集
「
漢
文
大
系
」
本
（
冨
山
房
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
十
五
）
『
程
傳
』
の
引
用
は
、
中
華
書
局
編
『
二
程
集
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
所
收
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
十
六
）
『
周
易
本
義
』
の
引
用
は
、
新
文
豐
出
版
公
司
影
印
『
周
易
本
義
』
（
新
文
豐
出
版
公
司
、
中
華
民
國
六
十
八
年
）
に
よ
る
。

（
十
七
）
そ
の
顯
著
な
例
の
一
環
と
し
て
、
東
涯
は
卦
變
説
に
つ
い
て
、
程
朱
の
説
を
取
捨
分
析
し
た
上
で
、
獨
自
の
卦
變
説
を
形
成
す
る
に
至
る
が
、『
考

異
』
を
參
照
し
な
け
れ
ば
、
『
通
解
』
の
結
論
だ
け
で
は
理
解
し
が
た
い
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
伊
藤
東
涯
に
お
け
る
程
朱
卦
變
説
の
批
判
と
受
容
―
竝
び
に

程
朱
卦
變
説
を
論
ず
」
（
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
四
號
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
十
八
）
卜
筮
に
對
す
る
朱
子
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
「
朱
晦
庵
と
『
易
』
―
そ
の
卜
筮
説
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
東
方
學
報
』
京
都
、
第
五
十
五

號
、
一
九
八
三
年
）
を
參
照
。

（
十
九
）

仁
齋
の
卜
筮
批
判
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
伊
藤
仁
齋
的
易
學
―
日
本
易
學
的
一
個
側
面
」（
『
國
際
儒
學
研
究
』
第
八
號
、
一
九
九
九
年
）

を
參
照
。

（
二
十
）
日
本
思
想
大
系
３
３
『
伊
藤
仁
齋
・
伊
藤
東
涯
』
所
收
に
よ
る
。

（
二
十
一
）
『
日
本
儒
林
叢
書
』
續
編
（
第
八
卷
）
所
收
に
よ
る
。

（
二
十
二
）
伊
東
倫
厚
「
伊
藤
東
涯
の
『
周
易
』
十
翼
批
判
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
五
集
）
を
參
照
。
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（
二
十
三
）
例
え
ば
、
竝
河
天
民
の
『
天
民
遺
言
』
に
そ
の
よ
う
な
批
判
が
見
ら
れ
る
。

（
二
十
四
）
王
鑫
「
後
世
談
理
、
率
祖
乎
易
」
（
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
５
號
）
を
參
照
。

（
二
十
五
）
荻
生
徂
徠
の
易
學
に
關
し
て
は
、
濱
久
雄
「
荻
生
徂
徠
の
易
學
思
想
」
（
『
東
洋
易
學
思
想
論
攷
』
所
收
、
明
徳
出
版
社
）
を
參
照
。
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第
五
章

易
學
思
想
の
變
化
ー
古
學
か
ら
國
學
へ

は
じ
め
に

前
の
各
章
で
檢
討
し
て
み
た
易
學
著
作
は
、
基
本
的
に
は
江
戸
時
代
前
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
江
戸
時
代
後
期
の
易
學
思
想
に
觸

れ
よ
う
と
思
う
。
江
戸
時
代
後
期
の
易
學
思
想
に
お
い
て
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
儒
學
以
外
の
分
野
、
特
に
國
學
の
分
野
で
、
易
著
作
が
盛
ん
に
現
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
平
田
篤
胤
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
易
著
作
が
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
田
篤
胤
の
易
著
作
に
は
、
伊
藤
東
涯
の

著
作
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
立
つ
。
つ
ま
り
、
東
涯
と
篤
胤
と
の
關
連
は
、
江
戸
前
期
の
易
學
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
後
期
の
そ
れ
に
轉
化

し
た
か
、
と
い
う
問
題
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
本
章
で
は
、
東
涯
易
學
の
影
響
に
注
目
し
て
、
ま
ず
東
涯
と
徂
徠
と
を
比
較
し
て
、
そ
し
て
東
涯

と
篤
胤
と
も
比
較
す
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
研
究
を
通
し
て
、
江
戸
期
易
學
思
想
の
展
開
の
一
斑
を
探
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
東
涯
と
徂
徠
學
派

十
翼
か
ら
ど
れ
ほ
ど
孔
子
の
思
想
が
讀
み
取
れ
る
か
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
肯
定
的
で
あ
り
、
東
涯
は
否
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
翼
か
ら
ど
れ
ほ
ど

宋
學
の
思
想
が
讀
み
取
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
も
、
東
涯
も
、
否
定
的
で
あ
る
。
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（
１
）
十
翼
と
孔
子

荻
生
徂
徠
に
は
易
學
の
專
著
は
な
い
の
で
、
『
弁
道
』
『
弁
名
』
な
ど
の
著
作
に
散
見
す
る
易
に
關
す
る
見
解
に
よ
っ
て
そ
の
意
思
を
探
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
な
お
、
徂
徠
の
弟
子
で
あ
る
太
宰
春
臺
に
は
、
『
易
道
撥
亂
』
な
ど
の
易
著
作
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
參
考
に
し
て
徂
徠
學
派
の
易
學
思
想
を
探

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
翼
つ
い
て
、
徂
徠
學
派
は
仁
齋
・
東
涯
と
異
な
っ
て
、
そ
れ
と
孔
子
と
の
密
接
な
關
連
を
認
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
徂
徠
の
初
期
思
想
を
反
映
す
る

資
料
『
蘐
園
隨
筆
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
一
）

。

十
翼
非
孔
子
所
作
。
亦
先
世
所
傳
、
而
孔
子
敘
以
傳
之
。
⋯
衹
序
卦
雜
卦
、
未
必
經
孔
子
釐
正
。

十
翼
の
う
ち
、
序
卦
・
雜
卦
を
除
い
て
、
ほ
か
の
部
分
は
す
べ
て
孔
子
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
徂
徠
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
徂
徠
の

『
論
語
徴
』
己
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
二
）

。

易
大
傳
又
た
曰
く
、
始
を
原
ね
終
に
反
へ
る
、
故
に
死
生
の
説
を
知
る
。
精
氣
、
物
と
爲
り
、
游
魂
、
變
と
爲
り
、
是
の
故
に
鬼
神
の
情
狀
を
知
る
。

且
つ
聖
人
鬼
神
を
知
ら
ず
し
て
、
死
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
安
ん
ぞ
能
く
制
作
す
。
故
に
曰
く
、
未
だ
生
を
知
ら
ず
し
て
、
焉
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
生
を
知
れ
ば
、
則
ち
死
を
知
る
。
⋯
仁
齋
の
輩
又
た
此
れ
に
因
り
て
繫
辭
を
疑
ひ
、
三
代
の
聖
人
を
詆
る
。
妄
と
謂
ふ
べ
け
ん
や
。

（
易
大
傳
又
曰
、
原
始
反
終
、
故
知
死
生
之
説
。
精
氣
爲
物
、
游
魂
爲
變
、
是
故
知
鬼
神
之
情
狀
。
且
聖
人
不
知
鬼
神
、
不
知
死
、
則
安
能
制
作
。

故
曰
、
未
知
生
、
焉
知
死
。
言
知
生
則
知
死
焉
。
⋯
仁
齋
輩
又
因
此
而
疑
繫
辭
、
詆
三
代
聖
人
、
可
不
謂
妄
乎
。
）

繋
辭
傳
の
「
原
始
反
終
、
故
知
死
生
之
説
。
精
氣
爲
物
、
游
魂
爲
變
、
是
故
知
鬼
神
之
情
狀
」
と
い
う
經
文
を
引
用
し
て
、『
論
語
』
先
進
篇
の
「
未
知
生
、

焉
知
死
」
を
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
か
ら
見
る
と
、
『
論
語
』
先
進
篇
に
あ
る
孔
子
の
發
言
は
、
無
鬼
論
で
は
な
く
て
、
鬼
神
の
道
理
を
知
る
た
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め
の
方
法
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
仁
齋
の
よ
う
に
孔
子
の
こ
の
發
言
を
無
鬼
論
の
根
據
と
し
て
、
繋
辭
傳
を
批
判
す
る
や
り
方
に
對
し
て
、
徂
徠
は

強
く
反
對
し
て
い
る
。

太
宰
春
臺
『
易
道
撥
亂
』
序
文
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
三
）

。

夫
れ
易
の
道
は
象
數
に
在
り
。
象
數
を
明
ら
か
に
し
て
、
然
る
後
に
以
て
易
を
言
ふ
べ
き
な
り
。
孔
子
、
十
翼
を
作
っ
て
以
て
易
を
贊
す
。
そ
の
要

は
象
數
に
在
り
。
（
夫
易
之
道
在
象
數
、
明
於
象
數
、
然
後
可
以
言
易
也
。
孔
子
作
十
翼
以
贊
易
、
其
要
在
象
數
。
）

春
臺
は
徂
徠
よ
り
も
は
っ
き
り
と
十
翼
を
孔
子
の
著
作
と
し
て
認
め
て
い
る
。
徂
徠
・
春
臺
の
意
見
と
仁
齋
・
東
涯
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、
後
者

の
十
翼
批
判
は
如
何
に
急
進
的
で
あ
る
か
が
分
か
る
。

（
２
）
十
翼
と
宋
學

十
翼
は
孔
子
思
想
の
一
部
分
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
古
義
學
と
徂
徠
學
派
と
は
正
反
對
の
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

古
學
派
に
お
い
て
、
十
翼
に
關
す
る
も
う
一
つ
基
本
的
な
問
題
は
、
十
翼
と
宋
學
と
の
關
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宋
明
儒
學
は
、
新
し
い
哲
學
理
論
を
築

く
際
に
、
大
量
に
十
翼
か
ら
概
念
・
思
想
を
借
り
て
い
る
。
そ
れ
故
、
宋
學
批
判
は
直
ち
に
十
翼
批
判
に
な
り
や
す
い
。
以
下
は
、
「
道
器
論
」
を
め
ぐ
っ

て
こ
の
問
題
に
關
す
る
東
涯
と
徂
徠
と
の
考
え
方
の
相
違
を
探
求
し
て
み
る
。

易
の
繋
辭
傳
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

形
而
上
な
る
者
、
之
れ
を
道
と
謂
ひ
、
形
而
下
な
る
者
、
之
れ
を
器
と
謂
ふ
。
（
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
。
）

こ
の
經
文
は
、
は
っ
き
り
「
道
」
と
「
器
」
と
を
分
け
て
、
前
者
を
「
形
而
上
」
な
る
も
の
と
し
、
後
者
を
「
形
而
下
」
な
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
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う
な
「
道
器
」
二
元
論
は
、
宋
學
の
理
氣
論
に
よ
っ
て
解
釋
し
や
す
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
に
は
、
こ
の
經
文
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。

卦
爻
陰
陽
は
、
皆
な
形
而
下
な
る
者
な
り
。
其
理
は
則
ち
道
な
り
。
（
卦
爻
陰
陽
、
皆
形
而
下
者
。
其
理
則
道
也
。
）

つ
ま
り
、
繋
辭
傳
の
こ
の
文
言
を
「
理
氣
論
」
で
解
釋
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
道
」
は
理
で
あ
り
、
「
器
」
は
氣
で
あ
る
よ
う
に
、
道
と
器
と
は

分
斷
さ
れ
る
。

朱
子
の
解
釋
に
對
し
て
、
東
涯
も
徂
徠
も
否
定
し
て
、
そ
し
て
別
の
解
釋
を
擧
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
涯
の
『
周
易
經
翼
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。器

と
は
、
蓍
策
の
類
を
謂
ふ
。
易
の
道
、
見
る
べ
か
ら
ず
、
而
る
に
蓍
策
は
則
ち
執
る
べ
し
。
故
に
形
器
を
以
て
之
を
分
つ
。
⋯
皆
な
蓍
を
揲
へ
て
卦

を
求
む
る
に
就
き
て
言
ふ
。
（
器
謂
蓍
策
之
類
。
易
道
不
可
見
、
而
蓍
策
則
可
執
、
故
以
形
器
分
之
。
⋯
皆
就
揲
蓍
求
卦
而
言
。
）

東
涯
の
解
釋
に
よ
る
と
、
繋
辭
傳
の
「
器
」
と
は
、
普
通
の
「
も
の
」
で
は
な
く
て
、
蓍
な
ど
占
筮
の
時
に
用
の
あ
る
器
具
で
あ
る
。
そ
し
て
、
繋
辭

傳
の
言
っ
て
い
る
「
道
器
論
」
も
、
「
揲
蓍
求
卦
」
と
い
う
占
筮
術
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
い
。

同
じ
繋
辭
傳
の
經
文
に
つ
い
て
、
徂
徠
『
弁
道
』
に
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
（
四
）

。

後
世
の
精
を
貴
び
て
粗
を
賤
し
む
の
見
、
濂
溪
に
昉
ま
る
。
濂
溪
乃
ち
易
の
道
器
の
言
に
淵
源
す
。
殊
に
知
ら
ず
、
道
は
易
道
を
謂
ふ
な
り
、
形
は

奇
偶
の
象
を
謂
ふ
な
り
、
器
は
器
を
制
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
易
自
か
ら
卜
筮
の
書
な
り
、
它
經
と
一
視
す
べ
か
ら
ず
。
（
後
世
貴
精
賤
粗
之
見
、
昉
於

濂
溪
。
濂
溪
乃
淵
源
於
易
道
器
之
言
。
殊
不
知
、
道
謂
易
道
也
、
形
謂
奇
偶
之
象
也
、
器
謂
制
器
也
。
易
自
卜
筮
之
書
、
不
可
與
它
經
一
視
焉
。
）

宋
學
で
は
、「
理
」
と
「
道
」
と
を
精
妙
な
も
の
と
し
て
尊
重
し
、
「
氣
」
と
「
器
」
と
を
粗
末
な
も
の
と
し
て
輕
視
し
て
い
る
と
徂
徠
は
考
え
て
い
る
。
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そ
し
て
、
宋
學
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
は
、
繋
辭
傳
の
「
道
器
論
」
を
誤
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
繋
辭
傳
の
「
道
」

と
は
、
「
易
道
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
易
は
卜
筮
の
書
で
あ
る
の
で
、
「
易
道
」
と
普
遍
的
な
「
道
」
と
は
、
區
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、

宋
學
で
繋
辭
傳
の
「
道
」
を
聖
人
の
「
道
」
と
混
同
し
た
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
徂
徠
は
考
え
る
。
『
辨
道
』
に
は
、
ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宋
儒
の
道
を
訓
じ
て
事
物
當
行
の
理
と
爲
す
が
如
き
は
、
こ
れ
そ
の
格
物
窮
理
の
學
に
し
て
、
學
者
を
し
て
己
が
意
を
以
て
夫
の
當
行
の
理
を
事
物

に
求
め
て
、
こ
れ
を
以
て
禮
樂
刑
政
を
造
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
夫
れ
先
王
は
聖
人
な
り
。
人
々
に
し
て
先
王
の
權
を
操
ら
ん
と
欲
す
る
は
、
僭
に
非

ず
ん
ば
、
則
ち
妄
に
し
て
、
亦
た
自
ら
揣
ら
ざ
る
の
甚
だ
し
き
な
り
。
（
如
宋
儒
訓
道
爲
事
物
當
行
之
理
、
是
其
格
物
窮
理
之
學
、
欲
使
學
者
以
己
意

求
夫
當
行
之
理
於
事
物
、
而
以
此
造
禮
樂
刑
政
焉
。
夫
先
王
者
、
聖
人
也
。
人
人
而
欲
操
先
王
之
權
、
非
僭
則
妄
、
亦
不
揣
之
甚
。
）

（
荻
生
徂

徠
『
弁
道
』
三
頁
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
卷
所
收
）

宋
學
の
道
器
論
に
反
對
す
る
理
由
と
し
て
、
先
王
の
器
（
禮
樂
刑
政
の
制
度
）
だ
け
に
「
道
」
が
存
在
す
る
と
い
う
徂
徠
の
見
解
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

先
王
の
場
合
は
、
道
と
器
と
は
分
離
し
て
い
な
い
の
で
、
宋
學
の
道
器
分
離
の
論
は
適
用
さ
れ
な
い
。
後
世
の
場
合
は
、
宋
儒
が
言
っ
て
い
る
「
理
」
は

私
意
に
す
ぎ
ず
、
本
當
の
「
道
」
と
關
係
が
な
い
。

し
か
し
、
も
し
こ
の
よ
う
に
「
道
器
不
可
分
」
の
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
繋
辭
傳
の
「
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
」
と
い
う
文
言
が
難
解

に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
繋
辭
傳
の
原
文
で
は
、
道
と
器
と
を
は
っ
き
り
分
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
易
自
卜
筮
之
書
、

而
不
可
與
它
經
一
視
」
と
い
う
易
經
特
殊
論
を
言
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
道
器
關
係
に
關
す
る
宋
儒
の
論
説
は
、
宋
學
の
重
要
な
一
面
で
あ
る
。
「
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
」
と
い
う
繋
辭
傳
の
原
文

は
、
ど
う
も
宋
學
の
根
據
に
な
り
や
す
い
。
徂
徠
も
東
涯
も
、
宋
學
の
此
の
重
要
な
根
據
を
否
定
す
る
た
め
に
、
苦
心
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
易
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の
「
道
器
論
」
は
卜
筮
に
限
定
さ
れ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

（
３
）
十
翼
固
有
の
哲
學
思
想

既
述
の
よ
う
に
、
宋
學
の
概
念
の
中
に
、
易
の
十
翼
か
ら
借
り
た
も
の
が
多
い
。
徂
徠
と
東
涯
と
の
易
學
で
は
、
こ
の
關
連
を
切
斷
し
よ
う
と
し
た
議

論
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
點
に
つ
い
て
も
、
徂
徠
と
東
涯
と
の
差
異
を
見
逃
し
て
い
け
な
い
。
と
い
う
の
は
、
十
翼
固
有
の
哲
學
思
想
の
存

在
に
つ
い
て
、
兩
者
の
意
見
が
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
繋
辭
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
有
太
極
、
是
生
兩
儀
。

こ
の
經
文
は
極
め
て
有
名
で
、
一
般
に
宇
宙
生
成
論
の
論
述
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
徂
徠
は
、
前
述
の
「
易
經
特
殊
論
」
に
よ
っ
て
、

獨
特
な
意
見
を
言
い
出
し
た
。
『
辨
道
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
の
太
極
は
、
聖
人
、
易
を
作
る
に
此
の
太
極
あ
る
を
謂
ふ
の
み
。
故
に
曰
く
、
易
に
太
極
あ
り
、
と
。
初
め
に
天
地
を
以
て
之
れ
を
言
ふ
に
非
ず
。

理
を
窮
は
め
幾
を
研
し
、
皆
な
聖
人
の
易
を
作
る
を
贊
す
る
の
み
。
後
儒
以
て
學
者
の
事
と
爲
す
は
、
誤
り
な
り
。
（
易
之
太
極
、
謂
聖
人
作
易
有
此

太
極
耳
。
故
曰
、
易
有
太
極
。
初
非
以
天
地
言
之
。
窮
理
研
幾
、
皆
贊
聖
人
之
作
易
耳
。
後
儒
以
爲
學
者
之
事
、
誤
矣
。
）

（
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』

十
六
頁
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
卷
所
收
）

つ
ま
り
、
經
文
に
「
易
有
太
極
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
太
極
」
も
元
々
易
に
限
定
さ
れ
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
宇
宙
生
成
に
關
す
る
普
遍
的
な
概

念
で
は
な
い
。

同
じ
經
文
に
つ
い
て
、
東
涯
の
解
釋
を
見
て
み
よ
う
。
『
周
易
經
翼
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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太
極
は
、
一
元
の
氣
な
り
。
漢
書
に
曰
く
、
太
極
元
氣
、
三
を
函
め
て
一
と
爲
す
、
と
。
（
太
極
者
、
一
元
之
氣
也
。
漢
書
曰
、
太
極
元
氣
、
函
三
爲

一
。
）

ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
極
の
名
、
始
め
に
此
の
篇
に
見
ゆ
。
先
儒
以
て
造
化
の
樞
紐
、
品
彚
の
根
柢
と
爲
す
。
或
は
曰
く
、
一
理
の
尊
號
な
り
、
蓋
し
天
地
萬
物
の
然
る

所
以
の
故
を
言
ふ
な
り
、
と
。
今
、
十
翼
の
説
を
審
ら
か
に
す
れ
ば
⋯
則
ち
知
る
、
所
謂
太
極
は
、
乃
ち
一
元
の
氣
、
古
今
に
流
行
し
、
萬
物
を
發
育

す
る
者
を
指
し
て
以
て
言
を
爲
す
、
而
し
て
其
の
上
面
に
向
ひ
て
別
に
然
る
所
以
の
理
を
求
む
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
必
な
り
。
（
太
極
之
名
、
始
見
於

此
篇
。
先
儒
以
爲
造
化
之
樞
紐
、
品
彚
之
根
柢
。
或
曰
、
一
理
之
尊
號
、
蓋
言
天
地
萬
物
所
以
然
之
故
也
。
今
審
十
翼
之
説
⋯
則
知
所
謂
太
極
者
、
乃

指
一
元
之
氣
、
流
行
古
今
、
發
育
萬
物
者
以
爲
言
、
而
不
可
向
其
上
面
別
求
所
以
然
之
理
、
必
矣
。
）

宋
學
で
は
、
易
の
「
太
極
」
を
「
理
」
と
し
て
、
繋
辭
傳
の
經
文
を
理
氣
二
元
論
の
根
據
と
し
て
い
る
。
東
涯
は
、
こ
の
よ
う
な
宋
學
的
な
解
釋
に
反

對
し
な
が
ら
も
、
易
の
「
太
極
」
を
宇
宙
生
成
論
に
關
す
る
概
念
と
し
て
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
涯
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
易
の
十
翼
に
は
、
宋
學

的
な
理
氣
論
は
な
い
が
、
「
氣
一
元
論
」
と
い
う
哲
學
思
想
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
氣
一
元
論
」
思
想
と
孔
子
の
思
想
と
の

間
に
も
、
區
別
が
あ
る
と
東
涯
は
考
え
る
。

全
體
的
に
言
え
ば
、
十
翼
に
お
い
て
は
、
普
遍
的
な
概
念
を
使
用
す
る
傾
向
が
隨
所
見
え
る
。
徂
徠
は
、
十
翼
の
權
威
性
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
概
念

の
普
遍
性
を
否
定
し
、
す
べ
て
限
定
的
な
も
の
と
見
な
す
の
は
、
説
得
力
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
論
理
の
方
向
性
と
意
圖
に
お
い
て
は
、

東
涯
と
徂
徠
と
は
相
似
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
論
證
の
一
貫
性
か
ら
言
え
ば
、
東
涯
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
４
）
徂
徠
の
仁
齋
批
判
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徂
徠
の
易
學
思
想
は
、
十
翼
の
原
意
に
合
致
し
が
た
い
所
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
上
述
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
差
し
置
い
て
、
徂

徠
の
易
學
思
想
だ
け
に
注
目
す
る
と
、
彼
の
易
學
思
想
は
、
同
時
に
彼
の
仁
齋
學
批
判
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
『
辨
名
』
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

仁
齋
先
生
、
易
の
大
傳
の
一
陰
一
陽
に
據
り
て
、
往
來
す
る
所
以
を
以
て
解
を
爲
す
が
如
き
は
、
殊
に
知
ら
ず
、
謂
は
ゆ
る
一
陰
一
陽
な
る
者
は
、

本
と
易
道
を
語
れ
る
こ
と
を
。
大
傳
に
又
た
曰
く
、
一
闔
一
辟
は
之
れ
を
變
と
謂
ふ
。
往
來
し
て
窮
ら
ざ
る
は
之
れ
を
通
と
謂
ふ
と
。
そ
の
變
通
を

以
て
言
を
爲
す
は
、
豈
に
易
道
に
非
ず
や
。
何
を
以
て
先
王
の
道
を
盡
く
さ
ん
や
。
且
つ
そ
の
言
や
、
意
を
以
て
そ
の
精
微
を
論
説
す
る
者
な
り
。

夫
れ
意
を
以
て
そ
の
精
微
を
論
説
す
る
者
は
、
亦
た
諸
を
そ
の
臆
に
取
る
者
な
り
。
そ
の
人
宋
儒
を
譏
れ
ど
も
そ
の
轍
を
蹈
み
、
聖
人
の
言
ふ
こ
と

能
は
ざ
る
所
の
者
を
以
て
一
言
に
瞭
然
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
均
し
く
之
れ
も
亦
た
宋
儒
の
遺
の
み
。
（
如
仁
齋
先
生
據
易
大
傳
一
陰
一
陽
而
以
所
以

往
來
爲
解
、
殊
不
知
所
謂
一
陰
一
陽
者
本
語
易
道
也
。
大
傳
又
曰
、
一
闔
一
辟
謂
之
變
、
往
來
不
窮
謂
之
通
。
其
以
變
通
言
、
豈
非
易
道
邪
。
何
以

盡
先
王
之
道
乎
。
且
其
言
也
、
以
意
論
説
其
精
微
者
也
。
夫
以
意
論
説
其
精
微
者
、
亦
取
諸
臆
者
也
。
其
人
譏
宋
儒
而
蹈
其
轍
、
欲
以
聖
人
之
所
不

能
言
者
使
瞭
然
於
一
言
、
均
之
宋
儒
之
遺
耳
。
）

（
荻
生
徂
徠
『
弁
名
』
上
篇
、
四
三
頁
、
『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
所
收
）

繋
辭
傳
に
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
と
あ
る
。
仁
齋
は
こ
れ
を
「
道
」
の
定
義
と
し
て
認
め
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
道
と
は
一
大
元
氣
で
あ
る
」
と

い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
し
か
し
、
徂
徠
か
ら
見
る
と
、
繋
辭
傳
の
こ
の
「
道
」
の
字
も
、
「
易
道
」
の
範
圍
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
先

王
の
道
を
盡
く
す
」
も
の
で
は
な
い
。
「
先
王
の
道
」
の
全
體
は
、
「
禮
樂
刑
政
」
な
ど
制
度
と
政
治
的
な
實
踐
に
あ
る
。
宋
學
の
言
う
「
理
」
は
空
言
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
仁
齋
の
所
謂
「
一
陰
一
陽
」
の
「
元
氣
」
も
、
空
言
に
等
し
い
と
徂
徠
は
考
え
て
い
る
。

『
辨
名
』
に
は
、
ま
た
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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朱
子
曰
、
陰
陽
非
道
、
所
以
陰
陽
者
是
道
。
仁
齋
先
生
曰
、
陰
陽
非
道
、
一
陰
一
陽
來
往
不
已
者
是
道
。
説
卦
傳
曰
、
立
天
之
道
、
曰
陰
與
陽
。
此

陰
陽
豈
非
道
。
夫
聖
人
立
陰
陽
爲
道
。
而
二
先
生
乃
欲
勝
聖
人
而
上
之
。
豈
不
妄
哉
。
以
余
觀
之
、
所
謂
所
以
陰
陽
者
、
亦
陰
陽
耳
。
往
來
不
已
者
、

亦
陰
陽
耳
。
二
先
生
皆
岐
精
粗
而
二
之
。
故
皆
曰
陰
陽
非
道
。
夫
道
無
精
粗
、
無
本
末
。
一
以
貫
之
。
故
子
思
以
誠
論
之
。
且
大
傳
所
謂
一
陰
一
陽

之
謂
道
、
本
語
易
道
也
。
故
又
曰
、
闔
戶
謂
之
坤
、
闢
戶
謂
之
乾
、
一
闔
一
辟
謂
之
變
、
往
來
不
窮
謂
之
通
。
豈
非
易
道
耶
。
且
天
道
豈
可
以
一
言

盡
之
耶
。

（
荻
生
徂
徠
『
弁
名
』
上
篇
、
一
二
二
頁
、
『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
所
收
）

こ
こ
も
、
十
翼
の
中
の
「
道
」
論
述
を
「
易
道
」
と
し
て
、
天
道
と
區
別
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
は
宋
學
と
古
義
學
と
の
「
道
」
論
述
を
と
も
に

否
定
す
る
。
と
い
う
の
は
、
宋
學
も
古
義
學
も
、
哲
學
概
念
（
「
理
」
ま
た
は
「
元
氣
」
）
で
「
道
」
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
が
、
徂
徠
か
ら
見
る
と
、
そ

れ
は
成
功
で
き
な
い
經
路
で
あ
る
。
「
道
」
と
は
、
先
王
の
制
度
と
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
も
の
で
、
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
う
す
る
と
、
易
經
に
「
道
」
論
述
が
多
く
あ
る
の
は
、
問
題
に
な
る
。
つ
ま
り
、
宋
儒
ま
た
は
仁
齋
の
「
道
」
論
述
は
、
十
翼
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
多

い
の
で
、
宋
學
・
古
義
學
批
判
は
、
十
翼
批
判
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
易
に
あ
る
「
道
」
論
述
は
「
易
道
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

普
遍
的
な
原
理
で
は
な
い
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
片
付
け
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
徂
徠
の
學
生
の
太
宰
春
臺
も
、
こ
の
よ
う
な
「
易
道
」
特
殊
論
を
受
け
繼
い
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
朱
子
易
學
を
批
判
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

春
臺
の
『
易
道
撥
亂
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
れ
易
自
か
ら
易
の
道
あ
り
、
它
經
と
異
な
り
。
故
に
系
辭
に
云
ふ
所
、
皆
な
易
の
道
の
み
。
晦
庵
乃
ち
常
道
と
し
て
之
れ
を
視
て
、
且
つ
專
ら
理

氣
心
性
を
以
て
之
れ
を
説
く
。
謬
ま
る
所
以
な
り
。
（
夫
易
自
有
易
之
道
、
與
它
經
異
。
故
系
辭
所
云
、
皆
易
之
道
耳
。
晦
庵
乃
常
道
視
之
、
且
專
以

理
氣
心
性
説
之
、
所
以
謬
也
。
）
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「
易
道
」
と
「
常
道
」
と
區
別
し
て
い
る
。
こ
れ
は
徂
徠
の
思
想
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）
十
翼
批
判
の
受
容

江
戸
時
代
の
前
期
（
十
七
世
紀
初
頃
～
十
八
世
紀
初
頃
）
に
、
日
本
の
易
學
著
作
は
朱
子
學
、
陽
明
學
、
古
學
の
三
種
類
が
主
流
で
あ
る
。
十
翼
が
聖

人
孔
子
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
傳
統
的
な
見
解
を
批
判
す
る
の
は
、
古
學
の
中
の
伊
藤
仁
齋
・
東
涯
父
子
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
朱
子
學
者
と
陽
明
學
者
と
が
保
守
的
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
荻
生
徂
徠
と
そ
の
弟
子
の
太
宰

春
臺
の
よ
う
な
古
學
者
も
「
孔
子
傳
十
翼
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
中
期
（
十
八
世
紀
初
頃
～
十
九
世
紀
初
頃
）
に
至
る
と
、
状
況
は
一
變
す
る
。
こ
の
時
期
に
易
學
に
活
躍
し
始
め
た
の
は
、
折
衷

學
派
、
國
學
者
と
易
占
派
で
あ
り
、
彼
ら
の
易
著
作
を
讀
む
と
、
こ
の
時
期
に
、
折
衷
學
派
、
國
學
者
と
も
、
十
翼
批
判
の
立
場
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
中
井
履
軒
『
周
易
逢
原
』
卷
の
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

翼
傳
に
孔
子
の
筆
な
し
。
歐
陽
子
既
に
成
説
あ
り
、
今
更
に
言
は
ず
。
十
翼
の
數
は
妄
な
る
の
み
、
論
ず
こ
と
無
く
、
可
な
り
。（
翼
傳
無
孔
子
之
筆
、

歐
陽
子
既
有
成
説
、
今
不
更
言
。
十
翼
之
數
妄
已
、
勿
論
可
也
。
）

ま
た
、
佐
藤
一
齋
『
周
易
欄
外
書
』
卷
一
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
彖
・
爻
辭
は
一
手
に
出
づ
。
殷
周
の
際
に
、
蓋
し
作
る
者
有
ら
ん
。
今
強
ひ
て
其
の
人
を
覓
む
る
も
益
無
き
の
み
。
「
孔
子
、
翼
を

作
る
」
に
至
る
も
、
亦
た
史
遷
の
俑
な
り
。
十
傳
は
蓋
し
周
季
の
人
の
筆
す
る
所
に
し
て
、
一
人
一
手
の
作
に
非
ず
。
或
は
孔
子
の
學
を
爲
す
者
、

其
の
傳
聞
を
記
し
、
或
は
自
ら
著
し
て
以
て
名
を
孔
子
に
託
せ
し
も
、
竝
に
未
だ
識
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
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こ
の
二
人
の
學
者
は
、
十
翼
批
判
を
定
論
と
し
て
い
る
姿
勢
が
分
か
る
。
特
に
、
佐
藤
一
齋
の
見
解
は
、
東
涯
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
東

涯
著
作
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
今
の
段
階
で
は
、
こ
の
影
響
に
つ
い
て
ま
だ
決
定
的
な
證
據
は
な
い
。

そ
し
て
、
は
っ
き
り
伊
藤
東
涯
の
十
翼
批
判
を
重
要
視
し
て
、
そ
れ
を
大
量
に
自
身
の
易
學
著
作
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
易
學
者
は
、
や
は
り
國
學

者
の
平
田
篤
胤
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
か
ら
は
、
易
學
思
想
に
お
け
る
篤
胤
と
東
涯
と
の
關
係
を
考
察
し
て
い
く
。

二
、
東
涯
と
篤
胤

易
學
に
お
い
て
、
伊
藤
東
涯
と
平
田
篤
胤
と
の
關
係
を
、
以
下
の
四
項
目
に
分
け
て
論
述
し
て
み
よ
う
。

（
１
）
篤
胤
の
東
涯
評
價

平
田
篤
胤
の
主
要
な
易
著
作
は
、
『
太
昊
古
易
傳
』
と
『
三
易
由
來
記
』
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
篤
胤
は
東
涯
の
學
問
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
五
）

。

此
に
替
り
て
長
胤
が
通
解
、
及
び
私
説
な
ど
に
、
稽
魯
論
所
載
、
⋯
⋯
吾
寧
捨
系
辭
而
從
論
語
と
云
へ
る
は
、
論
語
を
宇
宙
第
一
之
書
と
思
へ
る
維
楨

が
子
に
し
て
、
其
の
父
の
言
に
從
ふ
を
、
生
涯
の
意
と
爲
た
る
故
な
れ
ど
、
顧
炎
武
が
説
に
は
比
す
べ
く
も
非
ぬ
狹
見
な
り
、
然
は
有
れ
ど
、
皇
國

の
儒
者
に
、
此
の
人
ば
か
り
精
學
な
る
は
無
か
り
し
か
ば
、
此
の
人
の
説
の
み
は
、
か
く
往
々
に
論
ら
ふ
な
れ
ど
、
其
餘
は
大
か
た
論
ら
ふ
に
も
足

ら
ず
か
し
。

（
『
三
易
由
來
記
』
２
５
１
頁
）

前
述
の
よ
う
に
、
伊
藤
仁
齋
・
東
涯
父
子
に
は
、
『
論
語
』
の
内
容
に
よ
っ
て
十
翼
を
貶
め
る
見
解
が
あ
る
。
東
涯
の
『
周
易
經
翼
通
解
』
と
『
周
易
私
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説
』
と
で
は
、
「
十
翼
非
孔
子
作
」
と
い
う
觀
點
を
系
統
的
に
展
開
し
て
い
る
。
東
涯
と
異
な
っ
て
、
清
朝
の
顧
炎
武
は
『
論
語
』
と
繋
辭
傳
と
の
思
想
的

な
關
連
を
力
説
し
た
の
で
、
篤
胤
が
顧
炎
武
と
東
涯
と
の
見
解
を
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
點
に
關
し
て
は
東
涯
に
贊
成
し
な
い
と
表
明
し
た
。
し
か
し
、

東
涯
の
易
學
に
は
、
十
翼
の
價
値
を
過
小
評
價
す
る
傾
向
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
全
體
的
な
水
準
が
高
い
と
篤
胤
は
考
え
て
い
る
。
「
皇
國
の
儒
者
に
、
此
の

人
ば
か
り
精
學
な
る
は
無
か
り
し
か
ば
」
と
い
う
よ
う
に
、
篤
胤
は
東
涯
を
日
本
儒
者
の
第
一
人
者
と
し
て
評
價
し
て
い
る
。

こ
れ
に
類
似
し
て
、
『
太

昊
古
易
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

朱
熹
と
長
胤
は
和
漢
の
兩
雄
と
も
稱
ふ
べ
き
儒
者
な
る
が
⋯
⋯
（
『
太
昊
古
易
傳
』
卷
之
一
、
第
九
條
）

伊
藤
東
涯
と
朱
子
と
を
「
和
漢
の
兩
雄
」
と
賞
贊
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
東
涯
を
日
本
儒
者
の
白
眉
と
し
て
認
め
て
い
る
。

な
お
、
篤
胤
が
引
用
し
て
い
る
東
涯
の
著
作
は
、
易
著
作
だ
け
で
は
な
く
、
『
古
今
學
變
』
な
ど
儒
學
史
著
作
を
も
引
用
し
て
、
檢
討
し
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
、
古
義
學
關
係
者
以
外
に
、
こ
れ
ほ
ど
東
涯
著
作
に
關
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
十
翼
批
判
の
引
用

易
學
に
於
い
て
、
篤
胤
が
東
涯
を
高
く
評
價
し
た
の
は
、
特
に
そ
の
十
翼
批
判
を
重
要
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
三
易
由
來
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

漢
以
來
誰
も
、
十
翼
を
孔
子
の
自
作
と
云
ざ
る
は
無
く
、
唯
こ
を
孔
子
の
作
な
ら
ず
と
云
へ
る
は
、
歐
陽
脩
が
周
易
童
子
問
と
、
伊
藤
長
胤
が
讀
易

私
説
と
な
り
、
然
れ
ど
其
ま
た
未
だ
盡
さ
ざ
る
説
ど
も
多
か
り
。
（
『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
、
第
九
條
）

傳
統
的
な
見
解
に
よ
る
と
、
十
翼
、
つ
ま
り
易
經
の
十
種
類
の
傳
は
す
べ
て
孔
子
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
説
を
疑
う
人
は
、
中
國
に
は
歐
陽
脩
の
『
易
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童
子
問
』
が
代
表
的
で
あ
り
、
日
本
に
は
仁
齋
・
東
涯
父
子
の
著
作
が
代
表
的
で
あ
る
。
そ
の
内
、
特
に
東
涯
の
『
讀
易
私
説
』
は
嚴
密
な
論
理
に
基
づ

い
て
、
十
翼
は
孔
子
の
作
で
は
な
い
こ
と
を
論
證
し
て
い
る
。
篤
胤
は
こ
の
點
を
評
價
し
て
、
東
涯
の
論
證
を
自
身
の
易
學
體
系
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

十
翼
の
中
に
、
篤
胤
は
特
に
象
傳
の
中
の
大
象
を
重
要
視
し
て
、
そ
れ
を
伏
羲
易
の
一
部
分
と
し
て
い
る
。
『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。

大
象
と
て
乾
に
、
天
行
乾
、
君
子
以
自
彊
不
息
と
云
ひ
、
坤
に
地
勢
坤
、
君
子
以
厚
德
載
物
と
云
る
類
の
六
十
四
章
は
、
疑
な
く
太
昊
氏
以
來
の
象

辭
を
、
轉
傳
口
誦
し
來
れ
る
を
、
い
と
古
き
世
に
筆
記
せ
る
物
な
り
。

篤
胤
か
ら
見
る
と
、
六
十
四
章
の
大
象
傳
は
伏
羲
の
時
代
か
ら
口
傳
と
し
て
傳
わ
っ
て
き
て
、
そ
し
て
極
め
て
古
い
時
代
に
書
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
象
傳
を
孔
子
の
著
作
と
す
る
傳
統
的
な
見
解
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
東
涯
の
十
翼
批
判
は

篤
胤
に
と
っ
て
好
都
合
な
説
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
東
涯
は
孔
子
以
前
に
大
象
傳
が
既
に
現
れ
た
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
涯
の
『
讀
易

私
説
』
の
附
録
に
は
、
「
辨
韓
宣
子
嘗
見
象
、
非
孔
子
之
作
」
と
い
う
條
目
が
あ
っ
て
、
『
左
傳
』
昭
公
二
年
に
晉
の
大
夫
韓
宣
子
が
魯
國
に
「
易
象
を
見

た
」
と
い
う
記
録
に
よ
っ
て
、
大
象
傳
が
孔
子
以
前
の
時
代
に
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
東
涯
『
周
易
經
翼
通
解
』
の
釋
例
に
も
、

同
じ
説
が
見
え
る
。

『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
東
涯
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。

然
れ
ば
伊
藤
長
胤
が
周
易
通
解
に
も
、
今
と
相
ひ
似
た
る
説
を
出
し
て
、
右
の
左
傳
を
引
き
、
孔
子
時
に
年
十
歳
、
象
之
作
蓋
在
孔
子
之
先
矣
。
と

云
へ
る
は
信
然
る
説
な
り
。
⋯
ま
た
後
に
、
そ
の
讀
易
私
説
を
見
れ
ば
、
先
儒
以
十
翼
爲
孔
子
作
、
故
以
韓
宣
子
所
觀
象
者
爲
指
爻
辭
、
⋯
⋯
何
得
謂
到

宣
子
始
觀
之
哉
と
云
へ
り
、
是
も
通
え
た
る
説
な
り
。
（
『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
、
２
４
６
頁
）



- 125 -

つ
ま
り
、
大
象
傳
の
成
立
は
、
孔
子
以
前
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
東
涯
の
論
證
に
基
づ
い
て
、
大
象
傳
は
古
來
の
傳
承
と
い
う
篤
胤
自
身
の
見
解
を
論

證
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
涯
の
場
合
、
大
象
傳
を
孔
子
以
前
の
も
の
と
し
て
も
、
『
周
易
』
の
卦
爻
辭
よ
り
古
い
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
篤
胤
に
と

っ
て
、
大
象
傳
は
孔
子
の
時
代
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、『
周
易
』
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
奇
異
な
見
解
を
論
證
す
る
た
め
に
、

彼
は
自
分
の
文
字
學
知
識
を
活
用
し
て
い
る
。
『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

然
ら
ば
此
の
大
象
の
辭
、
か
の
周
易
あ
り
し
後
の
物
か
と
言
ふ
に
、
夫
よ
り
遙
に
以
前
の
物
な
り
。
其
は
何
を
以
て
云
ふ
な
れ
ば
、
象
の
字
も
と
南

越
の
大
獸
の
名
な
る
を
、
想
像
の
義
に
假
借
せ
る
に
、
八
卦
の
作
れ
る
當
昔
、
遠
か
ら
ぬ
世
よ
り
、
用
ひ
け
む
と
所
思
ゆ
る
文
字
な
れ
ど
、
彖
は
然

ら
ず
。
此
は
疑
な
く
姫
昌
が
、
其
の
作
れ
る
卦
辭
の
名
に
、
始
め
て
假
れ
る
名
と
聞
え
た
り
。
然
云
ふ
由
は
、
有
ゆ
る
古
書
ど
も
、
周
易
上
下
篇
の

彖
辭
よ
り
外
に
、
形
容
に
擬
す
る
事
な
ど
に
、
彖
と
云
へ
る
言
は
、
一
つ
だ
に
有
る
こ
と
無
き
を
、
象
の
字
は
今
に
至
る
ま
で
、
普
く
形
容
の
義
に

用
ひ
來
れ
る
を
以
て
も
辨
ふ
べ
き
な
り
。

「
象
」
字
と
「
彖
」
字
と
は
、
そ
の
原
義
は
と
も
に
獸
の
名
前
で
あ
り
、
『
周
易
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
兩
者
は
共
に
「
形
容
」
・
「
想
像
」
な
ど
の
抽
象

的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
象
」
字
が
抽
象
的
な
意
味
と
し
て
廣
汎
に
使
わ
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、「
彖
」
字
の
抽
象
的
な
用
法
は
、『
周
易
』

に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
篤
胤
は
自
身
の
易
學
觀
點
に
よ
っ
て
、
こ
の
文
字
學
的
な
事
實
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
獸
の
名
前
で
あ
る
「
象
」

字
は
、
極
め
て
古
い
時
代
に
易
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
抽
象
的
な
用
法
は
、
長
い
歴
史
の
中
に
、
そ
の
使
用
範
圍
が
段
々
廣
が
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
對
し
て
、
「
彖
」
字
が
易
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
近
い
時
代
で
あ
る
の
で
、
「
象
」
字
の
よ
う
に
使
用
範
圍
を
廣
げ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

と
篤
胤
は
考
え
て
い
る
。
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（
３
）
孔
子
認
識
の
異
同

篤
胤
が
東
涯
の
易
學
を
こ
の
よ
う
に
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
、
兩
者
の
儒
教
認
識
、
特
に
孔
子
認
識
に
共

通
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
平
田
篤
胤
は
、
孔
子
の
儒
學
を
「
常
道
」
と
し
て
、
最
古
の
傳
承
で
あ
る
「
古
道
」
と
區
別
し
て
い
る
。『
三
易
由
來
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

其
は
論
語
に
、
信
じ
て
古
へ
を
好
む
と
言
る
語
は
有
れ
ど
。
其
の
性
元
よ
り
古
道
を
好
ま
ず
、
常
道
を
好
む
學
癖
な
れ
ば
、
此
は
學
ぶ
ま
じ
き
非
事

に
こ
そ
。
（
『
三
易
由
來
記
』
卷
之
下
、
２
４
５
頁
）

つ
ま
り
、
孔
子
は
「
常
道
」
の
學
問
を
好
ん
で
、「
古
道
」
を
好
ん
で
い
な
い
と
篤
胤
が
考
え
て
い
る
。「
常
道
」
と
「
古
道
」
と
の
區
別
に
つ
い
て
、『
太

昊
古
易
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

眞
聖
賢
は
專
と
天
地
神
明
の
自
然
な
る
幽
致
を
探
ね
て
其
道
を
修
爲
し
、
擬
聖
賢
は
口
に
こ
そ
天
地
神
明
を
稱
す
れ
、
天
道
の
幽
致
を
精
究
す
る
事

を
勤
め
ず
。
唯
人
道
常
理
の
淺
薄
な
る
事
を
し
專
と
誨
せ
り
。
（
こ
を
後
に
聖
道
と
稱
し
其
の
學
を
儒
學
と
云
ふ
、
其
道
に
學
び
至
れ
る
人
を
誣
ひ
て

聖
賢
と
稱
し
、
其
の
道
を
説
く
者
を
儒
者
と
云
ふ
。
長
胤
が
著
せ
る
古
今
學
變
と
云
ふ
物
あ
り
、
周
よ
り
以
來
儒
學
の
學
變
を
ば
説
得
た
れ
ど
今
己

が
説
く
學
變
を
ば
得
知
ら
で
ぞ
在
け
る
。
）
（
『
太
昊
古
易
傳
』
卷
之
一
、

頁
）

51

つ
ま
り
、
「
古
道
」
と
い
う
の
は
、
上
古
以
來
傳
承
さ
れ
て
き
て
、
「
天
地
神
明
の
幽
致
」
を
探
求
し
、
修
業
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
「
常

道
」
と
い
う
の
は
、
「
人
道
常
理
」
の
こ
と
に
專
念
す
る
こ
と
で
あ
る
。
簡
單
に
言
え
ば
、
中
國
の
道
教
を
「
古
道
」
の
典
型
と
し
て
、
儒
教
を
「
常
道
」

と
し
て
い
る
の
は
篤
胤
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
類
似
し
て
い
る
見
方
は
、
伊
藤
仁
齋
・
東
涯
父
子
に
見
え
る
。
伊
藤
東
涯
の
儒
學
史
著
作
『
古
今
學
變
』
卷
之
上
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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こ
こ
に
知
る
、
萬
世
生
民
の
當
に
祖
と
し
て
こ
れ
を
述
ぶ
べ
き
者
は
、
乃
ち
堯
舜
に
在
る
こ
と
を
。
此
よ
り
以
上
、
豈
に
聖
帝
明
王
の
首
と
し
て
出

で
て
世
を
御
す
る
無
か
ら
ん
や
。
唯
だ
書
契
の
徴
無
き
の
み
な
ら
ず
し
て
、
而
し
て
其
の
道
旁
溥
廣
大
、
日
用
彝
倫
に
切
な
ら
ず
、
竟
に
堯
舜
の
道
、

平
正
中
庸
、
之
れ
を
天
下
に
推
し
、
之
れ
を
萬
世
に
行
の
う
て
、
易
う
べ
か
ら
ざ
る
に
如
か
ず
。
ゆ
え
に
夫
子
、
書
を
傳
す
る
、
唐
虞
よ
り
斷
じ
、

八
索
・
九
丘
、
皆
な
黜
く
る
と
こ
ろ
に
在
り
。
語
孟
の
二
書
、
群
聖
を
歴
選
し
、
毎
に
必
ず
堯
舜
を
稱
首
と
す
。
其
の
證
、
亦
た
彰
彰
た
ら
ず
や
。

而
し
て
後
世
の
學
者
、
堯
舜
を
越
え
て
上
に
伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
の
世
に
及
び
、
天
皇
・
地
皇
・
人
皇
の
名
を
立
て
、
葛
天
・
無
懷
、
屡
屡
稱
述
す
。

吾
れ
其
の
夫
子
の
意
に
非
ざ
る
を
知
る
。
其
れ
唯
だ
道
、
彝
倫
に
止
ま
り
て
、
教
へ
仁
義
に
盡
く
る
を
知
り
、
而
し
て
後
に
堯
舜
の
聖
た
り
て
、
夫

子
の
之
れ
を
祖
述
す
る
所
以
を
知
る
べ
き
な
り
。
（
是
知
萬
世
生
民
之
當
祖
而
述
之
者
、
乃
在
堯
舜
。
自
此
以
上
、
豈
無
聖
帝
明
王
之
首
出
御
世
。
不

唯
書
契
無
徴
、
而
其
道
旁
溥
廣
大
、
不
切
日
用
彝
倫
、
竟
不
如
堯
舜
之
道
、
平
正
中
庸
、
推
之
天
下
、
行
之
萬
世
、
而
不
可
易
也
。
所
以
夫
子
傳
書
、

斷
自
唐
虞
、
八
索
九
丘
、
皆
在
所
黜
。
語
孟
二
書
、
歴
選
群
聖
、
毎
必
堯
舜
爲
稱
首
、
其
證
不
亦
彰
彰
矣
乎
。
而
後
世
學
者
、
越
堯
舜
而
上
及
伏
羲

神
農
黄
帝
之
世
、
立
天
皇
地
皇
人
皇
之
名
、
葛
天
無
懷
、
屡
屡
稱
述
、
吾
知
其
非
夫
子
之
意
。
其
唯
知
道
止
於
彝
倫
、
而
教
盡
於
仁
義
、
而
後
可
知

堯
舜
之
爲
聖
、
而
夫
子
之
所
以
祖
述
之
也
。
）

（
『
古
今
學
變
』
卷
之
上
、
論
萬
世
道
化
之
本
）

ま
た
、
『
古
今
學
變
』
卷
之
上
、
論
夫
子
立
教
之
旨
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蓋
し
三
代
聖
人
、
民
の
心
を
以
て
心
と
し
て
、
聰
明
を
以
て
天
下
に
先
ん
ぜ
ず
。
故
に
民
、
鬼
神
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
鬼
神
を
崇
め
、
民

卜
筮
を

尚
べ
ば
、
則
ち
卜
筮
を
用
ふ
。
夫
子
、
斬
新
開
闢
し
て
、
一
に
義
理
を
以
て
斷
じ
、
人
を
し
て
從
ふ
所
に
惑
は
ざ
ら
し
む
。
夫
子
の
堯
舜
よ
り
盛
ん

な
る
、
此
れ
亦
た
其
の
一
端
を
見
る
べ
し
。
（
蓋
三
代
聖
人
、
以
民
心
爲
心
、
而
不
以
聰
明
先
天
下
。
故
民
信
鬼
神
、
則
崇
鬼
神
。
民
尚
卜
筮
、
則
用

卜
筮
。
夫
子
斬
新
開
闢
、
一
斷
以
義
理
、
使
人
不
惑
於
所
從
。
夫
子
之
盛
於
堯
舜
、
此
亦
可
見
其
一
端
矣
。
）
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つ
ま
り
、
孔
子
は
上
古
文
化
を
そ
の
ま
ま
全
部
受
容
し
て
い
な
い
で
、
か
え
っ
て
「
仁
義
の
道
」
と
い
う
自
分
の
判
斷
基
準
に
基
づ
い
て
、
上
古
文
化

を
取
捨
選
擇
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
堯
舜
は
聖
人
と
認
め
ら
れ
る
が
、
堯
舜
よ
り
古
い
時
代
の
先
王
と
文
化
と
は
排
斥
さ
れ
る
。

篤
胤
と
東
涯
と
の
説
を
比
較
す
る
と
、
「
孔
子-

上
古
」
と
い
う
認
識
の
パ
タ
ー
ン
は
、
兩
者
が
同
じ
で
あ
る
。
兩
者
が
異
な
る
所
は
、
東
涯
に
と
っ
て

は
、
孔
子
が
上
古
文
化
を
取
捨
す
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
孔
子
が
聖
人
に
な
る
原
因
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
篤
胤
に
よ
る
と
、
上
古
文
化
と
の
斷
絶
は
、

孔
子
の
重
大
な
缺
陷
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
實
の
確
認
は
大
體
同
じ
で
あ
る
が
、
兩
者
の
價
値
觀
は
正
反
對
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
共
通
な
事
實
認
識
パ
タ
ー
ン
こ
そ
、
平
田
篤
胤
を
し
て
か
く
ま
で
伊
藤
東
涯
の
著
作
に
關
心
を
持
た
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
文
獻
觀
の
差
異

既
述
の
よ
う
に
、
篤
胤
は
、
孔
子
よ
り
古
い
時
代
の
「
古
道
」
を
理
想
と
し
て
い
る
。
易
學
に
お
い
て
は
、
彼
が
所
謂
「
伏
羲
易
」
を
理
想
と
し
て
い

る
。
一
方
、
東
涯
は
「
伏
羲
易
」
を
後
世
の
僞
作
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
篤
胤
は
東
涯
の
こ
の
よ
う
な
批
判
に
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
伏
羲
易
の
重
要
な
一
部
分
の
「
河
圖
洛
書
」
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
東
涯
の
批
判
を
撃
破
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
。

東
涯
の
『
讀
易
私
説
』
に
は
、
「
論
河
圖
洛
書
」
と
い
う
條
目
が
あ
る
。
河
圖
洛
書
に
對
す
る
東
涯
の
見
解
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

系
辭
に
曰
く
、
河
に
圖
を
出
し
、
洛
に
書
を
出
し
、
聖
人
之
れ
に
則
る
。
河
圖
始
め
に
書
の
顧
命
に
見
え
、
而
し
て
論
語
に
亦
た
其
の
説
有
り
。
洛

書
は
則
ち
系
辭
の
外
に
、
未
だ
之
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
然
る
に
皆
な
其
れ
何
の
物
た
る
を
指
さ
ず
。
孔
安
國
お
も
へ
ら
く
、
河
圖
は
則
ち
八
卦
是
れ

な
り
、
洛
書
は
則
ち
九
疇
是
れ
な
り
。
亦
た
其
の
憑
據
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
鄭
玄
則
ち
春
秋
緯
を
引
き
、
お
も
へ
ら
く
は
、
河
龍
圖
を
發
し
、

洛
龜
書
を
感
ず
、
河
圖
に
九
篇
有
り
、
洛
書
に
六
篇
有
り
。
亦
た
未
だ
圖
書
の
何
物
た
る
を
言
は
ざ
る
な
り
。
朱
子
、
本
義
を
述
ぶ
る
に
至
れ
ば
、
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則
ち
先
天
四
圖
を
卷
首
に
揭
げ
、
河
圖
は
則
ち
一
よ
り
十
に
至
る
ま
で
、
洛
書
は
則
ち
一
よ
り
九
に
至
る
ま
で
、
以
て
伏
羲
の
作
る
所
と
爲
す
。
其

の
袁
機
仲
に
答
ふ
る
書
に
曰
く
、
當
日
の
諸
儒
既
に
其
の
傳
を
失
ひ
、
而
し
て
方
外
の
流
、
陰
か
に
相
ひ
付
受
し
、
以
て
丹
竈
の
術
と
爲
す
。
希
夷
、

康
節
に
至
り
、
乃
ち
之
れ
を
易
に
反
す
。
而
る
後
に
其
の
説
始
め
て
復
た
世
に
明
か
な
る
こ
と
を
得
、
云
云
、
と
。
然
れ
ば
此
れ
よ
り
以
前
、
易
學

の
諸
家
、
皆
な
此
の
圖
あ
る
を
知
ら
ず
、
而
し
て
特
に
陳
摶
、
種
放
の
流
に
出
づ
。
（
系
辭
曰
、
河
出
圖
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
。
河
圖
始
見
於
書
顧

命
、
而
論
語
亦
有
其
説
。
洛
書
則
系
辭
之
外
、
未
之
聞
也
。
然
皆
不
指
其
爲
何
之
物
。
孔
安
國
以
爲
、
河
圖
則
八
卦
是
也
、
洛
書
則
九
疇
是
也
。
亦

不
知
其
所
憑
據
也
。
鄭
玄
則
引
春
秋
緯
、
以
爲
河
龍
圖
發
、
洛
龜
書
感
、
河
圖
有
九
篇
、
洛
書
有
六
篇
。
亦
未
言
圖
書
爲
何
物
也
。
至
朱
子
述
本
義
、

則
揭
先
天
四
圖
於
卷
首
、
河
圖
則
自
一
至
十
、
洛
書
則
自
一
至
九
、
以
爲
伏
羲
之
所
作
。
其
答
袁
機
仲
書
曰
、
當
日
諸
儒
既
失
其
傳
、
而
方
外
之
流
、

陰
相
付
受
、
以
爲
丹
竈
之
術
。
至
於
希
夷
、
康
節
、
乃
反
之
於
易
、
而
後
其
説
始
得
復
明
於
世
、
云
云
。
然
自
此
以
前
、
易
學
諸
家
、
皆
不
知
有
此

圖
、
而
特
出
於
陳
摶
、
種
放
之
流
。
）

東
涯
は
「
河
圖
」
と
「
洛
書
」
と
い
う
言
葉
の
歴
史
を
整
理
し
て
い
る
。
先
秦
時
代
の
書
物
の
中
に
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
確
か
に
現
れ
た
が
、
そ
の

具
體
的
な
意
味
を
確
認
で
き
る
文
獻
が
な
い
。
孔
安
國
（
つ
ま
り
『
尚
書
』
僞
孔
傳
）
と
鄭
玄
註
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
が
あ
る
が
、
や
は
り
そ
の
詳

細
を
説
明
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
先
秦
と
漢
代
な
ど
よ
り
古
い
時
代
で
は
、
河
圖
洛
書
の
言
葉
こ
そ
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
體
的
な
意
味
を
説
明

す
る
文
獻
が
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
宋
代
の
學
者
が
河
圖
洛
書
の
具
體
的
な
形
を
言
及
し
始
め
た
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
朱
子
の
言
説
が
擧
げ
ら
れ
て

い
る
。

「
其
答
袁
機
仲
書
」
と
い
う
の
は
、
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
三
十
八
所
收
の
「
答
袁
機
仲
書
」
第
三
通
で
あ
る
。
同
卷
所
收
の
「
答
袁
機
仲
書
」
は

計
十
一
通
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
全
部
易
學
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
朱
子
は
卲
雍
の
先
天
易
を
顯
彰
し
て
い
る
が
、
袁
機
仲
は
そ
れ
を
疑
っ
て
い
る
。
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彼
の
疑
問
に
對
し
て
、
朱
子
が
回
答
を
下
し
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
答
袁
機
仲
書
」
に
は
、
「
先
天
四
圖
」
が
北
宋
初
期

の
道
士
陳
摶
か
ら
傳
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
東
涯
は
朱
子
の
こ
の
言
説
を
根
據
と
し
て
、
河
圖
洛
書
の
圖
形
の
出
自
を
北
宋
初
期

と
し
て
定
め
て
い
る
。

東
涯
の
『
通
解
』
に
、
河
圖
洛
書
の
圖
形
の
出
現
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
同
じ
結
論
を
出
し
て
い
る
。

今
の
傳
ふ
る
所
の
二
圖
、
華
山
道
士
陳
摶
に
出
づ
。
兩
漢
南
北
朝
の
諸
儒
倶
に
其
の
物
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
（
今
所
傳
二
圖
、
出
華
山
道
士
陳
摶
。
兩

漢
南
北
朝
諸
儒
倶
不
詳
其
物
。
）

つ
ま
り
、
河
圖
洛
書
圖
形
の
出
現
は
北
宋
初
期
の
陳
摶
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
前
（
兩
漢
南
北
朝
）
の
學
者
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
東
涯
の
論
證
に
は
、
大
き
い
な
弱
點
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
東
涯
が
主
要
な
論
據
と
し
て
擧
げ
て
い
る
の
は
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
の
説

明
で
あ
る
。
『
周
易
本
義
』
の
冒
頭
に
、
ま
ず
「
河
圖
」
と
「
洛
書
」
と
の
二
圖
を
擧
げ
て
、
そ
し
て
「
伏
羲
八
卦
次
序
」
・
「
伏
羲
八
卦
方
位
」
・
「
伏
羲
六

十
四
卦
次
序
」
・
「
伏
羲
六
十
四
卦
方
位
」
の
四
圖
を
擧
げ
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

右
の
伏
羲
四
圖
、
其
の
説
皆
な
邵
氏
に
出
づ
。
蓋
し
邵
氏
、
之
れ
を
李
挺
之
よ
り
得
て
、
挺
之
、
之
れ
を
穆
修
伯
長
よ
り
得
て
、
伯
長
、
之
れ
を
華

山
希
夷
先
生
陳
摶
圖
南
よ
り
得
る
者
な
り
、
所
謂
先
天
の
學
な
り
。（
右
伏
羲
四
圖
、
其
説
皆
出
邵
氏
、
蓋
邵
氏
得
之
李
挺
之
、
挺
之
得
之
穆
修
伯
長
、

伯
長
得
之
華
山
希
夷
先
生
陳
摶
圖
南
者
、
所
謂
先
天
之
學
也
。
）

つ
ま
り
、
「
伏
羲
四
圖
」
は
陳
摶
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
涯
は
『
本
義
』
の
こ
の
説
明
に
よ
っ
て
上
述
の
よ
う
に
河
圖
洛
書
圖
形
の
由
來
を
陳
摶

に
歸
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
子
が
言
っ
て
い
る
「
伏
羲
四
圖
」
は
、
「
伏
羲
八
卦
次
序
」
・
「
伏
羲
八
卦
方
位
」
・
「
伏
羲
六
十
四
卦
次
序
」
・
「
伏

羲
六
十
四
卦
方
位
」
の
四
圖
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
『
太
昊
古
易
傳
』
卷
之
一
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
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此
の
文
は
伏
羲
八
卦
次
序
と
云
ふ
圖
よ
り
以
下
四
圖
の
事
に
こ
そ
有
れ
、
前
に
出
せ
る
河
洛
の
二
圖
に
は
關
か
ら
ぬ
語
な
り
、
若
こ
の
二
圖
を
も
云

る
な
ら
ば
、
右
六
圖
と
云
は
で
は
其
の
員
の
合
は
ざ
る
物
を
や
。

河
圖
洛
書
は
「
伏
羲
四
圖
」
に
入
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
東
涯
の
論
證
は
、
朱
子
の
説
明
を
誤
解
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
『
易
學
啓
蒙
』
に
北
魏
の
關
子
明
が
河
圖
洛
書
の
數
字
の
配
列
を
説
く
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
東
涯
が
謂
う
「
兩
漢
南

北
朝
諸
儒
倶
不
詳
其
物
」
は
成
立
で
き
な
い
と
篤
胤
は
考
え
て
い
る
。

中
國
學
術
の
傳
統
に
、
文
獻
の
分
類
（
價
値
の
高
低
、
信
頼
性
の
有
無
な
ど
）
に
つ
い
て
あ
る
種
の
正
統
的
な
見
解
が
あ
る
。
東
涯
の
見
解
も
、
多
く

は
こ
の
正
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
篤
胤
は
こ
の
正
統
に
反
對
す
る
者
で
あ
る
。
篤
胤
に
と
っ
て
、
正
統
に
最
も
尊
崇
さ
れ
て
い
る
儒
教
經

典
に
は
大
き
い
な
缺
陷
が
あ
る
。
「
古
傳
の
眞
説
」
の
全
體
を
知
る
に
は
、
儒
教
經
典
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
、
そ
れ
を
補
足
す
る
た
め
に
道
教
の
書
を

參
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
道
教
の
書
に
は
普
通
に
世
に
出
さ
な
い
「
祕
笈
」
も
多
い
の
で
、
晩
出
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
價
値
が
高
い
場
合

が
少
な
く
な
い
。
『
本
義
』
に
出
て
く
る
河
圖
洛
書
の
形
は
、
道
家
の
人
か
ら
出
る
と
し
て
も
、
唐
宋
の
時
代
に
出
る
と
し
て
も
、
そ
の
信
憑
性
を
損
な
う

こ
と
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
文
獻
觀
の
下
で
、
篤
胤
が
次
の
よ
う
に
東
涯
を
批
判
す
る
。

長
胤
な
ど
其
晩
出
を
以
て
故
實
に
徴
し
考
へ
む
事
を
思
は
ず
。
儒
籍
に
闕
典
多
き
事
を
疑
は
で
。
疑
ふ
ま
じ
き
河
洛
兩
圖
の
晩
出
を
疑
へ
る
は
、
豈

儒
見
の
固
陋
に
非
ず
や
。
其
は
事
物
の
隱
顯
ま
た
時
あ
り
て
。
後
な
る
物
の
早
く
世
に
顯
は
れ
。
前
な
る
物
の
晩
く
世
に
顯
る
る
も
常
の
例
な
る
を

や
。

そ
れ
故
、
「
朱
熹
と
長
胤
は
和
漢
の
兩
雄
と
も
稱
ふ
べ
き
儒
者
な
る
」
と
東
涯
を
賞
贊
し
な
が
ら
、
河
圖
洛
書
を
信
じ
る
朱
熹
の
ほ
う
が
見
識
高
い
と
も
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言
っ
て
い
る
。

【
註
】

（
一
）
『
蘐
園
隨
筆
』
の
引
用
は
、
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
卷
所
收
本
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
二
）
『
論
語
徴
』
己
篇
、
『
日
本
名
家
四
書
註
釋
全
書
』
論
語
部
五
（
東
洋
圖
書
刊
行
會
、
大
正
十
五
年
）
所
收
。

（
三
）
太
宰
春
臺
『
易
道
撥
亂
』
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
五
卷
所
收
本
（
東
洋
圖
書
刊
行
會
、
昭
和
四
十
六
年
）
に
よ
る
。

（
四
）
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』
三
頁
、
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
卷
所
收
。

（
五
）
平
田
篤
胤
著
作
の
引
用
は
、
草
稿
類
以
外
、
す
べ
て
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
所
收
の
も
の
に
よ
る
。
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第
六
章

平
田
篤
胤
の
易
學

は
じ
め
に

平
田
篤
胤
の
易
學
は
、
伏
羲
易
の
復
元
と
文
王
易
の
批
判
と
の
二
つ
の
點
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
二
點
も
實
は
一
體
兩
面
の

こ
と
で
あ
る
の
で
、
彼
の
易
學
を
、
伏
羲
易
を
復
元
す
る
こ
と
と
し
て
ま
と
め
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
視
點
か
ら
見
る
と
、
篤
胤
の
易
學
著
作
の
『
太

昊
古
易
傳
』
と
『
三
易
由
來
記
』
と
の
主
旨
を
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
者
は
伏
羲
易
を
復
元
す
る
こ
と
に
焦
點
を
絞
っ
て
、
後
者
は
伏
羲
易
を
文

王
が
ど
の
よ
う
に
改
竄
し
た
か
を
力
説
し
た
。

篤
胤
に
と
っ
て
、
伏
羲
と
い
う
中
國
古
典
に
出
る
傳
説
人
物
は
、
日
本
古
典
に
現
れ
る
大
國
主
命
で
あ
る
。
彼
の
皇
國
中
心
主
義
的
な
古
史
觀
に
お
い

て
は
、
大
國
主
命
と
い
う
神
が
中
國
に
行
っ
て
、
伏
羲
氏
と
呼
ば
れ
、
易
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
が
伏
羲
易
を
そ
れ
ほ
ど
尊
崇
し
た
の
は
、

神
道
信
者
と
し
て
の
彼
の
信
仰
心
の
現
れ
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
心
を
、
學
術
で
は
簡
單
に
分
析
で
き
な
い
所
が
あ
る
。

し
か
し
、
篤
胤
の
易
學
は
そ
の
よ
う
な
信
仰
心
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
現
存
の
文
獻
か
ら
伏
羲
易
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
復
元
作
業
を
完
成
す

る
た
め
に
、
樣
々
な
思
想
的
・
學
術
的
な
營
爲
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
樣
々
な
營
爲
に
對
し
て
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抑
々
、
伏
羲
易
と
文
王
易
と
を
分
け
る
考
え
方
は
、
篤
胤
の
獨
創
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
近
世
の
中
國
と
日
本
と
の
主
流
思
想
で
あ
る
朱
子
學
に

お
い
て
は
、
伏
羲
易
と
文
王
易
と
の
區
別
が
説
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
伏
羲
作
と
見
ら
れ
た
先
天
八
卦
（
六
十
四
卦
）
と
、
文
王
作
と
見
ら
れ
た
後
天
八

卦
（
六
十
四
卦
）
と
は
、
そ
の
順
序
も
方
位
も
、
明
ら
か
に
異
な
る
。
し
か
し
、
朱
子
學
の
場
合
、
伏
羲
も
文
王
も
聖
人
で
あ
る
の
で
、
先
天
卦
と
後
天
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卦
と
は
共
に
聖
人
の
作
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。

中
國
の
明
末
と
日
本
の
江
戸
時
代
で
は
、
こ
の
よ
う
な
朱
子
學
的
な
立
場
を
攻
撃
す
る
學
者
が
次
々
現
れ
る
。
彼
ら
は
、
伏
羲
易
を
道
教
の
造
作
と
し

て
貶
め
、
そ
の
源
流
に
つ
い
て
考
證
し
た
。
そ
の
上
に
、
文
王
易
の
正
統
性
・
唯
一
性
を
説
く
。

こ
れ
ら
の
學
者
と
違
っ
て
、
平
田
篤
胤
は
全
く
異
な
る
方
向
で
、
朱
子
學
的
な
立
場
を
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
伏
羲
易
を
唯
一
の
眞
理
と
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
文
王
易
を
批
判
す
る
。
伏
羲
易
・
文
王
易
の
分
立
が
現
れ
て
以
來
、
篤
胤
の
よ
う
に
伏
羲
易
だ
け
を
尊
崇
し
、
そ
れ
を
體
系
的
に
復
元
し

よ
う
と
す
る
學
術
活
動
は
、
極
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら
見
て
も
、
篤
胤
の
こ
の
奇
異
な
易
學
體
系
は
そ
れ
な
り
の
價
値
が
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、
こ
の
體
系
の
成
り
立
ち
を
探
求
し
て
み
よ
う
。
つ
ま
り
、
篤
胤
が
ど
の
よ
う
な
標
準
に
從
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
利
用
し

て
彼
の
理
想
の
「
伏
羲
易
」
を
復
元
し
た
か
、
と
い
う
問
題
を
探
求
す
る
。
具
體
的
に
は
、
以
下
の
部
分
に
分
け
て
論
述
し
て
い
く
。

ま
ず
は
、
『
太
昊
古
易
傳
』
と
い
う
書
物
の
性
質
と
そ
の
内
容
構
成
と
を
論
述
す
る
。

次
に
、
伏
羲
易
と
深
く
關
わ
る
河
圖
洛
書
・
八
卦
方
位
・
筮
法
な
ど
の
方
面
に
關
す
る
篤
胤
の
觀
點
を
論
述
す
る
。

最
後
は
、
こ
の
よ
う
な
復
元
に
現
れ
る
篤
胤
の
獨
特
な
易
學
觀
を
ま
と
め
、
そ
の
理
論
の
一
貫
性
を
論
述
し
て
み
た
い
。

一
、
『
太
昊
古
易
傳
』
の
構
成

『
太
昊
古
易
傳
』
と
い
う
の
は
未
完
成
の
草
稿
で
あ
る
。
そ
の
編
集
事
情
に
つ
い
て
、
『
古
易
傳
』
冒
頭
に
付
け
て
あ
る
編
集
者
の
碧
川
好
尚
の
「
太
昊

古
易
傳
と
古
暦
傳
と
を
書
採
れ
る
故
よ
し
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
一
）

。
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此
二
つ
の
傳
は
書
出
ら
れ
き
。
然
れ
ど
、
容
易
か
ら
ぬ
業
な
れ
ば
、
頓
に
其
草
稿
も
成
終
難
く
ま
た
餘
に
撰
ば
る
ゝ
書
ど
も
の
さ
し
集
ひ
て
、
完
く

は
整
は
ぬ
内
に
身
退
ら
れ
た
る
⋯
⋯
今
其
の
記
し
殘
さ
れ
た
る
草
稿
を
拜
讀
す
る
に
、
異
説
有
り
類
説
有
り
。
本
文
の
み
に
て
注
釋
の
少
か
も
無
き
章

有
り
。
注
釋
の
中
央
有
る
有
り
。
注
釋
の
最
長
き
が
上
に
、
草
稿
は
二
た
び
三
た
び
書
れ
た
る
も
有
り
て
、
今
孰
か
是
な
る
事
を
知
ら
ざ
る
に
似
た

れ
ど
、
後
に
書
れ
た
る
ぞ
正
し
か
る
べ
け
れ
ば
、
其
を
本
書
に
採
り
て
、
校
合
の
爲
に
、
初
稿
再
稿
は
一
字
低
く
載
し
て
、
見
む
人
の
選
び
に
任
し

ぬ
。
（
『
太
昊
古
易
傳
』
二
十
頁
）

碧
川
が
言
う
よ
う
に
、
現
在
の
『
太
昊
古
易
傳
』
は
、
篤
胤
生
前
の
草
稿
を
集
め
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
現
状
を
點
檢
す
る
と
、
全
部
で
四
十

一
章
が
あ
る
。
普
通
に
言
う
と
、
一
章
は
、
古
典
か
ら
引
用
し
た
「
本
文
」
と
こ
の
「
本
文
」
に
對
す
る
篤
胤
の
解
説
と
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
五
、
六
、

七
、
十
四
な
ど
の
章
は
、
本
文
だ
け
を
竝
べ
て
、
解
説
を
缺
い
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
十
五
な
ど
の
章
で
は
、
解
説
が
二
回
ま
た
は
三
回
書
き
直
さ

れ
た
。
碧
川
の
編
集
方
針
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
缺
落
と
重
複
を
含
め
て
、
で
き
る
だ
け
篤
胤
の
草
稿
を
そ
の
ま
ま
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
故
、
現
在
の

『
太
昊
古
易
傳
』
か
ら
、
篤
胤
の
考
え
方
の
結
論
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
變
化
の
過
程
も
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
。

で
は
、
一
例
を
擧
げ
て
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
み
よ
う
。
『
古
易
傳
』
の
第
二
十
三
章
は
、
遊
年
卦
の
推
法
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は

前
後
二
稿
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
説
で
は
、
『
京
房
易
傳
』
を
批
判
し
た
が
、
後
説
で
は
『
京
房
易
傳
』
の
説

と
日
本
の
神
話
と
合
わ
せ
て
「
男
右
行
、
女
左
行
」
の
推
法
を
説
い
た
。
こ
の
二
説
と
篤
胤
の
ほ
か
の
著
作
と
を
比
べ
る
と
、
状
況
が
さ
ら
に
複
雜
で
あ

る
。
日
本
神
話
を
解
釋
す
る
『
古
史
傳
』
で
は
、
「
男
右
行
、
女
左
行
」
の
傳
説
を
採
用
し
た
が
、
そ
の
解
釋
の
仕
方
は
『
古
易
傳
』
と
全
く
別
の
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
『
赤
縣
太
古
傳
』
で
は
、
『
京
房
易
傳
』
の
説
を
採
用
し
た
が
、
日
本
神
話
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
比
較
に
よ
る
と
、
『
古
史
傳
』
―
『
太
昊
古
易
傳
』
前
説
―
『
赤
縣
太
古
傳
』
―
『
太
昊
古
易
傳
』
後
説
と
い
う
著
作
の
成
立
順
序
が
推
測
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で
き
る
（
二
）

。

な
お
、
缺
落
が
多
い
草
稿
で
あ
る
が
、
そ
の
全
體
的
な
構
造
が
完
備
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
に
つ
い
て
、
篤
胤
自
身
も
説
明
し
て
く
れ
た
。
『
三
易
由
來

記
』
の
第
一
章
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

河
よ
り
圖
を
出
し
、
洛
よ
り
書
を
出
せ
る
其
の
象
數
に
則
を
取
り
、
⋯
⋯
ま
づ
八
の
經
卦
を
作
り
、
其
を
八
節
に
合
せ
て
⋯
⋯
本
命
本
卦
の
定
則
を
示
し
、

八
索
し
て
は
、
自
然
に
そ
の
吉
凶
の
應
あ
る
事
。
ま
た
其
別
卦
六
十
四
に
、
各
々
其
の
名
を
命
じ
て
、
大
象
辭
を
も
定
め
、
な
ほ
其
毎
卦
の
六
十
四

變
を
索
め
て
、
其
時
變
を
も
稽
ふ
べ
き
筮
法
を
立
た
る
事
。

こ
こ
で
篤
胤
は
「
伏
羲
易
」
の
概
要
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
伏
羲
易
」
と
い
う
の
は
、
伏
羲
氏
が
河
圖
洛
書
に
則
っ
て
、
八
節
に
對
應
す

る
八
卦
を
定
め
、
八
索
を
定
め
、
筮
法
を
も
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
の
『
太
昊
古
易
傳
』
は
、
次
の
よ
う
に
四
つ
の
要
點
に
分
け
ら
れ
る
。
（
甲
）
、
第
九
章
よ
り
第
十
一
章
ま
で
は
、
河
圖
洛
書
の
數
に
よ
っ
て
易
と

八
卦
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
説
く
。（
乙
）
、
第
十
二
章
よ
り
十
七
章
ま
で
は
、
八
卦
の
方
位
と
物
象
を
説
く
。（
丙
）
、
第
十
八
章
よ
り
第
二
十
四
章
ま
で
は
、

八
卦
の
變
化
と
天
地
人
の
運
行
と
は
對
應
す
る
こ
と
を
説
く
。
（
丁
）
、
第
二
十
九
章
よ
り
第
三
十
一
章
ま
で
は
、
筮
法
の
説
で
あ
る
。

こ
の
四
つ
の
部
分
は
、
『
古
易
傳
』
の
主
體
を
構
成
し
て
い
て
、
『
三
易
由
來
記
』
に
あ
る
篤
胤
の
概
説
に
も
對
應
し
て
い
る
。

以
下
は
こ
の
四
つ
の
要
點
を
巡
っ
て
、
篤
胤
の
伏
羲
易
復
元
を
探
求
し
よ
う
。

二
、
河
圖
洛
書

（
１
）
伏
羲
と
河
圖
洛
書
と
の
關
係
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繋
辭
傳
に
「
河
出
圖
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
」
と
あ
る
。
こ
の
聖
人
は
「
伏
羲
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
緯
書
の
記
録
を
始
め
、
漢
代
以
來
の
多
く

の
學
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
篤
胤
も
こ
の
よ
う
な
説
を
集
め
て
伏
羲
と
河
圖
洛
書
と
の
關
連
を
證
明
す
る
。
但
し
、
こ
の
説
は
、
も
う
一
つ
の
通
説
と

矛
盾
す
る
。
つ
ま
り
、
『
尚
書
』
洪
範
に
「
天
乃
賜
禹
洪
範
九
疇
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
洛
書
と
禹
と
を
關
連
さ
せ
る
説
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解

消
す
る
た
め
に
、
篤
胤
は
河
圖
洛
書
の
出
現
は
一
回
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
く
。
こ
の
こ
と
は
、
『
乾
鑿
度
』
に
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
。
『
乾
鑿

度
』
の
卷
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

孔
子
曰
、
天
之
將
降
嘉
瑞
、
應
河
水
清
三
日
、
青
四
日
、
青
變
爲
赤
、
赤
變
爲
黑
、
黑
變
爲
黃
、
各
各
三
日
、
河
中
水
安
井
、
天
乃
清
明
、
圖
乃
見
、

見
必
南
向
、
仰
天
言
。

こ
の
文
章
に
對
し
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

度
々
出
た
る
事
は
、
乾
鑿
度
の
孔
語
に
、
其
の
出
る
時
ご
と
の
趣
を
記
し
て
、
見
必
南
向
仰
天
言
と
あ
る
見
必
の
字
を
見
て
も
知
る
べ
し
。

（
『
太

昊
古
易
傳
』
三
十
六
頁
）

つ
ま
り
、
『
乾
鑿
度
』
に
は
、
「
（
河
圖
が
）
現
れ
る
ご
と
に
、
必
ず
南
に
向
か
ふ
云
々
」
と
い
う
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
河
圖
の
出
現

は
一
回
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
證
の
上
に
、
篤
胤
は
以
下
の
議
論
を
發
し
た
。

抑
河
圖
洛
書
と
も
に
始
め
て
伏
羲
氏
の
時
に
出
た
る
が
、
其
の
後
ま
た
黄
帝
の
時
に
出
、
ま
た
其
の
後
は
禹
王
の
時
と
凡
て
三
度
出
た
る
が
、
河
圖

は
伏
羲
氏
に
名
高
く
、
洛
書
は
禹
王
に
名
高
し
。
そ
は
伏
羲
氏
の
河
圖
に
因
り
て
作
れ
る
八
卦
と
、
禹
王
の
洛
書
に
よ
り
て
制
れ
る
洪
範
九
畴
と
後

ま
で
現
に
傳
は
る
が
故
な
り
。

（
『
太
昊
古
易
傳
』
三
十
六
頁
）

つ
ま
り
、
河
圖
洛
書
が
最
初
に
出
た
の
は
伏
羲
氏
の
時
で
あ
る
が
、
後
の
時
代
で
も
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
河
圖
を
伏
羲
氏
に
歸
し
て
、
洛
書
を
禹
に
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歸
す
る
傳
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
二
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
特
別
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。

篤
胤
が
こ
の
よ
う
に
洛
書
を
も
伏
羲
に
歸
す
る
の
は
、
彼
の
易
學
體
系
（
つ
ま
り
彼
が
想
像
し
た
「
伏
羲
易
」
）
の
中
に
、
河
圖
と
洛
書
と
は
不
可
分
の

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
現
存
の
河
圖
洛
書
圖
式
の
信
憑
性

明
末
と
清
朝
と
の
儒
學
で
は
、
宋
代
か
ら
流
傳
し
て
き
た
「
河
圖
洛
書
」
に
對
す
る
批
判
が
見
え
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
伊
藤
東
涯
な
ど
の
學
者
も
、

朱
子
の
河
圖
洛
書
學
を
批
判
す
る
。
篤
胤
が
河
圖
洛
書
を
伏
羲
易
の
根
本
と
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
批
判
と
眞
正
面
に
對
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伊
藤
東
涯
の
『
周
易
經
翼
通
解
』
に
、
河
圖
洛
書
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
否
定
す
る
。

今
所
傳
二
圖
、
出
華
山
道
士
陳
摶
。
兩
漢
南
北
朝
諸
儒
倶
不
詳
其
物
。

つ
ま
り
、
東
涯
は
河
圖
洛
書
の
晩
出
に
よ
っ
て
そ
の
價
値
を
否
定
し
て
い
る
。
河
圖
洛
書
圖
式
に
對
す
る
批
判
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
代
表

的
で
あ
る
。
篤
胤
は
東
涯
の
こ
の
説
と
清
の
紀
曉
嵐
の
『
槐
西
雜
志
』
と
比
べ
て
、
兩
者
の
符
合
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
、
東
涯
ら
の
説
は
、

朱
子
の
易
著
を
誤
讀
し
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
『
周
易
本
義
』
に
は
、
先
天
圖
の
四
圖
こ
そ
を
陳
摶
に
歸
し
て
、
河
圖
洛
書
は
そ

れ
と
異
な
る
。
「
右
伏
犧
四
圖
、
其
説
皆
出
於
卲
氏
」
と
い
う
の
は
、
先
天
八
卦
の
次
序
・
方
位
、
先
天
六
十
四
卦
の
次
序
・
方
位
の
こ
と
で
あ
る
。
河
圖

洛
書
は
「
右
伏
犧
四
圖
」
に
入
っ
て
い
な
い
。
東
涯
と
紀
曉
嵐
な
ど
は
、『
本
義
』
を
誤
讀
し
て
、
河
圖
洛
書
も
「
出
於
卲
氏
」
と
誤
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
に
、
篤
胤
は
『
易
學
啓
蒙
』
に
北
魏
の
關
子
明
が
河
圖
洛
書
の
數
字
の
配
列
を
説
く
文
章
を
引
用
し
て
、
東
涯
が
謂
う
「
兩
漢
南
北
朝
諸
儒
倶
不

詳
其
物
」
は
成
立
で
き
な
い
と
考
え
る
。
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（
た
だ
、
河
圖
洛
書
源
流
に
關
し
て
宋
代
の
記
録
に
は
、
河
圖
洛
書
の
出
自
を
卲
雍
に
歸
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
宋
史
・
道
學
傳
』
卲
雍
傳
に

は
、
「
乃
事
之
才
、
受
河
圖
洛
書
、
宓
犧
八
卦
六
十
四
卦
圖
象
」
と
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
録
に
よ
る
と
、
河
圖
洛
書
も
陳
摶
か
ら
出
て
、
卲
雍
を
經
由
し

て
傳
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
朱
子
が
『
本
義
』
で
河
圖
洛
書
の
出
自
と
先
天
四
圖
の
そ
れ
と
を
分
け
る
の
は
、
實
際
の
傳
承
系
統
で
は
な
く
、
漢
代
以
來

の
河
圖
洛
書
に
關
す
る
記
録
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
河
圖
洛
書
の
數
字
の
竝
べ
方
は
、
漢
代
以
來
の
文
獻
に
あ
る
程

度
見
え
る
。
一
方
、
宋
代
以
前
に
先
天
四
圖
に
關
す
る
情
報
が
滅
多
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
篤
胤

の
論
證
は
朱
子
の
原
意
に
沿
っ
て
い
る
。
た
だ
、
彼
が
そ
れ
に
氣
づ
い
た
の
は
、
河
圖
洛
書
を
眞
の
「
伏
羲
易
」
と
見
な
し
、
先
天
四
圖
を
「
僞
造
」
と

見
な
す
彼
の
見
解
に
原
因
が
あ
る
。
）

こ
れ
は
ま
だ
朱
子
著
作
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
批
評
と
反
批
評
で
あ
る
が
、
篤
胤
は
「
河
圖
洛
書
」
に
繋
が
る
よ
り
古
い
資
料
を
驅
使
す
る
。
繋
辭

傳
の
鄭
玄
注
に
「
天
以
一
始
生
水
於
北
方
」
な
ど
が
あ
る
。
篤
胤
は
こ
の
注
に
よ
っ
て
繋
辭
傳
に
は
闕
文
が
あ
る
と
推
測
す
る
。

鄭
玄
が
當
時
用
ひ
た
る
本
に
、
も
し
此
の
如
き
文
な
く
、
唯
に
天
一
地
二
云
々
の
文
の
み
有
な
む
に
。
其
の
圖
文
の
本
樣
を
知
べ
き
由
無
れ
ば
。
右

の
註
は
絶
て
書
得
ま
じ
き
説
等
な
り
。
（
『
太
昊
古
易
傳
』
四
十
一
頁
）

篤
胤
の
佚
文
説
は
成
立
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
勿
論
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
、
鄭
玄
が
何
か
ほ
か
の
資
料
か
ら
現
存
河
圖
の
形
を
知
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
繋
辭
傳
の
文
字
だ
け
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
河
圖
の
形
に
合
う
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
五
位
相
得
而
各
有
合
」
に
關
し
て
、
『
五
行
大
義
』
に
は
「
王
曰
」
と
い
う
王
弼
注
を
引
用
す
る
。
篤
胤
が
こ
れ
に
よ
っ
て
梁
の
時
代
ま
で
繋
辭
傳
王

弼
注
本
の
存
在
と
そ
こ
に
「
一
與
六
共
宗
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
（
三
）

。

こ
の
よ
う
な
篤
胤
の
考
證
か
ら
見
る
と
、
宋
代
以
前
に
、
現
存
「
河
圖
洛
書
」
の
よ
う
な
圖
形
は
、
何
か
の
形
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
宋
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代
前
後
に
突
然
に
僞
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
河
圖
洛
書
の
「
眞
形
」

こ
の
よ
う
に
樣
々
な
資
料
を
驅
使
し
て
、
「
晩
出
説
」
を
攻
撃
し
た
上
で
、
篤
胤
は
「
河
圖
洛
書
」
の
原
形
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
現
存
の

河
圖
洛
書
の
圖
式
で
は
、「
黒
白
點
」
に
よ
っ
て
數
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
中
國
で
は
、
北
宋
に
最
初
に
河
圖
洛
書
の
圖
式
を
出
し
た
著
作
、
劉
牧
の
『
易

數
鉤
隱
圖
』
で
は
、
こ
の
兩
圖
を
黒
白
點
で
表
す
の
で
あ
る
。
朱
子
の
『
易
學
啓
蒙
』
は
、
こ
の
傳
統
を
受
け
繼
い
で
い
る
。
し
か
し
、
河
圖
洛
書
の
傳

説
に
よ
る
と
、
河
圖
は
龍
馬
が
負
っ
て
黄
河
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
洛
書
は
神
龜
が
負
っ
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
の
「
黒
白
點
」
の
圖

式
は
、
龍
馬
・
神
龜
と
の
關
連
性
を
見
逃
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
不
信
を
招
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
龍
馬
・
神
龜
と
の
關
連
性
を
十
分
に
考
慮
す

る
と
、
自
然
物
に
文
字
ま
た
は
繪
に
似
て
い
る
模
樣
が
出
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
く
、
河
圖
洛
書
も
馬
と
龜
と
に
出
た
そ
の
類
の
も
の
と
想
像

で
き
る
。

中
國
の
學
者
も
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
視
點
で
河
圖
洛
書
の
可
能
性
を
論
述
し
た
。
例
え
ば
、
篤
胤
が
引
用
し
た
蘇
軾
の
言
論
は
そ
の
類
で
あ
る
。
そ

れ
に
基
づ
い
て
河
圖
洛
書
の
圖
式
を
考
案
す
る
試
み
も
現
れ
た
。
例
え
ば
、
元
・
呉
澄
の
『
易
纂
言
』
卷
九
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

河
圖
者
、
羲
皇
時
河
出
龍
馬
、
背
之
旋
毛
後
一
六
、
前
二
七
、
左
三
八
、
右
四
九
、
中
五
十
、
以
象
旋
毛
如
星
点
、
而
謂
之
圖
。
羲
皇
則
其
陽
竒
陰

耦
之
數
、
以
畫
卦
生
蓍
。
洛
書
者
、
禹
治
水
時
、
洛
出
神
龜
、
背
之
拆
文
前
九
後
一
、
左
三
右
七
、
中
五
、
前
之
右
二
、
前
之
左
四
、
後
之
右
六
、

後
之
左
八
、
以
其
拆
文
如
字
畫
、
而
謂
之
書
。
禹
則
其
自
一
至
九
之
數
、
以
敍
洪
範
九
疇
。
洛
書
雖
出
於
畫
卦
生
蓍
之
後
、
而
并
言
之
者
、
亦
言
其

理
之
一
、
如
言
蓍
筮
而
并
及
龜
卜
也
。
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明
の
章
潢
の
『
圖
書
編
』
に
は
、
呉
澄
説
と
同
じ
も
の
を
發
揮
し
、
そ
の
圖
ま
で
考
案
し
て
い
る
の
で
、
以
下
は
そ
の
説
を
抄
出
し
て
お
く
。

馬
毛
之
旋
如
星
點
之
圓
圈
者
曰
圖
。
龜
甲
之
坼
如
字
畫
之
縱
橫
者
曰
書
是
也
。
河
圖
之
馬
不
異
於
凡
馬
、
洛
書
之
龜
不
異
於
凡
龜
、
初
非
怪
事
。
至

今
馬
背
之
毛
、
其
旋
有
如
星
點
者
、
特
其
旋
無
此
十
數
耳
。
至
今
龜
背
之
甲
、
其
坼
有
如
字
畫
者
、
特
其
坼
無
此
九
數
耳
。

こ
の
よ
う
に
河
圖
を
馬
の
旋
毛
と
關
連
さ
せ
、
洛
書
を
龜
の
模
樣
と
關
連
さ
せ
、
そ
の
神
祕
性
を
解
消
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
至
今
馬
背
之
毛
、

其
旋
有
如
星
點
者
、
特
其
旋
無
此
十
數
耳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
章
潢
の
理
解
に
よ
る
と
、
河
圖
の
五
十
五
點
は
、
馬
の
背
に
あ
る
五
十
五
個
の
旋
毛
に
違

い
な
い
。
普
通
の
馬
に
も
、
そ
の
旋
毛
の
竝
べ
方
が
「
星
點
」
（
星
座
）
に
似
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
河
圖
の
特
異
は
、
た
だ
そ
の
旋
毛
の
竝
べ
方
が
現
存

の
河
圖
圖
式
に
合
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

章
潢
『
圖
書
編
』
お
よ
び
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
宋
明
時
代
の
書
物
に
あ
る
こ
の
よ
う
な
説
を
、
篤
胤
は
「
古
説
の
殘
れ
る
物
」
と
認
め
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
彼
は
日
本
の
古
典
に
よ
っ
て
こ
の
「
古
説
」
を
印
證
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
馬
の
旋
毛
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

其
の
古
き
は
姓
氏
録
、
額
田
部
連
の
條
に
、
允
恭
天
皇
御
世
獻
額
田
馬
。
天
皇
敕
、
此
馬
額
如
田
町
、
仍
賜
姓
額
田
連
と
見
え
、
後
な
が
ら
太
平
記

に
、
出
雲
の
國
の
鹽
冶
高
貞
が
許
よ
り
、
龍
馬
な
り
と
て
月
毛
な
る
馬
の
⋯
⋯
脊
は
龍
の
如
く
に
て
、
四
十
二
の
辻
毛
を
卷
て
、
脊
筋
に
連
れ
り
と
有

る
な
ど
是
な
り
。

（
『
太
昊
古
易
傳
』
四
十
二
頁
）

つ
ま
り
、
『
姓
氏
録
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
額
田
部
が
獻
上
し
た
馬
の
額
に
、
「
田
町
」
の
形
に
似
て
い
る
旋
毛
が
見
え
る
（
四
）

。
『
太
平
記
』
の
記
録
に
よ

る
と
、
出
雲
の
國
か
ら
出
る
「
龍
馬
」
は
、
そ
の
脊
に
四
十
二
の
旋
毛
が
見
え
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
『
太
平
記
』
で
は
旋
毛
を
「
辻
」
と
呼
ぶ
こ

と
で
あ
る
。
篤
胤
は
日
本
の
相
馬
書
に
よ
っ
て
「
辻
」
と
「
旋
毛
」
と
の
關
係
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

さ
て
馬
に
然
る
旋
毛
有
る
を
、
皇
國
の
言
に
辻
と
謂
ふ
。
其
は
我
が
祖
父
は
馬
術
の
達
者
に
て
其
の
受
ら
れ
た
る
奧
傳
中
に
。
相
馬
の
書
あ
り
。
額
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の
眞
中
に
在
る
壽
星
辻
と
い
ふ
を
始
め
。
辻
の
圖
象
及
び
其
の
名
の
多
く
見
え
た
る
中
に
、
笠
内
辻
は
、
髮
の
中
と
手
取
髮
と
の
眞
中
よ
り
脊
の
左

右
に
度
る
。
吮
絡
辻
は
脊
に
在
り
。
新
地
辻
は
、
膝
ふ
し
裡
の
方
、
折
目
よ
り
上
、
股
の
付
根
ま
で
の
間
に
在
り
。
其
の
連
竝
れ
る
状
、
頗
ぶ
る
星

象
に
似
た
る
が
、
此
を
一
つ
放
ち
て
其
の
形
を
視
れ
ば
、
各
々
卍
か
か
る
状
に
見
ゆ
る
故
に
辻
と
は
云
ふ
な
り
。

つ
ま
り
、
日
本
の
相
馬
書
に
は
、
旋
毛
が
竝
ん
で
で
き
る
圖
式
を
「
辻
」
と
呼
ぶ
。
「
壽
星
辻
」
「
笠
内
辻
」
な
ど
多
く
の
圖
式
が
あ
る
。
そ
の
圖
式
は

章
潢
の
言
う
「
星
點
」
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
篤
胤
が
一
歩
進
ん
で
、
單
一
の
旋
毛
の
形
を
「
辻
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
一
個

の
旋
毛
は
「
卍
」
の
形
に
な
る
の
で
、
十
字
街
の
「
辻
」
と
一
致
す
る
圖
式
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
典
籍
に
よ
っ
て
章
潢
『
圖
書
編
』
の
説
を
詳
細
に
解
釋
し
た
上
で
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
結
論
を
下
す
。

彼
方
の
古
説
と
此
方
の
古
事
と
採
竝
べ
て
考
ふ
る
に
。
謂
ゆ
る
河
圖
は
も
と
馬
背
の
旋
毛
の
星
象
な
せ
る
物
ぞ
と
言
ふ
が
正
説
な
る
こ
と
⋯
⋯
い
と
定

明
に
知
れ
た
り
。

和
漢
の
古
典
と
古
傳
説
を
使
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
古
説
」
・
「
古
道
」
を
想
像
・
考
證
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
田
學
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

（
４
）
河
圖
洛
書
と
篤
胤
の
宇
宙
論

既
述
の
よ
う
に
、
篤
胤
は
河
圖
を
馬
の
旋
毛
に
還
元
し
、
そ
し
て
そ
の
旋
毛
の
形
を
卍
に
定
着
さ
せ
る
。
篤
胤
が
必
ず
旋
毛
の
形
を
こ
の
よ
う
に
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
宇
宙
論
か
ら
出
發
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
陰
陽
五
行
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
世
界

觀
を
彼
が
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
居
宣
長
と
比
べ
る
と
驚
く
ほ
ど
奇
怪
で
あ
る
。
天
上
に
は
五
帝
が
司
る
五
星
が
あ
っ
て
、
地
上
に
は
五
嶽
が
あ
る
。

五
星
の
中
宮
か
ら
、
「
大
元
氣
」
が
動
き
始
め
て
、
天
地
が
連
動
し
て
西
か
ら
東
へ
右
旋
す
る
と
篤
胤
が
考
え
る
。
河
圖
洛
書
も
、
こ
の
よ
う
な
世
界
像
の
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模
擬
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
伏
羲
氏
が
こ
の
河
圖
洛
書
か
ら
天
の
啓
示
を
受
け
、
八
卦
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
世
界
の
右
旋
す
る
形
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

其
の
氣
の
中
央
に
起
り
て
、
西
よ
り
東
へ
右
旋
す
る
形
を
圖
に
模
せ
ば
下
の
如
し
。
中
な
る
一
圈
は
地
軸
崑
崙
嶽
に
象
れ
り
。
凡
物
の
其
の
氣
、
中

に
立
つ
ゝ
極
め
て
急
速
に
旋
る
は
其
旋
勢
必
ず
此
の
如
き
形
を
爲
す
物
な
り
。
其
は
旋
風
及
び
人
馬
の
旋
毛
を
視
て
も
知
る
べ
し
。（
『
太
昊
古
易
傳
』

五
十
五
頁
）

篤
胤
が
想
像
し
た
圖
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
説
に
よ
る
と
、
龍
馬
に
あ
る
五
十
五
個
の
旋
毛
が
構
成
す
る
圖
式
の
全
體
が
世
界
の
樣
相
を
表
象
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
個
々
の

旋
毛
の
形
自
體
も
世
界
の
象
徴
で
あ
る
。
篤
胤
は
こ
の
よ
う
に
、
河
圖
の
「
原
理
」
、
つ
ま
り
河
圖
と
陰
陽
五
行
の
宇
宙
論
と
の
密
接
な
關
係
を
彼
な
り
の

論
理
で
説
明
し
た
。

そ
の
論
理
に
從
っ
て
、
彼
が
日
本
の
相
馬
書
に
見
つ
け
た
旋
毛
の
形
も
あ
る
種
の
「
必
然
性
」
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
は
『
圖
書
編
』
の

説
を
「
古
説
の
殘
れ
る
も
の
」
と
認
め
な
が
ら
、
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
「
古
河
圖
」
と
「
古
洛
書
」
に
つ
い
て
疑
問
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
河
圖
は
馬
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の
旋
毛
が
連
な
る
模
樣
で
あ
る
が
、
そ
の
「
旋
毛
」
の
形
を
、
『
圖
書
編
』
で
は

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
篤
胤
が
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
『
圖
書
編
』
の
「
古
河
圖
」
は
）
信
に
古
圖
の
傳
は
れ
る
物
か
、
然
れ
ど
旋
毛
は
今
寫
し
出
す
如
く
圈
に
め
ぐ
る
物
に
非
ら
ず
。
殊
に
其
五
十
五
の

圈
、
或
は
左
な
る
有
り
或
は
右
な
る
有
り
て
、
此
の
圖
の
正
理
に
合
ざ
れ
ば
、
一
向
に
は
信
ら
れ
ず
。
（
『
太
昊
古
易
傳
』
四
十
二
頁
）

こ
こ
で
「
正
理
に
合
ざ
れ
ば
」
と
い
う
の
は
、『
圖
書
編
』
に
載
せ
て
あ
る
旋
毛
の
形
は
上
述
の
宇
宙
論
に
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
河

圖
」
の
形
を
ど
の
よ
う
に
復
元
す
る
か
。
篤
胤
は
日
本
の
家
相
書
に
よ
っ
て
そ
れ
を
再
構
築
す
る
。

亦
皇
國
に
傳
は
る
家
相
の
古
傳
書
に
、

か
く
の
如
き
旋
點
五
十
五
を
今
の
形
に
著
せ
る
圖
あ
り
、
此
は
い
と
早
く
彼
よ
り
傳
へ
し
物
か
、
も
し
然

も
有
ら
ば
、
彼
の
國
に
古
く
傳
へ
し
河
圖
は
此
の
形
な
り
し
を
、
圖
書
編
な
る
圖
は
其
を
寫
し
謬
れ
る
物
か
。
（
『
太
昊
古
易
傳
』
四
十
二
頁
）

篤
胤
が
言
う
「
家
相
の
古
傳
書
」
に
つ
い
て
、
現
存
の
江
戸
時
代
の
家
相
書
を
通
し
て
そ
の
性
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
江
戸
後
期
の

易
學
者
平
澤
白
翁
の
『
家
相
千
百
年
眼
』
に
、
「
河
圖
洛
書
眞
説
」
の
條
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
載
せ
て
あ
る
「
洛
書
」
の
圖
は
篤
胤
が
構
想
し
た
も
の
と
ぴ

っ
た
り
合
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
河
圖
」
の
圖
は
ま
だ
「
黒
白
點
」
の
も
の
で
あ
る
が
、
構
圖
の
全
體
は
篤
胤
の
言
う
も
の
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
「
河
圖
洛
書
」
圖
式
の
性
質
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
篤
胤
が
言
う
よ
う
に
、
古
い
時
代
か
ら
傳
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
。
ま
た
は
『
圖
書
編
』

に
基
づ
い
て
さ
ら
に
改
造
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
は
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
篤
胤
は
そ
の
古
さ
を
信
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
「
河

圖
眞
形
圖
」
を
描
き
出
し
た
。
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こ
の
「
河
圖
眞
形
圖
」
の
よ
う
に
、
河
圖
の
全
體
を
丸
い
圖
に
す
る
の
は
、
篤
胤
か
ら
の
獨
創
で
は
な
い
。
篤

胤
が
言
及
し
た
家
相
書
に
は
こ
れ
に
似
て
い
る
丸
い
圖
式
が
あ
る
。
な
お
、
彼
が
言
及
し
て
い
な
い
馬
場
信
武

の
『
易
學
啓
蒙
圖
説
』
に
も
、
こ
の
よ
う
な
丸
い
圖
式
を
擧
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
河
圖
を
「
丸
い
も
の
」

と
す
る
考
え
方
は
、
卲
雍
に
由
來
す
る
ら
し
い
。
『
觀
物
外
篇
』
に
「
圓
者
、
星
也
」
と
あ
っ
て
、
『
易
學
啓
蒙
』

に
は
こ
の
卲
雍
の
説
を
引
用
し
て
、
「
蓋
圓
者
、
河
圖
之
數
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
卲
雍
・
朱
子
の
著

作
で
は
、
確
か
に
「
河
圖
」
を
「
圓
」
と
（
洛
書
を
「
方
」
と
）
關
連
さ
せ
る
表
現
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
圓
」
の
字
に
つ
い
て
、
朱
子
に
は
ま
た

次
の
よ
う
な
解
釋
が
あ
る
。
「
圓
者
、
星
也
。
圓
者
、
河
圖
之
數
。
言
無
那
四
角
底
、
其
形
便
圓
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
易
一
・
河
圖
洛
書
）
。
「
河
圖
既
無
那

四
隅
、
則
比
之
洛
書
、
固
亦
爲
圓
矣
」（
『
易
學
啓
蒙
通
釋
』
の
引
用
に
よ
る
。
出
典
は
朱
子
の
手
紙
か
。
）
つ
ま
り
、
朱
子
の
説
に
よ
る
と
、
河
圖
が
「
圓
」

で
あ
る
と
い
う
の
は
、
洛
書
の
四
方
四
隅
に
數
字
が
あ
る
の
と
違
っ
て
、
河
圖
は
四
方
だ
け
數
字
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
、
現
存
の
黒
白
點
の
河

圖
圖
式
も
、
「
圓
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
篤
胤
の
獨
創
と
い
う
と
、
や
は
り
彼
が
宇
宙
論
に
よ
っ
て
「
旋
毛
」
の
形
の
必
然
性
を
説
く
こ
と
に
あ
る
。

三
、
八
卦
方
位

（
１
）
八
卦
方
位
と
説
卦
傳

八
卦
の
方
位
に
つ
い
て
、
説
卦
傳
に
は
異
な
る
二
説
が
あ
る
。
つ
ま
り
宋
儒
の
所
謂
先
天
八
卦
と
後
天
八
卦
で
あ
る
。
た
だ
、
先
天
八
卦
説
の
根
據
と
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な
る
の
は
、
説
卦
傳
の
經
文
「
天
地
定
位
、
山
澤
通
氣
、
雷
風
相
薄
、
水
火
相
射
」
で
あ
る
。
篤
胤
の
八
卦
方
位
も
こ
の
經
文
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
が
、

先
天
八
卦
の
そ
れ
と
全
く
異
な
る
。

ま
ず
、
先
天
八
卦
の
方
位
に
つ
い
て
、
『
周
易
本
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

乾
南
坤
北
、
離
東
坎
西
、
震
東
北
、
兌
東
南
、
巽
西
南
、
艮
西
北
。

こ
の
方
位
と
違
っ
て
、
篤
胤
は
説
卦
傳
の
經
文
を
根
據
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
彼
獨
自
の
八
卦
方
位
説
を
考
案
し
た
。

天
地
定
位
と
は
、
、
乾
を
東
に
配
し
坤
を
西
に
配
し
て
天
尊
地
卑
の
位
を
定
た
る
を
言
ふ
。
山
澤
通
氣
と
は
、
艮
山
を
西
北
の
隅
に
配
し
、
兌
澤
を
東

南
の
隅
に
配
し
て
相
對
し
む
る
を
言
ふ
。
雷
風
相
薄
と
は
、
震
雷
を
南
西
の
隅
に
配
し
、
巽
風
を
東
北
の
隅
に
配
し
て
相
對
は
し
む
る
を
言
ふ
。
水

火
相
射
と
は
、
離
火
を
南
方
に
配
し
、
坎
水
を
北
方
に
配
し
て
相
對
は
し
む
る
を
言
ふ
。

彼
は
こ
の
方
位
説
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
八
卦
方
位
圖
を
作
っ
た
。
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（
２
）
乾
卦
の
解
説
と
文
字
學

こ
の
よ
う
な
八
卦
方
位
は
、
傳
統
の
説
と
大
き
く
ず
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
篤
胤
は
彼
の
獨
自
の
考
え
方
に
よ
っ
て
こ
の
新
説

を
證
明
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
乾
卦
を
東
に
配
置
す
る
理
由
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

神
人
は
更
な
り
。
活
と
し
活
る
も
の
生
と
し
生
る
物
ま
で
の
東
方
日
德
を
感
し
む
情
状
に
驗
み
て
是
を
知
れ
り
。
其
は
ま
づ
神
祇
の
東
方
を
對
し
み

給
ふ
事
は
、
風
の
神
の
宮
所
を
欲
し
給
ふ
時
に
、
吾
宮
は
朝
日
の
日
向
ふ
所
に
と
託
し
給
へ
る
を
始
め
其
の
た
め
し
多
く
、
人
も
此
方
を
向
し
み
思

ふ
事
は
、
朝
に
起
出
て
は
、
直
に
旦
に
向
は
ま
欲
く
思
ひ
、
夜
行
の
鳥
獸
、
土
中
の
蟲
獸
な
ど
を
除
て
は
、
活
物
の
か
ぎ
り
、
日
に
向
は
む
事
を
ほ

り
し
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
の
は
、
篤
胤
は
彼
の
世
界
觀
に
よ
っ
て
八
卦
の
方
位
を
定
め
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
八
卦
の
中
に
最
も
重
要
な
乾
卦
を
東
方
と

關
連
さ
せ
る
の
は
、
篤
胤
の
自
然
觀
の
う
ち
、
太
陽
が
中
心
的
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
、
太
陽
と
繋
が
る
東
方
と
い
う
方
向
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
五
）

。
太
陽
と
「
東
」
と
の
關
連
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
語
學
に
よ
る
發
言
が
見
ら
れ
る
。

我
が
古
言
に
東
を
ヒ
ガ
シ
と
云
ふ
は
、
日
向
し
て
ふ
義
な
り
と
先
師
の
説
な
り
。
此
の
理
を
し
思
ふ
べ
き
な
り
。

な
お
、
乾
と
「
日
」
と
の
關
連
に
つ
い
て
、
文
字
學
に
よ
る
考
察
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
乾
」
の
義
符
は
「
乙
」
と
「
旦
」
で
あ
る
。
「
乙
」
は
春

に
草
木
が
萌
え
る
樣
子
を
表
現
す
る
の
で
あ
り
、
五
行
説
に
よ
る
と
東
方
に
配
置
さ
れ
る
天
干
で
あ
る
。
「
旦
」
は
朝
に
東
に
出
る
太
陽
を
表
現
す
る
。
篤

胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

其
の
本
字
は
元
よ
り
日
の
初
め
て
出
る
象
な
れ
ば
、
乾
は
倝
の
諧
聲
な
れ
ど
、
尚
深
く
其
の
義
を
示
さ
む
と
乙
を
加
へ
て
乾
に
作
り
、
旦
の
こ
と
に

徐
々
と
出
初
む
る
状
を
會
意
せ
る
な
り
。
是
を
以
て
乾
の
東
方
必
當
の
卦
な
る
と
所
知
た
り
。
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こ
れ
は
説
得
力
の
あ
る
論
證
で
あ
り
、
篤
胤
の
文
字
學
の
素
養
を
表
す
好
例
で
あ
る
。

（
３
）
艮
卦
・
兌
卦
の
解
説
と
地
理
學

艮
を
不
周
山
の
あ
る
「
西
北
」
に
配
し
て
、
兊
を
大
壑
の
あ
る
「
東
南
」
に
配
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
國
の
古
典
か
ら
、
『
古
事
記
』
ま
で
引
用
し
て

説
明
す
る
。

西
北
に
艮
山
、
東
南
に
兌
澤
を
配
せ
る
は
、
疑
な
く
不
周
之
山
と
無
底
之
谷
と
に
當
た
る
な
り
。
抑
こ
の
山
谷
の
西
北
東
南
に
在
こ
と
は
、
列
子
の

古
説
に
、
天
地
亦
物
也
、
物
有
不
足
。
昔
者
共
工
氏
怒
而
觸
不
周
之
山
、
折
天
柱
、
絶
地
維
、
故
天
傾
西
北
、
日
月
星
辰
就
焉
。
地
不
滿
東
南
、
故

百
川
水
潦
歸
焉
と
有
る
に
て
知
る
べ
し
。

こ
の
よ
う
に
、
『
列
子
』
を
始
め
、
樣
々
な
古
書
を
引
用
し
て
、
艮
を
不
周
山
の
あ
る
「
西
北
」
に
配
し
て
、
兊
を
大
壑
の
あ
る
「
東
南
」
に
配
す
る
こ

と
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

東
南
に
兊
澤
を
配
せ
る
は
、
百
谷
の
王
た
る
大
壑
よ
り
發
る
澤
氣
の
世
界
に
及
ぶ
實
理
に
觀
じ
、
西
北
に
艮
山
を
配
せ
る
は
、
天
柱
の
一
た
る
龜
山

よ
り
起
る
山
氣
の
世
界
に
及
ぶ
實
理
に
觀
じ
て
定
た
る
こ
と
。

篤
胤
が
云
う
「
實
理
」
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
に
述
べ
た
艮
卦
と
兊
卦
と
の
論
述
は
、
一
種
の
「
地
理
學
」
の
知
識
で
あ
り
、
篤

胤
の
「
地
球
像
」
で
あ
る
。
篤
胤
が
云
っ
て
い
る
「
實
」
は
、「
世
界
像
」
の
中
の
何
か
具
體
的
な
事
象
に
對
應
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
「
太

極
生
兩
儀
」
を
河
圖
の
中
央
の
五
の
圖
式
に
對
應
さ
せ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
「
實
」
感
覺
の
一
種
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
太
極
は
河
圖
の
中
央

に
對
應
で
き
る
し
、
河
圖
自
體
は
馬
の
旋
毛
に
對
應
で
き
る
か
ら
、
そ
の
論
理
過
程
は
全
部
具
體
的
な
事
象
に
對
應
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
こ
れ
に
對
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し
て
、
宋
明
儒
者
が
言
う
「
理
」
は
、
篤
胤
に
と
っ
て
は
「
空
」
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
「
空
理
」
「
小
理
談
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
感
覺
を
表
す

の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
以
上
は
「
實
理
」
に
よ
っ
て
艮
卦
・
兌
卦
の
方
位
配
置
を
論
じ
た
が
、
王
應
麟
『
玉
海
』
の
記
録
に
よ
っ
て
自
説
を
補
足
す
る
こ
と
も
見
ら
れ

る
。

王
應
麟
が
玉
海
を
見
れ
ば
、
連
山
易
の
事
を
云
へ
る
所
に
、
首
艮
者
、
八
風
始
於
不
周
、
實
居
西
北
之
隅
云
々
と
云
へ
る
古
説
を
擧
た
り
。
連
山
易

と
云
ふ
は
下
に
委
く
論
ふ
如
く
、
神
農
氏
の
作
に
て
夏
の
世
に
用
ひ
し
易
な
り
。
然
れ
ば
太
昊
氏
の
當
昔
よ
り
夏
の
世
ま
で
は
、
艮
を
西
北
に
配
せ

る
こ
と
甚
明
か
な
り
。
余
が
考
へ
ま
す
ゝ
以
て
徴
す
る
に
足
れ
り
。

つ
ま
り
、
艮
卦
を
西
北
に
配
置
す
る
と
い
う
傳
説
も
確
か
に
あ
る
。

（
４
）
震
卦
の
説
と
民
俗
學

震
を
西
南
に
配
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
自
己
の
觀
察
に
よ
っ
て
、
雷
は
大
體
西
南
の
方
向
か
ら
起
こ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
上
に
、
彼
は
日
本

の
民
俗
と
方
言
に
よ
っ
て
自
説
を
證
明
し
よ
う
と
し
た
。

武
藏
と
上
野
と
相
隣
れ
る
邊
に
て
農
人
ら
の
言
に
、
未
申
の
方
に
聞
ゆ
る
雷
を
三
把
稻
と
云
ふ
、
そ
は
彼
の
方
に
聞
ゆ
る
雷
は
、
稻
を
三
把
束
ぬ
る

間
も
な
く
頭
上
に
至
る
が
故
な
り
。

こ
の
よ
う
な
自
然
現
象
に
對
す
る
觀
察
と
そ
れ
に
關
連
す
る
民
俗
學
考
察
は
、
も
ち
ろ
ん
前
述
の
「
實
理
」
の
一
部
で
あ
ろ
う
（
六
）

。
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（
５
）
八
卦
方
位
の
唯
一
性

既
述
の
よ
う
に
、
篤
胤
に
と
っ
て
、
八
卦
方
位
は
「
實
理
」
の
表
現
で
あ
る
。
是
と
違
っ
て
、
後
天
八
卦
の
方
位
に
つ
い
て
は
、
「
天
地
造
化
の
實
理
に

符
は
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。

朱
子
學
に
於
い
て
は
、
先
天
八
卦
と
後
天
八
卦
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
が
あ
っ
て
、
竝
行
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朱
子
學
の

立
場
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
こ
う
批
判
す
る
。

先
天
の
卦
位
を
是
と
爲
と
き
は
、
後
天
の
卦
位
を
非
と
爲
ず
は
有
べ
か
ら
ず
。
後
天
の
卦
位
を
是
と
爲
と
き
は
、
先
天
の
卦
位
を
非
と
爲
ず
は
有
べ

か
ら
ず
。
兩
者
初
不
相
妨
と
云
ふ
道
理
は
、
絶
て
無
き
物
を
や
。

（
『
三
易
由
來
記
』
）

篤
胤
が
考
え
る
八
卦
方
位
は
、
「
天
地
の
實
理
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
「
眞
實
」
は
唯
一
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
八

卦
方
位
も
唯
一
性
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
易
と
暦

八
卦
方
位
は
「
天
地
の
實
理
」
に
合
致
す
る
も
の
と
し
た
上
に
、
篤
胤
は
更
に
こ
の
方
位
説
に
基
づ
い
て
彼
の
世
界
像
（
世
界
の
運
動
と
變
化
な
ど
）

を
易
の
枠
組
み
の
中
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
卦
と
暦
と
の
對
應
、
年
節
卦
、
本
命
卦
、
遊
年
卦
な
ど
一
連
の
概
念
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。

『
太
昊
古
易
傳
』
の
第
十
八
章
よ
り
第
二
十
七
章
ま
で
は
、
す
べ
て
こ
の
主
題
に
關
す
る
論
考
で
あ
る
。
そ
れ
は
極
め
て
複
雜
な
内
容
で
あ
る
の
で
、
本

稿
で
は
そ
の
一
部
分
（
八
卦
と
暦
と
の
對
應
、
本
命
卦
）
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。



- 151 -

（
１
）
八
卦
と
暦
と
の
對
應

八
卦
方
位
は
空
間
に
關
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
に
も
關
わ
る
も
の
で
あ
る
。
『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
、
一
年
三
百
六
十
日
を
八
等
分
し
て
、
八
節
と

す
る
記
録
が
あ
る
。
『
黄
帝
内
經
』
靈
樞
に
は
、
こ
の
八
節
を
太
一
の
八
宮
と
同
一
視
し
て
い
る
。
明
末
の
醫
學
者
張
介
賓
が
太
一
の
八
宮
と
八
卦
と
を
對

應
さ
せ
る
。

篤
胤
は
こ
の
よ
う
な
記
録
と
學
説
と
を
統
合
し
て
、
方
位
に
よ
っ
て
八
節
と
八
卦
と
を
對
應
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
八
節
は
太
一
神
の
運
動
に
よ
っ
て
生

じ
る
も
の
で
あ
る
。
太
一
神
の
運
動
は
八
卦
方
位
を
一
つ
ず
つ
經
過
し
て
い
る
の
で
、
八
卦
方
位
に
お
い
て
の
太
一
の
所
在
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
八
節
の

分
け
方
が
分
か
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
時
間
の
分
け
方
（
八
節
）
は
空
間
の
分
け
方
（
八
方
位
）
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
一
歩
を
進
め
て
、
八
節
だ
け
で
は
な
く
、
年
・
月
・
日
を
示
す
「
十
二
支
」
に
關
し
て
も
、
「
方
位
」
は
本
源
的
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

あ
る
年
に
特
有
の
卦
（
主
歳
の
卦
）
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

太
歳
星
の
一
周
十
二
年
が
間
の
在
座
を
以
て
、
或
は
子
の
年
或
は
寅
の
年
と
定
む
る
事
に
て
、
其
の
子
と
言
ひ
寅
と
云
ふ
方
位
は
、
其
の
各
處
よ
り

毫
末
も
動
き
な
く
、
八
卦
ま
た
其
の
方
位
と
各
々
密
合
し
て
相
離
る
ま
じ
き
道
理
な
る
こ
と
、
八
卦
の
字
ど
も
、
及
び
十
二
支
の
字
義
に
て
著
け
れ

ば
、
其
の
年
支
の
方
な
る
卦
、
や
が
て
其
の
歳
の
主
卦
た
る
こ
と
、
更
に
異
論
有
ま
じ
き
定
式
な
り
。

つ
ま
り
、
十
二
支
に
は
そ
れ
ぞ
れ
方
位
が
あ
り
、
八
卦
に
も
そ
れ
ぞ
れ
方
位
が
あ
る
。
十
二
支
と
八
卦
と
は
、
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
か
ら
、
八
卦
と

十
二
支
と
の
方
位
の
重
ね
に
よ
っ
て
各
年
の
主
卦
を
求
め
る
。
八
卦
の
方
位
、
十
二
支
の
方
位
、
及
び
八
卦
と
十
二
支
と
の
關
連
性
、
こ
の
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
八
卦
の
字
（
乾
坤
な
ど
）
と
十
二
支
の
字
（
子
丑
な
ど
）
の
字
形
・
字
義
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
と
篤
胤
が
考
え
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
八
卦
は
實
は
表
象
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
深
層
に
あ
る
も
の
は
、
時
間
・
空
間
の
分
け
方
で
あ
り
、
つ
ま
り
世
界
の
構
造
で
あ
る
。
篤
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胤
の
世
界
觀
に
お
い
て
の
「
世
界
」
と
い
う
の
は
、
神
々
を
中
心
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
世
界
の
構
造
と
い
う
の
も
、
神
々
の
存
在
と
性
質
に
他

な
ら
な
い
。

世
界
の
構
造
・
神
々
の
性
質
は
、
唯
一
性
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
表
象
で
あ
る
八
卦
（
八
卦
方
位
な
ど
）
も
、
唯
一
性
を
持
つ
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
支
の
名
目
は
も
と
も
と
方
位
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

抑
十
二
支
の
名
目
は
、
も
と
方
位
よ
り
起
り
、
文
字
の
制
作
も
方
位
に
合
せ
て
定
め
た
る
物
な
る
に
、
其
の
方
位
に
歳
星
の
在
座
す
る
よ
り
歳
に
用

ひ
、
其
よ
り
引
伸
し
て
斗
柄
の
十
二
月
に
建
す
と
日
月
の
十
二
會
と
に
依
り
て
月
に
用
ひ
⋯
⋯
こ
の
支
干
の
事
は
予
が
別
に
委
し
く
論
へ
る
物
あ
り
、

方
位
（
空
間
）
の
分
け
方
は
暦
（
時
間
）
よ
り
先
行
す
る
と
い
う
考
え
方
は
興
味
深
い
。
「
予
が
別
に
委
し
く
論
へ
る
物
」
と
い
う
の
は
何
で
あ
る
か
。

『
古
暦
傳
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

『
淮
南
子
』
に
「
五
行
休
王
」
の
説
が
あ
る
。
『
五
行
大
義
』
に
「
八
卦
休
王
」
の
説
が
あ
る
。
篤
胤
は
こ
れ
に
よ
っ
て
主
節
の
卦
を
定
め
る
。

こ
の
よ
う
に
八
卦
に
よ
っ
て
八
節
・
二
十
四
氣
を
主
宰
す
る
が
で
き
る
。
篤
胤
は
こ
の
よ
う
な
推
法
を
「
人
智
を
用
ふ
る
に
及
ば
ず
、
易
威
の
自
然
に

定
ま
れ
る
事
」
と
す
る
。
「
易
威
」
と
い
う
言
葉
は
、
（
十
）
條
に
も
出
る
。
大
元
氣
に
よ
っ
て
、
天
の
中
點
と
大
地
の
中
點
を
巡
っ
て
、
世
界
が
旋
轉
す

る
と
い
う
こ
と
を
、
「
是
を
易
威
と
云
ふ
」
。
篤
胤
が
理
解
す
る
「
易
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
篤
胤
は
漢
代
の
卦
氣
説
（
十
二
消
息
卦
を
含
め
て
）
を
批
判
す
る
。

乾
鑿
度
の
孔
語
に
、
泰
者
正
月
之
卦
也
、
隨
者
二
月
之
卦
也
な
ど
云
ひ
て
、
其
謂
を
説
き
、
後
に
卲
雍
が
經
世
書
に
、
正
月
建
在
寅
、
三
陽
卦
泰
、

二
月
建
在
卯
、
四
陽
卦
大
壯
な
ど
道
理
深
げ
に
説
き
、
皇
國
に
も
早
く
此
の
類
な
る
説
ど
も
傳
は
り
て
、
有
ふ
る
易
書
ど
も
に
多
く
見
え
た
り
、
其
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は
近
く
循
環
暦
と
い
ふ
物
に
も
然
る
推
法
を
聚
め
て
、
日
時
の
卦
を
立
る
推
法
ま
て
を
載
せ
れ
ど
、
總
て
易
道
の
實
理
に
叶
は
ざ
る
誣
説
ど
も
な
り
。

八
卦
と
十
二
支
と
は
も
と
も
と
方
位
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
み
そ
で
あ
ろ
う
。
「
方
位
」
と
い
う
の
も
、
世
界
の
構
造
と
運
動
の
仕
方

で
あ
る
。
世
界
の
構
造
と
い
う
の
は
、
神
々
の
存
在
と
性
質
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
方
位
」
を
中
心
と
し
て
、
「
易
＝
世
界
」
と
い
う
考
え
方
は
、
平
田

易
學
の
核
心
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
か
ら
見
る
と
、
十
二
消
息
卦
の
説
も
要
を
得
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
十
二
消
息
と
い
う
の
は
、
卦
の
形
を
「
陰
陽
消
息
」

の
模
擬
と
見
な
し
て
い
る
。
陰
陽
消
長
の
理
を
重
要
視
す
る
立
場
で
あ
れ
ば
、
こ
の
模
擬
は
自
然
で
あ
る
が
、
「
方
位
」
と
い
う
本
源
的
な
こ
と
を
見
逃
し

て
い
る
。

こ
こ
ま
で
考
え
る
と
、
平
田
易
學
を
術
數
學
の
整
理
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
か
。
術
數
學
の
整
理
者
と
し
て
、
篤
胤
は
原
則
性
が
強
い
人
で
あ
る
。
彼

は
「
古
傳
」
と
「
實
理
」
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
術
數
學
の
文
獻
は
多
い
が
、
そ
の
中
に
彼
の
理
論
に
合
わ
な
い
も
の
を
斷
然
に
切
り
捨
て
る
。
「
方
位
」

み
た
い
本
源
的
な
こ
と
を
重
要
視
す
る
。
一
つ
の
理
論
體
系
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
篤
胤
は
「
方
位
」
と
い
う
本
源
的
な
概
念
に
よ
っ
て
、
八
卦
と
十
二
支
と
を
關
連
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
易
と
暦
と
を
關
連
さ

せ
る
。
つ
ま
り
、
年
月
の
變
化
は
、
八
卦
の
變
化
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
易
と
人
間

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
の
は
、
た
だ
易
（
八
卦
）
と
天
地
自
然
と
對
應
で
あ
る
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
篤
胤
は
こ
の
考
え
方
を
人
間
に
應
用
し
た
。
つ
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ま
り
、
人
間
の
形
成
と
出
産
も
、
天
地
自
然
の
變
化
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
人
間
の
本
質
的
な
こ
と
（
「
命
」
）
も
、
八
卦
に
よ
っ
て
表

現
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
所
謂
「
本
命
卦
」
の
概
念
で
あ
る
。

（
１
）
人
の
本
命
と
數

易
に
よ
っ
て
人
（
及
び
萬
物
）
の
「
本
命
」
が
定
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
關
し
て
、
『
大
戴
禮
』
易
本
命
篇
、
『
孔
子
家
語
』
本
命
篇
、
『
淮
南
子
』
を

根
據
と
す
る
。
第
二
十
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
こ
の
章
で
は
、
舊
稿
と
現
稿
と
が
あ
る
。
舊
稿
で
は
、『
大
戴
禮
』
易
本
命
篇
の
原
文
「
三

三
而
九
，
九
九
八
十
一
；
一
主
日
，
日
數
十
，
故
人
十
月
而
生
」
を
使
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
注
釋
を
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
、
こ
の
原
文
に
對

し
て
疑
問
を
呈
し
て
、
自
分
の
改
作
文
を
も
出
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
現
稿
で
は
、
篤
胤
自
身
の
改
作
文
を
「
本
文
」
と
し
た
。

易
本
命
篇
の
原
文
を
改
作
す
る
理
由
を
見
れ
ば
、
篤
胤
の
學
問
の
特
徴
も
よ
く
わ
か
る
。
ま
ず
は
、
易
本
命
篇
の
「
天
一
地
二
人
三
」
に
よ
っ
て
、
人

の
數
は
「
三
」
で
あ
り
、
從
っ
て
人
に
關
す
る
「
定
數
」
は
全
部
「
三
」
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る
。
易
本
命
篇
の
「
八
十
一
」
も
「
三
」
に
よ
る
數
で
あ

る
が
、
「
八
十
一
」
か
ら
「
一
」
を
取
っ
て
、
「
一
」
を
「
日
」
と
關
連
付
け
て
、
日
の
數
は
「
十
」
で
あ
る
理
由
に
よ
っ
て
「
故
人
十
月
而
生
」
と
い
う

結
論
を
導
き
出
す
。
こ
の
論
理
は
も
ち
ろ
ん
迂
遠
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
篤
胤
が
次
の
よ
う
に
批
評
す
る
。

此
の
語
よ
し
孔
子
の
、
古
説
を
傳
へ
し
語
に
も
有
れ
、
九
々
八
十
一
と
云
ふ
よ
り
以
下
は
其
の
説
迂
遠
に
聞
ゆ
れ
ば
、
其
本
は
古
説
な
ら
む
も
、
其

の
説
早
く
亂
た
り
し
を
、
後
人
の
添
加
せ
る
説
に
や
と
思
ふ
由
あ
り
。

そ
の
上
に
、
篤
胤
が
ま
た
次
の
よ
う
に
中
國
古
典
と
「
古
傳
」
と
の
關
係
を
論
じ
る
。

總
じ
て
此
の
文
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
國
の
古
書
と
も
に
、
本
は
古
説
な
る
も
、
中
に
後
人
の
説
の
交
れ
る
が
甚
多
く
、
今
計
ふ
る
に
暇
あ
ら
ず
。

こ
の
篤
胤
の
説
に
つ
い
て
、
中
國
古
典
の
流
傳
に
文
獻
の
變
改
が
多
い
と
い
う
事
實
も
あ
る
が
、
篤
胤
の
い
う
「
古
傳
」
は
、
彼
の
理
想
に
よ
る
も
の
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で
あ
り
、
現
實
の
古
典
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
事
實
も
見
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
後
人
に
變
改
さ
れ
た
易
本
命
篇
の
「
古
傳
」
を
ど
の
よ
う
に
復
元
す
る
か
。
篤
胤
は
人
の
生
ま
れ
る
事
情
を
考
え
る
。
易
本
命
篇
の
中
に
、
老

子
の
語
を
引
い
て
、
人
間
の
出
産
を
説
明
す
る
文
章
が
あ
る
。
「
一
月
而
膏
、
⋯
⋯
九
月
而
躁
、
十
月
而
生
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
實
際
に
母
胎
に
い
る
時
間

は
、
九
か
月
で
あ
り
、
二
百
七
十
日
で
あ
る
。
こ
の
時
間
と
「
十
月
而
生
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

三
九
二
百
七
十
日
な
り
。
然
れ
ど
も
月
に
大
小
有
れ
ば
、
九
月
に
て
は
、
其
の
日
數
に
四
五
日
足
ら
ず
、
必
ず
十
月
の
數
に
係
る
故
に
、
十
月
而
生

と
云
り
。

こ
の
「
事
實
」
に
基
づ
い
て
篤
胤
が
改
作
を
試
し
た
。

本
文
の
九
々
八
十
一
よ
り
以
下
の
文
を
、
迂
遠
な
り
と
云
ふ
な
り
。
余
に
之
が
文
を
成
し
め
ば
、
天
一
地
二
人
三
、
三
々
而
九
、
三
九
二
十
七
。
日

數
十
。
日
主
人
。
故
人
二
十
七
旬
而
體
成
、
十
月
而
生
と
や
言
は
ま
し
。

こ
の
改
作
文
に
あ
る
理
屈
を
説
明
す
る
。

三
は
人
の
本
數
。
九
は
陽
數
の
極
な
る
故
に
、
此
の
二
數
相
合
は
で
は
人
生
ぜ
ず
。
⋯
⋯
日
の
一
旬
十
日
あ
り
、
日
は
人
を
主
ど
れ
ば
、
か
の
二
十
七

數
、
十
重
り
て
二
百
七
十
の
數
い
で
、
即
ち
二
十
七
旬
、
二
百
七
十
日
の
數
具
は
り
て
躰
成
り
。

こ
こ
に
一
つ
の
思
想
が
濳
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
「
數
」
は
人
と
萬
物
の
性
質
を
規
定
す
る
。
例
え
ば
、
「
三
」
は
人
間
の
本
數
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の

出
産
時
間
も
「
三
」
に
關
わ
る
も
の
に
な
る
。
「
方
位
」
の
本
源
性
は
前
述
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
數
」
も
そ
れ
に
近
い
概
念
の
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
本
命
と
性
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本
命
篇
に
あ
る
「
分
於
道
，
謂
之
命
；
形
於
一
，
謂
之
性
，
化
於
陰
陽
，
象
形
而
發
，
謂
之
生
」
と
い
う
文
章
に
對
す
る
篤
胤
の
解
釋
も
興
味
深
い
。

彼
の
解
釋
に
よ
る
と
、「
分
於
道
，
謂
之
命
」
と
い
う
の
は
、
世
界
の
本
源
（
「
道
」
と
も
い
い
、「
易
」
と
も
い
う
も
の
）
で
あ
る
「
元
氣
」
が
分
か
れ
て
、

人
と
萬
物
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
部
分
を
得
て
、
そ
の
「
本
命
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

「
形
於
一
，
謂
之
性
」
に
つ
い
て
、
盧
辨
注
は
「
一
」
を
五
行
の
一
つ
と
し
て
解
釋
す
る
。
篤
胤
は
こ
れ
に
反
對
し
て
、
前
述
の
「
命
」
を
「
一
」
と

す
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

抑
人
に
精
神
本
命
も
と
太
極
易
威
の
元
氣
よ
り
分
配
し
具
は
る
物
な
れ
ば
、
分
於
道
謂
之
命
と
云
ふ
語
は
老
子
に
道
生
一
と
云
ひ
、
列
子
及
び
乾
鑿

度
な
ど
に
、
易
變
而
爲
一
と
有
る
に
相
符
ひ
、
か
つ
人
に
取
り
て
は
、
本
命
や
が
て
一
な
る
が
故
に
か
く
云
へ
り
。

こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
老
子
の
「
道
生
一
」
と
は
、
普
通
は
宇
宙
生
成
論
と
し
て
讀
ま
れ
る
が
、
篤
胤
は
こ
こ
で
そ
の
文
を
人
の
生
成
と
し
て
讀
む
。

（
３
）
本
命
と
身
體

こ
こ
ま
で
篤
胤
は
す
で
に
本
命
篇
の
原
文
を
よ
く
解
釋
し
た
が
、
彼
は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
な
お
そ
の
文
章
に
關
わ
る
「
實
理
」
を
探
る
。

さ
て
此
章
の
分
於
道
、
謂
之
命
。
形
於
一
、
謂
之
性
。
化
於
陰
陽
、
象
形
而
發
、
謂
之
生
と
あ
る
文
面
に
て
は
、
人
生
の
本
ま
づ
象
形
な
く
、
彼
の

道
に
分
り
て
本
命
降
り
、
そ
の
一
に
形
は
れ
て
性
を
成
し
、
陰
陽
の
交
會
に
資
り
て
、
始
め
て
象
形
有
り
と
云
へ
る
如
く
聞
ゆ
れ
ど
も
、
其
の
本
末

は
な
ほ
然
ら
ず
。

そ
の
「
本
末
」
を
解
明
す
る
た
め
に
、
篤
胤
は
神
道
關
係
書
、
醫
學
書
、
道
教
書
な
ど
を
引
用
し
て
そ
の
こ
と
を
説
く
。
ま
ず
は
「
命
」
に
つ
い
て
の

説
明
で
あ
る
。

然
る
は
實
徴
よ
り
之
を
言
は
む
に
、
母
胎
に
固
よ
り
其
の
種
子
有
り
て
、
活
動
の
機
こ
そ
無
れ
、
自
然
に
男
女
の
定
れ
る
を
謂
ゆ
る
搆
精
の
時
に
、
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天
の
分
靈
を
父
よ
り
傳
へ
て
、
母
胎
の
種
子
に
授
く
、
是
謂
ゆ
る
一
元
の
氣
に
て
性
命
の
本
な
り
。

つ
ま
り
、
原
文
の
「
分
於
道
、
謂
之
命
」
と
い
う
の
は
抽
象
的
な
過
程
で
あ
る
が
、
篤
胤
は
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
肉
體
形
成
の
具
體
的
な
過
程
を
説

く
。
こ
の
事
例
は
篤
胤
が
言
う
「
實
理
」
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
く
れ
る
。
彼
は
抽
象
的
な
理
屈
だ
け
で
は
滿
足
で
き
ず
、
具
體
化
で
き
る
も
の
を
好
む

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
に
、
彼
は
さ
ら
に
「
命
」
を
受
け
る
こ
と
は
出
産
後
に
も
そ
の
痕
跡
を
殘
す
と
主
張
す
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

發
生
の
後
に
之
を
觀
れ
ば
、
彼
分
道
を
受
た
る
門
戸
顯
然
た
り
。
此
を
命
門
と
も
神
闕
と
も
稱
す
。
即
こ
れ
臍
な
り
。
ま
た
そ
の
靈
命
の
至
り
留
ま

る
處
を
受
命
之
宮
と
も
靈
根
と
も
云
ふ
。
是
身
體
の
中
極
に
し
て
、
眞
陰
眞
陽
是
よ
り
起
り
。

「
命
」
と
い
う
哲
學
概
念
を
臍
と
い
う
具
體
的
な
身
體
部
位
に
特
定
す
る
。
人
の
「
命
」
を
受
け
る
所
は
眞
ん
中
の
臍
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
兩
側
に
伸

び
て
身
體
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
七
）

。

こ
の
「
命
門
」
・
「
受
命
之
宮
」
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
日
本
の
古
典
を
引
い
て
説
明
す
る
。

我
が
神
祇
令
鎭
魂
祭
の
義
解
に
、
招
離
遊
之
運
魂
、
鎭
身
體
之
中
府
、
故
曰
鎭
魂
と
あ
る
中
府
は
、
即
ち
こ
の
靈
根
受
命
之
宮
を
云
へ
り
。
夢
分
流

と
云
ふ
舊
き
鍼
科
の
祕
訣
に
、
當
流
に
て
三
焦
之
府
と
云
ふ
て
、
即
ち
臍
中
神
闕
是
な
り
。

祕
傳
を
重
要
視
す
る
彼
の
文
獻
觀
の
現
れ
で
も
あ
る
。

（
４
）
分
道
と
出
産

上
述
の
第
二
十
章
と
二
十
一
章
と
に
は
、
食
い
違
い
が
出
る
。
つ
ま
り
、
二
十
條
で
は
、
「
分
於
道
、
謂
之
命
」
を
「
本
命
」
と
す
る
。
父
母
の
交
合
に

よ
っ
て
最
初
に
母
胎
に
出
現
す
る
こ
と
は
「
本
命
」
で
あ
る
。
從
っ
て
、
あ
の
時
間
こ
そ
、
本
命
の
日
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
十
一
條
で
は
、
出
産
の
日
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と
出
産
の
年
を
本
命
と
す
る
。
こ
の
間
は
「
十
月
」
の
懷
胎
時
間
の
差
が
あ
る
。

こ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

分
道
の
時
の
當
卦
は
有
れ
ど
、
人
々
生
涯
の
本
命
卦
と
定
む
る
は
、
其
生
年
の
主
卦
を
取
る
こ
と
決
め
て
深
き
由
あ
る
事
な
り
。

つ
ま
り
、
分
道
と
い
う
時
は
確
か
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
對
應
す
る
卦
も
あ
る
が
、
生
涯
の
本
命
卦
は
や
は
り
生
年
月
日
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
理

由
も
あ
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
二
説
を
擧
げ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
出
産
の
年
月
日
が
は
っ
き
り
分
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
分
道
の
年
月
日
は
決
め
が
た

い
も
の
で
あ
る
。

其
の
生
日
よ
り
前
、
二
十
七
旬
六
節
餘
り
を
分
道
の
日
と
は
云
な
れ
ど
、
或
は
節
の
替
り
に
依
り
て
、
孰
れ
の
節
に
當
る
と
云
こ
と
決
め
難
き
事
あ

り
、
或
は
人
に
よ
り
て
月
足
ら
ず
生
る
る
あ
り
、
或
は
月
延
び
て
生
る
る
有
り
。
然
れ
ば
分
道
の
時
を
以
て
、
生
涯
を
消
息
判
斷
す
る
本
卦
に
は
立

が
た
き
道
理
な
り
か
し
。
⋯
⋯
生
年
の
卦
を
以
て
、
本
卦
に
立
る
事
は
、
古
聖
の
遠
く
思
ひ
慮
れ
る
法
な
る
べ
し
。

そ
の
上
に
、
篤
胤
は
神
道
の
幽
顯
哲
學
に
よ
っ
て
、
生
年
の
卦
を
本
命
卦
と
す
る
「
古
式
」
の
意
味
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

天
地
神
明
の
道
に
幽
顯
の
別
あ
り
。
其
に
參
す
る
人
に
し
有
れ
ば
、
我
人
の
上
に
も
ま
た
自
然
に
幽
顯
あ
り
。
其
は
我
も
人
も
、
其
の
も
と
幽
よ
り

出
て
幽
に
入
れ
ば
、
幽
世
ぞ
我
等
が
本
世
な
る
を
、
暫
く
寓
に
出
た
る
顯
世
な
る
故
に
、
母
の
胎
内
に
在
り
し
間
は
な
ほ
幽
世
に
て
、
出
胎
よ
り
後

ぞ
顯
世
な
る
、
其
は
生
涯
と
云
ふ
も
、
世
に
在
る
間
を
云
へ
ば
、
一
世
の
本
命
は
、
生
年
の
當
卦
を
も
て
消
息
す
べ
き
道
理
な
り
。

つ
ま
り
、
出
産
の
時
點
は
、
顯
世
の
始
點
と
し
て
生
涯
の
行
方
を
決
め
る
重
要
性
を
持
つ
。

人
の
生
年
月
日
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
本
命
卦
」
が
推
算
で
き
る
。
篤
胤
は
自
身
の
生
年
月
日
を
例
と
し
て
計
算
す
る
。
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な
お
、
篤
胤
に
よ
る
と
、
本
命
卦
の
決
め
方
は
、
通
行
の
暦
の
年
に
よ
る
よ
り
、
節
氣
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
子
の
年
の
正
月
に
生
ま
れ
た

が
、
も
し
そ
の
時
ま
だ
大
寒
の
節
氣
に
あ
っ
て
、
立
春
の
節
氣
に
入
っ
て
い
な
い
な
ら
、
去
年
の
亥
の
年
に
よ
っ
て
本
命
卦
（
つ
ま
り
艮
卦
）
を
決
め
る
。

篤
胤
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

節
季
の
來
歴
は
、
天
地
の
自
然
に
從
ふ
を
、
月
の
定
め
は
人
爲
に
出
る
事
な
れ
ば
な
り
。

六
、
筮
法

筮
法
に
つ
い
て
の
篤
胤
の
考
え
方
も
獨
特
で
あ
る
。
以
下
の
二
點
を
分
け
て
そ
れ
を
述
べ
る
。

（
１
）
易
の
末
義

易
の
本
旨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
法
は
一
切
の
物
理
の
、
未
だ
明
な
ら
ざ
る
者
を
開
明
し
、
一
切
の
事
務
の
、
未
だ
定
ら
ざ
る
者
を
成
就
し
、
天
下
の
道
を
冒
覆
し
て
、
容
ざ
る
所

な
き
者
ぞ
と
云
へ
る
意
に
て
、
此
は
易
を
作
れ
る
本
義
を
述
た
り
。

以
上
に
述
べ
た
河
圖
洛
書
・
年
節
の
卦
・
本
命
卦
な
ど
は
、
こ
こ
で
言
う
よ
う
に
「
一
切
の
物
理
」
を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
違
っ
て
、

占
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
の
易
理
に
以
り
て
、
天
下
の
人
の
疑
ひ
を
斷
じ
て
、
多
岐
に
泣
し
め
ず
と
言
へ
る
に
て
、
易
法
を
稽
疑
に
轉
用
せ
る
末
義
を
述
た
る
な
り
。

つ
ま
り
、
易
に
お
い
て
は
、
占
筮
の
法
は
「
末
義
」
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
王
符
の
『
濳
夫
論
』
を
引
用
し
て
、
占
い
の
使
用
に
限
定
が
あ
る
と
論
じ
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る
。
つ
ま
り
、
卜
筮
は
、
社
會
の
人
心
に
動
搖
が
あ
る
時
に
、
こ
れ
を
統
一
し
て
、
安
定
さ
せ
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
國
家
の
正
常
な
政
治
、
ま
た
は

個
人
の
道
徳
決
斷
な
ど
は
、
妄
り
に
卜
筮
に
任
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
２
）
筮
法
の
詳
細

繋
辭
傳
に
「
大
衍
之
數
五
十
，
其
用
四
十
有
九
。
分
而
爲
二
以
象
兩
，
掛
一
以
象
三
，
揲
之
以
四
以
象
四
時
，
歸
奇
於
扐
以
象
閏
。
五
歲
再
閏
，
故
再

扐
而
後
掛
。
」
と
あ
る
。
古
今
の
學
者
が
筮
法
を
論
じ
る
の
は
、
大
體
こ
の
文
言
に
依
據
し
て
い
る
。

『
太
昊
古
易
傳
』
の
第
三
十
章
は
、
筮
法
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
章
に
は
前
説
と
後
説
と
の
二
稿
が
あ
る
。
前
説
で
は
、
伊
藤
東
涯
と
松
井

羅
州
と
の
學
説
を
採
用
し
て
、
繋
辭
傳
の
「
四
十
九
」
を
「
四
十
八
」
に
直
し
た
。
こ
の
説
は
、
易
學
史
に
先
例
が
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
後
説
で
は
、
易
學
史
の
諸
説
と
全
く
異
な
っ
て
、
「
四
十
九
」
を
「
四
十
五
」
に
直
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
後
説
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。

後
説
に
お
い
て
、
篤
胤
が
繋
辭
傳
の
原
文
に
大
き
く
修
訂
を
加
え
た
。
彼
が
次
の
よ
う
に
新
た
に
改
作
文
を
出
し
た
。

大
衍
之
數
五
十
、
其
用
四
十
有
五
。
分
而
爲
二
。
象
兩
掛
一
。
揲
之
以
四
、
以
象
四
時
。
歸
奇
於
扐
、
以
象
閏
月
。
五
歲
有
再
閏
月
、
故
再
扐
而
後

卦
。

こ
の
改
作
文
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
衍
」
字
と
「
扐
」
字
と
を
説
明
し
て
お
く
。
「
衍
」
字
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

大
衍
の
衍
は
、
説
文
解
字
に
水
朝
宗
于
海
と
有
る
段
注
に
、
海
淖
之
來
、
旁
推
曲
暢
兩
厓
渚
涘
之
間
曰
衍
。
引
伸
爲
凡
有
餘
之
義
、
假
羨
字
爲
之
と

云
へ
る
有
餘
の
義
そ
の
本
義
な
り
。
⋯
⋯
本
こ
れ
河
圖
五
十
五
數
の
五
を
取
れ
る
、
有
餘
の
大
數
な
る
が
故
に
、
大
衍
の
數
と
稱
へ
來
れ
り
。

普
通
の
易
學
著
作
に
は
、
「
衍
」
字
を
「
演
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
篤
胤
は
『
説
文
』
段
注
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釋
を
末
義
と
し
て
、
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「
あ
ま
り
」
の
義
を
本
義
と
す
る
。
彼
に
よ
っ
て
、
易
は
河
圖
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
河
圖
の
五
十
五
數
は
易
數
の
本
源
で
あ
る
。
そ

の
五
十
五
數
の
中
、
河
圖
中
央
の
「
五
」
數
は
八
卦
の
由
來
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
五
」
數
を
引
い
て
、
余
る
「
五
十
」
の
數
を
「
大
衍
之
數
」
と

呼
ぶ
。

「
扐
」
字
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

扐
は
説
文
の
段
註
に
、
凡
數
之
餘
曰
扐
。
王
制
祭
用
數
之
仂
、
喪
用
三
年
之
仂
、
鄭
玄
皆
以
爲
數
之
什
一
。
仂
扐
蓋
同
字
と
見
え
、
韻
會
に
、
仂
を

什
一
也
と
註
せ
り
。
是
を
合
せ
て
考
ふ
る
に
、
彼
の
大
衍
之
數
五
十
よ
り
、
其
用
四
十
五
を
取
れ
る
、
餘
り
の
五
策
は
、
五
十
中
の
一
な
る
が
故
に
、

扐
と
は
云
ふ
な
り
。

普
通
の
易
學
著
作
に
は
、
「
扐
」
字
を
「
指
の
間
に
挾
む
」
と
い
う
意
味
に
解
釋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
篤
胤
は
段
註
に
よ
っ
て
、
「
扐
」
字
に
「
十
分

の
一
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
大
衍
の
數
で
あ
る
五
十
よ
り
、
洛
書
の
數
の
四
十
五
を
引
い
て
、
余
る
數
は
「
五
」
で
あ
る
。
元
々
の
五
十

に
對
し
て
、
こ
の
余
り
の
五
數
は
そ
の
「
十
分
の
一
」
で
あ
る
の
で
、
「
扐
」
と
呼
ぶ
。

こ
の
二
つ
の
字
義
考
證
を
踏
ま
え
て
、
篤
胤
の
改
作
文
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
大
衍
の
數
五
十
の
中
、
實
際
に
用
の
あ
る
四
十

五
策
を
ま
ず
取
る
。
余
る
五
策
を
「
扐
」
と
し
て
、
机
に
置
く
。
そ
の
四
十
五
策
を
兩
手
に
分
け
て
、
「
二
」
と
す
る
。
そ
の
「
二
」
の
中
、
右
手
の
一
半

を
机
に
置
い
て
、
こ
れ
を
「
掛
一
」
と
す
る
。
左
の
一
半
を
、
四
つ
ず
つ
數
え
て
、
こ
れ
を
「
揲
之
以
四
、
以
象
四
時
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
數
え
た

結
果
、
最
後
に
殘
る
策
の
數
は
、
一
・
二
・
三
・
四
の
四
種
類
あ
る
。
そ
の
數
を
「
奇
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
殘
る
策
を
、
既
述
の
五
策
の
「
扐
」
に
歸
納
し

て
、
こ
れ
を
「
歸
奇
於
扐
」
と
す
る
。
「
奇
」
の
一
・
二
・
三
・
四
に
「
五
」
を
足
す
と
、
六
・
七
・
八
・
九
に
な
る
。
こ
れ
は
所
謂
四
象
（
太
陰
・
少
陽

・
少
陰
・
太
陽
）
の
數
で
あ
る
。
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
「
歸
奇
於
扐
」
と
い
う
過
程
は
、
河
圖
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
河
圖
の
數
の
配
置
は
、
中
央
に
五
が
あ
り
、

一
・
二
・
三
・
四
が
四
方
に
あ
る
。
そ
し
て
、
一
・
二
・
三
・
四
の
生
數
に
五
を
足
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
六
・
七
・
八
・
九
の
成
數
に
な
る
。
こ
の
數
字

關
係
は
、
朱
子
學
に
お
い
て
も
常
識
で
あ
る
。
篤
胤
が
こ
の
よ
う
に
筮
法
を
定
め
る
こ
と
に
は
、
筮
法
數
と
河
圖
數
と
を
關
連
さ
せ
る
意
圖
が
看
取
で
き

る
。

む
す
び

伏
羲
が
易
を
作
る
の
は
、
天
地
萬
物
に
對
す
る
觀
察
に
も
よ
る
し
、
河
圖
洛
書
と
い
う
神
々
の
啓
示
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
篤
胤
が
和
漢
の
典
籍
に

よ
っ
て
、
河
圖
洛
書
の
も
と
も
と
の
樣
子
を
想
像
し
た
。

こ
の
よ
う
な
河
圖
洛
書
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
八
卦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
位
に
對
應
し
て
い
る
。
そ
の
對
應
は
、「
天
地
の
實
理
」
に
よ
る
。
篤
胤
は
、

易
學
史
に
あ
る
先
天
八
卦
と
後
天
八
卦
と
を
否
定
し
、
「
實
理
」
に
合
致
し
て
、
唯
一
性
を
持
つ
八
卦
方
位
を
考
案
し
た
。

こ
の
よ
う
な
八
卦
方
位
は
、
も
と
も
と
空
間
の
分
け
方
で
あ
る
が
、
そ
の
分
け
方
に
基
づ
い
て
、
世
界
の
運
動
變
化
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
故
、
世
界

の
運
動
變
化
に
よ
っ
て
で
き
る
時
間
の
分
け
方
も
八
卦
方
位
に
繋
が
る
。
篤
胤
は
こ
の
よ
う
に
易
（
八
卦
方
位
）
と
暦
（
十
二
支
な
ど
）
と
を
關
連
さ
せ
、

「
易
」
を
世
界
の
運
動
變
化
を
表
す
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

人
間
の
形
成
と
出
産
は
、
天
地
自
然
に
深
く
影
響
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
上
述
の
よ
う
な
易
と
世
界
と
の
關
連
は
、
人
間
に
も
適
用
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
年
月
日
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
本
命
卦
」
を
決
め
ら
れ
る
と
篤
胤
は
考
え
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
一
連
の
こ
と
を
普
遍
的
な
原
理
と
し
た
ら
、
筮
法
は
そ
れ
ら
と
違
っ
て
、
社
會
・
人
生
の
異
變
に
對
應
す
る
た
め
の
特
殊
な
方
法
で
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あ
る
。
そ
れ
故
、
篤
胤
は
占
筮
の
こ
と
を
「
易
の
末
義
」
と
し
て
い
る
。
筮
法
の
詳
細
に
つ
い
て
、
篤
胤
が
傳
統
と
全
く
異
な
る
説
を
出
し
て
い
る
。
そ

の
説
に
よ
っ
て
、
筮
法
の
過
程
と
河
圖
洛
書
と
は
緊
密
に
關
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
述
の
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
平
田
篤
胤
が
「
伏
羲
易
」
を
復
元
す
る
作
業
を
通
し
て
、
一
つ
の
體
系
を
作
り
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
體
系
を
構

築
し
た
時
、
頻
繁
に
出
て
き
た
二
つ
の
言
葉
、「
古
傳
」
と
「
實
理
」
と
は
、
そ
の
構
築
作
業
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、「
古
傳
」
も
理
想
的
で
、「
實

理
」
に
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
篤
胤
の
思
想
に
お
い
て
所
謂
「
實
理
」
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察
を
通
し
て
、
こ
の
「
實

理
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
一
言
を
し
て
お
く
。
つ
ま
り
、
亂
雜
な
古
代
文
獻
に
現
れ
る
樣
々
な
知
識
を
、
體
系
的
な
原
理
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
統
合
す

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
「
原
理
」
は
篤
胤
の
「
實
」
感
覺
に
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
一
つ
の
感
想
に
す
ぎ
な
い
。
篤
胤
の
「
實
理
」
の
内
容
を
正
確
に
分
析
す
る
た
め
に
、
彼
の
易
學
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
暦
學
・
術
數
學
・
醫
學
・
神
道
學
な
ど
を
通
し
て
、
篤
胤
の
世
界
觀
及
び
そ
の
現
れ
方
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
將
來
の
課
題
に
し
た

い
。

【
註
】

（
一
）
本
稿
で
は
、
篤
胤
の
著
作
の
引
用
に
は
芳
賀
登
編
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
（
全
二
一
卷
、
名
著
出
版
、
一
九
七
八
～
八
一
年
）
を
用
い
た
。
引
用

に
あ
た
っ
て
、
俗
字
を
正
字
に
直
し
た
。
ま
た
、
頁
數
は
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
の
各
卷
ご
と
の
總
頁
數
を
基
準
に
記
し
た
。
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』

は
『
新
修
全
集
』
と
略
記
し
た
。

（
二
）
篤
胤
の
諸
著
作
の
成
立
の
前
後
關
係
は
、
な
お
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
三
）
繋
辭
傳
王
弼
注
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
中
村
璋
八
に
論
文
が
あ
る
。

（
四
）
こ
の
「
如
田
町
」
の
記
録
か
ら
、
篤
胤
が
日
本
上
古
時
代
の
卜
法
を
連
想
す
る
。
そ
の
卜
法
は
、
「
麻
知
形
」
と
い
う
「
田
」
の
形
を
鹿
の
肩
骨
に

畫
す
る
。
天
皇
が
言
う
「
如
田
町
」
は
、
そ
の
占
い
の
「
麻
知
形
」
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
日
本
は
世
界
の
東
方
に
あ
る
の
で
、
東
方
を
重
要
視
す
る
と
い
う
民
族
主
義
的
な
感
情
も
入
っ
て
い
る
。

（
六
）
な
お
、
こ
の
よ
う
な
民
俗
學
考
察
を
重
要
視
す
る
の
で
、
研
究
者
は
篤
胤
と
柳
田
國
男
と
關
連
さ
せ
て
論
述
す
る
こ
と
も
あ
る
。
平
田
篤
胤
と
柳

田
國
男
と
の
共
通
性
は
、
折
口
信
夫
の
「
先
生
の
學
問
」
を
始
め
、
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
七
）
こ
の
發
想
は
篤
胤
の
世
界
生
成
に
似
て
い
る
。
天
も
、
そ
の
眞
ん
中
の
北
極
星
の
處
の
一
點
か
ら
始
ま
り
、
四
方
に
伸
び
て
今
の
天
體
が
で
き
る

と
い
う
。
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第
七
章

平
田
易
學
と
清
朝
考
證
學

は
じ
め
に

平
田
篤
胤
は
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
。
彼
の
易
学
を
問
題
に
す
る
の
は
、
そ
の
易
学
著
作
を
読
む
と
、
普
通
の
漢
学
者
よ
り
大
量
に
漢
籍
を
使
用
し

て
、
漢
籍
の
内
容
を
体
系
化
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
特
に
、
そ
の
易
学
主
著
『
太
昊
古
易
傳
』
に
、
中
国
の
字
書
と
清
朝
考
証
学
の
著
作
を
利
用
し

て
、
「
文
王
易
を
批
判
し
な
が
ら
、
伏
羲
易
を
復
元
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
易
学
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
篤
胤
の
『
太
昊
古
易
傳
』
は
、
平
田
易
學
の
最
初
の
姿
で
は
な
く
、
実
は
十
數
年
に
亘
っ
て
何
度
も
修
正
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
平
田
易
學
の

最
初
の
姿
に
つ
い
て
は
、
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
は
歴
博
と
略
稱
）
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
「
平
田
篤
胤
関
係
資
料
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
篤

胤
の
易
學
草
稿
が
幾
種
類
あ
り
、
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
草
稿
を
基
本
資
料
と
し
て
、
平
田
易
學
と
清
朝
考
証
学

と
の
関
連
を
探
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
文
王
易
と
伏
羲
易

「
文
王
易
」
・
「
伏
羲
易
」
と
い
う
の
は
、
篤
胤
独
創
の
概
念
で
は
な
く
、
儒
学
者
、
特
に
朱
子
学
者
が
持
っ
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
伝

統
的
な
見
解
に
よ
る
と
、
現
存
の
『
周
易
』
の
卦
辞
と
爻
辞
と
は
、
周
の
文
王
（
及
び
そ
の
息
子
の
周
公
）
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
卦
辞
・
爻
辞
と
対
応

し
て
、
現
存
の
『
周
易
』
で
は
、
八
卦
の
方
位
・
性
質
に
関
し
て
も
一
定
の
説
が
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
説
に
よ
る
と
、
乾
卦
は
西
北
の
卦
で
あ
る
。
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漢
代
以
来
、
こ
の
よ
う
な
「
文
王
易
」
は
唯
一
の
正
統
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
宋
代
に
至
る
と
、
北
宋
の
卲
雍
か
ら
始
ま
り
、
南
宋
の
朱
子
が
集

大
成
し
た
易
学
で
は
、
こ
の
「
文
王
易
」
と
異
な
る
易
体
系
を
提
起
し
て
い
る
。
朱
子
に
よ
る
と
、
現
存
の
『
周
易
』
は
「
後
天
易
」
で
あ
り
、
文
王
易

で
あ
る
。
そ
れ
は
聖
人
の
著
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
根
本
的
な
「
先
天
易
」
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
後
天
易
の
作
者
が
文
王
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

先
天
易
の
作
者
は
伏
羲
で
あ
る
。
こ
れ
は
所
謂
「
伏
羲
易
」
と
「
文
王
易
」
と
の
対
立
で
あ
る
。
特
に
、
八
卦
方
位
に
関
し
て
、
両
者
の
区
別
が
は
っ
き

り
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
先
天
易
」
に
お
い
て
、
乾
卦
の
方
位
は
南
方
で
あ
る
（
一
）

。

「
文
王
易
」
と
「
伏
羲
易
」
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
朱
子
学
・
古
学
・
国
学
に
お
い
て
、
別
々
の
見
解
が
看
取
で
き
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、

朱
子
学
者
は
両
者
を
一
緒
に
聖
人
の
作
品
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
。
古
学
者
は
「
伏
羲
易
」
を
批
判
し
、
「
文
王
易
」
の
正
当
性
を
力
説
し
た
。
国
学
者
は

易
全
体
を
批
判
し
て
い
る
（
二
）

。
そ
れ
ら
と
違
っ
て
、
平
田
篤
胤
は
文
王
易
と
朱
子
学
の
「
先
天
易
」
を
批
判
し
、
理
想
的
な
「
伏
羲
易
」
を
復
元
し
よ
う

と
し
た
。

篤
胤
が
想
定
し
た
「
伏
羲
易
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
点
が
注
意
す
べ
き
と
思
う
。
ま
ず
、
篤
胤
は
伏
羲
と
い
う
人
物
を
日
本
神
話
の
中
に
取
り
入
れ
て

い
る
。
篤
胤
の
『
三
易
由
来
記
』
巻
の
上
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

伏
羲
氏
を
、
ま
た
太
昊
伏
羲
氏
と
も
称
ふ
。
実
に
は
我
が
扶
桑
本
州
の
神
真
大
国
主
神
な
る
が
、
彼
の
赤
縣
州
に
渡
り
往
し
て
国
を
闢
き
、
彼
處
に

し
ば
し
王
と
為
り
て
⋯（
三
）

つ
ま
り
、
伏
羲
と
い
う
の
は
、
日
本
神
話
の
大
国
主
神
と
い
う
神
で
あ
る
。
こ
の
神
様
が
中
国
に
渡
っ
て
、
中
国
で
王
様
に
な
っ
て
、
「
伏
羲
」
と
呼
ば

れ
た
と
篤
胤
が
考
え
る
。
こ
の
考
え
と
関
連
し
て
、
伏
羲
が
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
八
卦
の
方
位
も
、
独
特
の
系
統
に
な
っ
て
い
る
。
篤
胤
の
『
太
昊
古
易

傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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太
昊
氏
そ
の
本
国
た
る
東
方
扶
桑
の
神
域
に
面
し
て
、
ま
づ
乾
天
君
父
の
卦
位
を
定
め
⋯

（
『
太
昊
古
易
傳
』6

6

頁
）

つ
ま
り
、
最
初
に
易
と
八
卦
を
創
造
し
た
伏
羲
は
、
も
と
も
と
日
本
の
神
様
で
あ
る
の
で
、
日
本
の
方
位
で
あ
る
東
方
を
特
に
重
要
視
し
て
い
て
、
そ

れ
を
八
卦
の
う
ち
に
最
も
重
要
な
乾
卦
、
つ
ま
り
君
父
の
卦
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
中
心
的
な
前
提
に
基
づ
い
て
、
中
国
の
古
史
及
び
易
を

理
解
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
乾
卦
だ
け
で
は
な
く
て
、
篤
胤
は
彼
な
り
の
原
則
に
よ
っ
て
、
八
卦
の
方
位
を
そ
れ
ぞ
れ
考
案
し
て
い
る
。（
四
）

篤
胤
の
「
伏
羲
易
」
は
、
勿
論
極
め
て
奇
異
的
な
も
の
で
あ
る
。
後
世
の
易
学
史
に
対
し
て
も
、
そ
の
影
響
が
皆
無
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
視

点
を
変
換
し
て
み
れ
ば
、
篤
胤
の
「
伏
羲
易
」
に
は
興
味
深
い
一
面
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
奇
異
的
な
見
解
を
論
証
す
る
た
め
に
、
篤
胤

が
な
か
な
か
周
到
な
用
意
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
論
証
の
手
法
を
探
求
し
て
み
た
い
。

二
、
平
田
易
學
の
論
理
と
文
字
學

（
１
）
乾
卦
の
方
位

前
述
し
た
よ
う
に
、
傳
統
的
な
文
王
易
で
は
、
八
卦
の
う
ち
、
乾
卦
の
方
位
は
、
北
西
で
あ
る
が
、
朱
子
の
先
天
易
に
お
い
て
は
、
乾
卦
は
南
方
の
卦

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
篤
胤
は
乾
卦
を
東
の
卦
と
す
る
。
し
か
し
、
「
乾
」
は
な
ぜ
東
方
の
卦
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
關
し
て
、
篤
胤
は

「
乾
」
字
の
字
義
を
分
析
し
て
説
明
し
て
い
る
。
『
太
昊
古
易
傳
』
巻
二
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

説
文
に
乾
、
上
出
也
。
从
乙
。
乙
、
物
之
達
也
。
倝
聲
と
見
え
、
倝
を
日
始
出
光
倝
倝
也
、
从
旦
、
㫃
聲
と
云
ひ
、
㫃
を
旌
旗
之
游
、
从
屮
、
曲
而

下
垂
也
と
あ
り
。
然
れ
ば
㫃
字
の
屮
と
丿
と
を
上
下
に
分
放
し
て
、
中
間
に
旦
の
字
を
加
た
る
が
倝
字
な
る
故
に
、
其
註
に
从
旦
と
云
ひ
、
倝
に
乙

を
加
た
る
乾
字
な
る
故
に
、
其
説
に
从
乙
と
云
る
に
て
、
乙
を
加
た
る
意
は
、
乙
字
の
説
に
、
象
春
艸
冤
曲
而
出
、
陰
氣
尚
彊
、
其
出
乙
乙
也
と
言
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ひ
、
集
韻
に
乙
、
東
方
之
日
也
と
有
る
な
ど
合
せ
考
ふ
る
に
、
其
の
本
字
た
る
倝
は
元
よ
り
日
の
初
め
て
出
る
象
な
れ
ば
、
乾
は
倝
の
諧
聲
な
れ
ど
、

尚
深
く
其
の
義
を
示
さ
む
と
乙
を
を
加
へ
て
乾
に
作
り
、
旦
の
徐
々
と
出
初
む
る
状
を
会
意
せ
る
な
り
。
是
を
以
て
乾
の
東
方
必
當
の
卦
な
る
こ
と

あ
さ
ひ

所
知
た
り
。

（
『
太
昊
古
易
傳
』8

0

頁
）

つ
ま
り
、
篤
胤
は
「
乾
」
の
字
を
分
解
し
て
い
る
。
「
乾
」
の
字
は
「
乙
」
と
「
倝
」
と
か
ら
な
る
。
「
乙
」

は
義
符
で
あ
る
が
、「
倝
」
は
聲
符
で
も
義
符
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、「
倝
」
を
分
析
す
れ
ば
、「
㫃
」
と
「
旦
」
か
ら
な
り
、「
㫃
」
は
聲
符
で
あ
り
、「
旦
」

は
義
符
で
あ
る
。
「
倝
」
と
「
旦
」
と
は
、
東
に
出
て
く
る
朝
日
（
あ
さ
ひ
）
の
意
味
で
あ
る
。
「
乙
」
に
つ
い
て
、
春
の
季
節
に
草
木
が
萌
え
る
様
子
を

表
す
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
行
説
に
お
い
て
、
十
干
の
中
、
甲
・
乙
は
東
方
の
干
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
乾
字
の
構
成
部
分
の
内
、
そ
の
字
義
に
関
わ
る

「
倝
」
・
「
乙
」
・
「
旦
」
と
い
う
要
素
は
、
す
べ
て
「
東
方
」
に
繋
が
る
こ
と
を
論
證
し
て
い
る
。

こ
の
例
證
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
篤
胤
の
場
合
、
八
卦
方
位
の
確
定
と
文
字
の
分
析
と
は
、
不
可
分
の
關
係
に
あ
る
。
八
卦
方
位
の
確
定
は
、
平
田
易

學
の
中
心
で
あ
る
か
ら
、
文
字
學
的
な
論
證
は
平
田
易
學
の
中
核
だ
と
言
え
る
と
思
う
。

（
２
）
筮
法

『
太
昊
古
易
傳
』
の
第
三
十
章
は
、
筮
法
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
章
に
、
篤
胤
は
易
学
史
に
前
例
が
な
い
奇
異
な
筮
法
を
考
案
し
た
（
五
）

。
易

の
筮
法
に
つ
い
て
、
易
学
史
に
様
々
な
異
説
が
あ
る
が
、
大
体
、
繋
辭
傳
に
「
大
衍
之
數
五
十
、
其
用
四
十
有
九
。
分
而
爲
二
以
象
兩
、
掛
一
以
象
三
、

揲
之
以
四
以
象
四
時
、
歸
奇
於
扐
以
象
閏
。
五
歲
再
閏
、
故
再
扐
而
後
掛
（
大
衍
之
數
、
五
十
な
り
。
其
の
用
、
四
十
有
九
な
り
。
分
ち
て
二
と
為
り
て

以
て
兩
を
象
り
、
一
を
掛
け
て
以
て
三
を
象
り
、
之
れ
を
揲
ふ
る
に
四
を
以
て
四
時
を
象
り
、
奇
を
扐
に
歸
し
て
以
て
閏
を
象
る
。
五
歲
に
再
び
閏
す
れ
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ば
、
故
に
再
び
扐
し
て
後
に
掛
く
）
」
と
あ
る
に
依
據
し
て
い
る
。

し
か
し
、
篤
胤
が
繋
辭
傳
の
原
文
に
大
き
く
修
訂
し
て
、
次
の
よ
う
に
新
た
に
改
作
を
考
案
し
た
。

大
衍
之
數
五
十
、
其
用
四
十
有
五
。
分
而
爲
二
。
象
兩
掛
一
。
揲
之
以
四
、
以
象
四
時
。
歸
奇
於
扐
、
以
象
閏
月
。
五
歲
有
再
閏
月
、
故
再
扐
而
後

卦
。
（
大
衍
之
數
、
五
十
な
り
。
其
の
用
、
四
十
有
五
な
り
。
分
ち
て
二
と
為
る
。
兩
を
象
り
、
一
を
掛
く
。
之
れ
を
揲
ふ
る
に
四
を
以
て
し
、
以
て

四
時
を
象
る
。
奇
を
扐
に
歸
し
て
、
以
て
閏
月
を
象
る
。
五
歲
に
再
び
の
閏
月
有
れ
ば
、
故
に
再
び
扐
し
て
後
に
掛
く
。
）（
六
）

こ
の
改
作
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
衍
」
字
と
「
扐
」
字
と
を
説
明
し
て
お
く
。
「
衍
」
字
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

大
衍
の
衍
は
、
説
文
解
字
に
水
朝
宗
于
海
と
有
る
段
注
に
、
海
淖
之
來
、
旁
推
曲
暢
兩
厓
渚
涘
之
間
曰
衍
。
引
伸
爲
凡
有
餘
之
義
、
假
羨
字
爲
之
と

云
へ
る
有
餘
の
義
そ
の
本
義
な
り
。
⋯
⋯
本
こ
れ
河
圖
五
十
五
數
の
五
を
取
れ
る
、
有
餘
の
大
數
な
る
が
故
に
、
大
衍
の
數
と
稱
へ
來
れ
り
（
七
）

。

一
般
の
易
學
著
作
に
は
、
「
衍
」
字
を
「
演
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
篤
胤
は
段
注
（
清
朝
の
考
証
学
者
で
あ
る
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字
注
』
）

に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釋
を
末
義
と
し
て
、
「
あ
ま
り
」
の
義
を
本
義
と
す
る
。
篤
胤
か
ら
見
る
と
、
易
は
河
圖
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の

で
、
河
圖
の
五
十
五
數
（
河
図
の
総
数
）
は
易
數
の
本
源
で
あ
る
。
そ
の
五
十
五
數
の
中
、
河
圖
中
央
の
「
五
」
數
は
八
卦
の
由
來
で
あ
る
の
で
、
す
で

に
使
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
五
」
數
を
引
い
て
、
余
る
「
五
十
」
の
數
を
「
大
衍
之
數
」
と
呼
ぶ
。

「
扐
」
字
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

扐
は
説
文
の
段
註
に
、
凡
數
之
餘
曰
扐
。
王
制
祭
用
數
之
仂
、
喪
用
三
年
之
仂
、
鄭
玄
皆
以
爲
數
之
什
一
。
仂
扐
蓋
同
字
と
見
え
、
韻
會
に
、
仂
を

什
一
也
と
註
せ
り
。
是
を
合
せ
て
考
ふ
る
に
、
彼
の
大
衍
之
數
五
十
よ
り
、
其
用
四
十
五
を
取
れ
る
、
餘
り
の
五
策
は
、
五
十
中
の
一
な
る
が
故
に
、

扐
と
は
云
ふ
な
り
。

（
『
太
昊
古
易
傳
』
）
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一
般
の
易
學
著
作
に
は
、
「
扐
」
字
を
「
指
の
間
に
挾
む
」
と
い
う
意
味
に
解
釋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
篤
胤
は
段
註
に
よ
っ
て
、
「
扐
」
字
に
「
十
分

の
一
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
大
衍
の
數
で
あ
る
五
十
よ
り
、
洛
書
の
數
の
四
十
五
を
引
い
て
、
余
る
數
は
「
五
」
で
あ
る
。
元
々
の
五
十

に
對
し
て
、
こ
の
余
り
の
「
五
」
は
そ
の
「
十
分
の
一
」
で
あ
る
の
で
、
「
扐
」
と
呼
ぶ
。

こ
の
二
つ
の
字
義
考
證
を
踏
ま
え
て
、
篤
胤
の
考
案
し
た
改
作
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
つ
ま
り
、
大
衍
の
數
五
十
の
中
、
實
際
に
用
の

あ
る
四
十
五
策
を
ま
ず
取
る
。
余
る
五
策
を
「
扐
」
と
し
て
、
机
に
置
く
。
そ
の
四
十
五
策
を
兩
手
に
分
け
て
、
「
二
」
と
す
る
。
そ
の
「
二
」
の
中
、
右

手
の
一
半
を
机
に
置
い
て
、
こ
れ
を
「
掛
一
」
と
す
る
。
左
の
一
半
を
、
四
つ
ず
つ
數
え
て
、
こ
れ
を
「
揲
之
以
四
、
以
象
四
時
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う

に
數
え
た
結
果
、
最
後
に
殘
る
策
の
數
は
、
一
・
二
・
三
・
四
の
四
種
類
あ
る
。
そ
の
數
を
「
奇
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
殘
る
策
を
、
既
述
の
五
策
の
「
扐
」

に
歸
納
し
て
、
こ
れ
を
「
歸
奇
於
扐
」
と
す
る
。
「
奇
」
の
一
・
二
・
三
・
四
に
「
扐
」
の
五
を
足
す
と
、
六
・
七
・
八
・
九
に
な
る
。
こ
れ
は
所
謂
四
象

（
太
陰
・
少
陽
・
少
陰
・
太
陽
）
の
數
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
し
て
、
一
爻
が
決
ま
る
。
同
じ
作
業
を
六
回
重
ね
る
と
、
一
卦
が
出
て
く
る
。

篤
胤
が
考
案
し
た
こ
の
筮
法
は
、
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
論
証
の
過
程
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
段
註
の
字
義
考

証
を
前
提
に
し
な
い
と
、
論
理
の
展
開
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
。

三
、
篤
胤
の
易
学
草
稿

前
述
の
よ
う
に
、
平
田
篤
胤
の
易
学
に
お
い
て
、
文
字
学
的
な
論
証
が
中
核
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
『
説
文
解
字
』
段
註
な
ど
清
朝
考
証
学
の
引
用
も
、

論
理
展
開
に
不
可
欠
で
あ
る
。
平
田
易
学
の
こ
の
特
質
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
、
現
存
の
篤
胤
の
易
学
草
稿
に
よ
っ

て
こ
の
問
題
を
探
求
し
て
み
た
い
。
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（
１
）
『
古
易
傳
用
書
』

歴
博
に
は
、「
平
田
篤
胤
關
係
資
料
」
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
『
古
易
傳
用
書
』
と
い
う
草
稿
が
あ
る
（
八
）

。
こ
の
草
稿
に
つ
い
て
、

『
平
田
篤
胤
關
係
資
料
目
録
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
紹
介
が
あ
る
。

古
易
傳
用
書
。
１
册
、
打
付
外
題
「
古
易
傳
用
書
」
、
半
紙
本
、
假
綴
、
無
枠
、
塗
抹
訂
正
あ
り
、
第
１
丁
オ
の
附
箋
「
此
草
稿
者
易
ニ
關
カ
シ
文
字

ノ
本
義
ヲ
、
説
文
段
經
［
注
］
ヲ
始
メ
外
ノ
字
書
ヨ
リ
モ
抄
出
セ
ラ
レ
タ
リ
。
因
ニ
⋯
⋯
」
、
易
經
の
中
の
文
字
を
考
證
し
た
も
の
、
篤
胤
自
筆
稿
本
と

み
ら
れ
る
（
九
）

。

『
目
録
』
の
編
纂
者
は
、
こ
の
『
古
易
傳
用
書
』
を
「
易
經
の
中
の
文
字
を
考
證
し
た
も
の
」
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、

一
つ
重
要
な
こ
と
を
見
逃
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
内
實
か
ら
見
る
と
、
こ
の
草
稿
は
元
々
二
つ
の
異
な
る
寫
本
を
合
册
し
た
も
の
で

あ
る
。
草
稿
の
最
初
の
十
丁
ぐ
ら
い
は
、
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
の
拔
粹
で
あ
る
。
圖
版
一
は
そ
の
第
一
丁
の
表
で
あ
る
。
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○
を
つ
け
て
い
る
部
分
を
翻
刻
す
る
と
、
「
段
註
九
篇
下
四
十
四
オ
易
蜥
易
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
易
」
字
に
關
す
る
『
説
文
解
字
』
段
註
を
拔
出
し

て
、
さ
ら
に
そ
の
元
で
あ
る
段
註
の
頁
數
を
明
記
し
て
い
る
（
十
）

。

十
丁
ぐ
ら
い
の
段
註
拔
粹
に
續
い
て
、
次
の
二
十
余
丁
は
、
「
八
卦
稽
疑
傳
」
と
い
う

題
目
の
篤
胤
自
身
の
文
章
で
あ
る
。
図
版
の
二
で
示
す
よ
う
に
、
そ
の
冒
頭
に
、「
八
卦
稽
疑
傳

平
篤
胤
謹
考
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
「
八
卦
稽
疑
傳
」

圖 版 一
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の
文
章
の
行
間
・
上
欄
な
ど
余
白
の
あ
る
所
に
、
最
初
の
十
丁
に
續
い
て
段
註
の
拔
粹
が
綿
密
に
入
っ
て
い
る
。「
八
卦
稽
疑
傳
」
と
段
註
の
拔
出
し
と
は
、

そ
の
字
の
大
き
さ
が
異
な
る
の
で
、
兩
者
の
區
別
が
つ
い
て
い
る
。
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圖 版 二
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こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見
る
と
、
「
八
卦
稽
疑
傳
」
が
先
に
で
き
て
、
一
つ
の
寫
本
に
な
っ
た
後
で
、
段
註
の
拔
出
を
別
の
紙
に
寫
し
た
が
、
何
か
の
理

由
（
紙
の
節
約
か
、
兩
者
の
内
容
の
關
連
か
）
で
、
段
註
の
拔
出
し
と
「
八
卦
稽
疑
傳
」
と
を
合
册
し
て
、
「
八
卦
稽
疑
傳
」
の
余
白
の
あ
る
所
に
も
段
註

を
寫
し
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
「
古
易
傳
用
書
」
と
い
う
寫
本
は
、
「
八
卦
稽
疑
傳
」
と
説
文
段
註
の
拔
出
し
と
の
二
部
分
か
ら
な
り
、
以
下
は
兩
者
を
分
け
て
分
析
し

て
み
よ
う
。

（
２
）
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿

「
八
卦
稽
疑
傳
」
と
い
う
の
は
、
篤
胤
の
易
學
主
著
『
太
昊
古
易
傳
』
の
元
で
あ
り
、
著
作
の
タ
イ
ト
ル
を
「
八
卦
稽
疑
傳
」
か
ら
「
太
昊
古
易
傳
」

に
直
し
た
の
は
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。
『
古
易
傳
用
書
』
に
あ
る
「
八
卦
稽
疑
傳
」
と
『
全
集
』
本
の
『
太
昊
古
易
傳
』
と
を
比
べ
る
と
、
「
八
卦
稽
疑
傳
」

は
『
全
集
』
本
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
形
式
と
内
容
か
ら
見
る
と
、
『
古
易
傳
用
書
』
に
あ
る
「
八
卦
稽
疑
傳
」
は
、
『
太
昊
古
易
傳
』
の
最
初

草
稿
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
以
下
は
、
こ
の
「
八
卦
稽
疑
傳
」
を
「
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
」
と
稱
す
る
。

で
は
、
こ
の
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
が
い
つ
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
壑
君
一
代
記
』
（
平
田
篤
胤
の
傳
記
）
に
は
文
政
十
三
年
に
『
八

卦
稽
疑
傳
』
が
成
立
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
著
作
が
大
體
形
成
し
た
年
次
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
今
、
問
題
に
す
る
『
八
卦
稽
疑
傳
』

最
初
稿
は
、
そ
れ
よ
り
早
い
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
篤
胤
が
易
を
研
究
し
た
の
は
、
彼
一
人
で
は
な
く
て
、
弟
子
た
ち
の
共
同
作
業
に
も
大
き
く

頼
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
證
は
、
篤
胤
門
下
の
筆
頭
で
あ
る
生
田
萬
で
あ
る
。
生
田
萬
の
易
學
著
作
の
稿
本
は
何
種
類
あ
り
、
平
田
神
社
か
ら
傳

わ
っ
て
、
現
在
は
歴
博
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
萬
の
『
坤
字
古
義
考
』
と
『
筮
占
考
初
稿
』
で
あ
る
（
十
一
）

。
生
田
萬
は
本
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は
館
林
藩
の
藩
士
で
、
文
政
十
一
年
四
月
に
館
林
藩
か
ら
追
放
さ
れ
て
、
同
年
十
月
か
ら
家
族
を
連
れ
て
篤
胤
の
家
に
寄
寓
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
翌

年
の
文
政
十
二
年
二
月
に
萬
の
易
著
作
『
坤
字
古
義
考
』
が
成
立
し
て
、
そ
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

我
大
人
の
八
卦
稽
疑
傳
を
艸
稿
し
給
ふ
傍
に
侍
り
て
、
仰
せ
賜
ふ
事
ど
も
受
賜
ふ
に
、
お
れ
此
奴
よ
、
古
八
卦
の
方
位
は
か
か
る
物
ぞ
、
乾
坤
な
ど

の
古
義
は
云
々
ぞ
、
と
教
曉
し
給
ふ
事
ご
と
に
、
肝
冷
る
ば
か
り
に
こ
そ
驚
思
ひ
侍
り
し
か
。
⋯
⋯
文
政
十
二
年
二
月
十
二
日
。

（
『
坤
字
古
義
考
』
）

つ
ま
り
、
篤
胤
が
『
八
卦
稽
疑
傳
』
の
草
稿
を
書
い
た
時
、
萬
は
傍
に
い
て
、
篤
胤
の
考
え
方
を
直
接
に
聞
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
萬
自
身
も

考
え
て
、
「
坤
」
字
に
つ
い
て
論
考
を
書
い
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
の
文
政
十
三
年
に
、
萬
に
は
次
の
著
作
『
筮
占
考
初
稿
』
が
出
來
上
が
っ
て
、
そ
の
序
文

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

我
師
大
人
の
八
卦
稽
疑
傳
を
著
し
給
へ
る
に
つ
き
て
、
思
ほ
す
旨
有
り
て
、
筮
儀
占
判
の
事
は
し
、
汝
に
委
ぬ
べ
け
れ
ば
、
云
々
に
考
て
、
斯
く
状

に
記
き
取
り
て
よ
。
我
よ
く
訂
閲
て
論
ひ
定
め
な
む
、
と
命
せ
給
ふ
ま
に
ゝ
郷
に
も
負
け
な
く
、
艸
稿
し
て
上
り
た
れ
ど
、
又
思
ひ
直
す
事
の
有
り

て
、
其
の
艸
稿
を
申
し
賜
り
。

（
『
筮
占
考
初
稿
』
、
文
政
十
三
年
成
立
）

つ
ま
り
、
篤
胤
が
『
八
卦
稽
疑
傳
』
草
稿
を
著
し
た
時
、
筮
法
な
ど
の
内
容
に
關
し
て
、
篤
胤
は
そ
の
作
業
を
萬
に
分
擔
さ
せ
た
（
十
二
）

。

生
田
萬
が
易
學
研
究
の
共
同
作
業
に
參
入
し
た
の
は
、
文
政
十
一
年
十
月
以
後
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
篤
胤
の
『
八
卦
稽
疑
傳
』
草
稿
を
起
草
し
た
の

は
、
文
政
十
一
年
、
十
二
年
の
頃
だ
と
思
う
。

な
お
、
文
政
十
年
か
ら
十
二
年
ま
で
篤
胤
が
『
八
卦
稽
疑
傳
』
に
着
手
し
た
幾
つ
か
の
傍
證
を
列
擧
す
る
と
、
ま
ず
は
そ
の
頃
の
書
簡
に
、
「
伏
羲
大
國

主
神
」
説
が
初
め
て
言
及
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
は
『
八
卦
稽
疑
傳
』
の
中
心
的
な
觀
念
で
あ
る
。
文
政
十
年
閏
六
月
二
十
九
日
の
日
付
に
、
篤

胤
か
ら
弟
子
の
新
庄
道
雄
に
宛
て
た
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
十
三
）

。
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御
察
の
通
り
一
昨
年
は
、
漢
土
の
穿
鑿
に
逼
至
と
取
懸
り
、
此
節
に
至
り
て
は
、
上
古
の
本
説
事
實
、
大
體
考
證
出
來
申
候
（
三
五
本
國
考
ハ
文
政

十
一
年
完
成
）
、
只
一
言
申
候
は
ば
、
天
皇
氏
と
申
候
は
、
伊
邪
那
岐
大
神
に
坐
し
、
地
皇
氏
は
伊
邪
那
美
大
神
に
坐
し
、
人
皇
氏
と
云
は
、
須
佐

之
男
命
に
坐
ス
よ
し
を
初
め
、
多
く
は
彼
國
上
古
の
神
聖
た
ち
は
、
皇
國
よ
り
渡
り
給
へ
る
神
な
る
事
、
中
に
も
太
昊
伏
羲
氏
は
、
大
國
主
神
に
坐

し
⋯
⋯
更
に
疑
な
き
事
に
御
座
候
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
文
政
十
年
の
二
年
前
（
文
政
八
年
）
か
ら
、
篤
胤
は
中
國
上
古
史
を
研
究
し
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
文
政
十
年
の
頃
、
既
に
「
伏
羲
」

が
大
國
主
命
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。

ま
た
、
『
氣
吹
舍
日
記
』
文
政
十
二
年
三
月
廿
九
日
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
十
四
）

。

庄
司
美
濃
兵
衞
來
、
易
方
位
の
事
を
問
ひ
に
來
れ
る
也
。

（
『
平
田
篤
胤
研
究
』
一
〇
六
八
頁
）

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
、
篤
胤
が
「
伏
羲
易
」
の
研
究
に
專
念
し
て
い
た
の
で
、
弟
子
か
ら
の
質
疑
も
あ
る
。

（
３
）
『
説
文
』
段
註
の
拔
粹

前
述
の
よ
う
に
、
歴
博
所
藏
の
「
古
易
傳
用
書
」
は
、
二
つ
の
部
分
を
含
め
て
い
る
。
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
と
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
の
拔
出
で

あ
る
。
こ
の
二
部
分
は
、
無
關
係
で
は
な
い
。

『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
に
は
、
字
書
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る
が
、
『
説
文
』
段
註
の
引
用
は
全
く
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
全
集
本
の
『
太
昊
古
易

傳
』
で
は
、『
説
文
』
段
註
を
大
量
に
引
用
し
て
、
論
理
の
展
開
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
な
お
、『
全
集
』
本
に
あ
る
引
用
と
、『
古
易
傳
用
書
』

に
あ
る
段
註
の
拔
出
と
は
、
大
い
に
重
な
っ
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
平
田
易
學
と
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
の
拔
出
と
の
關
連
に
つ
い
て
例
を
擧
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

例
え
ば
、
易
の
繋
辭
傳
に
「
易
有
太
極
、
是
生
兩
儀
」
と
あ
る
。
こ
の
「
太
極
」
は
、
極
め
て
重
要
な
哲
學
概
念
で
あ
る
。
篤
胤
は
、
「
太
極
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
議
論
す
る
。

繋
辭
の
謂
ゆ
る
太
極
は
、
究
極
の
義
耳
に
非
ず
。
是
の
五
圈
の
形
に
倚
り
て
、
正
し
く
字
義
を
取
り
て
稱
せ
る
に
て
越
な
く
重
し
。

（
『
太
昊
古

易
傳
』6

0

頁
）

つ
ま
り
、
「
太
極
」
の
「
極
」
の
字
に
は
、
「
究
極
」
の
意
味
が
あ
る
が
、
そ
の
字
の
本
義
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
太
極
」
は
抽
象
的
な
概
念
で
は

な
く
、
河
圖
圖
式
に
關
わ
っ
て
い
る
。
朱
子
の
易
學
に
お
い
て
、
河
圖
と
は
、
伏
羲
が
八
卦
を
作
る
時
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
篤
胤
は
朱
子
の
考
え

方
を
受
け
て
、
河
圖
圖
式
の
中
央
に
あ
る
「
五
圈
」

の
形
を
重
要
視
し
て
、
こ
れ
を
「
太
極
」
と
す
る
。
そ
の
根
據
と
し
て
、
彼
が
次
の
よ
う
に
「
極
」

字
と
「
棟
」
字
と
の
段
註
を
引
用
し
て
い
る
。

説
文
、
極
、
棟
也
。
段
注
、
李
奇
注
五
行
志
、
薛
綜
注
西
京
賦
皆
曰
、
三
輔
名
梁
爲
極
。
案
、
此
正
名
棟
爲
極
、
今
俗
語
皆
呼
棟
爲
梁
也
。
搜
神
記
、

漢
蔡
茂
夢
坐
大
殿
、
極
上
有
禾
三
穗
。

説
文
、
棟
、
極
也
。
段
注
、
極
者
、
謂
屋
至
高
處
。
系
辭
曰
、
上
棟
下
宇
。
五
架
之
屋
、
正
中
曰
棟
。
釋
名
曰
、
棟
、
中
也
、
居
屋
中
。（
十
五
）

つ
ま
り
、
『
説
文
』
段
註
に
よ
る
と
、
「
極
」
の
字
は
「
棟
」
字
と
同
義
で
あ
り
、
屋
根
の
五
つ
の
棟
梁
の
中
、
眞
ん
中
の
一
本
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
五
つ
の
も
の
の
眞
ん
中
に
あ
る
」
と
い
う
具
象
化
さ
れ
て
い
る
解
釋
を
、
篤
胤
が
重
要
視
す
る
。
彼
は
そ
の
引
用
に
續
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

五
圈
の
中
央
を
稱
ふ
が
本
義
に
し
て
、
究
極
の
義
に
用
ふ
る
は
末
な
る
事
、
ま
た
此
の
五
圈
の
樣
の
、
世
に
謂
ゆ
る
四
方
棟
ち
ふ
屋
作
り
の
状
に
似

た
る
は
、
即
ち
五
嶽
の
象
な
る
義
を
も
辨
ふ
べ
し
。
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つ
ま
り
、
段
註
の
具
象
な
解
釋
を
、
「
太
極
」
の
概
念
に
適
用
し
て
、
河
圖
圖
式
の
眞
ん
中
の
「
五
圈
」
、
及
び
五
嶽
と
い
う
世
界
圖
式
に
合
せ
て
解
釋

す
る
の
で
あ
る
。

全
集
本
『
太
昊
古
易
傳
』
に
見
え
る
こ
の
よ
う
な
段
註
の
使
い
方
を
、
前
述
の
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
「
太
極
」
の
概
念
に
つ

い
て
、
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
に
次
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

易
有
太
極

疏
云
、
太
極
謂
天
地
未
分
之
前
、
元
氣
混
而
爲
一
。
即
是
太
初
、
太
一
、
蓋
是
也
。
老
子
云
、
道
生
一
、
即
此
太
極
也
。
蓋
象
太
一
之
神
而
所
立
也
。

（
疏
に
云
ふ
、
太
極
、
天
地
未
だ
分
た
ざ
る
の
前
に
、
元
氣
混
ぜ
て
一
と
為
る
。
即
ち
是
れ
太
初
、
太
一
、
蓋
し
是
れ
な
り
。
老
子
云
ふ
、
道
、
一

を
生
ず
。
即
ち
此
の
太
極
な
り
。
蓋
し
太
一
の
神
に
象
り
て
立
つ
所
な
り
。
）

つ
ま
り
、
『
周
易
正
義
』
を
引
用
し
て
、
「
太
極
」
を
「
太
一
」
の
元
気
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
の
上
欄
に
、
次
の

よ
う
な
段
註
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

段
注
六
篇
上
二
。
棟
、
極
也
。
極
者
、
謂
屋
至
高
處
。
系
辭
曰
、
上
棟
下
宇
。
五
架
之
屋
、
正
中
曰
棟
。
釋
名
曰
、
棟
、
中
也
。
居
屋
中
。
從
木
、

東
聲
。
多
貢
切
、
九
部
。

つ
ま
り
、
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
の
段
階
で
は
、
ま
だ
「
太
極
」
を
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
で
、
「
棟
」
字
の
段
註
を
拔

出
し
て
、
そ
れ
を
活
用
し
て
新
し
い
論
理
に
導
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
篤
胤
の
拔
出
し
方
は
、
す
ご
く
丁
寧
で
あ
り
、
段
註
の
頁
數
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
篤
胤
は
段
註
『
説
文
』
の
「
易
」
字
と
「
象
」

字
を
寫
し
た
が
、
「
易
」
字
の
所
に
、
「
段
註
九
篇
下
四
十
四
オ
」
と
明
記
し
て
、
「
象
」
字
の
所
に
、
「
同
篇
四
十
五
ノ
オ
」
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
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う
な
頁
數
の
記
録
は
、
經
韻
樓
版
『
説
文
解
字
注
』
に
合
致
し
て
い
る
の
で
、
篤
胤
が
利
用
し
た
段
註
は
こ
の
版
本
に
違
い
な
い
と
分
か
る
。
經
韻
樓
版

『
説
文
解
字
注
』
の
出
版
年
月
は
嘉
慶
二
十
年
で
あ
り
、
日
本
の
文
化
十
二
年
に
相
當
し
、
篤
胤
が
四
十
歳
の
時
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
篤
胤
に
と
っ
て
、

こ
の
段
註
は
最
新
の
資
料
に
違
い
な
い
。
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
草
稿
に
段
註
の
引
用
が
見
え
な
い
の
は
、
篤
胤
が
段
註
を
入
手
し
て
、
自
身
の
易
學
研
究

に
有
用
な
内
容
を
拔
出
し
た
の
は
、
そ
の
成
立
よ
り
後
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

四
、
考
證
學
者
と
の
關
連

篤
胤
は
な
ぜ
段
註
に
深
く
注
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
と
江
戸
の
考
證
學
者
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

亡
友
山
梨
玄
度
云
く
、
釋
名
に
天
、
旦
也
と
云
べ
き
を
、
坦
也
と
云
る
は
、
説
文
に
坦
、
安
也
、
从
土
旦
聲
と
有
る
に
依
り
て
妄
り
に
土
を
加
へ
て

説
を
爲
せ
り
。

（
『
八
卦
稽
疑
傳
』
最
初
稿
）

「
亡
友
山
梨
玄
度
」
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
の
説
文
學
者
の
山
梨
稻
川
（
東
川
と
も
書
く
）
の
こ
と
で
あ
る
。
稻
川
は
、
當
時
日
本
の
第
一
流
の
考

證
學
者
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
り
、
文
政
九
年
七
月
六
日
に
江
戸
で
客
死
し
た
の
で
あ
る
。
『
氣
吹
舍
日
記
』
の
中
、
山
梨
稻
川
と
篤
胤
と
の
交
際
に
つ
い

て
の
記
録
も
殘
っ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

山
梨
東
平
（
稻
川
）
入
來
、
泊
。

（
文
政
九
年
五
月
廿
六
日
）

山
梨
（
稻
川
）
氏
訊
ひ
に
行
。

（
文
政
九
年
六
月
廿
三
日
）

今
朝
最
上
德
内
入
來
、
昨
日
山
梨
東
平
（
稻
川
）
死
去
の
よ
し
爲
知
な
り
。
（
文
政
九
年
七
月
七
日
）
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つ
ま
り
、
文
政
九
年
の
五
月
に
、
山
梨
稻
川
は
江
戸
に
滯
在
し
て
い
た
が
、
篤
胤
の
家
に
泊
ま
り
に
來
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
七
月
に

稻
川
が
逝
去
し
た
。

山
梨
稻
川
が
屬
し
て
い
る
考
證
學
者
グ
ル
ー
プ
に
、
松
崎
慊
堂
と
狩
谷
棭
齋
と
が
い
て
、
こ
の
二
人
と
篤
胤
と
も
交
際
が
あ
っ
て
、
文
政
十
一
年
か
ら

の
數
年
間
に
相
當
密
接
な
關
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
松
崎
慊
堂
の
日
記
『
慊
堂
日
暦
』
に
は
、
當
時
の
考
證
學
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
段
註
に
接
觸
し
た

實
態
を
記
録
し
て
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

終
日
『
説
文
』
を
讀
む
。
「
之
言
」
、
「
讀
爲
」
、
「
讀
如
」
。
段
玉
裁
、
凡
そ
「
之
言
」
と
云
う
は
⋯
⋯

（
『
慊
堂
日
暦
』
文
政
九
年
十
二
月
二
十
日
）（
十
六
）

こ
れ
は
、
『
慊
堂
日
暦
』
に
段
註
に
關
す
る
記
録
の
初
出
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
松
崎
慊
堂
が
段
註
を
始
め
て
入
手
し
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
松
崎
慊
堂
が
持
っ
て
い
る
段
註
の
原
物
は
、
彼
の
先
生
林
述
齋
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
『
慊
堂
日
暦
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

赴
師
門
、
返
段
玉
裁
説
文
注
三
卷
、
借
三
希
堂
帖
釋
文
。

（
『
慊
堂
日
暦
』
文
政
十
年
十
二
月
十
三
日
）

つ
ま
り
、
慊
堂
の
持
っ
て
い
る
『
説
文
』
段
註
は
、
文
政
九
年
か
ら
一
年
間
ぐ
ら
い
、
彼
の
先
生
（
林
述
齋
）
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
文
政
十
年

十
二
月
に
返
還
し
た
後
に
、
二
回
目
こ
れ
を
借
り
た
の
は
、
天
保
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
『
慊
堂
日
暦
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）
林
長
公
見
借
説
文
段
注
十
五
册
、
爾
雅
音
義
十
册
、
音
學
五
書
十
六
卷
、
爾
雅
校
勘
記
四
册
。
俱
係
昨
日
事
。

（
『
慊
堂
日
暦
』
天
保

二
年
四
月
廿
三
日
）

松
崎
慊
堂
が
借
り
た
段
註
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
前
述
の
山
梨
玄
度
に
關
連
す
る
一
件
を
紹
介
し
て
い
る
。

七
月
六
日
。
午
熱
。
與
陰
山
子
詣
香
林
院
上
香
、
玄
度
小
祥
故
也
。
攜
玄
度
主
、
麻
布
一
二
片
一
銖
、
遂
入
澁
谷
大
聖
寺
會
集
、
就
玄
度
靈
前
讀
六

書
均
表
。
玄
度
分
韻
依
顏
氏
十
部
、
未
知
段
氏
十
七
部
之
分
也
。
（
『
慊
堂
日
暦
』
文
政
十
年
七
月
六
日
）
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つ
ま
り
、
文
政
十
年
七
月
、
山
梨
稻
川
（
玄
度
）
の
一
周
忌
の
時
、
慊
堂
な
ど
稻
川
の
親
友
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
稻
川
の
た
め
に
刊
本
段
註
の
附
録
で

あ
る
『
六
書
音
均
表
』
を
讀
み
ま
し
た
。
山
梨
玄
度
が
ま
だ
段
玉
裁
注
を
見
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
松
崎
慊
堂
が
段
註
を
借
り
て
か
ら
、
こ
の
段
註
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
狩
谷
棭
齋
と
讀
書
會
を
行
っ
た
こ
と
も
『
日
暦
』
か
ら
分
か
る
。

例
え
ば
、
『
慊
堂
日
暦
』
文
政
十
年
六
月
廿
九
日
の
條
に
、
「
（
狩
谷
棭
齋
と
）
同
讀
説
文
」
と
あ
る
。
『
慊
堂
日
暦
』
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
れ
か

ら
十
日
ご
と
に
段
註
會
讀
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

松
崎
慊
堂
と
狩
谷
棭
齋
な
ど
は
、
當
時
一
流
の
考
證
學
者
で
あ
り
、
有
力
な
藏
書
家
で
も
あ
る
。
慊
堂
が
何
度
も
先
生
の
林
述
齋
か
ら
段
註
を
賃
借
し

た
り
、
狩
谷
棭
齋
と
こ
の
段
註
を
會
讀
し
た
り
し
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
彼
ら
も
な
か
な
か
刊
本
段
註
を
入
手
し
に
く
い
。
こ
れ
に
參
考
し
て
推
測
す
る

と
、
篤
胤
も
同
じ
状
況
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
彼
と
狩
谷
棭
齋
グ
ル
ー
プ
と
の
間
は
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず
、
樣
々
な
關
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼

が
説
文
段
註
を
見
た
の
も
、
松
崎
慊
堂
・
狩
谷
棭
齋
な
ど
と
の
交
流
を
通
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
『
氣
吹
舍
日
記
』
に
見
え
る
篤
胤
と
棭
齋
と
の
書
籍
賃
借
に

關
す
る
記
録
が
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
氣
吹
舍
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
數
條
の
記
録
が
あ
る
。

父
君
、
高
橋
氏
（
狩
谷
棭
齋
）
へ
御
出
、
抱
朴
子
返
し

（
文
政
十
年
三
月
廿
七
日
）（
十
七
）

高
橋
家
（
狩
谷
）
へ
行
、
平
津
館
乙
集
借
返
ル

（
文
政
十
年
四
月
朔
日
）

狩
谷
棭
齋
方
へ
本
借
に
行
。

（
文
政
十
年
六
月
十
二
日
）

高
橋
氏
（
狩
谷
棭
齋
）
へ
本
返
ス
。

（
文
政
十
年
七
月
二
日
）

高
橋
（
狩
谷
）
氏
よ
り
説
文
註
借
歸
る
。

（
文
政
十
一
年
五
月
廿
九
日
）

つ
ま
り
、
文
政
十
年
・
十
一
年
の
頃
は
、
篤
胤
は
狩
谷
棭
齋
か
ら
何
回
も
漢
籍
を
借
り
て
い
た
。
そ
し
て
、
文
政
十
一
年
五
月
に
は
「
説
文
註
」
を
借
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り
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
「
説
文
註
」
は
、
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
い
。

以
下
は
も
う
一
つ
篤
胤
と
松
崎
慊
堂
ら
と
の
共
通
性
を
論
述
し
て
み
る
。
『
慊
堂
日
暦
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

午
前
、
棭
齋
攜
道
純
來
、
俱
讀
説
文
段
注
六
紙
。

（
『
慊
堂
日
暦
』
文
政
十
一
年
四
月
十
九
日
）

前
述
の
『
慊
堂
日
暦
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
慊
堂
は
も
う
刊
本
段
註
を
林
述
齋
に
返
却
し
た
。
彼
ら
が
讀
ん
で
い
た
「
説
文
段
注
六
紙
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
當
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
六
紙
」
は
刊
本
段
註
に
よ
っ
て
彼
ら
が
作
っ
た
段
註
の
複
製
本
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
い
。

實
は
、
歴
博
所
藏
平
田
關
係
資
料
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
「
複
製
本
」
の
實
物
が
あ
り
ま
す
。

圖
版
三
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
循
甲
故
實
初
稿
』（
十
八
）

と
い
う
篤
胤
の
自
筆
寫
本
の
中
に
、
一
枚
の
破
片
が
挾
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
破
片
の
紙
背
は

「
禹
歩
」
に
關
す
る
圖
式
で
あ
る
が
、
正
面
は
刊
本
段
註
の
一
頁
を
影
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
圖
版
と
刊
本
段
註
と
を
比
較
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、

こ
の
段
註
「
寫
本
」
と
刊
本
段
註
と
は
、
そ
の
書
式
、
文
字
配
列
な
ど
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
（
十
九
）

。

（
圖
版
三
）
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つ
ま
り
、
段
註
の
使
用
に
つ
い
て
、
篤
胤
の
遺
物
に
は
、
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
特
定
の
目
的
に
よ
っ
て
、
段
註
の
有
用
な
も
の
だ
け
を

拔
き
出
す
。
例
え
ば
、
篤
胤
は
易
學
を
研
究
す
る
た
め
に
、「
易
」「
象
」「
坤
」
な
ど
字
の
段
註
を
拔
き
出
す
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
次
は
、
段
註
を
中
心
に
、

ま
た
は
説
文
學
を
研
究
す
る
た
め
に
、
刊
本
段
註
の
書
式
に
倣
っ
て
、
段
註
の
複
製
本
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
深
入
り
を
し
な
い
が
、
狩
谷
棭
齋
の
『
和
名
類
聚
抄
箋
注
』
の
稿
本
と
刊
本
と
を
比
較
す
る
と
、
彼
も
篤
胤
と
同
じ
よ
う
に
段
註
を
使
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
註
】

（
一
）
「
先
天
易
」
と
「
後
天
易
」
と
の
圖
式
に
つ
い
て
は
、
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
冒
頭
の
「
易
圖
」
を
參
照
。

（
二
）
古
學
者
の
見
解
に
關
し
て
は
、
伊
藤
東
涯
『
周
易
經
翼
通
解
』
釋
例
（
『
漢
文
大
系
』
所
收
）
を
參
照
。
國
學
者
の
見
解
に
關
し
て
は
、
伴
信
友
の

『
周
易
私
論
』
（
『
伴
信
友
全
集
』
所
收
）
を
參
照
。
こ
の
二
學
者
を
擧
げ
る
の
は
、
伴
信
友
と
篤
胤
と
は
親
密
な
學
友
で
あ
り
、
東
涯
の
『
通
解
』
を
篤

胤
が
大
量
に
引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
『
三
易
由
來
記
』
（
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
十
四
卷
所
收
）202

頁
。
（
頁
數
は
、
『
全
集
』
の
通
し
ペ
ー
ジ
數
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）

（
四
）
篤
胤
が
考
案
し
た
八
卦
方
位
の
圖
式
に
つ
い
て
は
、
『
太
昊
古
易
傳
』
（
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
十
四
卷
所
收
）65

頁
を
參
照
。

（
五
）
こ
の
章
に
は
前
説
と
後
説
と
の
二
稿
が
あ
る
。
前
説
で
は
、
伊
藤
東
涯
と
松
井
羅
州
と
の
學
説
を
採
用
し
て
、
繋
辭
傳
の
「
四
十
九
」
を
「
四
十

八
」
に
直
し
た
。
こ
の
説
は
、
易
學
史
に
先
例
が
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
説
で
は
、
易
學
史
の
諸
説
と
全
く
異
な
っ
て
、
「
四
十
九
」

を
「
四
十
五
」
に
直
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
後
説
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。
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（
六
）
『
太
昊
古
易
傳
』184

頁
を
參
照
。

（
七
）
『
太
昊
古
易
傳
』168

頁
を
參
照
。
引
用
さ
れ
て
い
る
段
註
は
、
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
十
一
篇
上
二
の
「
水
」
部
を
參
照
。
（
段
玉
裁
『
説
文
解

字
注
』
の
引
用
は
、
芸
文
印
書
館
影
印
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）

（
八
）
請
求
記
號H

-1615-8-1-22

。
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
藏
「
平
田
篤
胤
關
係
資
料
」
。

（
九
）
『
平
田
篤
胤
關
係
資
料
目
録
』
（
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
十
九
年
）
二
八
四
頁
を
參
照
。

（
十
）
小
論
で
利
用
し
た
篤
胤
關
係
の
草
稿
の
寫
眞
は
、
す
べ
て
筆
者
が
歴
博
に
調
査
し
た
時
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
翻
刻
は
筆
者
の
理
解

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
十
一
）
『
坤
字
古
義
考
』
と
『
筮
占
考
初
稿
』
な
ど
生
田
萬
の
易
學
草
稿
は
、
寫
本
の
形
で
歴
博
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
易
學
著
作
の
ほ
と
ん

ど
が
、
『
生
田
萬
全
集
』
に
入
っ
て
い
な
い
。

（
十
二
）
『
全
集
』
本
の
『
太
昊
古
易
傳
』
の
卷
四
の
主
體
は
、
筮
法
に
關
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
『
筮
占
考
草
稿
』
と
比
較
し
た
ら
、
い
く

つ
か
の
重
要
な
點
に
つ
い
て
、
篤
胤
が
生
田
萬
の
成
果
を
採
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
十
三
）
渡
邊
金
造
『
平
田
篤
胤
研
究
』
（
六
甲
書
房
、
昭
和
十
七
年
）
八
二
一
頁
を
參
照
。

（
十
四
）
『
氣
吹
舍
日
記
』
と
は
、
篤
胤
の
日
記
で
あ
る
。
渡
邊
金
造
の
『
平
田
篤
胤
研
究
』
に
は
、
こ
の
日
記
の
全
文
の
翻
刻
が
あ
る
。
本
章
に
お
い
て

『
氣
吹
舍
日
記
』
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
平
田
篤
胤
研
究
』
に
よ
る
。

（
十
五
）
『
太
昊
古
易
傳
』60

頁
を
參
照
。
引
用
さ
れ
て
い
る
段
註
は
、
『
説
文
解
字
注
』
六
篇
上
「
木
」
部
を
參
照
。

（
十
六
）
『
慊
堂
日
暦
』
文
政
九
年
十
二
月
二
十
日
を
參
照
。
（
『
松
崎
慊
堂
全
集
』
所
收
、
冬
至
書
房
、
昭
和
四
年
。
以
下
同
じ
。
）
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（
十
七
）
括
弧
内
の
内
容
は
、
渡
邊
金
造
の
注
解
で
あ
る
。
狩
谷
棭
齋
の
本
姓
は
髙
橋
で
あ
る
。

（
十
八
）
請
求
記
號H

-1615-8-1-40

。
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
藏
「
平
田
篤
胤
關
係
資
料
」
。

（
十
九
）
『
説
文
解
字
注
』
三
篇
上96

頁
（
藝
文
印
書
館
、
二
○
○
五
年
）
を
參
照
。
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結
論本

研
究
は
、
江
戸
時
代
の
易
學
を
研
究
對
象
と
し
て
、
林
鵞
峰
・
伊
藤
東
涯
・
平
田
篤
胤
の
易
著
作
の
檢
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
と
し

て
は
、
序
章
で
研
究
の
課
題
を
概
觀
し
、
第
一
章
で
林
鵞
峰
の
易
學
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
第
二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
で
伊
藤
東
涯
の
易
學
を
考
察

し
、
第
六
章
と
第
七
章
で
平
田
篤
胤
の
易
學
を
考
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
價
値
と
を
明
か
に
し
た
。

各
章
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
で
は
、
本
研
究
の
對
象
で
あ
る
江
戸
時
代
の
易
學
に
關
わ
る
先
行
研
究
を
分
類
し
て
、
各
專
門
書
の
内
容
と
特
色
と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
江

戸
時
代
の
易
學
史
は
朱
子
易
學
の
受
容
と
反
動
と
の
二
面

か
ら
な
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
、
本
研
究
の
目
的
と
方
法
と
を
示
し
た
。

第
一
章
「
林
家
の
易
學
」
で
は
、
林
羅
山
・
鵞
峰
父
子
の
易
著
作
を
中
心
に
檢
討
し
て
い
た
。
林
羅
山
は
程
伊
川
の
『
易
傳
』（
以
下
「
程
傳
」
と
略
稱
）

・
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
（
以
下
「
朱
義
」
と
略
稱
）
に
つ
い
て
講
義
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
記
録
は
火
災
に
燒
失
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
息
子

の
林
鵞
峰
は
、
易
に
つ
い
て
十
種
類
以
上
の
著
作
を
殘
し
て
、
現
在
の
内
閣
文
庫
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
易
著
作
に
つ
い
て
、
鵞
峰
の
序
文

・
跋
文
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
整
理
す
る
と
、
鵞
峰
易
學
の
基
本
輪
郭
が
分
か
る
。
鵞
峰
は
、
程
傳
・
朱
義
兩
方
を
尊
敬
し
な
が
ら
も
、
兩
者

の
區
別
を
も
十
分
配
慮
し
て
い
る
。
彼
は
、
ま
ず
朱
子
の
著
作
（
『
易
學
啓
蒙
』
と
『
本
義
』
）
に
つ
い
て
講
義
し
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
程
傳
を
講

義
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
朝
儒
者
の
著
作
ま
た
は
彼
と
同
時
代
の
清
朝
儒
者
の
著
作
を
、
鵞
峰
も
意
識
的
に
收
集
し
て
、
自
身
の
著
作
に
取
り
入

れ
て
い
る
。
な
お
、
鵞
峰
の
易
著
作
に
は
、
父
羅
山
の
神
儒
一
致
の
思
想
を
受
け
て
、
朱
子
の
先
天
易
學
に
よ
っ
て
日
本
神
道
を
解
釋
す
る
試
み
も
見
え
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る
。第

二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、
伊
藤
東
涯
の
易
著
作
を
中
心
と
し
て
研
究
を
進
め
た
。
東
涯
は
『
周
易
』
を
先
秦
時
代
の
一
文
獻
と
し
て
、
文
獻
學
の

方
法
で
冷
靜
に
こ
の
文
獻
の
構
成
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
『
周
易
』
と
十
翼
と
の
異
質
性
が
發
見
さ
れ
、
易
學
の
神
祕
性
が
排
斥
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
伊
藤
東
涯
に
お
け
る
程
朱
卦
變
説
の
受
容
と
批
判
―
竝
び
に
程
伊
川
の
卦
變
説
」
で
は
、
「
卦
變
説
」
と
い
う
の
は
、
『
周
易
』
の
六
十
四
卦

の
變
化
に
關
す
る
解
説
で
あ
り
、
易
學
解
釋
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
。
こ
の
研
究
を
通
し
て
、
東
涯
が
中
國
の
程
伊
川
と
朱
子
の
學
説
を
受
容
し
て
、
そ

の
上
に
自
分
の
獨
特
な
思
想
を
考
案
し
て
い
る
經
緯
が
十
分
に
分
か
る
。
ま
た
、
本
研
究
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
誤
解
さ
れ
て
い
る
程
伊
川
の
卦
變
説
も

明
瞭
に
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

第
三
章
「
伊
藤
東
涯
の
卦
變
説
ー
そ
の
早
年
と
晩
年
と
の
差
異
」
で
は
、
東
涯
卦
變
説
の
變
化
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
東
涯
の
易
學
は
、
早
年
か
ら
晩

年
ま
で
變
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
變
化
の
う
ち
、
卦
變
説
の
そ
れ
は
典
型
的
で
あ
る
。
本
章
の
研
究
を
通
し
て
、
一
つ
の
易
學
テ
ー
マ
に
關
し
て
、

東
涯
が
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
何
度
も
考
案
し
て
、
自
分
の
見
解
を
修
正
し
、
補
足
し
て
い
る
姿
勢
が
十
分
に
分
か
る
。
そ
の
卦
變
説
の
嚴
密
性
も
明
か
に

で
き
る
。

前
述
の
第
二
章
と
第
三
章
と
も
、
あ
る
具
體
的
な
易
學
テ
ー
マ
に
關
す
る
東
涯
の
見
解
を
探
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
「
伊
藤
東
涯
の
『
周
易
傳

義
考
異
』
に
つ
い
て
」
は
、
東
涯
易
學
の
全
體
像
を
探
求
す
る
試
み
で
あ
る
。
東
涯
の
易
著
作
に
は
、
公
式
的
著
作
の
『
周
易
經
翼
通
解
』
と
非
公
式
な

『
周
易
傳
義
考
異
』
と
が
あ
る
。
こ
の
兩
者
の
關
係
は
、
東
涯
の
易
學
を
解
明
す
る
鍵
に
な
る
と
思
う
。

こ
の
視
點
か
ら
、
ま
ず
『
周
易
傳
義
考
異
』
と
い
う
寫
本
の
形
成
過
程
に
關
す
る
文
獻
學
的
諸
問
題
を
論
じ
て
、
そ
の
性
質
お
よ
び
資
料
の
信
頼
性
を

探
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
周
易
傳
義
考
異
』
は
、
東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』
に
あ
る
東
涯
の
書
入
れ
を
、
息
子
の
東
所
な
ど
が
集
め
て
で
き
た
も
の
で
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あ
る
。
そ
の
各
條
の
執
筆
時
間
は
、
東
涯
の
早
年
か
ら
晩
年
ま
で
の
四
十
年
間
に
亘
っ
て
い
る
。
時
間
的
に
言
え
ば
、
『
易
經
集
註
』
に
あ
る
書
入
れ
の
ほ

と
ん
ど
は
、
『
通
解
』
が
で
き
る
前
の
も
の
で
あ
り
、
『
通
解
』
を
著
す
た
め
の
準
備
メ
モ
と
見
て
よ
い
。

そ
の
上
で
、『
周
易
傳
義
考
異
』
と
『
周
易
經
翼
通
解
』
と
の
關
係
を
檢
討
す
る
と
、
前
者
は
後
者
の
基
礎
資
料
の
集
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
基
礎
資
料
の
内
容
は
、
程
伊
川
の
『
易
傳
』
と
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
と
に
對
す
る
分
析
と
批
評
で
あ
る
の
で
、
東
涯
易
學
の
根
本
は
、
こ
の
よ
う

な
程
朱
易
學
に
對
す
る
取
捨
分
析
に
あ
る
と
思
う
。
『
通
解
』
に
は
た
だ
簡
略
な
結
論
の
み
が
示
さ
れ
る
が
、
『
考
異
』
に
は
こ
の
結
論
に
到
達
す
る
た
め

の
詳
し
い
論
理
過
程
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
『
考
異
』
を
參
照
し
な
い
と
、
『
通
解
』
に
出
て
く
る
結
論
の
背
後
に
あ
る
、
程
傳
・
朱
義
を
考
察

し
た
り
取
捨
し
た
り
し
た
東
涯
の
思
索
過
程
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

そ
れ
故
、
そ
の
取
捨
分
析
の
原
則
と
方
針
を
檢
討
し
て
み
る
と
、
東
涯
の
原
則
は
冷
徹
な
本
文
檢
討
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
『
周
易
』
の
經
文

を
め
ぐ
っ
て
、
經
文
の
各
部
分
を
意
圖
的
に
整
合
せ
た
り
、
經
文
の
字
面
を
離
れ
た
り
し
て
形
而
上
學
ま
た
は
倫
理
學
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
嚴
に
愼
ま

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
涯
は
程
朱
易
學
を
取
捨
分
析
し
な
が
ら
自
分
の
易
解
釋
を
形
成
さ
せ
た
が
、
彼
の
『
周
易
』
に
對
す
る
見
方
は
程
朱
の
そ
れ
と

は
大
い
に
異
な
る
。

東
涯
は
、
朱
子
に
從
っ
て
、
易
は
も
と
も
と
卜
筮
の
書
で
あ
る
と
認
め
る
が
、
卜
筮
に
對
す
る
信
頼
と
評
價
は
朱
子
よ
り
遙
か
に
低
い
の
で
、
卜
筮
の

書
で
あ
る
「
易
」
に
對
し
て
も
信
頼
を
置
か
な
い
。
し
か
し
、
儒
者
の
立
場
か
ら
、
經
典
化
さ
れ
た
『
周
易
』
を
排
斥
し
な
い
以
上
、
義
理
の
書
と
し
て

讀
む
し
か
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
見
解
の
も
と
に
易
解
釋
を
展
開
す
る
の
は
、
東
涯
易
學
の
全
體
像
で
あ
ろ
う
。

第
五
章
「
易
學
思
想
の
變
化
―
古
學
か
ら
國
學
へ
」
で
は
、
江
戸
前
期
か
ら
後
期
ま
で
の
易
學
思
想
の
變
化
を
探
求
し
て
み
た
。
前
の
各
章
で
討
論
し

て
み
た
易
學
著
作
は
、
基
本
は
江
戸
時
代
前
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
五
章
か
ら
は
江
戸
時
代
後
期
の
易
學
思
想
に
觸
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
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易
學
思
想
に
お
い
て
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
儒
學
以
外
の
分
野
、
特
に
國
學
の
分
野
で
、
易
著
作
が
盛
ん
に
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
と
し

て
、
平
田
篤
胤
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
易
著
作
が
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
田
篤
胤
の
易
著
作
に
は
、
伊
藤
東
涯
の
著
作
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る
こ
と

が
目
に
立
つ
。
つ
ま
り
、
東
涯
と
篤
胤
と
の
關
連
は
、
江
戸
前
期
の
易
學
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
後
期
の
そ
れ
に
轉
化
し
た
か
、
と
い
う
問
題
に
繋
が
っ
て

い
る
。
そ
れ
故
、
第
五
章
で
は
、
東
涯
易
學
の
影
響
に
注
目
し
て
、
ま
ず
東
涯
と
徂
徠
と
を
比
較
し
て
、
そ
し
て
東
涯
と
篤
胤
と
も
比
較
し
た
。
こ
の
よ

う
な
比
較
研
究
を
通
し
て
、
江
戸
期
易
學
思
想
の
變
換
の
一
斑
を
究
明
し
た
。

第
六
章
「
平
田
篤
胤
の
易
學
」
で
は
、
平
田
篤
胤
の
易
著
作
『
太
昊
古
易
傳
』
の
論
理
構
造
を
檢
討
し
て
み
た
。
平
田
篤
胤
の
易
學
は
、
伏
羲
易
の
復

元
と
文
王
易
の
批
判
と
の
二
つ
の
點
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
篤
胤
に
と
っ
て
、
伏
羲
と
い
う
中
國
古
典
に
出
る
傳
説
人
物
は
、
日
本
古
典
に
現
れ

る
大
國
主
命
で
あ
る
。
彼
の
皇
國
中
心
主
義
的
な
古
史
觀
に
お
い
て
は
、
大
國
主
命
と
い
う
神
が
中
國
に
行
っ
て
、
伏
羲
氏
と
呼
ば
れ
、
易
を
創
造
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
現
存
の
文
獻
か
ら
伏
羲
易
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
復
元
作
業
を
完
成
す
る
た
め
に
、
樣
々
な
思
想
的
・
學
術
的
な
營

爲
が
必
要
で
あ
る
。

抑
々
、
伏
羲
易
と
文
王
易
と
を
分
け
る
考
え
方
は
、
篤
胤
の
獨
創
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
近
世
の
中
國
と
日
本
と
の
主
流
思
想
で
あ
る
朱
子
學
に
お

い
て
は
、
伏
羲
易
と
文
王
易
と
の
區
別
が
説
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
伏
羲
作
と
見
ら
れ
た
先
天
八
卦
（
六
十
四
卦
）
と
、
文
王
作
と
見
ら
れ
た
後
天
八
卦

（
六
十
四
卦
）
と
は
、
そ
の
順
序
も
方
位
も
、
明
ら
か
に
異
な
る
。
し
か
し
、
朱
子
學
の
場
合
、
伏
羲
も
文
王
も
聖
人
で
あ
る
の
で
、
先
天
卦
と
後
天
卦

と
は
共
に
聖
人
の
作
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。

中
國
の
明
末
と
日
本
の
江
戸
時
代
で
は
、
こ
の
よ
う
な
朱
子
學
的
な
立
場
を
攻
撃
す
る
學
者
が
次
々
現
れ
る
。
彼
ら
は
、
伏
羲
易
を
道
教
の
造
作
と
し

て
貶
め
、
そ
の
源
流
に
つ
い
て
考
證
し
た
。
そ
の
上
に
、
文
王
易
の
正
統
性
・
唯
一
性
を
説
く
。
こ
れ
ら
の
學
者
と
違
っ
た
、
平
田
篤
胤
は
全
く
異
な
る
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方
向
で
、
朱
子
學
的
な
立
場
を
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
伏
羲
易
を
唯
一
の
眞
理
と
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
文
王
易
を
批
判
す
る
。
第
六
章
で
は
、
こ

の
體
系
の
成
り
た
て
を
探
求
し
て
み
た
。
つ
ま
り
、
篤
胤
が
ど
の
よ
う
な
標
準
に
從
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
利
用
し
て
彼
の
理
想
の
「
伏
羲
易
」
を

復
元
し
た
か
、
と
い
う
問
題
を
探
求
し
た
。

伏
羲
易
と
深
く
關
わ
る
河
圖
洛
書
・
八
卦
方
位
・
筮
法
な
ど
の
方
面
に
關
す
る
篤
胤
の
觀
點
を
論
述
し
た
上
に
、
伏
羲
易
復
元
に
現
れ
る
篤
胤
の
獨
特

な
易
學
觀
を
ま
と
め
、
そ
の
理
論
の
一
貫
性
を
論
述
し
て
み
た
。

第
七
章
「
平
田
易
學
と
清
朝
考
證
學
」
で
は
、
平
田
易
學
の
中
核
を
探
求
し
て
み
た
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
篤
胤
の
『
太
昊
古
易
傳
』
の
論
理
構

造
は
、
ご
く
複
雜
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
篤
胤
の
易
學
の
最
初
の
姿
で
は
な
く
、
十
數
年
に
亘
っ
て
何
度
も
修
正
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
平

田
易
學
の
最
初
の
姿
を
知
る
た
め
に
、
本
章
で
は
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
篤
胤
の
草
稿
を
基
本
資
料
と
し
て
、
平
田
易
學
の
中
核
が

文
字
學
で
あ
る
と
い
う
事
實
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
平
田
易
學
に
お
け
る
清
朝
考
證
學
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
探
求
し
て
み
た
。
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あ
と
が
き

本
論
文
は
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
江
戸
時
代
易
學
に
關
連
し
た
論
攷
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
章
の
初
出
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
論

「
江
戸
時
代
易
學
の
研
究
課
題
」

書
き
下
ろ
し

第
一
章

「
林
家
の
易
學
」

書
き
下
ろ
し

第
二
章

「
伊
藤
東
涯
に
お
け
る
程
朱
卦
變
説
の
批
判
と
受
容
」
、
（
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
四
號
、
北
海
道
中
國
哲
學
會
、p

p
.
7
1
-
1
1
6

、
平
成
二
十
八

年
十
二
月
）

第
三
章

「
伊
藤
東
涯
の
卦
變
説
ー
そ
の
早
年
と
晩
年
と
の
差
異
」
（
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
五
號
、
北
海
道
中
國
哲
學
會
、
發
行
予
定
）

第
四
章

「
伊
藤
東
涯
の
易
學
と
そ
の
特
色
ー
『
周
易
傳
義
考
異
』
か
ら
み
る
」

（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
七
十
集
、
日
本
中
國
學
會
、p

p
.
2
3
5
-
2
4

9

、
二
○
一
八
年
十
月
六
日
）

第
五
章

「
易
學
思
想
の
變
化
ー
古
學
か
ら
國
學
へ
」

書
き
下
ろ
し

第
六
章

「
平
田
篤
胤
の
易
學
」

書
き
下
ろ
し

第
七
章

「
平
田
易
學
と
清
朝
考
證
學
」

書
き
下
ろ
し

結
論

書
き
下
ろ
し


